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「ふわあああああ」

　日下部くさかべ湊みなとは目をこすった。時刻は土曜の早朝、午前四時だ。今日きようは高校で所しよ属ぞくしている部ぶ活かつの他校との早朝合ごう同どう練習がある。そのため、こうして早起きしていた。起きたばかりだ。

　そんな湊の足あし元もとには、日下部家けの室内犬けん、ポン太たがまとわりついている。寝ぼけ眼まなこで、湊は手にもったドッグフードの箱の中身を餌えさの受け皿にざらざらと流し込んだ。しゃがみ、尻尾しつぽを振りつつ受け皿に顔を突っ込んでいる飼い犬の頭を撫なでる。実に静かで、平和な朝だった。

「ぐおおおおおおおおっっ」

　が、その静せい寂じやくは奇き声せいに切り裂さかれた。

「ぐお……？　ポン太、なんか言ったか？」

　まだ眠い、ねぼけている湊は、ポン太に話しかけた。話しかけられたことがわかったのか、ポン太は食事を中ちゆう断だんし、湊を見上げた。

「わふっ？」

「ぐおおおおおおおおおおっっっっ！」

　──また聞こえた。家の中、二階から。さすがに、湊の目も覚めた。自分以い外がいの家か人じんはまだ眠っているはずだ。もちろん発はつ生せい源げんはポン太でもない。ポン太はつぶらな黒い瞳ひとみでこちらを見上げ、ハッハッと舌を出している。ダンボール箱に捨てられていたのを湊が拾い、飼うことになった柴しばの子こ犬いぬは、すくすくと成長した。身体からだは中型犬よりも小さめで非常に人なつっこい。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ。キィィィィィーっっっっ！」

　三度目で、湊も確かく信しんした。どうやら妹の声のようだ。しかし、こんな早朝に、なぜこんな奇声を妹が……？　ごくりと唾つばを飲み込むと、湊はポン太を抱きあげた。少し重いが、なんとなく一人では心こころ細ぼそく、相あい棒ぼうが欲しかったからだ。

　薄うす暗ぐらい中、足元に気をつけながら、そろりそろりと階段を昇のぼる。

「ぐおおおおっ！」

　間違いなく、声は妹の部屋からだった。完全に扉とびらは閉まっておらず、薄く開いている。これは不ふ思し議ぎなことではない。飼い犬のポン太が自由に出入りできるように、と家族内ないでは暗あん黙もくの了りよう解かいとなっている措そ置ちだ。しかし、妹が起きているなら、室内灯とうの明かりが漏もれていようものなのに、数センチ扉の開いた妹の部屋は、真まっ暗くらなままだった。

　再び湊は唾を飲み込んだ。意を決し、ポン太を抱え直すと、目もく前ぜんに迫っていた妹の部屋の扉を片手で一いつ気きに開けた。

「おいっ！」

　──そこには、真っ暗な部屋の中、ベッドに座り、唯ゆい一いつの明かりである携けい帯たいゲーム機を見つめる妹の姿すがたがあった。そして、バンバンとベッドを叩たたき出した。

「ぐっがあああああ！　このミニゲーム、ムカツクー！　なんなのなんなのーっっっ！　自分で操そう作さしたいー！　自分で試験を選びたいー！　司し会かいもくたばれええ！　司会！　司会めええ！　ま・な・べっ！　せっかく出した狙ねらい通りの試験が出たのに、やつの台詞せりふときたらっ！　くうううう！　……あ」

　息も荒く叫び終わってから、ようやく湊みなとに気づいたらしい。

「ちょっとお兄にいちゃん！　なに人の部屋に勝かつ手てに入ってきてんの！　罰ばつ金きんとるからね！」

　腰に手をあて睨にらんでくる。

「待て。普ふ段だん人ひとの部屋に勝手に入って漫まん画が漁あさってくやつが言う台詞かそれは」

　妹は、湊の部屋に忍しのび込んでは、湊が揃そろえている少年漫画や青年漫画を借りてゆく。

「それはそれ！　お兄ちゃんだってわたしの少しよう女じよ漫画読よむじゃん」

「俺おれはちゃんと貸せって言うし。──それよりおまえな、ぐおおおおおおっ！　て叫んでるから、俺はてっきりオカルト的ななにかが起こっているのかとびびったんだぞ！　おまえ、なんだあの奇き声せいは！」

「オカルトー？　ないない。あ、でも大だい丈じよう夫ぶ！　仮に、幽ゆう霊れいに取り憑つかれても、わたし、除じよ霊れいできるもん！」

「は？　おまえ、霊れい感かんとかないだろ？」

「びっくりするほどユートピアをかますから！」

　ベッドの上で立ち上がった、Ｔシャツにハーフパンツ姿すがたの妹は、ポニーテールを背中で揺らしながら、グッと親おや指ゆびをあげた。

「びっくり……？」

「わふ？」

　妹の言っていることが湊にはわからないことが多々ある。飼い犬のポン太も鳴いた。

「友達のユキちゃんがね、効くって言ってた！　素人しろうとにもできる除霊法ほうなんだよ、びっくりするほどユートピア！　あとね、除霊関かん係けいなく、誰だれもいない家でやるとすごく開放感かんあふれるって！　だから今こん度どわたしもやってみようと思って……ていうか、オカルトって……だからお兄ちゃんってばそんなに必ひつ死しにポン太た抱きしめてたの？　なっさけなー」

「わふ！」

　同意するかのようにポン太が鳴く。

「──そもそもだ」

　兄の威い厳げんをもって、湊は話を戻した。しかしポン太は抱きしめたまま離さなかった。

「おまえがぐおおおおおおおおおおおって女の子にあるまじき奇声を発してたのが悪い。しかも、こんなまだ暗い早朝だぞ。土曜とはいえ、徹てつ夜やしてたのか？」

　指し摘てきすると、シュンと妹は肩を落とした。

「だってミニゲームが……。フルコンプしたいのに……」

「ああ……またなんかのゲームやってんだな」

　一つ頷うなずく。妹はゲーム好きである。日下部くさかべ家の家族中じゆうが知るところだ。

「なんだっけ、いま、おまえがはまってんの……。えー……」

　しばし、湊みなとは考え込んだ。聞いた覚えはあるが、聞いても聞き流し、相あい槌づちもいつも適当に打っているから思い出せない。

「えー……。あー……？」

　すると妹が先に答えてしまった。

「乙女おとめゲーだってば！」

「……乙女ゲー？　そうだっけ？」

「この間あいだ説明したじゃん！　お兄にいちゃんの鳥とり頭あたま！」

「馬ば鹿かめ！　それは鳥に失礼だろ！　鴉からすとかはすげえ頭良いいんだぞ！」

「わふっ！」

「ほら、ポン太たも同どう意いしてるだろ！」

「……お兄ちゃんってば」

「なんだその哀あわれむような目は！」

「……まあ、いいや。そうなの、うん。とにかくわたしは乙女ゲーをしてたの。『フォーチュン・クラウン』！　お兄ちゃんと同じ名前の、ほら、湊先せん輩ぱいっていうキャラが出てくるやつだよ！」

　湊は、ゲームタイトル自体のほうには聞き覚えがある、ような気がした。

「それおまえ、一週間前まえにフルコンプしたって居い間まで友達とでかい声で携けい帯たいで話し込んでなかったっけ？」

　妹が俯うつむいた。悲しげに首を振る。

「うん。フルコンプ、したんだけど、ね……。あのね……、セーブデータの整理、してたら……よりにもよってフルコンプしたデータ、消しちゃってさ……。この行き場のない嘆なげき！　自分を責めるしかない空むなしさ！　──お兄ちゃんに、わたしのこの悲しみがわかるっ？」

　わからない。しかし、湊は黙だまっていた。

「で、それとぐおおおお、となにが繫つながるんだ？」

「明日あしたはね……！　ファンディスクが出るの……！」

「ふぁんでぃすく？」

「そう！　『フォーチュン・クラウン』の！　来らい春しゆんには２も出るんだけど、その前にファンディスクが！　１のエンディング後の後ご日じつ談だんを描いたアドベンチャー！　攻こう略りやく対たい象しようとくっついたバージョンとくっついてないバージョンも選べる！　まさに二度美味おいしい！　そしてフルコンプデータを引き継ぐと数多くの特別イベントも発生！　特とく典てん付つきの予約してるから、今日きようは開店朝あさ一いちでお店に行く予定なんだ。……なのに！　なのに！　フルコンプデータを引き継いでからファンディスクをプレイしたいのに！　湊先輩ルートがっ！」

　妹が携帯ゲーム機を摑つかんだ。

「攻こう略りやく法ほうを知らないと、ルートに入るのがまず激げき難なん易い度ど。おまけに入ったら入ったらで、わたしの嫌きらいなミニゲームがさあ……！　殺さつ意いがわく……！　なまじ、一回目でうまくいって進めてたら、死んだし！　そんなのに限って途と中ちゆうセーブしてなかったし！　ぐおおおおって、声にも出るってものでしょっ？」

　普通は出ない、と思ったが、やはり湊みなとは黙だまっていた。

「思い出したわ。俺おれと同じ名前のやつ、ポンポン死ぬんだっけ？」

「そう、それ！　ルート終しゆう盤ばんに特に集中！　たとえルートに入っても、気を抜くと初しよ期きにはルートから外れてノーマルエンドにいくし！」

「しかし、死ぬって……。どんな内容なんだよ、その乙女おとめゲー」

「内容？　シナリオの？　湊先せん輩ぱいルートはねー、ルートに入ると、まず騎士ナイト試験が、」




　──騎士試験が？







[image: ]







「ないとしけ……ぐっはあっっ！」

　なんだこの衝しよう撃げきは。息が止まるかと思った。

　重い！　ちょうど、肺はいの上の辺りが重い！　なにかが、乗っている……！　なんだ……？　もしかして俺おれは死んだのか……？　アレだ──俺ルートに入ったことによって……？

　そう、この重くてずっしりとして、それでいてあったかく柔らかな……感かん触しよく……。そして猫ねこ用ようシャンプーのいい匂い……。──猫用、シャン、プー？

「リンリンさん……？」

　死んでなかった。

　目を開けると、我が家の飼い猫リンリンさんが俺の胸の上にドーンと鎮ちん座ざしていた。四つ足を揃そろえ佇たたずみ、俺を見下ろしている。なお、リンリンさんは成せい猫びようであり、ふっかふかであり、それなりに大きく体重もある……。

「…………」

　まず一ひと呼吸。それから俺は切せつ々せつと訴えた。

「リンリンさん……ジャンプするのはいいんですけど、ジャンプして俺の肺を直ちよく撃げきするかのように着ちやく地ちって、一歩間ま違ちがえると俺が死ぬと思います……。見ていた夢も吹き飛びました……。いえ、腹でないだけ、リンリンさんの気き遣づかいは感じるんですがね……？」

　現在は夏休み中で、長期休きゆう暇か直前に俺は腹に外がい傷しようを負った。完かん治ち済ずみだが、偶ぐう然ぜんか必ひつ然ぜんか、リンリンさんの着地地ち点てんは俺の腹ではなかった。

　リンリンさんは、威い嚇かくで声せい帯たいをふるわせることはしても、「ニャー」、「ミャア」等、頑がんとして鳴かない猫なので、無む言ごんである。機き敏びんな動作で俺という飛び乗り台から下りた。

　俺も起き上がった。壁かべ掛かけ時計で、時刻を確かく認にん。本日は夏休みも終わり間ま近ぢか。八月二十九日だ。時刻は午ご後ご四時半はん。夕方だ。どうやら、惰だ眠みんをむさぼっていた俺をリンリンさんは善ぜん意いで起こしてくれたらしい。

「でもですよ、リンリンさん。できれば、こう、顔を舐なめるとか、そういう起こし方を希望……」

　俺を一いち瞥べつし、ぷい、と顔を背そむけるとリンリンさんは部屋の出入り口である襖ふすまに向かった。その前で立ち座りをしている。開けろ、の主張だ。ついでに一階で夕ごはん、だな。そういや、窓は全ぜん開かいだが、襖は閉めっぱなしだった。

　襖を開け、リンリンさんの後を追うようにして一階に下りる。

　台所で猫ねこ缶かんと俺用ようの麦むぎ茶ちやを取り出したところで、ピン、ポーン、とチャイムが鳴った。

　昨夜から、家には俺一人ひとりだ。つまり、応対できるのは俺しかいない。

「へーい」

　宅たく配はい便びんか、近所のおばちゃんからの回かい覧らん板ばんだろう、ぐらいに俺は考えていた。

　実は差し迫っていて考えるべき問題があるのに、何事もなく日々が過ぎていったし、ほんっとうになにもないから、「あれ？　もしかしてこのまま大だい丈じよう夫ぶなんじゃ？　あれはぜんぶ夢だったんじゃ？」とそんな風ふうに、俺おれの危き機き感かんも薄れ出していたのだ。

　無む防ぼう備びに、玄げん関かん扉とびらを開け──。

「！」

「こんにちは。ほた──」

　バタン、と俺は扉を閉めた。

「ちょっと！　このレイアが、わざわざ来てあげたっていうのになんなのそれは！　開けなさい！　お姉ねえ様にご挨あい拶さつするんだから！」

　残念。お姉様は不在だ。

「武尊ほたかさんっ？」

　これは夢だ幻まぼろしだ。ピンポンチャイムも声レベル三な声も幻げん聴ちようだ。開けなければオーケー。

　しかし、騒さわぎをうるさいと思ったのか、台所からリンリンさんがやってきた。俺を見上げ、次に玄関扉を見やる。これは……「やっぱ夕ごはんの前に散歩する」、の仕し草ぐさだ。散歩とはいっても、リンリンさんは我が家の敷しき地ち内ないからは出ず、庭の木の匂においを嗅かいだり、登ったり、なぜか植うえ木き鉢ばちの土の上で丸まったりするぐらいなんだが。

　俺が微び動どうだにしないので、リンリンさんは、「開けれ、出せ、散歩」、の仕草を繰り返した。

「あのですね、リンリンさん、猫ねこ用よう出入り口なんかもあるんで……」

　小こ声ごえで提てい案あんしてみる。リンリンさんは家に誰だれもいなければ、そのときは猫用出入り口を使うのだ。しかし、「嫌いや々いや、絶対に玄関から出る」とリンリンさんの態度が示している。

　ふう、と俺は観かん念ねんの息を吐いた。玄関扉を開ける。リンリンさんがトットッとご機き嫌げんで歩き出す。長いアライグマ模も様ようの尻尾しつぽも左右に揺れている。

「あなたねえ！　一体どういう……！　……まあ」

　そして、訪ほう問もん客きやくの足に頭をこすりつけた。訪問客、俺の中では、通つう称しよう、金きん髪ぱつ。

「リンリンさん……」

　俺、なんとなくそうじゃないかと思ってたけど、リンリンさんさ、雌めすなのに男よりも女のほうが好きですよね？　女の子大だい好すきですよね？　初しよ対たい面めんでもすんげえ懐なつくよな？　俺のときは、触らせてくれるだけでも一ヶ月かかったのに！　なんという差さ別べつなんだリンリンさん。

「可愛かわいい」

　訪問客、私し服ふく姿すがたの金髪美び少しよう女じよ、高埜たかの倉くらレイアは、相そう好ごうを崩くずしてリンリンさんを抱きあげた。リンリンさんも普ふ段だんの俺への態度はどこへ行ったか、まったく暴あばれることなく身を委ゆだね、ゴロゴロ喉のどを鳴らしている。高埜倉から数歩離はなれた背後には、運転手である初しよ老ろうの男性──確か名前は吉よし田ださんだ──が控ひかえている。そのまましばらく高埜倉とリンリンさんのイチャイチャタイムが続いた。延えん々えんと続きそうで、耐えきれなくなったのは俺だった。この間、一いち度どバタンッと玄関扉を閉めてみたのだが、今度は完全無む視しされて俺は心に深い傷を負い、また自ら扉を開けてみた、という悲ひ劇げきがあった。

「あー。高埜たかの倉くらさん」

「可愛かわいい」

　リンリンさんゴロゴロ絶ぜつ好こう調ちよう。

「た・か・の・く・ら・さん！」

「あなた、レイアの家に来る？」

　リンリンさん、高埜倉の腕うでの中で丸まり、至し福ふくの表情でゴロゴロ。
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「──リンリンさんはウチの子だ」

　静かに、しかし断だん固ことして俺おれは言い放った。ここでようやく、三み毛け猫ねこリンリンさんにのみ視線を注そそいでいた高埜倉が俺へ目を向けた。

「あら……いたの？」

「イマシター」

「レイア様」

　第三者の声が控えめに割って入った。運転手の吉よし田ださんだ。

「レイア様。当とう初しよの目的をお忘れなきよう。武尊ほたかさまにきちんとお伝えください。さあ」

　と高埜倉からリンリンさんを譲ゆずり受けた。そして、てっきり暴あばれるかと思いきや、リンリンさんは吉田さんの肩の辺りをくんくんと嗅かいでから、顎あごを乗せて大人おとなしく収まっている。なんだとっ？　男でも良かったのかリンリンさん！

　さらに、こちらへと歩み寄ってきた吉よし田ださんはリンリンさんを俺おれに受け渡そうとした。だが、俺の腕へ移る直前にジタバタと暴あばれ出した。俺の腕をジャンプ台にして、リンリンさんは玄げん関かん脇わきに置いてある植うえ木き鉢ばちへ飛び乗った。そこでくるりと一回りし、丸まってその場所に落ち着いた。一部始し終じゆうを目もく撃げきしていた高埜たかの倉くらが一ひと言こと。

「……あなた、嫌きらわれているのね？」

「すんげえ好かれてるから！　夜は一いつ緒しよに寝てるし」

　昨夜だけだが。基本、夏は暑いので、猫はあまり人に寄って来ない。リンリンさんもその例に漏もれずだ。しかし、昨夜は奇き跡せき的てきに涼すずしかったのだ。まあ、それすら俺一人ひとりしか家にいなかったから、実は寂しがり屋なリンリンさんもしぶしぶ一緒に寝ただけだけどな！

「──で、高埜倉さんは、ウチになんの御ご用ようでしょうか？」

　そう。高埜倉の顔を見たおかげで、忘れかけていた危き機き感かんを俺は思い出すことになったのだ。せっかく玄げん関かん扉とびらも閉めたというのに。

「あなたとわたしはお付き合いしているのよ？」

　吉田さんを気にしてか、高埜倉が、小こ声ごえで「フリであるとはいえ」と付け足した。

「あー。うん。そうですね……」

　ぜんぶ引っくるめて忘ぼう却きやくの彼方かなたでした。

「夏休み中、お付き合いしている男女が一いち度ども会っていないなんて、怪あやしい以い外がいのなにものでもないでしょう？　吉田にも怪しまれているのよ！　それに学校に行けば好き勝かつ手てな噂うわさが流れているし……まったく」

　ここから普通の声せい量りよう。

「──ですから、一緒に夏祭りに出掛けませんこと？　今日きようは『だいよく祭り』の日ですもの。わたし、本来なら庶しよ民みんの祭まつり事ごとには興きよう味みなんてありませんし、行きもしませんけど、湊みなとさんに合わせてさしあげるわ」

　颯さつ爽そうと金きん髪ぱつをかきあげる高埜倉。しかし、この態度。『幸運の冠かんむり』選せん出しゆつで冠を取れなかったんで、多少は凹へこんでいるかと思いきや、相変わらずだ。高埜倉、一いち番ばん冠に固こ執しつしていそうだったんだが。あれから一ヶ月以上経たっているし、時が敗北の傷を癒いやしたのか……。いや、もしかしたら今も内ない心しんでは悔くやしがっているのかもしれない……。

「それと、お姉ねえ様もお暇ひまだったらご挨あい拶さつ……いえ、もしよろしければお姉様も夏祭りに……」

「姉あね貴きはサークルの夏旅りよ行こうに出掛けてるぞ。帰ってくるのは九月」

「そうなの……」

　明らかにがっかりした様よう子すで高埜倉が両肩かたを落とした。

「うん。そうなんだ。じゃあ」

　俺もまだ現実逃とう避ひをしていたい。夏の『だいよく祭り』は俺や高埜倉が通う大だい翼よく学がく園えんの生徒も大おお勢ぜいが行っているだろう年に一度のお祭りだ。屋や台たいも出、花はな火びもあがる。浴衣ゆかた姿すがたの女の子とデート。二学期前の最後の楽しみ。そこへ女の子から誘われる。フリとはいえ夢のようなシチュエーション。これこそ青春。

　しかし、いまは駄だ目めだ！　理由わけあって、数々の乙女おとめゲーをプレイしてきた俺おれは知っている。もはや本ほん数すうも十本の大おお台だいに乗った！　夏祭り、花はな火び大会！　こういう行ぎよう事じの日は、大たい抵ていイベントが起こるに決まっているのだ！　その確かく率りつは七十パーセント以上と見た！

　なにしろ、現在、俺は……俺は……。俺ルー……。いやいや、言いたくない。言いたくない。心の中であろうと言いたくない。せっかく忘れ去っていたんだぞ？

　とにかく、たとえ高埜たかの倉くらからの誘いとはいえど油ゆ断だんはできない。前回、あの運うん命めいの日、遊ゆう園えん地ちに行くことになったのだって、きっかけは高埜倉だ……。

　復ふつ活かつしかけている危き機き感かんがさかんに警けい鐘しようを鳴らしている。

　さようなら、と玄げん関かん扉とびらを閉めようとした。

「──吉よし田だ！」

　高埜倉の命令で、吉田さんが閉まろうとする扉を白い手て袋ぶくろ越ごしに摑つかんだ。

「武尊ほたか様、まさか……まさかとは思いますが、レイア様の誘いを断る、と……？」

　断るに決まってんだろーが！　俺も屈くつしはしなかった。ドアノブをしっかりと両手で握り、閉めようとする。ぐぬぬぬ、とあっちが一センチ空間を広げればこっちも一センチ取り返す、という決けつ死しの攻こう防ぼうが繰り広げられた。

　しかし、攻防の最さい中ちゆう、吉田さんの目を俺は見てしまった。忠ちゆう実じつな老ろう犬けんが悲しみに打ちひしがれているような目……！　くっ……！

「レイア様の誘いを……」

　それに、基本的に、年ねん長ちよう者は敬うやまうべし、という教きよう訓くんが俺には叩たたき込まれている……！

　俺は、白しろ旗はたをあげた。

「断りません。──行きます！　とても行きたいです！　ぜひ！」

「あら、そう？　そうよね？　……まあ、当然ね。このわたしと出掛けられるんですもの。そうと決まれば──」

　扉を閉めるのを諦あきらめた俺の姿を、上から下、下から上、と高埜倉が眺ながめる。

　夏の部屋着ぎ、ついさっきまで寝てた、たぶん寝ね癖ぐせもついている。そんな俺。

　対する高埜倉はというと、サマーワンピースにアクセサリー。女おんな物もののファッションをどうこう言える俺ではないが、容よう姿しと財ざい力りよくに見合った高そうな服である。

「これがあのお姉ねえ様の弟だなんて……」

　ふらりと高埜倉がよろめいた。額ひたいに手を当て、ふるふると首を振っている。

　着き替がえりゃあいいんだろ、着替えりゃ。







　俺おれは武尊ほたか湊みなとという名前の、大だい翼よく学がく園えん高こう等とう部ぶ二年生である。ちなみに、名前の読みはホタカミナトである。ブソンミナトではない。

　──そして、攻こう略りやく対たい象しようである。

　マジでこの夏休み中、現実逃とう避ひして半なかばなかったことにしてたけど、そうなんである。なにもないと危き機き感かんも薄れてゆくものなのである！

　攻略対象とはなにか。恋愛を軸じくとしたシミュレーション、アドベンチャーゲームなどにおいて主人公こうに落とされる異い性せいのことを言う。一般に、主人公が女性の場合は、乙女おとめゲーで、主人公が男性の場合は、ギャルゲーだ。番ばん外がい、主人公が男性で、かつ同どう性せいを落とすのは、ＢＬゲー。

　不ふ本ほん意いなことに、俺は乙女ゲーの攻略対象だ。

　ことのきっかけは、四月、ゴールデンウィーク直前、『前ぜん世せ？』らしき『日下部くさかべ湊』という人物の十七年間の記き憶おくを思い出したことだった。

　そして、気がついた。『日下部湊』の妹がはまっていた乙女ゲー、『フォーチュン・クラウン』の世界に、ここはそっくりだと。登とう場じよう人物も舞台も酷こく似じしすぎていた。

　攻略対象の一人の名前は、『武尊湊』という。

　──俺だよ。俺がその『武尊湊』なんである。同姓同どう名めいの別べつ人じんというわけでもなく、通っている学園といい、そこで行われた行ぎよう事じといい、該がい当とう者しやは俺しかいない。

　父、母、姉あね、俺の四人家族。さらに猫ねこのリンリンさん。美び形けい一いつ家か、武尊家け唯ゆい一いつのフツメン。フツメン攻略対象。それが俺だ。ここまでで話が終わっていれば、よかったんだ。ここまでなら俺も不ふ本ほん意いじゃなかった。残念なことに、終わらない。

　俺のルートは死しに神がみに魅み入いられているのだ。俺が。繰り返す。俺が！

　問題は、『死！』　だ。

　武尊湊が恋愛的な意味で主人公（デフォルト名、宮みや河がわ乙女）にターゲットロックオンされ、武尊湊ルート……つまり俺ルートに入ると、俺はポンポン死ぬ、らしい。生せい還かんルートがあるかすらも不ふ明めい。

　これがギャルゲーで、俺がその主人公だったなら、きっと、単にどの女の子にもアプローチせずにいればいいだけの話だ。何をどう間違っても独ひとり身エンディングが待ち受けていることだろう。──しかし、俺は乙女ゲーの攻略対象だった。色いろ物もの、ネタ枠わくの攻略対象だろうが、攻略対象は攻略対象だ。前ぜん提ていとして、落とされる側だ。それでも、ターゲットロックオンされなければ問題ないはずだったが、その信じられない事じ態たいが起こった。

　よって俺は一学期、主おもにデート全ぜん断ことわり、無む視し戦法で嫌きらわれよう作戦などを使い、俺ルート突とつ入にゆうを避けようとした。ルート決定を決める重要イベントが遊ゆう園えん地ちで起こったりしたが、それも乗り切った。で、俺ルートを回かい避ひしたと思っていたら、そんなことはなかった……。

　それどころか。




　──俺おれルート、に入ったっぽい……？




　ルート決定の最終舞台、大だい舞ぶ踏とう会かいで、俺は主人公こう（通つう称しよう、乙女おとめちゃん）に好き、と言われた……。言われた、と思う。

　思う、となんとも曖あい昧まいなのは、そこから先、正直、記き憶おくがないからだ。

　どんな受け答えをしたのかもさっぱり記憶していない。あまりのショックに記憶が飛んだのだと思われる。気がついたら、帰き宅たくしていた。居間でリンリンさんに頰ほおずりしていた。リンリンさんはうざそうに顔を背そむけていた。傷ついた。

　そして俺はただただ、目に見えない死の恐きよう怖ふに戦せん々せん恐きよう々きようしていた。

　かといって、何気なさを装い、「宮みや河がわさー、俺に告こく白はくしたよね？　俺、なんて答えたの？」などと本ほん人にんに連れん絡らくを入れ確かく認にんをし、それがきっかけでイベントが進もうものなら……！

　俺ルート回かい避ひのため、俺は何本もの乙女ゲーをプレイすることによって、多くのことを学習した。通常、夏休みには夏休みイベントも発生する。海に行って水着デートは鉄てつ板ぱん！　部ぶ活かつなんかで学校に行ったり、合宿があればもうイベントの危き機きだ。イベント始まる五秒前だ。俺は帰き宅たく部ぶなのでその心配はなかったが、二学期まで絶対に学校に近づかないよう決めた。

　大だい翼よく学がく園えんによって生徒に配はい布ふされる、電話やメールもできる、もはや生活には欠かせない便利端たん末まつも、ここは電でん源げんを常じよう時じオフにしよう！　俺はこの夏、引きこもりになる！　と決めたら──オフにするまでもなく、なんと俺の端末が故こ障しようした。

　端末は防水仕し様ようの製品だが、衝しよう撃げきと水みず濡ぬれが原因で、時間差さで故障が来たらしい。衝撃と水濡れ。心当たりはあった。遊ゆう園えん地ちイベントのせいだ。これのせいで俺も負ふ傷しようしたのだ。

　便利端末は現在修しゆう理りに出ている。戻ってくるのは二学期の始し業ぎよう式しき頃ごろらしい。全ぜん部ぶ貸し出し中で代だい替たい機をレンタルできなかったのはいじめだと思った。しかし、これで端末を利用した連れん絡らくは不可能という状態ができあがった。俺音おん信しん不ふ通つう。願ったり叶かなったりだった。

　そして長期休きゆう暇かは、俺の怪け我がの療りよう養ようを兼かね、家族で地方の山やま間あいにある母はは方かたの祖そ母ぼ宅たくで過ごすことになった。が、まず両親が仕事の都つ合ごうで帰った。「田舎いなかの空気は美び容ようにいいのよ、愚ぐ弟てい」と療養中の俺に優しさの欠片かけらもなく、当とう初しよの予定より長く滞たい在ざいしていた姉あね貴きも帰ると、以後は俺一人ひとりで田舎生活を満まん喫きつした。──結果として、俺ルート？　なにそれ？　攻こう略りやく対たい象しよう？　なんだっけそれ？　という気分のまま、昨日きのう、帰宅したのだ。

　家で俺を待っていたのはリンリンさんだけだった。入れ替わりで父と母は親しん戚せきの結婚式のため、泊とまりで遠とお出で、姉貴は大学のサークル旅行中。

　だが、今日きようの夕方。金きん髪ぱつが来らい襲しゆうした。金髪、高埜たかの倉くら。主人公、乙女ちゃんが野や郎ろうを落とす上でのライバルの一人。ここが乙女ゲーの世界なんだよなって思い出させられた。

　思い出したくなどなかった……！

「でも、な……」

　吉よし田ださんの運転する黒くろ塗ぬりリムジンに俺おれは乗車している。乗るのは二度目だ。目的地ちは夏祭り会場。徒と歩ほで行ける距離だが、リムジンで向かうのが金きん髪ぱつ、高埜たかの倉くらのクオリティ。俺はチラリと高埜倉を見た。

　もし俺ルートであるなら、ここは誘いに来るのは宮みや河がわであるはず……？

　ということは、やっぱり俺ルートには入っていない……？

　だいたい、俺は約一ヶ月音信不ふ通つうだったわけだ。ん？　一ヶ月音信、不通……。

「そういえば高埜倉」

「なにかしら？」

「休み中、俺の端たん末まつに電話掛かけたりとかは？」

「あなたに掛けると、『この番号は、現在電でん波ぱの届かない場所か、電源の入っていない……』と自動アナウンスが流れるわよ？」

　だよな。

「の割に、今日きよう会って結けつ構こうフツーに話しかけてきたよな」

「端末が壊こわれたのでしょう？　知っていたもの。端末は学園管かん理りだから、ああいった情報は生徒会にもあがってくるんです。大だい翼よく学がく園えんでは、生徒会の仕事は夏期休きゆう暇か中ちゆうにもありますから」

「ご苦労さまで」

「そのとおりよ。わたしは忙いそがしいんです。お父とう様の手伝いで業ぎよう界かいのパーティーにも顔を出さないといけないし」

「レイア様は夏祭りを楽しみにしていて、予定を空あけていましたからね。ご幼よう少しようの頃から参加したがって……」

「──吉田！　たまたまよ！」




　そんなこんなで、会場に到着した。会場は名前の通り、坂の上にある坂さか上がみ神じん社じやだ。坂さか沿ぞいにずらっと屋や台たいが並んでいる様さまは壮そう観かんだった。浴衣ゆかた姿すがたのカップルや親おや子こ連づれでにぎわっている。

　で、さすが高埜倉。リムジンをどこに停めるのかと思ったら、専せん用よう駐ちゆう車しや場じようが用意されていた。吉田さんもついてくると思ったのに、リムジンで留る守す番ばんらしい。「ごゆっくり」と見送られ、人ひと混ごみの中を歩き出す。キョロキョロと辺りを見回す。

　俺は主に、俺ルート専用イベントの警けい戒かいのために。高埜倉は、好こう奇き心しんで。

　さらにいえば、腐くさっても鯛たい。高埜倉は美び少女なので周囲の注目を浴び、こんな子の連れの男はどんなだ──と俺も見られて、俺が、は？　な反応をされる、というオプションも付いてくる。姉あね貴きと並び立っているとよくされる反応なので慣なれている自分が哀あわれでならない。

「湊みなとさん。なにをでくの坊ぼうのようにぼーっとしていらっしゃるの？」

「俺だって夏祭り初めてだし」

　高埜たかの倉くらが瞳ひとみを見開いた。

「あなたも、初めて？」

「そうですがなにか」

　この時期、必ずと言っていいほど俺おれは夏なつ風か邪ぜを引くのだ。大たい抵てい高こう熱ねつにうかされていた。去年もそうだった。あとは風邪を引いていない時に限って雨う天てん中止だったり。

　いま、思ったが、これはまさか、俺ルートに入ったときの『夏祭りイベント』への前まえ振ふりだったってことは……ないよな？

　実は宮みや河がわが誘ってくる相手で、「俺、夏祭り初めてなんだー」「わたしもです」とかいう会話で二人の仲が進しん展てんしてしまうというベタな……。それが本来の流れとか。

　いま思いついただけだが、すごくあり得る気がしてきた……！　乙女おとめゲー怖こわ！

　しかし、もしそうであっても、いまの俺は高埜倉と来ているわけだし、セーフ。セーフ。

「ふうん。そう。……なら、仕方ありません。湊みなとさんのことですから、いたらないところだらけでしょうが、許してさしあげますわ。では、まず、わたしはあそこの屋や台たいでわたあめを買いたいと思います」

　言い、夏祭り初しよ心しん者しやが自分だけでなかったことが嬉うれしかったらしい、偉そうな高埜倉がわたあめの屋台に向かう。俺は小こ腹ばらがすいているんで焼きそばかたこ焼きが食いたいところだ。

「ええと……端たん末まつ、も、カードも使えないのかしら……？」

　端末を取り出し、わたあめを買う段階ではた、と気付いたようだ。

　大だい翼よく学がく園えん内は購こう買ばい、学がく食しよく他、生徒向けの店──もはや総合デパート──も揃そろっており、端末で買い物の決けつ済さいができる。現金を持ち歩かない生徒も多い。俺は現げん金きん派だが、高埜倉は端末派だろう。そして大翼学園内の店は物も良いが値ね段だんも高く、なんとシャープペンシル一本最さい低てい価か格かくが二百五十円（税ぜい込こみ）からという鬼き畜ちく設せつ定ていなので、俺は自じ販はん機きのジュース位くらいしか買わない。

　隣の屋台でちょうど焼きそばを売っていたので、焼きそばを一パック購こう入にゆうした俺は、わたあめの屋台に近づいた。俺も鬼おにではない。おごってやろうじゃないか。わたあめには何なん種類か味があるようだ。

「何なに味あじ？」

「レインボー……ですけれど」

　確かに色付きレインボー！　味もレインボー！　という宣伝文もん句く付つきの見み本ほん写真が屋台に貼はってあった。俺の乏しい英語知ち識しきでは、レインボーって虹にじだったはずだが、味も虹って意味なのだろうか。

「レインボー一つください」

「はいよ！　六百円ね！」

「！」

　高っけえレインボー！　俺の焼きそば五百円だぞ？　ともあれ、支払いを済ませ、受け取ったレインボーわたあめを高埜たかの倉くらに渡す。赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫むらさきの七色わたあめだった。

「ありがとう……ございます」

「っ？」

　愕がく然ぜんとした。払って当とう然ぜんですわね、ぐらいなこと言いそうなものなのに、殊しゆ勝しようにも「ありがとう……ございます」だと？

　心の中でだけ言ったつもりが、声に出ていたようだ。

「──それもそうね。考えてみれば、あなたが彼かれ氏しでわたしが彼女なのだから、これぐらいは……。そう、レイアの目標は透とう子こお姉ねえ様だもの！」

　決意の表情。決意しなくていい。

「いやいやいやいやいや。姉あね貴きは手て本ほんにしちゃいけない典てん型けいだから」

「弟なのに、透子お姉様の素晴らしさが何な故ぜわからないの？　おかわいそうなお姉様……！」

「……レインボーわたあめ返せ」

「これはもうわたしのものです」

　ふん、と冷たく高埜倉が拒きよ絶ぜつした。気を取り直したようにわたあめを一口。

「これが、庶しよ民みんの味……」

　たぶん、少し違う。そのレインボーは着ちやく色しよく料りようとかもかなり混じってる味だと思うぞ！

　しかし、庶民庶民と文もん句くを言いつつ食べている。食べ歩きで屋や台たいを見て廻まわる。難なん色しよくを示されるかと構えたが、「食べ歩きなんて、行ぎよう儀ぎが悪いですけれど、今日きようは庶民のあなたに合わせてさしあげます」だそうだ。驚くべきことに、俺自身も結けつ構こう楽しんだ。金きん魚ぎよすくいや射しや的てきなどにも挑ちよう戦せんし、俺はどっちもてんでダメだったのに対し、高埜倉はどっちも九割の確かく率りつで戦せん利り品ひんをゲットしていたのが納なつ得とくいかなかったが。

　一応、俺は攻こう略りやく対たい象しようである。そして高埜倉は、俺から見ればヒロインの一人である。

　攻略対象とヒロインが形だけとはいえ、夏祭りに来ている。乙女おとめゲー的なイベントの見けん地ちからいえばだな、攻略対象である俺が活かつ躍やくする場面じゃないのか！

　金魚すくいでも強きよう運うんが発はつ動どうして、俺が！　何匹びきも金魚をすくうとか。射的も、俺が！　百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうとか。

　…………全然違ちがった。いや、いいんだけど。……いいんだけど。

「次はあそこへ行きましょう！」

　弾はずんだ声で高埜倉が示したのは、『うさぎ触れ合い広場』だ。数歩、先へ進んだ高埜倉の後を追うことにする。

「へいへい」

　この調ちよう子しなら、俺ルートも杞き憂ゆうそ……。

「──っ？」

　階段を昇のぼろうとしていたら、靴くつ裏うらが、何か踏んだ。その瞬しゆん間かん、ツルリ、といった。滑すべった。胸きよう中ちゆうではどわああああああっ！　と叫んでいた。後ろに転びそうになっていた。そしてここは六段ほどの小しよう階段だ──。

　ハシッと、少し視し界かいより高い位置にあった木の枝を摑つかむ。枝はしなったが、体勢を戻すことに成功した。

「あ、あぶなかった……」

　滑すべって転んで頭を打って死ぬ──！　かと思った！

「湊みなとさん？　話しかけようとしたら隣となりにいないなんて、あなた、まさかわたしを一人に──。……メロンの皮ね」

　高埜たかの倉くらが俺おれのほうへと戻ってきたとき、俺は枝から手を離し、階段の五段目に落ちていたメロンの皮を見下ろしていた。

「メロンです……」

　バナナの皮じゃなくて、メロン。俺が踏んだのは、メロンの皮だった。そして滑った。しかし、メロンの屋や台たいなんてあったか？　俺のような犠ぎ牲せい者が出ないよう、皮は拾って、近くにあった網あみのゴミ箱に捨てた。

「はあ……」

　心しん臓ぞうがバクバクしている。何気ないことから、あやうく大おお怪け我が、ヘタをしたら死ぬところだった……。侮あなどれないメロン。結けつ構こう滑るんだな、メロンの皮……。

　前を凝ぎよう視しし、しみじみしていただけなんだが、俺の前にいたのは高埜倉だった。

「な、なんなの？　レイアがいくら魅み力りよくに満ち溢あふれているからといって、そんなに真剣に見つめられると照れるでしょう？」

　誤ご解かいです。訂正しようと口を開きかけたとき、

「津つ久く見みきゅんだ……」

「津久見きゅん発見……！」

　見み間ま違ちがいでなければ、俺のクラスの男だん子し生徒二名が不ぶ気き味みな呟つぶやきをもらしながら通り過ぎていった。津久見きゅん……。『フォーチュン・クラウン』の攻こう略りやく対たい象しようの一人。一年の男子生徒、津久見日向ひなた。

『フォーチュン・クラウン』は、野や郎ろうを落とすのが至し上じよう目的の恋愛シミュレーション兼けんアドベンチャーなゲーム。

　そのための建たて前まえが、大だい翼よく学がく園えんで行われた『幸運の冠かんむり』選出だ。

　主人公こうの乙女おとめちゃんを含め、冠候こう補ほの女じよ子し生徒が四人。その前に、全ぜん校こう生徒の投票によって騎士ナイトの男子生徒四人が学園高こう等とう部ぶ内イケメンの中から選ばれ──その騎士たちが冠候補に票を投じることによって『幸運の冠』を戴いただく女子生徒が決まる──というものだった。

　なお、騎士と書いてナイトと読み、この称しよう号ごうにこれといった意味はない、と思う。そして俺も騎士である。ただし、俺はフツメンで、実は超ちよう天才でしたとかいう二に面めん性せいもない。理り事じ長ちようのねじ込みで騎士ナイトになった、雑ざ魚こ騎士である。

　そして乙女おとめゲー的にいうと、騎士は攻こう略りやく対たい象しようなんである。津つ久く見みきゅんもその一人だ。やたら女おんな顔がおだが男子だ。津久見きゅん、と呼ぶファン（男子生徒）もいるが騎士だ。

　ついつい訂正も忘れ、津久見ファンの後ろ姿すがたを目で追っていたら、人ひと混ごみの中、目が合った。

　津久見本人と。

「あー！　せんぱーい！　実み琴ことちゃん、ほら、先せん輩ぱいだよ！」

「……先輩って、お義兄にいさんっ？　なら呼ばないで！　せっかく離れたのにっ」

「ちがうちがう。武尊ほたか先輩」

「ほた……？　湊みなと先輩だー！」

　金きん魚ぎよの入った可愛かわいらしい小さなビニール袋ぶくろを持った浴衣ゆかた姿すがたの三つ編み少女が顔を輝かせて走ってきた。その後を津久見が追いかけてくる。

「湊先輩、いつ帰ってきたんですか？　連れん絡らくしてくれたら良かったのに！　あ、でも先輩の端たん末まつは使えないし……自宅の電話、だと……お義兄さんが出るかもしれないし……そうなるとすごく、面めん倒どう、ですもんね……」

　尻しりすぼみに語ご尾びが小さくなってゆく。三つ編み少女、騎士の義ぎ理り兄あにを持つ桜さくら実琴、桜妹いもうとも冠かんむり候補だった。そしてひょんなことから俺おれは彼女にオトメンと勘かん違ちがいされ、『前ぜん世せ？』の妹同どう様よう、乙女ゲーマーな桜妹には乙女ゲーマー愛あい好こうの志しと認にん定ていされている。

　俺の場合は愛好しているわけではなく、乙女ゲーをプレイする動どう機きは違うけど。桜妹は俺にとって、俺ルートを回かい避ひするため、乙女ゲーを理解するための先生である。乙女ゲーの攻こう略りやくについてや新しん作さく情報など、頻ひん繁ぱんにやり取りしていた。

　そのため、桜妹には端末故こ障しようと田舎いなかに引っ込むことを俺も一いち応おう事前に連絡した。

　そして桜妹の言うとおり、すごく面めん倒どうなことになった。

　以前教おしえてもらっていた桜家け自宅の本ほん電話に電話を入れたわけだが、桜兄あにのほう、桜啓けい輔すけが出たのだった。桜兄はシスコンのヤンデレである。電波も入ってる。桜妹がかかわらなければイイイケメンだが、桜妹がかかわると取り扱い注意な悪いイケメンになる。

　と、そこまで思ったところでハッと俺は周囲を再さい確かく認にんした。桜妹を物もの陰かげからそっとのぞくイケメンの姿は──ないな。一ひと安心だ。

「ちょっと……湊さん？」

　金きん髪ぱつ、高埜たかの倉くらに引っ張られ、俺は少し桜妹と津久見から離れた。

「なんすか高埜倉さん」

「あなた、桜さんには端末のことや旅行のことを知らせていたの？　レイアは武尊家けの不在をご近所のかたにお訊ききして知ったのよ！」

　小こ声ごえで抗こう議ぎされた。

「つーか、今日きよう以前にウチに来てたんだ？」

　高埜たかの倉くら、咳せき払ばらい。

「……仮かり初そめとはいえ、彼女として？　形というものがありますから。大だい舞ぶ踏とう会かいではあんなこともありましたし、あなたの怪け我がの経けい過かも知りたかったことですし」

　高埜倉が口にしたことで、『大舞踏会』の言葉が異常に重みをもって感じられる。

「大、ぶとう、かい……」

　やっぱあれ現実なんだな……。俺おれ、ルー、ト……。そういえば……。

　俺は高埜倉を見、眉み間けんに皺しわを寄せているこちらを見守っている桜さくら妹いもうとを見、笑顔の津つ久く見みを見た。順に、冠かんむり候こう補ほ、冠候補、騎士ナイト。ゲームの主しゆ要よう登場人じん物ぶつが気付けば俺を混まぜて四人も……。四人……。多すぎる。

　これは……イベントの予よ感かん？　乙女おとめゲー的な意味で！　俺ルー……。俺ルー……な意味で。

　待て。待て待て。はやまるな俺。俺ルー……だったら、決定的な役やく者しやが一人足たりないじゃないか。──宮みや河がわだ。そうだよ！　宮河はいないしな！

「聞いているの？　忘れたわけではないでしょう？　宮河さんが、あなたに……」

「聞いています。覚えてます」

　好き宣せん言げんされて頭真まっ白しろになったところまでは。

「そういえば、問いただしていなかったけれど、当然、きちんと断ったのでしょうね？」

　……返事？　断った、か……？　まさか「はい、喜んで」などと宮河に答えたはずがない。そんなことしたらまさに俺ルー……。

「さあ……？　いや、おそらくは……」

　何しろ、気付いたら家に帰ってリンリンさんに頰ほおずりしてたし。

「さあ、ですって？　もし、万まんが一いち、よ？　ないとは思うけれど、わたしとのお付き合いを解かい消しようしたいというのなら……」

「高埜倉さんとのお付き合いはぜひ続けさせていただきたいと思います」

　正確には、お付き合い（フリ）だけどな！

「そ、そう……。そうよね？　当然ね」

　ふふん、と高埜倉が笑う。高埜倉、一時は金きん髪ぱつ呼びで固定していたほど印いん象しようが悪かったが、結けつ構こうわかりやすいのは美点である。

「えっと……お話、終わりました？　こんにちは、先せん輩ぱい！　副ふく会長も！　大舞踏会以い来らいですね！　先輩のほうは、怪我は……？」

　ちょうどいいタイミングで津久見が話しかけてきた。

「久しぶりだな、津久見。見てのとおり、完かん治ちしたよ。津久見も実み琴ことちゃんも、二人で夏祭り？」

「いえ、ほんとうは四人だったんですよ」

「よ、にん……？」

　嫌いやな、予よ感かんが。

「はい。他に桜さくら先せん輩ぱいと、宮みや河がわさんで。なのにはぐれちゃって、探してたところなんです。端たん末まつもなんだか電波の入りが悪くて繫つながらなくて」

　ますます嫌な予感がする。イベントの進行具ぐ合あいによって端末って電波が入ったり入らなかったりするんだよな。俺おれは遊ゆう園えん地ちの一件でそれを学習した。というか思い知った。

「違います湊みなと先輩。もともとは三人だったんです！　義兄あにはメンバーに入ってません！　勝かつ手てについてきたんです！　むしろ、義兄はまきました！」

　──なるほど、だから物もの陰かげからそっと監かん視ししていそうなのにいないのか。

　嫌な予感を封じ込めるために、あえて桜兄あにのほうに意識を持っていってみる。

「それでそちらは……湊先輩と？」

　一いつ旦たん言葉を切り、桜妹いもうとが高埜たかの倉くらを見た。気付いた高埜倉が顎あごに手をやり、目を伏せた。

「湊さんにどうしてもと誘われて……わたしは庶しよ民みんの催もよおしになどまったく興きよう味みがないのですけれど……彼かれ氏し彼女の関係ですし」

　どの口がそれを言うんだ。

　いっやー、それは事実と大いに反するだろ。

「ぎゃ」

　逆だ、と断だん固ことして主張しようとしたら、ガンっと足を踏まれた。これで通つう算さん三度目だ。毎まい回かい毎回同おなじ箇所をピンポイントで踏むのは狙ねらっているとしか思えない。

「あっ！　高埜倉先輩ったらなんで湊先輩の足あし踏ふんでるんですかっ？」

　目ざとい桜妹が指し摘てきしてくれた。気付いてくれてありがとう桜妹。

「あら、本当。ごめんなさいね、湊さん？」

「…………」

　誠せい意いがまったく感じられない。

　空気を作る男、津つ久く見みがまた絶ぜつ妙みようのタイミングで話を元に戻した。

「一応、花はな火びを見る場所を決めてるんで、そこに宮河さんもいれば合流できると思うんですけど──そうだ、湊先輩たちもご一いつ緒しよしませんか？」

「……あ」

　桜妹が空を見上げた。

　ドーン！　という音が響ひびき、夜の空に花が咲いた。

「花火、はじまりましたね！」







　そして、なぜだか桜妹や津久見も混ざって行動しようということになりそうになったので、俺は「宮河を探そう！」と声をあげた。宮河を探す名めい目もくで一人ひとり行動をする。しかしてその実じつ体たいは宮みや河がわがいなさそうなところに避ひ難なんするぜ作戦を決行中ちゆうだ。

　集団行こう動どうになって、桜さくら妹いもうとたちが決めているらしい花はな火びを見る場所になんか行ったら、宮河と会っちゃうだろ？　イベント始まる五秒前になるだろっ？

　そんな轍てつは踏まぬ。

　というわけで、花火が終わるまで時間を潰つぶすことにしようと思う。

　現在地、神じん社じやの境けい内だい。ここにもちらほらと屋や台たいはあるが、しかし人ひと自体は少なめだ。

　さらに万ばん全ぜんを期す意味で、高埜たかの倉くらのリムジンが停まっているはずの専せん用よう駐ちゆう車しや場じようを目指す。専用駐車場なら宮河がいるはずないし、とりあえず運転手の吉よし田ださん経けい由ゆで高埜倉にも連れん絡らくがとれるはずだ。宮河を探すつもりが俺おれが迷った、とでも言えば理由としてもありだ。

「ここからだと……裏うら手ての階段からいったほうが近いか？　駐車場」

　端たん末まつが壊こわれてから、外出時じには身につけるようになった腕うで時計を見る。午後七時三十一分。

　登り切ると神社正面につく表側の幅の広い階段に、俺は背を向けた。

　俺ルー……の夏祭りイベント……ではない。断じてないとは思うが、通る道すらも、宮河がいそうな方向は避けるべきなのである。普通、はぐれて女の子一人だったとしたら、わざわざ人ひと気けの少ないほうにはいかないだろう。完かん璧ぺきな推すい理りだった。自信満まん々まんで神社の裏手に回る。

「おい……、あの子に声かけようぜ」

「彼かれ氏し待ちだろありゃ」

「大だい翼よくの生徒かな？　あそこの女子すげえレベル高えし」

　その直後だ。そんな会話が耳に入ったのは。

　そして、所しよ在ざいなげに、杉の木の近くに立っている宮河の姿すがたが目に入ったのは。巾きん着ちやく袋ぶくろを手に持って、赤い柄がらの入った浴衣ゆかた姿すがたの、『フォーチュン・クラウン』の主人公こうが。いつもはリボンがついている髪かみは、今日きようは結われ、両耳の辺りだけ、一部の髪が垂らされている。

　互いに気付いたのはほぼ同時だった。ほとんど感情の色の見えなかった宮河の表情がかすかに動く。

　──しまったああああああ！

　対する俺の行動はというと。

　気づかれてしまったので、もう、くるりと踵きびすを返した。つい、条件反はん射しやで、一学期、必ひつ死しに宮河を避けようとしていたようにだ。

「……待てよ」

　しかし──再び宮河に向き直った。俺のほうへ踏み出そうとした状況で、胸に手をあてた姿し勢せいの宮河へと、俺から歩み寄る。

「……？」

　俺から近寄ったのが意い外がいだったのか、宮河が瞬まばたきする。

　そうだよ。そうなんだよ。

　いままでずーっと宮みや河がわから逃げようとしていた俺おれだが、唐とう突とつに、思い至った。

　俺ルートをどうにかする最も簡単な近ちか道みちがあるじゃないか？　と。

　びっくりするぐらい簡単なんだ、実は。

　遊ゆう園えん地ちイベントで知ったことだが、宮河には──主人公こうだからこそか、『選択肢し』が見えているらしい。乙女おとめゲーをやるようになってわかったが、そういう三さん択たくや四択が、ゲームのアドベンチャー部分の随ずい所しよにあるのだ。

　ただし、宮河はそれが見えているだけで、自分の意い思しでは選べない。

　それが、俺がかかわる選択肢では、文字が欠け、虫むし食くい。つまりバグが発生している状態になり、自分で選択肢を選ばなければならなくなる。おそらく、俺が『前ぜん世せ？』、『日下部くさかべ湊みなと』の記き憶おくがある、『武尊ほたか湊』であって、純じゆん粋すいな意味での『武尊湊』ではないことが原因なんだろう。

　もちろん、『前世？』を思い出した当初の俺は、宮河の事情なんか知らなかったし、俺の事情も常識的に考えて真ま面じ目めに他者に訴えたりしたら、どんなに仲が良くても、「疲れてるんだね……」と心配されるレベルだ。

　しかし、もしかしたら、いまの、少しは知り合えた状況下かなら、そして、『選択肢』が見える宮河なら。たとえば、ここが乙女ゲー世界にそっくりで、俺は攻こう略りやく対たい象しようで、そして俺ルートに入ると、俺は、高こう確かく率りつで死ぬらしい、と打ち明けたとしたら？

　──たぶん、頭ごなしに俺の話を否定したりはしない。

　むしろ、協力してくれるんじゃないか？

　主人公が味み方かたについたら、鬼おにに金かな棒ぼう。

　いまだかつてないグッドアイデアのように思えてきた。

　これだよ！　遊ゆう園えん地ちイベントの時は、すべてを打ち明けるには、俺のほうに躊ちゆう躇ちよがあった。しかしだ！　もう俺ルー……？　これ俺ルー……？　な現在、宮河に話してしまったほうがいい。そう思う。ならば思い立ったが吉きち日じつ。

「宮河！」

　十分に近づいて、呼びかけると、ビクリ、と宮河が反応した。

「は、い」

「聞いて欲しいことがあるんだ」

　これ以上ないというほど、真しん摯しに、訴える。

　約一ヶ月ぶりに会ったのに、情じよう緒ちよもへったくれもない、時じ候こうの挨あい拶さつすらない突然の切り出し方だったが、とにかく言う！

　花はな火びが打ち上がる音がする。宮河の向こう側に、赤と青の花が開き、散っていった。




「実は──」




「は、い。でも」

　──れ？

　さっきよりも、宮みや河がわとの距離が近い。ていうか顔が近い。……ち、近い！　そして何な故ぜか俺おれは宮河の手を握っているぞ。

　いつの間にっ？

　宮河は困こん惑わく顔がおで俺を見上げている。ほぼ無む表情だが、心しん底そこ、困った、の無表情だった。

　宮河、「でも」って言ったよな？　あれ？　俺まだ何も話してないんだけど、「実は」しか言ってないぞ？

　ドドーン！　と一ひと際きわ大きな花火が打ち上がった。……おかしい。これ、最後の花火だよな。一いち番ばん最後に一番大きな花火で幕まく。屋や台たいでもらった花火大会のチラシにそう書いてあった。でも、俺の時間感覚的に、早すぎなんだけど。花火終わるのが。

「なん、だか。変、です」

　宮河が呟つぶやく。

　──誰だれが？

　それは、俺が。

　変なのは、俺だ。腕うで時計を見る。宮河を見つける直前が、午後七時三十一分。

　いまが、三十九分。三十九分？

　腕時計や、宮河との距離や、いまだ握ったまま──いま、俺から手を離した。

　八分間。実は、で宮河に話しかけるまで、時間が経たっていたとしてもせいぜい二分。この二分を差し引いても六分間の記き憶おくが、まったくない。しかし宮河との反応を見るに、その間、俺は動いて、喋しやべっていたと、思われる。

「──俺、宮河に何て、言った？」

「『大だい舞ぶ踏とう会かいの時は、君が眩まぶしくて逃げ出してしまった。俺が君にふさわしい騎士ナイトなのかわからない。返事は、もう少し待ってほしい』」

　淀よどみなく、まぎれもなく俺が言ったんだろう、言葉が紡つむがれる。

　俺は絶ぜつ句くした。ええええええっ？　ちょっと、俺よ！　俺の言いたかった、「実は──」と全ぜん然ぜん繫つながってねえ！　それどころか、言いたかったことと違うし、いやいや。

　しかも、衝しよう撃げきの事実も判はん明めいした。

「え？　ええっ？　大舞踏会っ？」

　何だそりゃあ。俺、なに微び妙みように格好かつこつけた上に期待もたせるような返事してんだよ！　全然身に覚えがない！　なさすぎる！　なんでだ？

「それと、『いつも君から誘さそってもらってばかりだったから、今度は俺が誘うよ。九月十三日の日曜日に、よかったら二人で出掛けないか』って」

　俺おれ、再々絶ぜつ句く。

「…………………………………………………」

　茫ぼう然ぜん。

　は？　何してんだ俺ええええっ？

　よかったら二人で出掛けないかって、なに宮みや河がわをデートに誘さそってんすか？　馬ば鹿かか？　馬鹿か、おい。死ぬの？　死にたいのか、俺？

「──先せん輩ぱい」

　だいじょうぶ、ですか？　と宮河に問いかけられる。

「お、おう。大だい丈じよう夫ぶだ」

　何だか、初しよ対たい面めんで、学園の応接室で会った時とは、逆になってるな。

　そして実は全ぜん然ぜん大丈夫じゃない。俺はかなり動どう揺ようしていた。近ちか道みちに思えた解かい法ほうが木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだこと。くわえて、身に覚えのない行動。考えるべきことがまた一つ──。

　穴が開くんじゃないかと思うほど、じっと俺を見つめ、

「変、なんです」

　宮河が言う。

「大だい舞ぶ踏とう会かいで踊った直後も、さっきも」




　先輩の、選択肢しが、壊こわれていなかった。




「──え？」

　それは、つまり？







「リンリンさん……。どう思います？」

『前ぜん世せ？』を思い出してから、もう何度目めになるかわからない、リンリンさんへの相談タイム。

　俺ルー……突とつ入にゆう疑ぎ惑わく（濃のう厚こう）だけでも頭が痛いのに、更さらに問題が増えた。むしろあの場限げん定ていで夏祭りイベントとか吹っ飛んだ。宮河とも普通に会話してしまった。普通に吉よし田ださんのいるリムジンまで戻って、みんなに合流して、全員リムジンで家まで送ってもらった。

　そして俺は帰き宅たくするなり、リンリンさんを自室に連れ込んだ。

　俺の切せつ羽ぱ詰まった感が伝わったのか、抱きあげても拒きよ否ひされなかったのだ。脇わきの下に手を入れ、抱きあげているリンリンさんと見つめ合う。

　──大舞踏会で、宮河に告こく白はくされた後。頭真まっ白しろだったが、たぶん、俺ルー……回かい避ひのために、俺はその場では断ろうとした、はずだ。たぶん。しかしそこから記き憶おくなし。

　花はな火び大会。宮河に俺ルー……のことなどを打ち明けようとした後、記憶が飛んだ。

　さらに、宮みや河がわによると、俺おれにかかわる選択肢しは文字化ばけしているはずなのに、その二度の間、俺の記き憶おくが空くう白はくになる間は、それがない。

「さて、ここである疑問点てんです、リンリンさん」

　空白の時間に、喋しやべり、動いていた俺は誰だれだ？

　仮か説せつ一。俺は実はとても複ふく雑ざつな精神構こう造ぞうをしており、二に重じゆう人じん格かくだった。しかし、別べつ人格なので、記憶が飛んでいる間に行動していたのも、俺ではある説。

　仮説二。俺の中にまったく違う別の人物がいる。人格ではなく、別べつ人じんだ。そして、この別人とは、本当の『武尊ほたか湊みなと』である。ややこしいが、俺は純じゆん正せいの『武尊湊』ではない。『日下部くさかべ湊』という謎なぞの『前ぜん世せ？』持ちだ。だから、いわば俺は『偽にせ・武尊湊』だとも言える。

　そう考えると、ここにいるはずの、『真しん・武尊湊』はどこへ消えた？　ということになる。

　俺が『武尊湊』なんだし、そんな奴やつは存在しない！　と今日きようまで思っていたんだが、ちょっと自信がなくなってきた。『前世？』を主しゆ体たいに考えて、俺が『日下部湊』だとすれば、記憶が飛んでいる間に動いていた奴こそ、『武尊湊』だよ説。

　仮説三。俺自じ身しんがバグってる。そうじゃなくてもバグのせい。もともと俺がここにいるのが不ふ可か思し議ぎ現げん象しようなんだから、その辺へんの兼かね合いが狂っているせいだよ説。

「どの説であっても、とりあえずは空白期間を起こさなければいい……のか？」

　リンリンさんが尻尾しつぽを振って同どう意いしてくれた。同意じゃないかもしれないが、同意だと解かい釈しやくする。しかし、だ。どういう条件で、記憶が飛んで、俺の知らない行動をとってしまうのか。

「共通点てんは、ゲームの流れから著いちじるしく外れた行動……」

　は、宮河もとってるよな。特に遊ゆう園えん地ちイベントの時に顕けん著ちよだった。

「俺から、か？」

　宮河に関することで、俺からの働きかけで著しく外れた行動を取ろうとすると、俺の記憶が飛ぶ……。本ほん来らい起こりうるべき出で来き事ごとと比ひ較かくした時、許きよ容ようできないような行動……。

　たとえば宮河本ほん人にんに俺の事情を全部ぶちまける、とか……。すなわち、ゲームシステムから外れた行動だ。

　ただ、そうだとすると、大だい舞ぶ踏とう会かいの時はどうなんだ？　宮河からの告こく白はくを断る……。これだと、なにがいけなかったのか。

「──俺ルー……に入るところで、俺が即そく告白を断ったら、そこで俺ルー……も終了だよな、普通は。考えてみれば」

　乙女おとめゲーの重要イベントとして、本来起こるべき事じ象しようパターンに著しく反したせいか？

　大舞踏会の時に、宮河と踊った後で告白を断るのは、『フォーチュン・クラウン』内では、これもゲームシステム的に許されないことだった。

　記憶が飛ぶ件について、基本は、俺が自発的にゲームシステムから外れた行動をとるとアウト。ゲーム内でありそうな、一いつ見けんおかしくない行動──告白を断る──であっても、その時点において、著いちじるしく行動として外れていると、これもアウト？

　そういえば、遊ゆう園えん地ちイベントでは、俺おれは俺自じ身しんのことは話していない。「あなたは誰だれですか」と聞かれたあの時に、受け答えが違っていれば、もっとぶっちゃけて話していれば？　やはり記き憶おくが飛んでいた、とか……？

「飛んでた、んだろうな」

　しかも、その場合、自分がどう行動し、どんな結果が転がっているかもわからない。だって花はな火び大会では握ってたしな宮みや河がわの手！　デートに誘ってたしな！　最さい悪あく、知らないうちにデッドエンドってことも……？　自覚のないままに死……！

「怖こえええええええ！」

　俺は緊きん迫ぱくしているのに、リンリンさんが大きな欠伸あくびをした。放せ、とペシペシと尻尾しつぽで顔を叩たたいてくる。

　み、宮河に打ち明けるのは、ナシだ。というか、無む理りだ。再チャレンジしようにも、そのせいでまた記憶が飛んで、知らないうちに俺ルー……俺ルートのイベントが進んだりしたらアウトだろ。

　まず、だ。花火大会で仕組まれたかのように宮河と遭そう遇ぐうした点からみて、遺い憾かんだが、「俺ルート？　俺ルートに入ってる？」から、『？』をすべて取り除かねばならない……！　俺ルートと言いたくなくて、途と中ちゆうから俺ルー……と表現していたが、それも悪あがきだった……。

「俺ルートにいる、と認める。認めますよ……。ちょっと痛いっすリンリンさん」

　ペシペシが猫ねこパンチになった。たまらず、リンリンさんを離す。

　ちょっと優しくなったと思ったら、たいした時間も経たたないうちにこの手ての平ひら返し。高こう等とう技術すぎて泣けるぜ、リンリンさん。

「──しっかし、俺ルート、か……」

　俺ルート。なんて嫌いやな響ひびきなんだ。いままでは崖がけ近ちかくにいたけど命いのち綱づなもあったし、崖っぷちでもなかった。それが、命綱は切れかけでしかも崖っぷちに立っているわけだ。しかも、俺ルート自体がバグっている可能性もなきにしもあらずなのが……。いや、ここはルート進しん行こう自体を破は壊かいするバグはないと考えでもしないと行動の指し針しんがとれないしな……。

　俺の馬ば鹿か！　夏休み、田舎いなかに引きこもってる場合じゃなかったんだよ……。むしろあの約一ヶ月は俺の油ゆ断だんを誘っただけだった……！

「とにかく、まずは宮河とのデートだ」

　九月十三日に俺が誘さそったのを、宮河は了りよう承しようしたようなのだ。記憶吹ふっ飛びのパニックでデートの約束があるままで別れてしまったが、デートなんてしたら好こう感かん度どが……。

「んん？」

　いや、ピンチは、チャンス……。

　普通は、デートで仲が深まる。しかし、少なくとも俺ルートに入る条件は、その反対だった。デートをしないこと。これで俺おれは失敗したのだ。好こう感かん度どというリスクはあるが、デート自体はしたら即そくアウトというわけではない。はず。

「宮みや河がわに打ち明けて協力を請こう道は閉ざされた……が、俺の乙女おとめゲープレイ経験によると、ルートに入っても、まだ微かすかに望みはある。俺ルートを早そう期き終了させてノーマルエンディングへ……！　狙ねらうなら、これしかない！」

　俺は畳たたみに転がった。両手を組んで枕まくらにし、天てん井じようを見つめる。

「要は、ルートに入っても、イベントを発生させなければいいんだよな……。起きても失敗させれば……。デートも同どう様よう。むしろデートで呆あきれられる。そしてそんな俺に対する宮河の冷たい態度に、俺も宮河に幻げん滅めつしてみる……！」

　基本は、俺ルートを回かい避ひしようとしていた時と同様。

　それでいて、前よりも、徹てつ底てい的に、だ！　避けるとか無む視しとか生ぬるかった！　そうだ、これからは嫌きらわれることを目め指ざす！　好感度の相そう互ご下降を狙う！　攻こう略りやく対たい象しようらしからぬヘタレのクズ男を目指す！　デートも解かい禁きん。むしろ宮河をデートに誘さそっていたのは怪け我がの功こう名みようかもしれない。

　良し！

「方針はかたまっ……ぐはあっ！」

　大ジャンプだった。俺の勉強机づくえから、リンリンさんが華か麗れいに跳び、俺の上に着ちやく地ちした。

「──ああああああっ！」

　そして、俺は、思い出し、た。

「リ、ジェンリンざん……」

　身もだえする俺の腹の上で、リンリンさんは眠る体勢になった。いわゆる香こう箱ばこ座ずわりだ。

　リンリンさんにジャンプされて、夕ゆう方がた眠っていた時に見た夢を思い出した。リンリンさんのおかげ……。いやいや、そもそもリンリンさんのジャンプで起きてその衝しよう撃げきで一度は忘れ、いまの大ジャンプで思い出したんだから、イーブンか？

「そうだ。騎士ナイト試験だ」

「俺ルートでは、騎士試験が、」と『前ぜん世せ？』の妹は言っていた。

　もう少し目が覚めるのが遅かったら、核かく心しん部分も聞けたはずだが。惜おしい。夢なんて思い通りには見られない。とりあえず、ヒントとなるその言葉を繰り返してみる。

「騎士試験……？」

　一いち応おう俺も騎士だ。ねじ込み騎士ではあるが。その騎士の試験って、どういうことだ？

　騎士はすでに選ばれているし、生徒の投票で決まった。今後、試験の予定なんてないはずなんだが。『フォーチュン・クラウン』は冠かんむりを戴いただく女の子を選ぶ内容なんであって、冠候こう補ほ試験ならわかるが、それも大だい舞ぶ踏とう会かいで宮河が選ばれて終わっている。

　乙女ゲーだし、攻略対象に新しい野や郎ろうが急きゆう遽きよ追加されるのか？

　騎士ナイト試験。謎なぞの答えは、端たん末まつも戻ってきた二学期の二日目に判はん明めいした。
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　二学期二日目の登校日。その日は、前日から予よ兆ちようのようなものを感じていた。

　前日、つまり初日。データはそのままで、修しゆう理りされて戻ってきた端たん末まつ──端末一台で携けい帯たい番号、メールアドレス共にプライベート用、連れん絡らく用、用よう途と別べつに二種類で使い分けができる──には、連絡用アドレス宛あてに大量の呪のろいメールが届いて受信ボックスがパンク寸すん前ぜんだった。

『このメールを開いた人間は、三日以内に誰だれ々だれに何なん人にん以上に同どう内容を送らないと……』というやつのストレート系けいだ。一いつ端たんをあげると、

『このメールを開くと女に刺されます』

『このメールを開くと一生童どう貞ていです』

『このメールが届いただけで不幸になります』

　とかだ。私し怨えんを感じた。

　下げ駄た箱ばこも似たようなものだった。一学期、『幸運の冠かんむり』選せん出しゆつ期間中からの、いつもの人々からのものも届いていた。四月下げ旬じゆんにねじ込みで騎士ナイトになって以来、俺の下駄箱は大だい人気だ。手紙が入っていなかった日はない。ラブレター、ではなく、手紙、なのがみそだ。

　まず、プから。

『騎士プ』

　俺はプが大好きだ。プの理り想そう像ぞうができあがりすぎて実じつ在ざいの人物とは思えない。

　次、二年Ａ組Ｓ──の後こう輩はい。

『二年Ａ組のＳ先せん輩ぱいに師し事じしているわたしですが、大だい舞ぶ踏とう会かいのあの日！　はじめて啓けい示じを受け取りました……！　試し練れんの時が始まるのですね……。わたしはいつでも武尊ほたか先輩を応おう援えんしています。目覚めの日よ来たれ……！　匿とく名めい希望』

　Ｓには匿名希望という弟で子しがいたらしい。Ｓにも、そろそろ返事を書くべきなのか？　試練ってなに？　目覚めの日は永遠に来ないぞ。

　次、裏うら購こう買ばい部ぶ。大だい翼よく学がく園えんには、生徒主しゆ催さいの小こ物ものショップがあるのだ。冠候こう補ほカードや騎士カード、果ては主人公こう（乙女おとめちゃん）のための野や郎ろうを落とす攻こう略りやくヒントまで……！　それもそのはず、ゲーム中では、裏購買はゲーム内ショップとして描写されている。かぶり物をかぶり、マスコットキャラクターに扮ふんした生徒が、販売員いんとしてアイテムを売るのだ。

　そして主人公のための攻略ヒントは、俺にとっての攻略回かい避ひヒントでもある……！

　攻略ヒントが載のっている薄い学園誌し『だいよく』の最新号も買わねば……！　占うらないの皮をかぶったわっかりにくいヒントだが、ないよりはマシだ。そう思い、その場で裏購買の会員サイトにアクセス──裏購買は開かい店てん場所や時間が日によって違いそれはサイトに掲けい載さいされるのである、しかも何が売っているかは行ってみないとわからない──したら、サイトがリニューアルされていた。シリーズ商品の入にゆう荷か発売日が記き載さいされているという親切仕し様ように！

　無ぶ事じ、『だいよく』の発売日を俺は知ることができた。

　なお、『だいよくvol.4』の発売日は九月九日水曜日。値ね段だんは値下げされていない限り、ボッタクリ価か格かくの三千円だ。さんぜんえん、か……。

　発売日を記き憶おくに刻み、端たん末まつを閉じて、目を通した裏うら購こう買ばいからの手紙の内容は次のとおりだ。

『ブソン君、おめでとう！　君の騎士ナイトカード、大だい舞ぶ踏とう会かい直後から、夏休み中も馬ば鹿か売れ！　主に男子に！　ストレス解かい消しように役立ってるそうだよ！　二学期も期待してる！　そんな君には冠かんむり候こう補ほカード四枚セット特別バージョンをプレゼンツ！　正確には元だけどね！　裏購買騎士カード営業担たん当とうより』

『いやー、ブソン君カードなんだけどさー。この間あいだ我が裏購買のドン！　霧きり島しま生せい徒と会長も難しい顔して買ってったー！　ウケル。密ひそかにダーツの的まとにしてそうだよね。会長ダーツ上手うまいよ。生徒会室の隣となりにさー、休きゆう憩けい室ってのあんだけど、そこでたまにダーツしてっから！　それともダーツじゃなくて恋が芽め生ばえそうってやつ？　そうだとしてもオレ偏へん見けんないよ大だい丈じよう夫ぶ！　裏購買騎士カード販はん売ばい担当、津つ久く見みきゅんファンクラブ会員番ばん号ごう五番より』

　……俺おれ、ブソンじゃないし。

　だが正直、冠候補カードセットはちょっと嬉うれしかった。あと津久見きゅんファンクラブなんてもんができていたのか……。販売担当……こんなところに会員が増ぞう殖しよくしてやがる……！

　俺、津久見きゅんファンクラブ会員番号一番と二番はウチのクラスのあの男子生徒二人だと思うんだ。

　まあ、初日からさんざんだった！　落とすまでもなく俺の評ひよう判ばんが地に落ちていた！

　なんでも俺は理り事じ長ちようを脅おどし、不ふ正せいな手段で騎士になり、副ふく会長の高埜たかの倉くらレイア（レイア様）と見み事ごと冠を勝ち取ったいまが旬しゆんの宮みや河がわ乙女おとめ（乙女ちゃん）を二ふた股またにかけ、もてあそんでいる、男の風かざ上かみにもおけないやつらしい。

　おまえら、よく考えろ。俺だぞ俺、脳みそを使え！　と言いたい。そんなわけあるか。

　にもかかわらず夏休み中に枝をはり、葉をつけ、花まで咲いてしまったようなのだ。噂うわさが！

　悪あく意いのこもっている方向に。

　夏休み中でも、部ぶ活かつ組などは普通に登校していたりするわけで、伝でん言ごんゲームのように広まっていまに至る。噂、マジ怖こわい。それでいて誰だれも当事者に確かく認にんしないのが噂ならではだ。

　俺が休み中は一度も学校に来ず、否定したりしなかったのも災わざわいした。現実逃とう避ひのツケって、来るもんなんだな……。しかし、むしろ良かったのかもしれない。ここまで評判の悪い俺だ。噂につられて宮河の俺への心しん証しようも下がっている可能性がなきにしもあらず。

　俺の乙女ゲー豆まめ知ち識しき。桜さくら妹いもうとおススメの学園恋れん愛あいシミュレーションで、主人公こうたるヒロインが嬉し恥はずかし高校三年間を送るというものだが──。

　野や郎ろう共どもの好こう感かん度どをあげて放ほう置ちしていたり、ヒロインの悪い噂（ライバルが工こう作さくで流す）が流れると、野郎たちに髑髏ドクロマークがつく。画面上じようの、好感度確かく認にん画面に、髑髏マークが現れる。

　この髑髏マークは、野郎どもの不安や放置された悲しみ、疑ぎ惑わくを表し、臨りん界かい点てんに達すると──バクハツする！　髑髏マークが爆ばく発はつしたらヒロインに夢む中ちゆうだったはずの野郎が、翌よく日じつには他人扱あつかいしてくるという──。

　『フォーチュン・クラウン』にも採用されている、かはわからないが、されていてもおかしくはない。攻こう略りやく対たい象しように髑髏ドクロマークがつくのは勿もち論ろんなんだが──さらに、攻略対象を主として、この髑髏システムを見てみる。これだと、ヒロインにも髑髏マークがつくことになるわけだ。

　もしそうであるなら、俺おれに悪い噂うわさが流れまくっている現状にもメリットがある。宮みや河がわの俺への好こう感かん度どが下がるかもしれないじゃあないですか！　希望的観かん測そくとして。もしかしたら。

　まあ、宮河以外の人物に嫌きらわれる可能性も高いのでデメリットもあるが。

　そんな初日を経へて、二学期二日目、本日。

　朝、寝ぼけてリンリンさんを抱っこしようとして、リンリンさんの麗うるわしき尻尾しつぽを踏んでしまった。もちろん「フシャー！」と威い嚇かくされた。リンリンさんに嫌われた予よ感かん。

　天気予よ報ほうを見たついでに自然と見ることになってしまった、いつもは見ない星せい座ざ占うらないが、見てしまった今日きように限って最さい下か位いだった。

　駅に行くまでに通る信号が余すところなく全ぜん部ぶ赤だった。しかも俺が渡ろうとした瞬しゆん間かんに青点てん滅めつで赤！　おかげで一分差でいつもの電車に乗り遅れた。

　一応遅ち刻こくはしない時間帯たいに学校に到着し、自じ販はん機きでジュースを買おうとしたら、俺が購こう入にゆうする頻ひん度どベスト三の飲料だけが全部品しな切ぎれだった。仕方なく、妥だ協きようして俺的てき順じゆん位い第四位の『鉱こう水すいを使った美味おいしいあっさりレモネード』ボタンを押したのに出てきた商品は何な故ぜか『いちごオレ』だった。飲んだ。甘すぎた。

　不幸の大だい寒かん波ぱだった。そのオオトリは、喧けん噪そうあふれる昼ひる休やすみにやってきた。

「え、他にライティングやってきたやついねえの？　ちょっ」

「古こ典てんやってきた人ー！」

「数Ⅱは課か題だいなしでミニテストだから乗り切れるとして、明日あしたの地ち学がくだ……！　誰だれか地学選せん択たくのやつ……！」

「はい！　ハイ！　現代文ぶん、『我が輩はいは犬である』の感想文！」

「倫りん理り！　ヘルプミー！　バラモン教テーマにしたやついる？　ブラフマアアアン！　アートマァァァンッ！　おれが宇う宙ちゆうで宇宙はだれだ……？　うぱにしゃっどー！」

「いやあ、完かん璧ぺきに課題をやっているボクは毎回とても気分が良いよ！　誰にも写させてやらないけど！　ところでこのお土産みやげ、食べていい？」

「ありませーん。助け合い運動に不ふ参加のやつには食う資し格かくがありませーん」

「なっ？　参加してなくても普通にもらって食べてるあいつはっ？」

　長期休きゆう暇か向けに、大だい翼よく学がく園えんは菩ぼ薩さつの微笑ほほえみで鬼おにの課題を出してくる。課題がない教科でもミニテストがある。一いち教科ぐらいは他者の助けをあてにしている人間が多い。そして、それと並行して、家族で旅行に行った人間による食い物系けいお土産の配はい布ふ会かいも行われている。

　席替えにより、下げ駄た箱ばこは左隣どなりで席は右隣になった山やま田だや、他のクラスメイトと購こう買ばいの一番安やすい総そう菜ざいパンを食べながら、俺おれも課か題だい助け合い運動に参加していた時だった。

『二年Ｃ組の武尊ほたか湊みなと君。至し急きゆう、理り事じ長ちよう室においでください。繰り返します。二年Ｃ組の──』

　レベル五な超ちよう美声が俺を呼んだ。

　ふいうちだったからあやうく鼻はな血ぢを吹きそうになった。朝からの連続の不幸で沈みがちだった気分も急きゆう上じよう昇しようした。俺は声フェチなんである。声レベル五は人じん類るい至し高こうの声である。

　幸運なことに、大だい翼よく学がく園えんの同学年にその至高の声の持ち主が存在する！

　それが、法ほう条じよう紗さ綾やだ。声に惚ほれて告こく白はくし、俺が見み事ごとに玉ぎよく砕さいしたという因いん縁ねんのある女じよ子し生徒。『幸運の冠かんむり』選せん出しゆつでは冠候こう補ほでもあった。

　いまの放送はまさしく法条の声！　約一ヶ月ぶりだ！　素晴らしい……！

「武尊、おまえが声フェチなのは知ってっけどさ、さっさと行けよ。あ、理事長室行くついでに通りかかるであろう購こう買ばいでプリンパンよろしく！　あそこさー、プリンパンだけ並べるの遅いんだよなー」

「おれ牛乳。誰だれかがもってきたこの土産みやげ品、タマゴ饅まん頭じゆうには牛乳がきっと合う！」

「オレも頼むわ。梅うめソーダ。武尊の分も買っていいよ。めちゃうまだから梅ソーダ。おまえも一回飲のんでみ」

　山やま田だを筆ひつ頭とうに、小こ銭ぜにがチャリンチャリンと俺の机つくえに投げ出された。

「──おまえら、自分で行けよ……」

　何な故ぜ、俺がパシられねばならない。

「この学園無む駄だに広いし。近くに行くやつがいけば万ばん事じ解決だろ？」

「そうそ」

「同じく。ついでついで」

「…………」

　釈しやく然ぜんとしない思いを抱えながら小銭を摑つかみ、俺は教室を出た。

　理事長……。いい思い出がない……。

　案あんの定じよう、理事長室では不幸のオオトリが待ち受けていた。







　ところで、俺が何故騎士ナイトになれたかというと、乙女おとめゲー的背景を抜きにして言えば、理事長の権けん力りよく乱らん用ようによるねじ込みだ。しかも理由は、姉あね貴きだ。俺の姉貴も大翼学園高こう等とう部ぶにかつては通い、外部生ながら生徒会長も務め、理事長ともバンバン対立していた。

　姉貴と理事長の間には、そして、遺い恨こんが残った。

　割と大人おとなげない理事長は、弟の俺が入学したのを知り、『幸運の冠』選出を機に、フツメン平へい均きん値ちな俺を騎士にすることで針のむしろにし、間かん接せつ的に姉貴に意い趣しゆ返がえしをしようとしたのだった。持つ者によって、権力とはろくでもない使われ方をしていると知った。

　また理り事じ長ちようが上じよう品ひんなおばさま、といった風ふうだからたちが悪い。

「失しつ礼れいします」

　入室し、話が始まり、理事長の口から「騎士ナイト試験」と出た時は口から心しん臓ぞうが飛び出るかと思った。

「──私は、ブソン君が騎士にふさわしい人材だと思っているからこそ、推すい薦せんしたのだけれど、生徒たちから不満の声があがっているの」

　困った、というように頰ほおに手をあて、執しつ務む用ようの机つくえに片手をおいた理事長が言う。

　ブソン呼びなのに、ふさわしい人材とは、全ぜん然ぜんそんなことは思っていないことが如によ実じつに伝わってきていっそすがすがしい……わけない。

「特に、冠かんむり候こう補ほの高埜たかの倉くらさんと、冠を勝ち取った宮みや河がわさん。彼女たちとの関係に対しても、騎士としてどうなのか、と声があがっていて……」

「はあ……」

　噂うわさのせいか……。この学園には一いつ般ぱん生徒という名のパパラッチがいる。イケメンや美び少女の恋れん愛あい事情が電でん光こう石せつ火かで生徒間かんを行き交い、あまつさえ、騎士とどの冠候補がくっつくかオッズなんてものもあったからな……。

　しかしこれはグッドニュース！

「わかりました。こうなったら、こうするしかないですよね……。騎士を辞やめます」

　神しん妙みような顔つきで俺は口を開いた。願ったり叶かなったり。騎士でなくなれば、イベントもごっそり減るに違いない！　俺は騎士だから攻こう略りやく対たい象しようなんだし。死も遠のく！　これ重要。とっても重要！　そう考えると噂様さま々さまだ。

「あら、そんな必要はありませんよ？」

　──なのに、なんてことだ！　せっかくの俺の申もうし出を理事長が蹴けった。

「そこで私が考えたのが、騎士試験なの」

　考えんでいい。

「他の騎士の、霧きり島しま君くん、桜さくら君、笠かさ城ぎ君、津つ久く見み君は、すべて投票によって選ばれたので良いとして──やはり、生徒から不満の声があがっているのは、ブソン君が私の推薦枠わくだからだ、ということが大きいと思うの」

　むしろそれしかないです。

「そこで──前回の騎士投票で五番目に得とく票ひよう数すうが多かった男だん子し生徒と、あなたで競いあってもらうというのはどうかしら？」

　これが、妹の言っていた『騎士試験』か。しかし、騎士なんて、乙女おとめゲー的な背景はともかく、もう用よう済ずみだと思うんだけどな。冠も宮河に決まったし。

「まず、公開で三回の騎士試験を行って──」

「一回でっっっっ！」

　俺おれは理り事じ長ちようの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。勢いがあまりにつきすぎたが、ここは強く、強く、主張しなければならない！

「一回？」

　予想外がいだったようで、理事長はぽかんとしている。

「はい。騎士ナイト試験は一回でお願いします。やっぱりこういうのは、一発勝しよう負ぶがスリルとかあっていいと思うんです。一回こっきり。これですべてが決まる！　もう何がなんでもこれで最後！　試験っていうのは、それぐらい厳きびしいものだと思うんですっ」

　そうだ。騎士試験は厳しければ厳しいほどいい。

　俺ルートに入って起こる大きなイベントが騎士試験で確かく定ていとしてだ。思わずげんなりしたものの、冷静になってみると、別にげんなりする必要はないと俺は気付いた。

　普通、こういうのは試験に受かって道が開けるってやつだろ？

　と、いうことは、だ！　つまり、落ちれば、道も閉じる！　俺ルートも初しよっぱなで閉じる！　ポンポン死ぬ事じ態たいに行き着くまでにイベント不ふ発はつで俺も生せい存ぞん。

　試験に負けて勝負に勝つ！　そう考えると三回も試験があるのは困る。多いって。

　回数が多いとイベントも増えるってことだろ？　一回やってささっと負けて俺も晴れて自由の身！　さらば攻こう略りやく対たい象しよう！　さらばデスロード！

「……随ずい分ぶんと、自信があるのね？　騎士試験について、いろいろと考えて三回にしようと思っていたのだけれど？　他にも素そ行こう点てんチェックとかも入れようと思っていたのに」

　いらないいらない。ノーセンキュー。俺に超ちよう不利な仕し様ようで結けつ構こうです。

「そういうのすっとばして一回の試験で、俺が勝つか負けるかでいいと思います。ベストイズシンプル！」

「ホタ……ブソン君、本当に自信があるのね？」

「とても」

　主に負ける自信などが。あとブソンじゃなくてホタカ。

　俺の読みでは、理事長は別に俺が勝つことなんぞ願っていないはず。姉あね貴きへの意い趣しゆ返がえしで俺をねじ込み騎士にしたのだ。その俺が試験一回でいいでーす、などと大たい言げんを吐くのは面白くないだろうが、俺が負けること自体には異い論ろんはないはず！　俺もはりきって負けるとも。

　にっこりと理事長が微笑ほほえんだ。

「あなたがそういうなら……騎士試し験けん一回、その勝敗のみで進しん退たいを決めることにしましょうか」

　おし！　短たん縮しゆく成功だ！　言ってみるもんだ。やはり、死を回かい避ひするために必要なのはチャレンジ精神か！

「ありがとうございます！」

「試験は、九月五日、土曜日に行います。試験内ない容よう、方法は秘ひ密みつです。当日に試験内容を発表します。質問は？」

　もう試験内容も何だっていい。なにしろ負けるだけだ。

「ないです。頑がん張ばります！」

　全力で頑張らないことをここに誓ちかう。

　俺の笑顔は全ぜん開かいだった。にこにこ笑顔だった理り事じ長ちようが、それにしても予想と違う反応だわ、とでも言いたげな様よう子すを一いつ瞬しゆん見せたが、問題ない。本来なら騎士ナイト試験に費やす労力を他に回せる分、俺ルートの流れを折れるよう、他の線でも狙ねらってゆく。

　何も知らなければ『騎士試験』は不幸のオオトリだが、俺からすれば、朝からの小さな不幸の連続は、この幸運が後に待っていたからだったのか……！　な勢いだ。すべて幸福の予よ兆ちようだったに違いない。







　まだ始まってもいない騎士試験なるイベントだが、もはやクリアしたも同どう然ぜんだ。教室を出た時とはうって変わった気き楽らくな気分で理事長室しつを後にする。やっぱ不幸の後には幸運が訪れるものなんだな。そんなことを思っていたら、さらなる幸運が俺に訪れた。

　扉とびら脇わきの壁に、ある女じよ子し生徒が佇たたずんでいた。

「こんにちは、武尊ほたかくん」

　レベル五の美び声せいが俺に被ひ弾だんした。法ほう条じようだった。法条は放送部ぶ員いんで、委員として仕事どおりに呼び出し放送を行った。俺が理事長に呼び出されたことを知っている。これは、まさか、俺を待っていってくれた……？

「──失しつ礼れい」

「？」

　法条に一いつ旦たん背を向け、二学期になっても常じよう備びは決して忘れていない、ポケットティッシュを早はや業わざで鼻はなに詰つめる。準備は整った！　俺は法条に向き直った。

「なにか俺に御ご用ようですか」

　紳しん士し的に問いかける。

「ええ。武尊くんに渡したいものがあって」

　嗚あ呼あ。法条に『武尊くん』って呼ばれるのは素晴らしい……。さらに上じよう品ひんかつ可愛かわいらしく法条がちょっと微笑ほほえんだ。高こう貴きオーラが溢あふれ出ている。

「わ、渡したいもの……？」

「これを」

　法条が差し出してきたのは、手に持っていた手紙だった。巷ちまた、若い女性に人気のメルシーくまさん柄がらだ──つまり、メルシーくまさん封ふう筒とう入り。

　法条が、俺に、手紙。……よもや、よもや！　ラのつく、アレ……。

　春が来た？　来ちゃったのか？
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「さーやー！　いきなりいなくなるから探した──ああああああ！　あんたは、ブソン湊みなと！」

　震える手でラのつくアレかもしれないそれを受け取ったと同時に、一人の女じよ子し生徒が走ってきた。銀ぎん髪ぱつショートカットに銀フレームの眼鏡めがねをかけている、この女子生徒──あれ、見覚えがあるぞ。こうして再会してみるとまぎれもなく。

「おまえは！」

　かつて、俺が法ほう条じように告こく白はくし、仕切り直して再さい告白しようとした時、法条を連れ去った俺おれの敵！　名も知らぬ女子生徒！　法条の友人だけあって顔面偏へん差さ値ちが高いのがまた憎にくい！

「は？　アタシのこと知ってんの？」

　そして法条も俺が告白したことを覚えていなかったが、おまえもか……。

「紗さ綾や、なんでブソン湊となんか話してんの？」

「……ブソンくんじゃなくて、武尊ほたかくん」

「どっちでもいいんじゃない？」

　よくねーよ！

「あああ！　それ！」

　女子生徒──心の中で銀フレームと名付けてやった──は、俺が法条から受け取った封ふう筒とうに注目した。

「ブソン湊みなと！　その手紙、紗さ綾やに告こく白はくしようと……？」

　銀ぎんフレームは俺おれにまつわる噂うわさで俺を警けい戒かいしているようだ。しかし、お門かど違ちがいだぞ銀フレーム！　俺は法ほう条じようから！　法条から！　このラのつくアレかもしれない手紙をもらったのだ。

「いいえ。その手紙は、わたしが渡したの」

　法条による訂正。

　銀フレーム、愕がく然ぜん。ふふん。ほくそ笑えんでやる。

「な、なんで……」

「柚ゆ子ずがお礼の手紙を出したいって」

　今こん度どは銀フレームが俺を嘲あざ笑わらう番だった。

「なんだ……柚子ちゃんか……。て、柚子ちゃんがなんでブソン湊に？　こいつと顔かお見み知しりりなの？　しかも、こいつに懐なついてるの？」

　法条には妹がいる。幼よう女じよだ。俺はひょんなことから、幼女、ゆずと知り合い、一いち応おう、ゆずの誘ゆう拐かいを未み然ぜんに防いだなんてことがあった。ていうか、遊ゆう園えん地ちで起こった乙女おとめゲー的イベントが原因なんだが。法条家けが老舗しにせ企き業ぎようの大グループなせいもあるだろう、この誘拐未み遂すい事件は表おもて沙ざ汰たにはなっていない。学園内ないの噂にもなっていない。

　しかし、そうか……ゆずからなのか……。

　いや、嬉うれしいけど。嬉しいけど。

「武尊ほたかくん？」

　思わず、壁に手をついたら、不ふ思し議ぎそうに法条に呼ばれた。……うん。そうだよな……。法条がラのつくアレを俺に渡すはずがないよな……。そうかー、ゆずからかー。

「ねえ紗綾！　柚子ちゃんが、本当にこいつに懐いたの……？」

「ええ、そう」

「し、信じられない……」

　なにが信じられないんだ銀フレーム。キッ！　と睨にらみ付けられているのも何な故ぜなんだ。

「アタシは認めないから！　行こう、紗綾！」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、法条の手を取ると歩き出した。仕方ない、という風ふうに微笑ほほえんで、法条が俺を振り返った。小さく、手を振ってくれた。

　俺も振り返し、銀フレームは意識から除じよ外がいし、法条のスラリとした後うしろ姿すがたを見送る。

　完全に見えなくなってから、手紙に視線を落とした。

　ひっくり返して見ると、ちゃんと差さし出だし人にんの名前が書いてあった。

　誰だれかに教えてもらったんだろうな、つたない漢かん字じで、『法条柚子』、とある。

　ゆず……。ゆずじゃなくて柚子だったのか！

　さっそく封ふうを開いた。




『さんぐらすとますくのひと！　おにいちゃんへ。




　ゆうえんちではありがとうごさいました！

　ゆず、おにいちゃんにあいに行きたいけど、めいわくをかけるから、いっちゃだめなので、おてがみにしました。

　さやおねえちゃんがとどけてくれるっていってたよ。

　おにいちゃん、こんどおうちにあそびにきてね！




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法ほう条じよう柚ゆ子ず』




　最後の名前だけやはり漢かん字じなのが、一生懸けん命めいさが出ていて微笑ほほえましい。

　──ラのつくアレではなかったが、嬉うれしい手紙だった。

　歩き出した俺おれの頭の中からは、山やま田だたちに頼まれたプリンパンやら牛乳やら梅うめソーダのことなどすっきりさっぱり消え去っていた。そして手ぶらで教室に戻り、ひどいブーイングを浴びた。正しよう直じき俺が悪かった。







　朝は不幸の連続だったが、結果的にはとても良い日だった登とう校こう二日目。放課後ご。

　帰りのショートホームルームで『騎士ナイト試験』についての発表があった。

　山田に、「昼の買い忘れは許してやるよ……」と言われ、我がＣ組では、俺が一年の時のクラス委員長だった女じよ子し生徒、斎さい藤とうが、「また新たなオッズがはじまりそうな予よ感かん！　当とう然ぜんわたしは大おお穴あなのブソン君に賭かけるわ！」と奮ふん起きしていた。「試験が一回だけって、ちょっと武尊ほたかに不利じゃね？」という言葉もあった。

　俺の評ひよう判ばんは地に落ちているが、クラスは応おう援えんモードだった。罪ざい悪あく感かんで胸が一いつ杯ぱいになった。

　──すまない。負けはもう決まっているんだ。特に斎藤。あと試験は本当は三回だった上、他にも素そ行こうチェックとか理り事じ長ちようは言ってたけど、俺が一回にしてもらったんだ。

　気持ちを切り替え、帰き宅たくの支し度たくを済ませた俺は、学園のアルバイト紹しよう介かい板ばんの前に立っている。

　大だい翼よく学がく園えんはアルバイト可かだ。『前ぜん世せ？』の高校では不可だった。しかも大翼学園は金持ち学校なのにアルバイト可！　現に、こうして俺の前に掲けい示じされているように紹介板まである。さらに言うと、メルマガまで発行している。

　乙女おとめゲー的設せつ定ていの仕込みを俺はここにも感じていたりする。

　何が、乙女ゲー的設定の仕込みなのか……？

　バイトだよバイト。

　恐ろしいことに、アルバイト先ですら、乙女ゲー的なイベント発生の場なのである。バイトができる乙女おとめゲーの場合、大たい抵てい、可愛かわいいヒロインである主人公こうが、攻こう略りやく対たい象しようが働いているアルバイト先を選ぶ。すると、バイト先ならではのイベントが発生したりする。あるいは、ヒロインは客として攻略対象が働いているバイト先を訪れ、イベント発生……！　そんなこともある。

　だからこそ、慎しん重ちようにならねばならないのだ……。

『新学期から始める高校生可かのバイト！　未み経験オーケー！』の数々。

「うーむ」

　ウチは特別裕ゆう福ふくなわけではないので、小こ遣づかいも限られている。とはいえ、無む駄だ遣づかいをしなければ問題はない。しかし、攻略対象生せい活かつが始まってからというもの、乙女ゲー購こう入にゆうや『だいよく』で俺おれの資し産さんが圧あつ迫ぱくされている。ゲーム一本がネット通つう販はん最さい大おお手てのナイルで二○パーセントオフで購入しても四千円から六千円。『だいよく』は二冊買えば六千円。

　俺はどこのブルジョワジーだ！

　学園の食堂メニューにある、最さい高こう額がくのフルコースも食ったことないのに！　ちなみにこの学園は食堂だけの建物が一ひと棟むねある。最さい上じよう階かいが高級レストランで、そこは一食七千円からです。

　それはさておき、俺にとっては今後も乙女ゲー研究は欠かせない。乙女ゲーの購入も欠かせないということだ。楽しむとかそういうのでなく、本ほん気きで、生せい死しをかけて乙女ゲーをプレイしている男だん子し高校生は俺ぐらいのものだろう。

　乙女ゲーマーの桜さくら妹いもうととゲームソフトの貸し借りするにも限度がある。

　よってバイトだバイト。帰き宅たく部ぶだし、放課後ごは暇ひまだし。本来は『騎士ナイト試験』に受かるよう切せつ磋さ琢たく磨ますべきなんだろうが一回にしてもらったしどうせ落ちるし。

　……なんだが、この紹しよう介かい板ばんのも、メルマガのも、どれも怪あやしい……。

　どれもこれもイベントの魔まの手がひそんでいそうだ。

　見ろ！　このいかにもな小こ洒落じやれたバイト先の数々を！　フラワーシヨップ、アイスクリーム店、カフェ、等々……。偏へん見けんかもしれないが、どこもかしこも乙女ゲーっぽい舞台装そう置ち！

「ダメだダメだ……」

　学園から離れたツテでバイトを探さなければ……。着ちやく目もくすべきは時じ給きゆうではない。

　そこがいかに乙女ゲーから外れたバイト先かどうかだ。乙女っぽい恋愛イベントなんかは、まかり間違っても起こらなそうな、青春を謳おう歌かする観かん点てんからは、悲しいが……！　悲しいが！　あえて女の子との出会いもなさそうな場所！

　俺はアルバイト紹介板から離れ、帰宅の途とについた。

　そして、自宅最も寄より駅えきの地じ元もと商店街でアルバイト募ぼ集しゆうの張り紙を目にした。

　候こう補ほは二つだ。

　一つ目。近所の虫ショップ。『アルバイト募集中……。ブドウ虫入にゆう荷かしました……』とあった。

　──虫。女の子で好きな子はあまりいないはず……。いける！　と考えた。が、一年の時のクラスには虫フェチの女じよ子し生徒がいたのを俺おれは思い出した。クワガタとか集めてた。ちなみに俺がそんなことを知っているのは、隣となりの席で、虫トークを聞かせられていたからだ。彼女によると、虫とは地上最さい強きようの生物らしい。さらにちなみに、ブドウ虫とは釣つり餌えである。

　二つ目。近所の酒さか屋や。その名も『梅うめ田だ酒さけ店てん』という。バーカウンターとか、そういう洒落しやれた場所じゃなくて、地じ元もと商店街の酒屋。母が店主と顔かお見み知しりだ。注文したこともある。あと姉あね貴きも利用しているはずだ。

　──酒屋。高校生可かってなってるし、しかし商品はほぼ二十歳はたち以上の酒。女子高校生はあまり入店しそうにない場所だ。見た目の店みせ構がまえも確か常じよう連れん客きやく御ご用よう達たしといった雰ふん囲い気きだった……。これもいける！

　本日の俺は行動する男だ。運も向いている気がする。

　虫ショップと酒店。両方に問い合わせと応おう募ぼを兼かねた電話をすることにした。

　虫ショップ。

『ふむ……。応募……。よろしい……。まず最初に聞いておきたいことがあります……。キミに……虫への……愛は……ありますか……？』

「……ありません」

　なかった。応募資し格かくに虫への愛と書いていて欲しかった。

『却きやつ下か！』

　落ちた。次、酒店。

『はい、「梅田酒店」ですー。はい、はい、アルバイトの応募、と……。武尊ほたか湊みなと……。もしかして武尊さん家ちの？　あーあー！　わかった！　湊君ねー！　よーし、採用だ！』

　採用された。

　あまりにあっさりと採用され、トントン拍びよう子しに話が進んでいったから、夏休み中に同じ大だい翼よく学がく園えんの生徒をアルバイトとして雇やとったという話が出た時には、え、やっぱりこれ乙女おとめゲーイベントへの伏ふく線せんっ？　と思ったが、念のため、そのアルバイトのことを聞いてみて安あん堵どした。

　一年の男だん子し生徒らしい。







　バイトの初はつ出しゆつ勤きん日びが明日あしたの放課後ごに決まり、帰き宅たく。

　自宅の玄げん関かん扉とびらを開けると、そこにはお出迎えに来てくれたらしき、我が家の飼い猫ねこリンリンさんの姿すがたがあった。朝、尻尾しつぽを踏んでしまったというのに……！

　しかし、俺を見たリンリンさんは、はあ、とため息をついた。猫もため息をつく。

　まるで「なんか……間違えた……。帰ってきたの違うのだった……」、そういっているかのような仕し草ぐさだった。がっかりされたのは確か。ひどい。

「た、ただいまー、リンリンさん」

　ご機き嫌げん伺うかがい。

「…………」

　はあ。

　尻尾しつぽを一ひと振ふりすると、リンリンさんはてとてとと家の中へ向かった。が、ピクッと耳を動かしてまた玄げん関かんに走ってきた。

「ただいま。──邪じや魔まよ、愚ぐ弟てい」

　俺おれの背後で扉とびらが開いた。そこにはおわすは眉まゆをひそめた我が姉、武尊ほたか透とう子こだった。身み内うちの俺が言うのもなんだが、超ちようが数個つく美人だ。生まれる時に、俺に回されるはずだった遺い伝でん子しをかっ攫さらっていったとしか思えない。その振る舞いは女王様さまのごとき。

　姉あね貴きはサークルの旅行中ちゆうで、そうだ、今日きようが帰ってくる日だったか……。

　──リンリンさん、姉貴を待ってたんっすね。俺じゃあない、と。

「オカエリナサイマセ、お姉ねえ様」

　何な故ぜか俺は姉貴から旅行鞄かばんという名の荷物を手渡された。手ぶらになった姉貴が屈かがみ、リンリンさんを抱きあげる。高埜たかの倉くらに抱っこされていた時をも上回るゴロゴロ大おお盤ばん振ぶる舞まい。

　さっさと姉貴は家にあがった。荷物は愚弟が運べ、との無む言ごんのお達しだ。へいへい。姉貴の部屋の前に荷物を運うん搬ぱん。

　居い間まへ戻ると、足を組んでソファに座る姉貴の横にリンリンさんがぴったりくっついて丸まっていた。リンリンさん……。

「──オムライスよ、愚弟」

　おもむろに、姉貴が宣のたまった。

「はあ？」

　意味がわからない。

「旅行中ちゆうの食事が口に合わなかったのよ。だからオムライスよ、愚弟」

　姉貴の好こう物ぶつはオムライスだ。女王様の割にお子様嗜し好こうである。

「言っておく。今日の夕食当とう番ばんは俺じゃないぞ」

　武尊家けは両親が共とも働ばたらきなので、俺たちが家か事じができるようなってからは当番制せいだ。そして今日は、俺じゃない。父だ。武尊家では実は父が一いち番ばん料理が上う手まい。上手じようず度どは、父、姉、俺、母だ。ただし、オムライスはその限りではない。何を隠かくそう、俺のオムライス作りがとびぬけた腕うで前まえになったのは姉貴のせいである。

「──愚弟。『騎士ナイト試験』なんてものがあるそうね？」

「な、何な故ぜそれを！」

「あのババ……理り事じ長ちようから連れん絡らくがあったのよ。試験にゲストとして参加して欲しいって。しかもマユリと一いつ緒しよに！」

　理事長め……余よ計けいなことを！　負けるから試験内ない容ようなんてどうでも良かったが、姉貴がゲスト参加するってなんだ。どんな試験だよ理り事じ長ちよう。公開って言ってたっけ？

「それからあんたの学がく園えん生活についてもたっぷりと聞かされたわ」

　つまり、あの、二ふた股またで、最さい低てい人間一いつ直線な噂うわさですね……。

「ア、ソーデスカ……」

「愚ぐ弟てい、あんたね、どうしてデタラメな噂を放ほう置ちしてるのよ」

「噂、姉あね貴きは信じてねーの？」

　いっつも愚弟愚弟言いってるから、噂を多少は信じているのかもと思ったが。

「信じるもなにもないわよ。あんたが騎士ナイトになったのだって脅おどしどころか、理事長からのねじ込みでしょ。だいたい」

「だいたい？」

「あんたにそんな甲か斐い性しようはないわ」

　断だん言げんされたが喜んでいいのか微び妙みようなところだ。そして、俺おれには確かく認にんしておきたいことがある。

「ゲスト参加は当然断ことわったんだよな？」

「愚弟のために、了りよう承しようしてあげたわよ。感謝なさい」

「げっ」

　負け試験なのに？　姉貴も来るわけ？

　姉貴の視線がきつくなった。

「……げ？」

「何でもないです」

「ともかく、だから愚弟。あんたは感謝の印しるしとしてわたしにオムライスを作るべきよ。──もちろん、当とう日じつは勝つのよ」

「オムライス作ってきます」

　間かん髪ぱつ入れず、宣せん言げんした。試験の話題が続くよりはオムライス作っているほうがいい。

　完成品ひんは、我ながらさすがの出来だった。

　仮に『騎士試験』がオムライス対決だったら勝てる自信がある。つーか、どんな試験になるんだろうな。







　翌よく日じつも俺の幸運は続いた。昨日きのうの朝とは正せい反対。世界はバラ色に輝いている。

　リンリンさんの尻尾しつぽを踏むこともなく、天気予よ報ほうの後の占うらないの順位は一位だった。通る信号はすべて青。はやく駅に到着し、一本前まえの電車に乗車。空すいていたため座れた。

　ゆったりと登校し、自動販はん売ばい機きで昨日は品切れだったスポーツドリンクを購こう入にゆう。当たりでもう一本取り出し口にでてきた。自じ販はん機きに当たり機き能のう付きがあるのは知っていたが、当たったのは『前ぜん世せ？』込みで生まれて初めてだ……！

　俺おれルート的なイベントも発生せず、とてもとても平和に放課後ごを迎えた。

　俺に関するさんざんな噂うわさも、下げ駄た箱ばこの手紙も、端たん末まつに届く呪のろいメールも気にしなければ問題などない。手紙じゃなくて下駄箱に生ゴミとかいれられてたら泣けるが。

　今日きようのバイト初はつ出しゆつ勤きんもうまくいけば……。

　ただし、その前に調ちよう理り部ぶ同どう好こう会かいに顔を出す予定だ。桜さくら妹いもうとが乙女おとめゲーを持ち込み、乙女ゲー部と名乗ってもいいんじゃないか、な感がある同好会部ぶ室しつ、調理準備室二に。

　乙女ゲーに関する情報交こう換かんを桜妹と約束している。

　とそんなことを考えていたら端末がプライベートメールの受信を示した。

『先せん輩ぱい、まだ教室にいますか？』

　桜妹だった。

『いるよ』

　と返信。

『じゃ、まだ教室にいてください！　わたしそっちに行きますから！』

　鞄かばんに必要最さい低てい限げんの教科書だけ詰め込んで、帰り支じ度たく完了。鞄を机に載のせ、俺は机に突つっ伏ぷした。鞄はやっぱ硬いな。触り心地ごこちもあんまりだ。……そういえば、夏祭りから帰った後に相談した時以い来らい、リンリンさんを抱っこできていない……！

「──抱きたい……」

　俺の右隣どなり、廊下側がわ一列目め最さい後こう尾びの席で昼の残りのプリンパンを食っていた山やま田だのほうから、

「ぶわっほおっ！」

　とむせる音がした。

「だっ、だっ、だっ……！」

　だ、だ、だ？

　俺は机に突っ伏したまま答えた。

「だから、抱きたい……。抱きたいのに、抱かせてくれないんだよ」

　──リンリンさんが。

「どうしたら抱かせてくれるんだ……！」

　思いあまって机の端はしを摑つかんでガタガタ揺らしてしまった。

「おまえ、なんて羨うらやましい悩みを……！」

「そうかあ？」

　ガタガタ止め。巷ちまたには飼い猫ねこであっても抱かせてくれない猫のほうが多いのか……。野の良ら猫でひどい仕打ちを受け人間不ふ審しんに？　リンリンさんも？　いや、リンリンさんは貰もらい受けた猫だしなあ……。そもそも、姉あね貴き相手だといつでもウェルカムだよなリンリンさん。

「あんなのはムードに持ち込めば簡かん単たん簡単」

　キャー、と教室に残っていた女じよ子し生徒の間から歓かん声せいがあがった。

「今日きようもみんな可愛かわいいね。小こ鳥とりちゃんたち」

　こ、小鳥……？　俺おれがやった乙女おとめゲーで、攻こう略りやく対たい象しようが「子こ猫ねこちゃん」って言うのはあったが。

「小鳥ちゃんだなんて……！」

　しかし女子生徒たちはデレデレしている。イケメン攻略対象にしか許されぬ台詞せりふ……小鳥！

「あ、あんた、桜さくら啓けい輔すけ……？」

　山やま田だが呟つぶやいたとおり、何な故ぜか俺の前の席に座り、紙パック『いちごオレ』を飲みながら自然に会話に混ざりやがったのはイケメン騎士ナイト、そしてシスコン兄、通つう称しよう電波ヤンデレ、桜啓輔だった。なお、もしかしたら桜兄あにが『いちごオレ』を愛あい飲いんしているのは、俺が教えた、「桜妹いもうとは『いちごオレ』の似に合あう男が好きらしい」という情報のせいかもしれない。むしゃくしゃしてやった。反省はしていないが後こう悔かいはしている。しかし、何な故ぜここに……。

「オレの運命……ファム・ファタールがここを訪れるっていう勘かんが働いた」

　電波ヤンデレストーカーの本ほん領りよう発はつ揮きか……。ファム・ファタール？　だがきっと、オレの運命＝桜妹なのは確実だ。

「ふぁ、ふぁむ……？　う、運命っすか……。そ、それよりムードって……？」

　同学年なのに、師し匠しよう！　という顔つきで優やさ男おとこイケメン桜兄を山田が仰いだ。

「女の子が好きそうな感じの？　手て順じゆんを踏んで、相手をその気にさせる。実み琴ことには通用しないんだけどさ。なんでだろ」

　それはな、桜兄よ。桜妹が三次元のイケメンを苦にが手てとしているからだ。

　ムードか…。ムードを作るには、またたび……。またたびか？　またたびでリンリンさんを酔よわせメロメロに？　しかし。

「ムードに持ち込もうにも、警けい戒かいされてるんだよなあ……」

　ため息もつかれたし。二回も。

「……武尊ほたか、おまえなにしたんだよ」

「昨日きのう、寝ぼけて、無む理り矢や理り……」

　寝ぼけていたとはいえ、無理矢理リンリンさんを抱っこしようとして、尻尾しつぽを踏んだのは痛かった。リンリンさんも痛かったろうが、俺の失しつ態たいという意味でも痛かった……！

「無理矢理っ？　うわ、引く！　オレ引いたわ」

　椅い子すごとズズッと山田が下がった。

「まさか、実琴を……っ？」

　カッ！　と誇こ張ちようでなく桜兄の目が光った。殺さつ意いの波は動どう。

「ちげえ！」

「それもそうか……。二学期になってから、実琴観かん察さつ日記には武尊との長期接せつ触しよく記録はない」

　実琴観察日記？　知ってはいけないことを知ってしまったのか？　俺は。

「実琴ちゃ」

「──今、オレの妹を実み琴ことって名前で呼んだ？　もしかしてもしかしてもしかしてもしかしてもしかしてもしかしてもしかしてもしかして」

　言げん外がいに、てめえ、名前で呼んでんじゃねえぞ、この野や郎ろう、の指し摘てきを受け、実は桜さくら妹いもうとのファンな山やま田だは青ざめてブルブル首を振り、言い直した。

「さ、桜さんではないとしてー」

　次に、俺おれのほうを向いた。

「どっちだよ？」

「それ、オレも気になるなー」

　廊下側がわに一いつ瞬しゆん視線を投げてから、いつの間にか寄ってきていた女じよ子し生徒を周囲に侍はべらせながら桜兄あにも言ってきた。

「は？　どっちって？」

「乙女おとめちゃんと副ふく会長。どっちなんだよ？」

　何いってんだ山田。

「…………」

「どっち！　武尊ほたかが野や獣じゆうのように襲おそいかかったのはどっちだ！　それが重要だ！」

　野獣のように襲いかかったとは俺は一ひと言ことも言っていない。山田は無む駄だにエキサイトしている。

「いや……リンリンさんだけど」

「……リンリン？　だれ」

「ウチの飼い猫ねこ」

「──おまえマジ死ねよ」

　あーあ、とぼやきながら、再び椅い子すごと山田が戻ってきた。戻ってこんでいい。

「まぎらわしいんだよ、抱きたいだの無む理り矢や理りだの」

「おまえの脳のう内ないが邪じや心しんに満ちているだけだ」

「煩ぼん悩のうに溢あふれてない高校生なんていねえ！」

「話し中、悪いんだけどさー」

　廊下を振り返り振り返り、クラスメイトが話しかけてきた。

「冠かんむり候こう補ほだった子？　三みつ編あみの？　抱きたい云うん々ぬんの会話の途と中ちゆうでダッシュで走っていったんだけど。あの子、武尊に用だったんじゃ？　湊みなと先せん輩ぱいの席どこですかって、質問されたし」

「それは……」

　俺。

「また……」

　山田。

　なんてタイミングの悪さだ。

「実琴が来ないならオレは帰ろうかな。小こ鳥とりちゃんたち、またね」

　桜さくら兄あにの発言と同時に、俺おれの端たん末まつに連れん絡らく用ようアドレスでメールが届いた。

『すみません。今日きようの約束はキャンセルさせてください！　ごめんなさい！』

　桜さくら妹いもうとだった。

「武尊ほたかさー、副会長か乙女おとめちゃんのことを襲おそったって、みこ……桜さんに勘かん違ちがいされたんじゃね？」

　みこ……で小こ鳥とりちゃんたちに見送られていた帰りがけの桜兄から鋭い視線を浴び、山やま田だがまたしても言い直す。そして甘いマスクのイイ笑顔でポンポン、と俺の肩を叩たたき、桜兄が去っていった。女じよ子し生徒の残念そうな嘆なげきの声が複数漏もれた。

「まあ……大だい丈じよう夫ぶだろ？」

　そんな勘かん違ちがいをするはず、いくらなんでもないだろ。しかし全ぜん然ぜん大丈夫じゃなかったと、後ご日じつ、俺は知ることになる。俺は忘れていた。桜妹は思い込みが激しいということを。







　ちょっとしたアクシデントもあったものの、俺は『梅うめ田だ酒さけ店てん』を訪れていた。

　事じ前ぜんに電話で話してもいたが、履り歴れき書しよを渡し、バイトに入れる時間帯たい、曜日などを伝え、改めて採用決定とあいなった。

『梅田酒店』は地元密みつ着ちやく型がたの家族経けい営えい的てきな酒さか屋やで、店主も梅田さんという。お嫁よめさんの出産で急きゆう遽きよ、バイトを一人増ふやすことになったそうだ。採用されたのが俺だ。梅田さんは配達で出掛け、俺はさっそく仕事着ぎである胸にでかい○で囲ってある梅マークの書いてあるエプロンをつけ、仕事に入ることになった。店を任されているという先せん輩ぱいバイトであるウチの学園の一年男だん子しと顔を合わせたわけだが……。

　同じく梅マークエプロン姿すがたの男子バイトを、頭、胸、足、と視線を上から下へおろし、最後に顔を見た。

「──何ですか？」

　ややぶっきらぼうで無ぶ愛あい想そうだが、声も同じだよな？　声レベル三・三ぐらい。男の声レベルはわりとどうでもいいとはいえ、声フェチの俺が聞き間違えるはずが……。

「え、あ、いや？」

　頭を搔かき、一歩、近づくと、何な故ぜか一歩下さがられた。

「あんまり近づかないでくれます？」

　がーん。

　好き嫌きらいがあまりなさそうに見えるのに。俺は、良りよう好こうな先輩後こう輩はい関係をそれなりに築いている、と思っていたのに。すべて錯さつ覚かくだったのか？

「とりあえず半はん径けい一メートル以内にあまり近づいて欲しくないんで。僕は津つ久く見み日向ひなたです。大だい翼よく学がく園えんの一年です」

　……知ってるけど。バイト仲間としてのケジメか？　バイトではスパルタでいく方針なのか？　……そういうもんか。だったら、合わせるべきか。

「あー……、……うん。津つ久く見みは知ってると思うけど、俺おれは大だい翼よく学がく園えんの二年、武尊ほたか湊みなとです。名みよう字じの読みはブソンじゃなくてホタカです。近所に住んでます」

　津久見の、れっきとした男でありながら、美び少女、な顔が引き攣つった。

「ほ……たか……大翼の……二年……」

「うん。です」

「…………あはは。そうですねー。武尊先せん輩ぱいですね！　どこからどう見ても！　まさか先輩が同じバイトだなんて思ってなくて、驚いちゃいました！」

　俺も驚いた。なまじ、知り合いだったもんだから、やっぱこれ……乙女おとめゲー的なイベントか!?って思った。まあ、しかし、相手は津久見だ。仮に発生するとしても、攻こう略りやく対たい象しよう同どう士しの友情イベントぐらいだろ。むしろそれだろ。これなら俺の生せい死しにもかかわらない。

「はい、まずは、握あく手しゆと掃そう除じです！」

　言い、津久見はカウンターの奥に立てかけてあった箒ほうきを取ると、柄えの部分を俺に差し出してきた。俺が柄を摑つかむと、津久見も箒を持ったままぶんぶん上下に振った。

　……これ、握手？

「握手は済みましたね！　ということで、掃除をお願いします。……その辺を」

　やはり握手だった。バイトの先輩である津久見の指し示じに従い、箒でその辺と言われた場所を掃く。

「あと、半はん径けい一メートルってのは？」

「それは……出来るかぎり守ってください。先輩からは近づかないでください！　バイト仲間としてのけじめってやつです」

　真ま面じ目めに言われたので、頷うなずく。

　そして、掃除終了後ごは、レジ打ちや、店内の棚たな配はい置ち、電話応おう対たい、品だしなど様さま々ざまなことを教わった。バイト中の津久見は、学がく園えんのほんわかぶりが噓うそのようなスパルタ毒どく舌ぜつ少年だと知った。

「……なんで一回言いったことがわからないんですか？」

　一回言われただけで覚えられるスーパーな脳のうみそを持っているほうが少ないと思うんだ。津久見は高こうスペックだけどな！

「……あんた、年上でしたよね？」

　一いつ歳さいの年の差なんて学生のうちは大きく感じるけど、社会に出て年を重ねるごとに微び々びたるものになるって誰だれかが言ってたのを聞いたぞ俺は！　というかだな。

「……あん、た？」

　つい、俺は突っ込んでしまった。津久見が他の人間をあんた、と言うとは……！

「えー、いえ、あん……武尊先輩は、年上でしたよね」

　津つ久く見み、言い直す。さしもの俺おれも思った。

「なんっか、津久見さー。学園で会う時と印いん象しよう全ぜん然ぜん違うよな？」

　バイトのけじめだとしても。

　数秒、間が空あいた。

「──僕、男らしくなろうと思うんです。だからです」

「男、らしく」

「そうです。バイトを始めたのもその一いつ環かんなんです。自分を変えてみようかと」

「そうだったのか……。そうだな。野や郎ろうの津久見きゅんファンとかいて、津久見、大変そうだもんな……」

「！　津久見きゅんファン……？」

「あれ、知らなかった？」

　やつらは本ほん人にんに悟さとられることなく、陰で暗あん躍やくしているのか……！

「あ、いえ、まあ……とにかく！　印象が違うのはそういうことなので！」

「了りよう解かい」

　そんなやり取りもあり、スパルタ再さい開かい。

「十秒も遅い！」

　十秒ぐらい……。津久見、几き帳ちよう面めんだったのか……。Ａ型か。

「それ、さっき説明したんですけど。耳、節ふし穴あなですか？」

　きつい、冷たい、厳きびしい、の三さん拍びよう子しが揃そろっていた。努力しなくとも充じゆう分ぶん津久見は男らしいと俺は思った。そして、無む視しされることはないが、想そう像ぞうのバイト仲間とのやり取りと違った。金を稼かせぐということは大変なんだな……。

　しかし、勤きん務む時間が終わるころには、「まあ、前の人よりはマシですね」と言われた。どうも一日で辞やめた、前のバイトは、津久見狙ねらいの女の子だったらしい。

「こ、これが本来の姿すがただったのか……津久見」

　心で呟つぶやいたつもりだったのに、声に出ていた。あまつさえ聞かれていた。

「というより、単に、まずは学園外がいから男らしく、がモットーなだけですね」

　即そく答とうすぎて反はん論ろんの余よ地ちもなかった。

「──わかった。それじゃあ、改めてこれからよろしく」

　バイトの先せん輩ぱい、後こう輩はいとして。

　手を差し出す。

　チックタックチックタック。数十秒経けい過か。出した右手が非常に空むなしい。

　津久見は身を翻ひるがえし、カウンター奥の箒ほうきを再び手に取った。先ほどのように、俺が柄えを握ると、またしてもぶんぶん上下。

「よろしくお願いします。握あく手しゆの次は、掃そう除じです」

「はい……」

　さっきは掃そう除じは終わったばっかなのに……！　しかし、これが上下関かん係けい……！　そして箒ほうきで握あく手しゆ……。バイト仲間として、まだまだ認められていないということか。初日だしな。

　それとも……？　俺おれは箒を持ったまま、己おのれの手をじっと見つめた。怪け我がもないし、汚れてもいない。臭におい？　嗅かいでみる。無む臭しゆう。

　スパルタ仕し様ようの津つ久く見みが、何やってんですか？　とでも言いたげな不ふ審しんの目を向けてきた。いや、原因はおまえだぞ津久見。

　──俺の手は、バイ菌きんでもついているんだろうか。

　帰ったら念ねん入いりに手を洗ってみよう。
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　やってきました騎士ナイト試験。

『レディースアーンドジェントルメン！　大だい翼よく学がく園えん高こう等とう部ぶの生徒諸しよ君くん！　土曜日なのにわざわざ騎士試験見けん物ぶつに学校までご足労ありがとう！　司し会かいは放送部三年、真ま辺なべがお送りします！　大だい舞ぶ踏とう会かいの時もメイン司会をするはずだったのに、あの時はインフルエンザにかかっていました！　そんな僕、真辺です。とてもとてもとても無む念ねんでした……！　しかしここに復活！　司会、真辺！　補ほ佐さ役やくは同じく放送部二年、法ほう条じよう紗さ綾や！　さあ、法条君！』

　壇だん上じようでマイクを受け取った法条がお辞じ儀ぎをし、

『──法条紗綾です。真辺先せん輩ぱいのお手伝いをさせていただきます』

　超ちよう々々々美び声せいを発した。レベル五はすべてを凌りよう駕がする……。しかし法条が来ていることは司会の横にいたから一いち目もく瞭りよう然ぜん。心の準備ができていた俺おれは耐え、鼻はな血ぢを出さなかった。

「サーヤ様さま！」

「紗綾様！」

　わっと男だん子しが沸わく。しかし、司会の男子生せい徒とがすぐにマイクを取り戻した。

　もっと法条に喋しやべらせろ！

『メイン司会、真辺、サブ司会、法条！　そんな二人でお送りします、騎士試験！　でも、僕が喋りたいので、法条君には控えをお願いしたいと思います！』

　大ブーイング。

『歓声ありがとう諸君っ！　えっ？　三年の二学期なのにこんなイベント司会をしている暇ひまがあるのかって？　ノーオオオオオオプロブレム！　僕は指し定てい校こう推すい薦せんで合格はほぼ固まっているのです！　受じゆ験けん勉強に勤いそしみ、模も試しの結果に一いつ喜き一いち憂ゆうするクラスメイトに優ゆう越えつ感かんを覚える今日きようこの頃！　ハッハー！　これぞ勝ち組！　一、二年の諸君！　君らは僕を見習うと良いでしょう！』

「うぜー、真辺」

「ひっこめ真辺！」

『あー！　あー！　あー！　息抜きでここに来ているんでしょうか？　一部三年のやっかみが心地ここち良いっ！　ところで、本日の騎士試験の主役、ブソ……と言い間違えました。武尊ほたか湊みなと君のクラス、二年Ｃ組に実は僕の弟が在ざい籍せきしているんですが、夏休みのお土産みやげ、僕だけもらえなかった……て愚ぐ痴ちってました！　その程てい度どで愚痴るなんて、なんと軟なん弱じやくな弟でしょう！』

「う、うわああああっ！　兄にいちゃんの馬ば鹿か野や郎ろうー！」

　見物客きやくの中にいたウチのクラスの真辺が叫びながら走っていった。

『これは僕からの兄としての弟への愛の鞭むちなのです！　さあ！　前まえ振ふりで充分場ばもあたたまったことですし、改かい訂てい版ばん・騎士試験について説明しましょう！　すごく簡単になりました！』

　俺の強い強い主張により実現した、改訂版・騎士試験ルール。

　試験は今回の一回のみ。俺と対たい抗こう馬ば、前回の騎士投票で第五位だった人物で勝負を行う。

　理り事じ長ちよう、ゲスト審しん査さ員いん二名、計けい三名による判定で勝ち負け決定。勝ったほうが騎士ナイト。以上。

　まさに、俺おれがすべきことは、ただ負けるだけ！　という素晴らしいルールだ。

　あと、対たい抗こう馬ば、そして挑ちよう戦せん者、俺が負けた場合に、五人目の騎士として認にん定ていされるのは、正せい規きの騎士投票で五番目に票を獲かく得とくしていた──バスケ部の三年、清し水みず先せん輩ぱいだった。数メートル離れた、俺の向かい側に立っている。宮みや河がわに恋愛的な意味で矢や印じるしが向いているとかいう噂うわさがある、というか、噂ではないと思う。一学期にあった出で来き事ごとを考えると。

『騎士の座をかけて、武尊ほたか君に挑いどむ挑戦者は、身長、百八十五センチ。スポーツ推すい薦せんも決まって、さらに成績も常に学年上じよう位いの三年、清水光こう一いちだあっ！』

「きゃー、清水先輩頑がん張ばって！」

「騎士が五人なら、清水先輩がなるのが当とう然ぜんだよねっ！」

「うんうん」

　俺もうんうん。騎士ではないが、さすが第五位、一般の女じよ子し生徒の声せい援えんにも爽さわやかスマイルで応えている。愛あい想そがとてもよいスポーツマン、といった体てい。青春してそうである。説明の必要もなく、イケメンである。

　しっかし、乙女おとめゲー、いや、『フォーチュン・クラウン』……！　攻こう略りやく対たい象しようで騎士なのにフツメンな俺とのこの落らく差さは何なんだ。はっ、まさか、隠かくしってやつか？

　恋愛ゲームには、隠し攻略対象ってのがいることがある。清水先輩が隠しか……？

　いやあ、負けていい試験で良かった！　負け惜おしみではない。うん。

『そして！　そして！　本日は素す敵てきなゲストを迎えております！　本ほん学園高こう等とう部ぶのＯＧ、武尊透とう子こ様と法ほう条じようマユリ様、二人が審査員だああああ！』

「透子様あああああ！　本ほん物もの！　生きた伝でん説せつがっっ」

「マユリ様ああああ！」

　興こう奮ふんの渦うずがすごすぎて怖こええ。

　姉あね貴き、ただの一般人なのに、卒業生なのに、名前だけでこの知ち名めい度ど。隣となりの着物美び人じんは、名みよう字じからして法条の姉……？　肩の上で切りそろえた黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的で、背が高い。すっと細めた目がきつそうでもある。法条と血のつながりが確かに感じられる……が、クールながら柔らかな雰ふん囲い気きもある法条や、幼よう女じよ、柚ゆ子ずともまた違う、左目の下のほくろがなんとなくエロい。

　そして、姉貴との間に目に見えない緊きん張ちよう感かんが漂っていた。俺には見える。伊だ達てに俺もあの姉貴の弟をやっていない。相当仲なかが悪い。まるでヘビとマングース……！

『ちなみに、武尊透子様と法条マユリ様は、名字からも判断できるように、それぞれ武尊君と法条君の姉あね君ぎみですっ！』

　紹しよう介かいを受けた姉貴と法条の姉が軽くお辞じ儀ぎした。

「えええええええええっ？」

　幾いくつものえええええええっ？　がはもった。ウチの姉弟の似ていなさに驚きよう愕がくの声があがったのだと思われる。もっともだ。ある日、両親から、「湊みなと。実は、おまえは橋の下で拾ってきた子なんだよ！」とか打ち明けられても驚かないレベルに俺おれたちは似ていない。

　第一回騎士ナイト試し験けん会場は大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ、新しん体育館だ。壇だん上じように、設せつ置ちされた席に理り事じ長ちよう、姉あね貴き、そして着物美び人じん、司し会かい含む放送部ぶ員いん。騎士試験は、『幸運の冠かんむり』選せん出しゆつともかかわりあり、ということで、宮みや河がわや他の元もと冠候こう補ほ、騎士たちの姿すがたもある。

　宮河は俺と視線が合うと、にこっと微笑ほほえんだ。

「乙女おとめちゃんが……武尊ほたかに向かって微笑んだ……？」

「二ふた股また続行中……？　やはり、噂うわさは真実……！」

　高埜たかの倉くらは、ギロリと睨にらんできた。桜さくら妹いもうとは……俯うつむいている。

　一方、騎士。『前ぜん世せ？』の妹曰いわくの通つう称しよう、眼鏡めがねの霧きり島しま会長は目を閉じて腕を組んでいる。

　電波ヤンデレ桜兄あにはとても機き嫌げんが良さそうである。女の子たちに手を振って、キャー！　という歓声をわき起こしている。

　対たい照しよう的に、つまらん、といった顔つきなのが妹曰いわく、ヒッキーの笠かさ城ぎだ。

　津つ久く見みは……妹曰く、姫ひめ。しかしバイトの時の津久見は姫よりスパルタ王おう子じって感じなんだが……。学園の津久見は、ほわんとした笑顔だ。いいや、ほわんとしているが、あの笑顔の中に葛かつ藤とうがあるんだろう。男らしくって言ってたもんな。人気者ものも辛つらいのかもしれない。だって、耳を澄すますと聞こえてくる気がする。そう、野の太ぶとい奴やつらの声が……。

「津久見きゅん……！」

　ヤバイ。本当に聞こえた。怖こわ。空そら耳みみ空耳。

『さて、騎士試験の前に、騎士についておさらいしておきましょうか！　人にん気き投票で選ばれるだけのことはある！　そんな騎士の特とく典てんについて！　そうですねー、ここは一つ、現げん役えき騎士の誰だれかに、自ら説明を……。よーし！　ユー！　笠城君でいってみよう！』

「なんでオレが……！」

　特典……、だと？　騎士って、ただの称しよう号ごうだろ？　初はつ耳みみだぞ。俺だけ知らないとかそんなまさか。司会に名な指ざしされた笠城は驚いた様よう子すでイケメン顔を強こわ張ばらせ、抗こう議ぎの声をあげた。

『笠城君、お願いしまーす！　法ほう条じよう君、マイク渡してあげてくださーい』

　法条にマイクを差し出され、法条の持ったマイクに向かい話し出す笠城。なにこの見た目美び男なん美び女じよカップ……ヌードル！　周囲の圧力に押されたのか、沈ちん黙もくの末に、笠城が口を開いた。

『騎士は……冠候補と結ばれやすいって言われて──』

　途と中ちゆうでそっぽを向き、照れている様よう子すの笠城。を、司会がぶった切った。

『おおーっと、そっちの説明かー！　でもそれじゃあないんだなー。やっぱ会長に聞きましょう！　騎士の特典についてどうぞ！　はい法条君よろしく！』

　法条、移動。今こん度どは眼鏡会長にマイク。会長は眼鏡のブリッジをあげると、衆しゆう人じん環かん視しの目にも慣れた様よう子すで堂どう々どうと話し始めた。

『──理り事じ長ちようから受けた説明と渡された資料によると、騎士ナイトの特とく典てんは幾いくつかある。校こう則そくに縛しばられない。一例をあげると、私し服ふく登校などが可だ。過去にはそうした騎士もいたらしい。学園内ないの施し設せつ利用にも融ゆう通ずうが利く。これは卒業まで続き、騎士だけではなく、冠かんむり候こう補ほにも適用される』

　マジで？　俺おれにはそんなことはまったく知らされていなかったんですが！　理事長……これは、故こ意いか。ねじ込みだから？

『ラブ面もよろしくお願いします！』

『ラブ……？　ああ、あれか。十二月に開かい催さいされる定てい例れい舞ぶ踏とう会かいで騎士は踊りたい女性を指し名めいできるらしいが。……以上だな』

　十二月の定例舞踏会は、学園のクリスマスイベントだ。去きよ年ねんもあった。イケメンは女じよ子し生徒に群がられ、美び少女は野や郎ろうに囲まれ……。七月の大だい舞踏会では幸運の冠を得た宮みや河がわが相手を指名したが、十二月の定例舞踏会では、騎士が相手を指名できる……。乙女おとめゲー的なイベント？

『会長、感謝ー！　ちなみに、さっき笠かさ城ぎ君が言いかけていたことをこの真ま辺なべが補ほ足そくしますと、特典とは違いますが、代だい々だい、学園の、冠をゲットした女子生徒や冠候補は、歴れき代だいの騎士と結ばれる確かく率りつがひっじょうに高いというロマンチックなアレです。しかも、噂うわさによると破は局きよく率ゼロ！　らしいです！　ピュアハートの持ち主にはストライクな噂です！』

　笠城はムスっとした顔つきで足を組んでいる。

　騎士の特典や、実際、歴代の騎士と冠候補が結ばれてきたという噂……。しかし、だからか……。俺はともかく、イケメンの清し水みず先せん輩ぱいが騎士試験なんてものに挑ちよう戦せんするのは……。

　壇だん上じようから視線を逸そらす。壇上下した、広い体育館スペースに、白い布で隠かくされた一いつ角かくが左右に二つと、それらを囲むように見物用ようのスペースがある。

　俺は挑戦者の清水先輩と向かい合う形で、白い布をバックに立たされている。こんな大おお勢ぜいの人間から一いつ斉せいに視線を浴びたことがないので、実はさっきから緊きん張ちようで死にそうです。勝たなければという気き負おいが不要なのが唯ゆい一いつの救いだ。

　しかもスクリーンなんか用意されて、俺の顔が体育館後こう方ほうの大だい画面に映し出されている。法ほう条じようの姉のほくろが判はん別べつできたのも、このスクリーンで大おお写うつしになったからだ。

『さてさて、騎士について理解が深まったところで、お待ちかねの第一回試し験けん内容を発表しまーす！　さあ白い布撤てつ去きよー！』

　どこからともなく現れた黒くろ子こが秩ちつ序じよだった動きで一気に両方の布を取り払った。

　そこに現れたるは──。

「キッ、チン……」

　このためだけにテレビ局のセットのようなキッチンを用意するとは……。俺がすごいわけじゃないが、俺ルートすげえ。騎士試験、一回に短たん縮しゆくしたから予算余あまってんの？

「料理対たい決けつか……」

『イエース、渋しぶく呟つぶやいた清し水みず君！　ご名めい答とう！　第一回でありそして最さい終しゆう試験となった今回は、料りよう理り試験でーす！　騎士ナイトたるもの、料理の腕うで前まえも必要な現代なのです！　武尊ほたか君と清水君には理り事じ長ちようが発表するお題だい料理を作ってもらいますっ。審しん査さ員いんは透とう子こ様とマユリ様です。身み内うちが審査員ということになりますが、透子様なら弟おとうと相手といえど公こう平へいな審査をして下さるでしょう！　そして！　そして！　理事長からお題の発表が──！　えっ？　あれっ？　……ぽ』

　と、突とつ如じよ、姉あね貴きが動いた。司し会かいに優しげに微笑ほほえみかけ、頰ほおを染そめさせた姉貴がマイクを奪うばい取った。マイクのコードを伸ばし、

『料理のお題は、オムライスよ』

　宣せん言げん。オムライスー！　と見物人にんから声があがった。

　しかし、理事長の表情の激げき変へんからして、発表予よ定ていのお題は……おしてしるべし。絶対違ちがう。

『ごめんなさいね、はい』

　マイクを戻された司会が、またポ、と頰を染めた。理事長が訂正するよりはやく、力一いつ杯ぱいマイクを握って叫──ばなかった。

　理事長が、姉貴の横に立った。司会のマイクを手で押さえ、予備のマイクを口くち元もとに持っていき、喋しやべり出す。

『いいえ！　彼女には手て違ちがいで伝わったようですね。試験内ない容ようは料理対たい決けつですが、作ってもらう料理は──』

　司会に手を差し出しただけで、ものすごく自然にマイクを献けん上じようさせた女王様さまな姉貴が微笑んだ。

『理事長ったら、お年なのでは？　お忘れ？　私におっしゃったじゃありませんか。お題はオムライスだって』

『……年、ですって？』

『だって、お忘れだったんでしょう？　どの料理にするか』

『──こっっっ！』

　こ、の後を、理事長は言わなかった。この小こ娘むすめが！　とでも啖たん呵かを切ろうとしたのだと思われる。しかしそれを堪こらえ、目を閉じ、ほほほ、と笑った。次に目を開けた時には、上じよう品ひんなおばさん風ふうの理事長が復活していた。が、理事長はマイクを握りしめすぎているのか、ザザッ、ガッ！　みたいな雑ざつ音おんがマイクから流れている。

　姉貴と理事長も超ちよう仲なかが悪いことがわかった。仲が悪いのを知ってはいたが、想そう像ぞう以上だった。微笑みの応おう酬しゆうが怖こわいってなんだ。

　ベルトに差していた、更さらなる三本目のマイクを手にし、司会が騎士試験の進行を優ゆう先せんした。

『──透子様と理事長からの発表でしたああああ！　一生ついていきます、お姉ねえ様っっ！　えー。お題はオムライスってことでいいんですよね』

　すげえ強ごう引いんにまとめた。依い然ぜん、理事長はマイクを握りしめすぎているのか、ザザッと雑音混まじりで、

『……そうね』

　と答えた。

『生徒のみなさん、一ひと言こといっておきますが、わたしの記き憶おく力りよくはまったく衰おとろえていません』

　そこがポイントなのか、理り事じ長ちよう。それにしても姉あね貴き……理事長を怒らせて強ごう引いんにお題だい変へん更こうを認めさせるとは……。不ふ正せいには不正でいいじゃない。それが姉貴。

　マイクを司し会かいに返し、理事長ともども、姉貴が用意された席に再び座る。席に戻った姉貴は、法ほう条じようの姉に話しかけられたようだ。二ふた言こと、三言交かわし、ヘビとマングース的な雰ふん囲い気きが数すう倍ばい高まった。

『コホン！　では、お題はオムライスです。武尊ほたか君、清し水みず君、準備は宜よろしいでしょうか』

　俺おれは頷うなずき、清水先せん輩ぱいのほうは、片手をあげ、それから壇だん上じようを見た。笑えみを浮かべ、頷く。主おもに、冠かんむり候補──宮みや河がわが座っている箇か所しよだ。まるで、君のために頑がん張ばるよ、とでもいう意志表ひよう示じのようだ。キラリン、と白い歯が光った。ギャグに、なら、ない……！　これが、こういう仕し草ぐさが様さまになるのが真のイケメン攻こう略りやく対たい象しようなのか。俺には無む理りだ！

　宮河は困こん惑わく顔がおで、俺のほうを見てきたが、俺はズボンのポケットに手を入れ、ピュッピュッーと口くち笛ぶえを吹く振りでやる気のない対応をしてみた。こういうのならできる。が、その瞬しゆん間かん、姉貴から、「愚ぐ弟てい！」という怒りの視線を感じ、条件反はん射しやでピシっと姿し勢せいを正した。

「清水先輩、頑張ってー！」

「今回もわたしは大おお穴あな狙ねらいで勝つ！　口笛を吹くほど余よ裕ゆうってことね？　そうなのねっ？　信じているわブソン君！」

　すまん、斎さい藤とう。おまえは大おお損ぞんをすることだろう……。

　清水先輩には純じゆん粋すいなファンからの応援が、俺には打だ算さんまみれの単なる声がかけられる。

　食しよく材ざいの載のったワゴンが館かん内ない中央に運ばれたところで、二つのマイクに向かって司会が叫んだ。

『食材は用意されていますので、好きなものをどうぞ！　制せい限げん時間は三十分！　分ぶん量りようは、審しん査さ員いん三人分ぶんと試し食しよく希望者用一食分ぶんの計けい四食分です！　審査員がそれぞれ持ち点てん十点で料理の味を判定します！　パーフェクトは三十点！　見けん物ぶつ生徒の皆さんも興きよう味み津しん々しんで見守りましょう！　両者、もし時間よりはやく終了したら、キッチン前の台にある鈴すずを鳴らしてください！　では、タイマースタート！』

　クッキング中ミュージックまでかかった。完全に料理番ばん組ぐみのノリ。

『おおーっと！　両者、材料選えらびをはじめましたあ！　まずは清水君が動いたあ！　慣れた手つきです！　これは期待できるんでしょうか？　ちなみに僕、真ま辺なべはまったく料理ができません！　毎日おいしいお弁べん当とうを作ってきてくれるような彼女募ぼ集しゆう中ちゆうですっ！』

　俺も欲しい。

『武尊ほたか君も動いたあ！　変わった材料も選んでいるようですが、隠かくし味でしょうか……っ？』

　材料選えらび。この学園が用意したことからして、きっと良りよう質しつ食しよく材ざいな卵やトマト、鶏とり肉にくよ。おまえたちを活かしてやれない俺おれを許してほしい！

　腕まくりをし、選んだ材料をもとに、激げきマズオムライス作さく成せいにとりかかる。

　普ふ段だんは美う味まいオムライスを作るが、激マズレシピも俺は網もう羅らしている！　はじめてオムライスを作った時を思い出せばいいのだ。あの時、俺は奇き跡せきの一品を作った。

　見た目は絶ぜつ品ぴんオムライスなのに、一ひと口くち食べただけで吹いて吐き出すという代しろ物ものだ。

　それは幼よう少しよう期きのこと。道どう場じように通い出してはいたが、まだか弱き天てん使しだった姉あね貴きが風か邪ぜを引いて、オムライスを食べたがった。

　が、生あい憎にく家には俺と姉貴一人ひとり。そこで俺が一いち念ねん発ほつ起きして台所へ向かい、たどたどしくフライパンを操あやつったというハートフルエピソード。

　作った当とう人にんの俺が一口で吐き出し、姉貴も「ぴっ」と声にならない声をあげたくせに、か弱き天使は完かん食しよくした。いまでは、か弱き天使から女王様さまへと究きゆう極きよく進しん化かを遂とげたが、根こん性じようがあるのは昔から変わらない姉貴だったりする。なんと以後もこりずにオムライスを催さい促そくしてきた。激マズ料理を食わせたことで、いたく反省した俺はオムライス作りの腕をあげたのだ。

　回かい想そうをしつつ、俺は手て際ぎわよく材料を切り、卵を混ぜ、炊たいてあったご飯はんを炒いため、トマトをすりつぶし──なんてことはせず、のろのろとしたあぶなっかしい手つきで料理に奮ふん闘とうした。

『おやー。武尊君、材料は迷うことなく選んでいたが、一いつ転てん、調ちよう理りには苦く戦せんしている様よう子すです！』

　対たい戦せん相手の様子も見ることはない。というか、司し会かいが実じつ況きようしてくれている。

『清水君、すでに盛りつけ、鈴すずを鳴らしたああああっ！』

　俺はギリキリまで粘り、残り一分。激マズオムライス作成の全ぜん過か程ていを終了した。

　四よん皿さらを並べ、完了だ。

　──終了合あい図ずの鈴を鳴らす。

『両者、完成っ！　意い外がいや意外、見た目は武尊君のが料理店に出しても通つう用ようしそうな色いろ合あい、盛りつけ具合です！　これは、これは期待できるんでしょうかっ？　対して清水君は、家庭的な感じの皿となっていますっ！　しかし、しかし、料理で最も大事なのは──っ？』

　味だよ、味。

　見た目は美味そうにしたのは、ギャップを狙ねらったからだ。







　先に試し食しよくとなったのは、清水先輩が作ったオムライスだった。審しん査さ員いん三人の様子が、スクリーンにもズームアップ。希望者試食用ようの小こ皿ざらも一部生せい徒とに回っている。

　理り事じ長ちよう、姉貴は完食し、法ほう条じよう姉あねは三み口くちでスプーンを置いた。

　点数は、順に、十、六、三、だった。理り事じ長ちよう……はまあ除くとして、い、意い外がいに辛からい。特に法ほう条じようの姉。試し食しよく生徒組ぐみからは不満の声もあがっている。

「えー。普通に美お味いしいのに……」

「マユリ様はさすがに厳しいな……。味にうるさいって噂うわさだし、普通に美味しいじゃダメなんじゃないか？」

「──てことは、あのブソンの美味うまそうなオムライスは……」

　名も知らぬ生徒よ、俺おれはブソンじゃなくてホタカだ。

「来る？　くるくるくる？　大おお穴あな？　大穴なのね？」

『さあて、お次は、武尊ほたか君の作ったオムライスです！』

　わざわざウェイター風ふうの扮ふん装そうをした顔面偏へん差さ値ち標準以い上じようの男だん子し生徒が、審しん査さ員いん席せきに料理を運ぶ。運ぶのが美び少女メイドな女子生徒でないあたりに、この世界の乙女おとめゲー魂だましいを俺は感じる。

『では、食べていただきましょう！』

　真まっ先さきに食べた理事長は、一ひと口くちで、大きく咳せき込んだ。涙なみだ目めで傍かたわらの水を飲んでいる。

　姉あね貴きは、俺と血が繫つながっているとは思えない美しい所しよ作さで、まず一口。大きく目を見開いた。

　しかし、その後は淡たん々たんと食べ続けている。ば、馬ば鹿かな……？　涼すずしい顔……？　あれ、美味しかったり……？　いやいや、姉貴の水を飲むペースは異い常じよう……。不ま味ずいはずだ……！

　最後、法条の姉。理事長と姉貴の様よう子すを見てから、これまた優ゆう雅がな仕し草ぐさでオムライスを小さく切り分け、スプーンで口へ。飲み込む。……見事と言えよう。彼女は無む言ごんでスプーンを置いた。キツイ目で、見た目だけは美味そうな俺製せいオムライスを睨にらんでいる。不味い！　不味すぎる！　なんだこれは！　これは食への冒ぼう瀆とく……！　そう言っているように見えた。そんな雰ふん囲い気きがあった。持じ参さんらしき白いハンカチで口くち元もとを押さえている。
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　そして、一いつ般ぱん生徒、試食者。

「こ、これは……！」

「うっ……！」

「な、なぜこの見た目で、この味……？」

　口を押さえて猛もうダッシュ続ぞく出しゆつ。なぜだかわからないが、一人の男子生徒だけが試食の皿からオムライスをとりわけ、嬉き々きとして食べ続けている。それを見ていた女じよ子し生徒が二人、「わたしたちも試食させてください！」と参さん戦せん。

「！」

「[image: ]」

　とやはり食べ続けている。美味くないから、それ！

『これはどうしたことでしょうっ？　食べ続けている人は普通に食べていますが……。僕は食べないほうがいい予よ感かんがしますねえ……。───おや、マユリ様が再びスプーンを……？』

　壇だん上じようでは、法条の姉が、涼しい顔で食事中の姉貴をキッと見み据すえ、俺のオムライス料理に向き直っていた。ま、まさか……？　二ふた口くち、三み口くちと口に運ぶ。その様さまは、まさに姉あね貴きと同じ！

　激げきマズオムライスを食している、姉貴や法ほう条じようの姉、試し食しよくの生徒三人。

　食っている……。少しばかり、俺おれは不安になってきた。

　素人しろうとなので分量を誤り作りすぎた！　ついでに失敗作さく！　の演えん出しゆつ用に調ちよう理り台だいに取り分けておいたオムライスを見る。これは見た目が悪く、卵でチキンライスをうまく包めていない。しかし味は一いつ緒しよだ。

　不ま味ずい、よな……？　スプーンでオムライスの端はしを取り分け、自分でも試食。

『お？　武尊ほたか君も自分で食べるようです。一切味あじ見みなどしていませんでしたが、いま頃確かく認にんでしょうかー！』

　オムライスを口に入れた瞬しゆん間かん。トマトソースの味がするはずのライスに対し、待て、これは食っちゃいけない！　と本ほん能のうが叫ぶ。それでも味わおうとするとチキンのはずの固い何かがプラスチック感を醸かもし出す。さらに卵は卵で形を変えても食材であるのに、なぜか有ゆう害がい物質感かんを激しく主張する。

　不・味・い！　不味すぎる！

　逆ぎやく方向に素晴らしい、味のハーモニーが俺の脳のう神しん経けいを刺し激げきした。

「……！」

　こ、こんな時に思い、出したぞ……！　『前ぜん世せ？』の妹とのやり取りを。




『……で、騎士ナイト試験についてはそんな感じなんだけどね！　やり直してたら、また湊みなと先せん輩ぱいについて発見があったんだよ！』

『ふーん』

『なにその気のない返事！』

『だってその乙女おとめゲーとか、興きよう味みねえし』

『ちょっとー、お兄にいちゃんと同じ名前なんだからね、湊先輩は！』

『ハイハイ。わかったわかった。俺おれと同じ名前の湊先輩がどうしたって？』

『前に言ったっけ？　傍ぼう観かんイベントっていうのがあってね、これはライバルと攻こう略りやく対たい象しようのイチャイチャとか恋愛模も様ようとかを見せられる、プレイヤーにとっての苦く行ぎようイベントなんだけど！』

『だけど？』

『あるライバルキャラとの傍観イベントでも、湊先輩が死んでた……！』

『ふーん』

『リアクション薄いよー、お兄ちゃん！』




　あまりの不ま味ずさに、脳に物理的な衝しよう撃げきが加えられたのと同どう等とうの現げん象しようが起こったのか。以前、見た夢の続きだった。しかし騎士試験についてはすっ飛ばし、おまけのような……。それでいて、『前ぜん世せ？』の妹はさらりと凄すさまじいことを言っている……！

　あるライバルキャラ、だと……？

　宮みや河がわにとってのライバルキャラは当とう然ぜん、元もと冠かんむり候補の三人。法ほう条じよう、桜さくら妹いもうと、高埜たかの倉くら。

　ある、ということは、とどのつまり、この三人の中の誰だれかとのイベントでも、死しに神がみが俺に鎌かまを振っている……。

　誰だ。あるライバルキャラって誰。『前世？』の妹よ！　それを言ってくれ。俺も俺だ。なんで「へー、どのキャラ」とか突っ込まなかったんだ！　突っ込め！　あの時の俺の無む関かん心しんさが憎にくい。──いや、待て。

「メ、メロン……！」

『メロン？　メロンと叫んだきり、武尊ほたか君が硬こう直ちよくしていますっ！　隠かくし味はメロンだったのかーっ？』

　夏祭りで踏んだ、メロンの皮。あれは、もしかしたら、そういうことか……？　だが単なる偶ぐう然ぜんということも考えられる……！

　俺は、余りのオムライスを見た。食うしか、ないのか……？　不味さという衝しよう撃げきを再び俺に与えるしか……？

『おおっとー？　武尊君、悲ひ痛つうな表情で猛もう然ぜんと残っていたオムライスを食べ出したー！　が、二ふた口くち目で早々に止めて今こん度どは調ちよう理り台だいに手をついて深く項垂うなだれているー！』

　きっと、また不ま味ずさでなにか思い出すと思ったのに、二ふた口くち目めで限界突とつ破ぱ。理り事じ長ちようのように涙なみだ目め。しかも二口目では何も思い出せなかった……！

　簡かん易いキッチンの蛇じや口ぐちを捻ひねって、コップに水を一いつ杯ぱい。飲む。

　壇だん上じように目を向ける。とりあえず、騎士ナイト試験だ。不味さは自分でもしっかりと味わった。ここで負けることが大事だ。そう思って切り替えなければやってられない。

「ごちそうさま」

「ごちそうさま」

　姉あね貴きと法ほう条じようのお姉ねえさんが、ほぼ同時に完かん食しよくした。法条のお姉さんの追い上げがすごかったといえよう。

「すげえ……」

「すげえ……」

　試し食しよくで食べてしまい、口くち直なおし用のジュースやお菓か子しなどを手にした生徒たちが畏い怖ふの視線を二人に注そそいでいる。

『審しん査さ員いんの方々、採点をお願いします！』

　点てん数すうの札があげられる。

　シーン、と一いつ瞬しゆん体育館が静まり返った。しかし、俺おれは一人、ひとまずの快かい哉さいを胸きよう中ちゆうで叫んでいた。ひとまず、なのは新たなる問題が発生したからだ……。俺ルートとは別べつ方向からの俺の死の可能性、という。だがいまはこの敗はい北ぼくを喜ぼう。壇だん上じようからの視線が痛かったが、これで騎士試験は終わりだ！

　点てん数すう、全員ゼロ。料理のお題だいを俺十八番おはこのオムライスに変へん更こうした姉貴だったが、さすがに審しん査さ員いんとして美味うまい不味いまで偽いつわることはしなかった。

　オールゼロ！

『──勝者！　清し水みず光こう一いち！』







「武尊ほたかさん。お話があります」

　騎士試験終しゆう了りよう後ご、撤てつ収しゆう作業に入り、大入りだった生徒の姿すがたもまばらな中、体育館裏うらに、俺は高埜たかの倉くらに引っ張られやってきていた。

　真まっ先さきによぎったのは、『前ぜん世せ？』の妹曰いわく『あるライバルキャラとのイベントでも、湊みなと先せん輩ぱいが死んでた……！』だ。そしてメロンの皮！

　もはや、宮みや河がわだけに気をつけていればいいという話じゃない。高埜倉も安全パイではなくなった。何しろ付き合ってるフリしてるし、夏祭りに一いつ緒しよに行ったし、俺は高埜倉との『傍ぼう観かんイベント』をこなしてきたことになるんじゃないのか……？

　俺ルートを破は壊かいした勝利の余よ韻いんすら嚙かみ締める暇ひまもないとはこのことだ。顔の緩ゆるみが即そく座ざに引き攣つった。いや、これは単に話してるだけだ。会話だけだし。

「どういうつもり？」

　振り返った高埜たかの倉くらはそう問いただしてきた。

「どういうつもり、というと？」

「……あの料理。全ぜん力りよくじゃないでしょう？」

「ぜ、全力だけど」

　俺おれは引き攣つった笑顔で答えた。

「笑わないでくださる？　不ふ愉ゆ快かいだわ」

　高埜倉の視線が剣けん呑のんさを帯びた。

「わたしが、たとえフリであっても、お付き合いする男性のことを調べないと思って？　あなたが料理ができることは知っています」

「あー、そう……」

「……騎士ナイト試験なんて馬ば鹿からしいけれど、わたし、武尊ほたかさんは真しん摯しに取り組むものと思っていました」

　ゆるく、高埜倉がかぶりを振り、金きん髪ぱつが波打つ。カチンときた。俺にだって俺の事情があるんだ。むしろ新たな問題すら抱えてしまったんだぞ！　騎士試験敗北で、いまはただ幸せに浸ひたっているはずだったのにだ！

「俺だってなあ……！」

　しかし、そこで止まった。我に返った、ともいう。

　理由は、言うことはできない。俺ルートから脱するために、試験には負ける必要があった。だからだ。──そんなこと、言えないだろ。言ってどうなる。理解されるか？　言うにしても、宮みや河がわに打ち明けようとした時のように、記き憶おくが飛んだら？　リンリンさんには相談している。しかし、リンリンさんは猫ねこだ。リンリンさんが俺の言葉を理解していたとしても、影えい響きようはない。同じ人間なら？

　高埜倉には、言えない。

「…………」

　長く感じる数秒が、経たった。

「──レイアはね」

　それが、静かであるくせに、ひどく強い口く調ちようだったので、俺は高埜倉を見つめるしかなかった。

「レイアはね、わざと手を抜く人間は嫌きらいなのよ。……本当に、嫌い。紗さ綾やよりもね」

「…………」

　俺の行為が、高埜倉の中の嫌いやな類たぐいの心の琴きん線せんに触れたんだろうな、と予測はできた。

「お付き合いのフリを提てい案あんしたのはわたしですけれど、考え直すことにします。──では、さようなら、武尊ほたかさん」

　踵きびすを返すと、後は振り返ることなく、高埜たかの倉くらの姿すがたが視し界かいから消えた。

「…………」

　決けつ裂れつだ。──これで、今後、高埜倉との『傍ぼう観かんイベント』が起こることもなくなる。

　良かった、よな？　後あと味あじが悪いのはどうしてだ。

　大きなため息が俺おれの口から漏もれ出た。騎士ナイト試験に負けたのは予定どおりだ。それ自体は問題なし。けど。すっきりしない。

「いろいろ、めんどくせえ……」

　空を仰いだ。曇り空だった。雨が降りそうだ。







　そのまま体育館裏うらでぼーっとしていたら、今こん度どは姉あね貴きがやってきた。また、さっきのオムライスについて聞かれるのかと思いきや、姉貴が言ったのは、

「愚ぐ弟てい。あんた、今日きようの予定はもうないんでしょ」

　だった。

「……まあ、特には」

「帰るわよ。午後の降水確かく率りつ、七十パーセント以上なんだから」

「帰るって……姉貴と？」

「雨が降ってきた場合の傘かさ差さし役よ。あんたしかいないじゃない」

　青色の傘が俺へと放られる。

「行くわよ愚弟」

　俺は傘を摑つかみ直してから、無む言ごんで姉貴に続いた。やはり姉貴は注目を浴び、俺も今日で弟だと大だい分ぶ周しゆう知ちされたようだから、いまはセットでたくさんの視線を集めている。

　買い物の荷物持もちとして連れ立って歩くことはあったが、学校から一いつ緒しよに帰るのは小学生時じ代だい以い来らいだ。

　──それにしてもおかしい。試験で大だい敗北をしたというのに、しかも得とく意い料理のオムライスをあんな大だい惨さん事じな味に仕上げたのに、姉貴が何も言って来ない。こうなると、何も言われないほうが居心地いごこちが悪くなってくる。

「姉貴……その」

　後こう頭とう部ぶに衝しよう撃げき。バシンと掌てのひらで軽く叩たたかれた。

「そんなヘタレた顔を見せられたら、訊きく気も失うせるわよ」

「……一応、俺一ヶ月ほど前に頭も負ふ傷しようしてるんですけど」

「安心なさい。検査の結果はなんでもなかったし、多少叩いたところで、それ以上中なか身みも悪くなりようがないわ。逆に良くなる可能性のほうが高いわよ」

　水すい滴てきの冷たい感かん触しよくが頰ほおに落ちた。天気予よ報ほうが当たったようだ。雨だ。

「愚ぐ弟てい、傘かさ」

　弟としてこき使われ続けた結果、染しみついた習しゆう性せいが俺おれに傘を広げさせた。

「つーか、一本……？」

「──騎士ナイト試験のことだけど」

「はい」

　俺、歩きながら居い住ずまいを正す。

「ヘタれた顔を晒さらしてる暇ひまがあるなら、あんなゲテモノを私に食べさせたことをいますぐ懺ざん悔げなさい愚弟」

　そっちか。

「作ったのは作ったけど、完かん食しよくしなくても……」

　むしろ完食したのが予想外がいだった。

「人生であれを二度も食べさせられるとはね」

「あー。姉あね貴きも覚えてたんだ……」

「日付、時間まで覚えてるわよ。風か邪ぜを引いて弱っていた私にあの仕し打うち……。あんた、一ひと口くち食べてわんわん泣き出したのよ。自分で作ったくせにマズイ……！　て」

　俺の脳のう内ないメモリーから不味まずくて泣いたことは意い図と的に消去されていたようだ。

　まったく、という風ふうに姉貴が息を吐いた。

「食べるしかないじゃないの。──でも、いいこと？」

　うっすらと姉貴が笑った。

「三度目めはないわよ？　もし、自宅であんなものを作ろうものなら……」

「言われなくても」

　作りません。

「なら、よろしい。今回は、あのゲテモノのおかげでマユリの逼ひつ迫ぱくした様よう子すも見れたし──そう考えれば、よくやったわ、愚弟」

「法ほう条じようのお姉ねえさん、涼すずしい顔して食ってたけど？」

　それは姉貴もだが。最初にちょっと眉まゆをひそめたぐらいだ。姉貴が平へい然ぜんと食べ続けているのを見て、対たい抗こうするかのように法条のお姉さんも、再び食べ出した。そしてその間も、ヘビとマングースっぷりは顕けん在ざいで、オムライスの不味さという理由だけでなく、火ひ花ばなが散っていた。

「マユリは食堂棟とうの最さい上じよう階かいレストランのシェフを代えさせた女よ。食べ物にうるさいし、だからババ……理り事じ長ちようが審しん査さ員いんに選んだんでしょ。あのゲテモノオムライスなんて、存在することすら許しがたいはずよ。なのに私が食べていたから──」

　思い出したのか、ふ、と笑った。

「愚弟、あんたいま頃マユリのブラックリストに載のっていてもおかしくないわよ」

　私もとっくに載のってるけど、と姉あね貴きはどこ吹く風だ。

　よりにもよって法ほう条じようのお姉ねえさんに嫌きらわれたようなのは無む念ねんだが──やはり声レベル五の法条に憧あこがれる身としてはだ──法条本ほん人にんに嫌われるよりは……。

　しかし、それにしても。

　幼少時じ、自分で一ひと口くち食べて実はわんわん泣いた、っていうのにくわえ、俺おれあの時とき一口だけなのに、食しよく材ざいは普通とはいえ、腹はら壊こわしたんだよな。にもかかわらず、完かん食しよくで風か邪ぜだった姉貴は腹の調子はピンピンしていた。今回は俺も二ふた口くちは食べた。一応、平へい気きだった。

　が、姉貴は今回も完食で、体調不ふ良りようの素そ振ぶりはない。

「鋼こう鉄てつの胃い袋ぶくろだよな……」

　すげえよ。じろじろと眺ながめ、俺は心から、珍めずらしく尊そん敬けいをもって呟つぶやいた。

「っ痛え」

　さっきはパシン！　ぐらいだったのに、今度は倍ばいの力で叩たたかれた。誉ほめたのに。

「……ありがとな、姉貴」

　姉貴だけあって、弟の俺の扱いをわかっている。少なくとも俺はもうヘタれた顔はしていないだろう。自分でも聞き取れるかどうかの極ごく小しよう音量だったが、姉貴には聞こえていたんじゃないかと思う。







　少しばかり落ち込んだりもしたが、日々は順じゆん調ちようだ。

　あるライバルキャラとのイベントで俺が死ぬ──可能性は、いかんともしがたいが、リンリンさんに相談しようとして振られ、一人寂さびしく自室で熟じゆつ考こうした結果、様よう子す見み、と決めた。様子見で大だい丈じよう夫ぶ、と思いたい。というか、対策が「ライバルキャラとは極きよく力りよく関わらない」ぐらいしか本ほん気きで思いつかない。せめてライバルキャラが誰だれなのか絞しぼれればいいんだが、情報が少なすぎて不可能。

　よって、関わらない、だ。むしろ、何もしない。現状維い持じ。

　高埜たかの倉くらとの関係は悪あつ化かして、イベントなんて起こらないだろう。

　桜さくら妹いもうととも、約束がキャンセルになって以来、連れん絡らくはとれていない。

　法条……には『挨あい拶さつされる知ち人じん』ぐらいには関係性がレベルアップしており、嫌われているわけではないと思うが、むしろ深まってほしいが！　涙をのんで、法条の放送を聞き声レベル五を堪たん能のうする、にとどめておく、ぐらいが正解。今までそれで満足していたじゃあないか？

　この新たなる死の危険を除けば、俺ルートのイベント的な出で来き事ごとは何も起こっていないし、脱だつ・俺ルートへの期待が高まる、そんな九月九日、水曜日。

　今日きようは『だいよくvol.4』の発売日だ。

　裏うら購こう買ばいの開かい店てん場所は、俺がいつぞや、裏購買販はん売ばい員いんに扮ふんした法条と初めて出会った本ほん校舎屋おく上じよう前まえ踊り場。ただし、時間帯たいは、放課後ごだ。

　はやくも放課後に思いを馳はせつつ、学校に到着。下げ駄た箱ばこで靴くつの履はき替え。

　日々減へってきている手紙を、下駄箱から取り出す。

　そう──第一回騎士ナイト試験終しゆう了りよう後ごの月曜日。今日きようの手紙は何なん十じつ通つうだ？　と登校し、下駄箱を開けた俺おれを待っていたのは、予想より大おお幅はばに少ない手紙だった。主おもに、大たい半はんをしめていた呪のろい系けいが減少したことによる。読んでみて理由がわかった。

『元気出だせ』

『男の浪漫ろまん！』

『不ふ潔けつです……』

『ざっまあああああああ！』

『透とう子こお姉ねえ様、最高ですよね！』

　等とう々とう。俺に関する噂うわさに、新たなものが追加されていたのだ。それら三種類の噂が混こん合ごうし、ぶつかり合い、化か学がく変化を起こした結果だった。

　一つ目。俺が宮みや河がわを襲おそったよ、な噂。これは、あの教室での会話が発ほつ端たんだろう……。リンリンさんを抱っこしようとした……いや尻尾しつぽを踏んだ天てん罰ばつか……。宮河は否定したらしいが、これがまた火に油を注そそいだ。「乙女おとめちゃん……！　ブソンを庇かばって……！」と。

　二つ目。俺と高埜たかの倉くらの破は局きよく。パパラッチの情報獲かく得とくぶりはげに恐ろしい。あの場面を目もく撃げきしていたやつがいるようなのだ。かなり脚きやく色しよく、捏ねつ造ぞうが入っていた。涙をためた高埜倉が俺の頰ほおをパシーンと叩たたき、「ごめんあそばせっ！」と走り去った……。どこの時代の青春？

　三つ目。俺と武尊ほたか透子様が姉弟である、との噂。これは噂でなく事実だが、俺と高埜倉の破は局きよく後ご、姉あね貴きと帰き宅たくしたことがエピソード化されていた。高埜倉への仕し打うちを透子様に叱しつ咤たされ、俺はいたく反省し、泣きながら帰った……。ブソンも後こう悔かいしているようだ……な噂。泣いてねえ。三流ドラマのような展開。

　時じ系けい列れつぞいに話がいつの間にか繫つながっているのが恐ろしい。

　この三種混合の結果、手紙の反応も分かれたのだ。

　ブソンの奴やつが哀あわれになってきた派は。『元気出せよ』のように応おう援えん系けい。

　ブソンの奴、フツメンのくせに美び少女を振り回すとは意い外がいにやるじゃん派。『どうやって副ふく会長と付き合ったの？　落としたの？』『男たるもの……。複数の女の子と付き合うのもアリだよな！』とか質問、肯こう定てい系。そもそも落としてない。

　ブソンの奴、副会長に振られてざっまあああああ派。『ざっまああああああ！』のようなとにかく他た人にんの不幸で飯めしがうまい系。

　ブソン、くたばれ派。『不潔！』『女の敵！』など、女じよ子し生徒による拒きよ否ひ反応が顕けん著ちよ系。

　ブソンの姉はすごいぜ派。『透子様の弟なのですべて許せます』『透子様さま愛してます』等の、姉貴への文ぶん面めんを俺に伝えてみた派。俺に姉貴への愛を告こく白はくされてもどうにもならないんだぜ？

　このように派は生せい反応が生じ、反応自じ体たいはバリエーション豊かになったが、手紙は減った。

　噂うわさの種類は変へん質しつしたものの、俺おれへの評ひよう価かがあがったわけでもない。

　計画通どおり、騎士ナイト試験はてんでダメで落らく第だい。負け。宮みや河がわとのイベントも発生しなかった。

　ここが重要だ。たぶん、俺の読みでは勝っていたらイベントがあった。俺ルートの恋愛イベント的なものが。

　そう考えてみれば、以前は頻ひん繁ぱんにかかってきた宮河からのデートのお誘い電話もパタリと止んでいる。これは花はな火び大会で俺が宮河をデートに誘ったことによるものとも考えられるが……『だいよく』最さい新しん号ごうを読めば、その辺も少しはわかるだろう。

　それとちょっと気になるのが、最新パパラッチスクープ、新たな騎士が乙女おとめちゃんにアプローチ！　情報だ。つまり清し水みず先せん輩ぱいが宮河に。脱だつ・俺ルートにより、宮河が隠かくし攻こう略りやく対たい象しようだった清水先輩ルートに進む芽めが生まれたのやもしれない……？　これも、確か『だいよく』のヒントには、騎士や冠かんむり候補攻略以い外がいの正しよう体たい不ふ明めいの項こう目もくもあったから、俺の予想が当たっているなら、そこに何らかの情報があるはずだ。うん。

　下げ駄た箱ばこの手紙だが、封ふう筒とうでだいたいの系けい統とうを当てる無む駄だ技術を俺は獲かく得とくしている。その上で、中を見、不ふ要ようなものはさっさと捨ててゆく。それにしても、手紙を入れてくるほとんどの奴やつらがブソン呼びなのは結けつ託たくしたイジメなのか？　武尊ほたか透とう子この弟だって知ったのに、何な故ぜ俺だけブソン……！

　今日きようのは、と。俺はまず一通目めに騎士プで癒いやされることにしている。封筒だけでプのだとわかるようになった俺。プに関しては、ここまで百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうである！

『騎士プ』

　癒やされた。プってマジ誰だれなんだろうな……。

『激げきマズ部に入りませんか？　騎士試し験けんであのちょょょょょょょうクソ不ま味ずい味に心から酔よいしれました。食べられる食しよく材ざいで至し高こうのマズ料理を作り、食べる。そんなマゾヒズムに溢あふれた部です。そしてあなたはまさしく神！　激マズ道どうの神！　おお、身み近ぢかに神がいたなんて！』

　試し食しよくで激マズオムライスを食ってた一いつ般ぱん生徒三名のうちの一人と見た……！　乙女ゲー云うん々ぬんを抜きにしても、ウチの学園高こう等とう部ぶってフリーダムすぎなんじゃね？　と思うことがよくある。

　目め新あたらしいのはこれぐらいだった。さっさか手紙を処しよ理りすることで下駄箱の清せい掃そうをし、教室へ向かう。ふと、通り道の壁にかかっている巨きよ大だい複ふく製せい画がの前で立ち止まった。

　二人分の足音が聞こえてきて、そらちを向いた。

　我がＣクラスの担たん任にんと──高埜たかの倉くらだ。

「では、先生。連れん絡らく事じ項こうは以上です。わたしは用があるので失礼します」

　担任をおいて、俺を一いち瞥べつすると高埜倉は脇わきを通り過ぎていった。

「おはよう。ブソ……じゃなくて武尊だな。どうも言い間違えるんだよなあ……」

「おはようございます」

「ところで、高埜たかの倉くらと何かあったのか？」

　あったというかなかったというか、そもそも何もないというか。

「先生からの助じよ言げんだ。喧けん嘩かしたなら、はやいうちに仲なか直なおりするのがいいぞ。時間がたてばたつほど気まずくなる。ああいう子は意い地じっ張ぱりだからな！」







　待ちに待ってまちくたびれた放課後ご。

　目指すは屋おく上じよう前まえ踊り場だ。噂うわさにも慣れた身。一学期のように、パパラッチ避けにもう変へん装そうする気はない。ていうか変装したほうが危険だ。俺おれの変装姿すがたは『変装マン』としてネタ化している。二度と学園内ないに出しゆつ没ぼつしないことだろう。

　もしかして……もしかしたら、今日きようの販はん売ばい員いんが法ほう条じようなんじゃあないか──そんな期待を胸に秘ひめ歩く。いやいや、しかし期待しすぎてはいけないのだ。法条だって警けい戒かいしなければならない。いやでも、販売員な法条と話すぐらいだったら、別に……。いやいやいや、そんな甘い考えが死を招く！　せめて、法条だったらいいなあ、ぐらいに留めておくのが賢けん明めいだ。

　天気が良いので中庭脇わきの道を通って階段へと進もうとしたら、耳が恐きよう怖ふの音声をとらえた。

「つ、つつつつ津つ久く見みきゅん！」

「……津久見、きゅん？」

　かつて、俺が法条に告こく白はくして砕くだけ散った場所、中庭。そこで、なんとも既き視し感かんを覚えさせる告白シーンが繰り広げられていた。

　告白しようとしている人間→男だん子し生徒。

　告白されている人間→津久見きゅん。性せい別べつ、ＭＥＮ。

　二人の間は一メートル以上離はなれていた。

「津久見きゅん！　一ひと目め見た時から好きでしたあああ！」

「男は無む理りです」

　津久見らしからぬ、一いつ刀とう両りよう断だん。バイトの時のスパルタ仕し様ようの顔？　男らしくを学園でも実じつ戦せんしようとしているのか。……そういえば、かつて津久見に好きな人物は？と尋たずねた時、津久見は、会長、と、答えた。イケメン眼鏡めがね会長の霧きり島しまだと。しかし、この拒否っぷりを見ると、やっぱあれは冗じよう談だん……？

　一刀両断されても、男子生徒はめげなかった。津久見に走り寄る。同じ距離だけ、津久見が下がった。

「じゃあ……じゃあ、せめて、思い出にキスを……！」

　男子生徒は力尽ずくで迫せまろうとしている！　小こ柄がらな津久見では抵てい抗こうは無む理りだ。

「待ま」

　飛び出した俺は、信じられない光こう景けいを目まの当たりにした。

「──はあ？　あんた脳のうみそ腐くさってんですか？　無む・理り」

　擬ぎ音おんで表すと、ドカッ！　バキィッ！

　華か麗れいな回し蹴げりで、両肩かたを摑つかまれ、顔を寄せられていた津つ久く見みが男だん子し生徒をノックアウト。肩にバイ菌きんでもついたかのような勢いで手で払い、視線を下に向けたまま即そく座ざに津久見は倒れた男子生徒と一メートルの距離をとった。

「ったく、これだから……お兄にいちゃ」

　毒どくづき、顔をあげた津久見が言葉を止める。

　おにいちゃ？

「つ、強かったんだな、津久見」

　助すけ太だ刀ち不ふ要ようだった。倒れた男だん子し生徒を間に、空気が気まずい。

「…………」

「津久見ー」

「えーと、武尊ほたか先せん輩ぱい？」

「ハイ」

「──見てました？」

　はい。頷うなずいた。

「……火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからってやつです。このことは、内ない密みつに」

「あ、ああ。言って欲しくないならいいけど」

　意い外がいな津久見の一いち面めんだったが、そもそもパパラッチではない俺おれは広める気もない。

「！　あんた……いえ、先輩、その辺の虫と一いつ緒しよだとは思ってましたけど、わりといい虫だったんですね」

　あんた、と言いかけたあたり、まさしく、男らしさを目め指ざすスパルタ仕し様よう津久見。

　スパルタ仕様のくせに、津久見が満まん面めんの笑みになった。バックに花が散った。

　あ、あれ……？　いま、俺、可愛かわいい……とかちょっと思った。桃もも色いろ気分に？　え、嫌いやだ。「津久見きゅん！」とか言うようになるのは嫌だ！　近くの木に手をついて深しん呼吸。よーしよし。落ち着いた。そして桃色気分が去ったので、津久見の言葉の意味を考えてみる。聞き捨てならない部分があった。リピート。

『！　あんた……いえ、先輩、その辺の虫と一緒だとは思ってましたけど、わりといい虫だったんですね』

　箒ほうき握あく手しゆの謎なぞが解けた気がする。あれ、そもそも俺、人間扱あつかいされてない？

　実は津久見の俺への評ひよう価かがマイナスだったんじゃないかという事実が判はん明めいした瞬しゆん間かんでした。







　黒いうさぎのかぶり物もの姿すがたの裏うら購こう買ばい販はん売ばい員いんを目にした時、俺の心は一いつ瞬しゆん喜き色しよくに包まれた。俺が裏うら購こう買ばいに行くと知った津つ久く見みが、「へえ……。そんなのあるんですか。かぶり物販はん売ばい員いんに女子系けい小こ物もの……。ちょっと興きよう味みあるんで、僕も行っていいですか？」とついてきたのも忘れていた。ちなみにスパルタ仕し様よう津久見は、頑がんとして一メートルより近くには寄ってこない。

「いらっしゃませー」

「！」

　両耳みみの折れた黒うさぎは、明らかに俺おれを無む視しし、津久見に「いらっしゃませー」の声をかけた。ほ、法ほう条じよう、じゃない……。声レベル五には程ほど遠とおく、しかも、この、この声は……！

　おまえは……銀フレーム……！　法ほう条じようの友人、女子生せい徒とＡ（仮か称しよう）！　おまえが、一学期、法条に臨りん時じ販売員を頼んだ裏購買員だったのか……！

　黒うさぎ、いや、銀フレームが俺に挑ちよう戦せんしてきた。

「紗さ綾やは来ないわよ」

「あっ、そう」

「──販売員さんと、先せん輩ぱいって、お知り合いですか？」

　津久見の問いかけに、

「他た人にんだからね！」

　女子生徒Ａ（仮称）が叫び、

「名前すら知らねーから」

　俺も即そく答とうする。

「そうですか？　ま、どうでもいいんですけど」

　スパルタ仕し様よう継けい続ぞくの津久見はすごくぶっきらぼうに返し、本ほん日じつの販売品ひんのほうに関心を移していた。そうだ。販売員が法条かも、との淡あわい期待が裏切られたいま、目的は一つ！

　学園誌し最さい新しん号ごう『だいよくvol.4』に他ならない！

　シートに広げられた物品に目をやる。……『読むと必ず好かれる本』、『どうしても嫌きらわれたい時に読む本』など……。さーっと一度目めは視線が通り過ぎたが、戻した。

　──嫌われたい時に読む本？

　嫌われたい。普通は人に好かれたい。しかし俺は宮みや河がわに嫌われたい。『フォーチュン・クラウン』内では、いわばアイテム扱いのものがこの裏購買で売っている。こ、この本は……俺にこそふさわしい……！　対たい象しように嫌われる、アイテム……？

　手に取り、さっそくパラ見──できなかった。パラ見した瞬しゆん間かん、奪うばわれた。

「立ち読み厳げん禁きん」

　銀フレーム……！　法条が臨時で販売員をしていた時は、立ち読みオーケーだったぞ！

　さらに、俺は耳を疑った。

「読むなら購こう入にゆうして。代だい金きん十万円」

　掌てのひらを差し出してくる。

「じゅ、じゅう……？」

　たっけえええええ。高い！　高すぎる。アホか。高校生に十万なんて出せるか！　料金設せつ定ていがおかしすぎる。バ、バイトで稼かせぐ……？　十万が貯たまるその頃はとっくに俺おれルートなんて何らかの結けつ末まつを迎えてるだろ。

　──まあ、俺は無ぶ事じ、騎士ナイト試験には落ちた。順じゆん調ちように進んでいたのかもしれない俺ルートを阻はばむことには、成功したんだ。無む理りに宮みや河がわに嫌きらわれる必要は……。だが、諦あきらめ切れない……。熱ねつ視し線せんを『どうしても嫌われたい時に読む本』に送るも、銀ぎんフレームの監かん視しの目は厳きびしい。

「本当に、十万なんだろうな……？」

　怪あやしいの三さん乗じよう。

「こんな噓つかないわよ。裏うら購こう買ばいはね、こう見えて、高級品ひんも扱ってるの。買う子だっているんだから」

　高級品……。『どうしても嫌われたい時に読む本』が？

「んじゃ、こっちの『読むと必ず好かれる本』の値ね段だんは？」

「二十万」

「にじゅっ！」

　俺はこの世界にとてもついていけない。しかし、なるほど、好かれるほうが高いのか……。変なところで納なつ得とくした。

　断だん腸ちようの思いで、未み練れんを俺は断ち切った。当とう初しよの目的は『だいよく』なんだ。『だいよく』を見て一ひと安心すれば、こんな本もどうでもよくなるはずだ。

『だいよく』、『だいよく……』、と。あったあああ！　『だいよく』！

「俺はこれを買う」

『だいよく』最さい新しん号ごうを指ゆび差さした。代だい金きんを言われる前に、財さい布ふを取り出し、千円札さつをきっかり銀フレームに三枚渡わたしてやる。

「まいど」

　商品受うけ取り。これほど心のこもっていない『まいど』もない。裏購買の騎士カード営業担たん当とうに、今こん度ど手紙で接せつ客きやく態度が悪い販はん売ばい員いんがいたって苦く情じようを入れてやる！

「僕も、この新しん作さくキーホルダーをください」

　津つ久く見みがスパルタ仕し様ようのくせに、にこにこしてキーホルダーを手に取った。メルシーくまさんキーホルダーだ。津久見もメルシーくまさん好き……だったっけ？

「はい。三百五十円になります。またのおこしをお待ちしております！」

　そして、銀フレーム……！　客によって態度を変えやがって……！

　怒りに震える俺は、しかし怒りをこらえ、『だいよく』の他のページはかっとばして巻かん末まつの誕たん生じよう月づき占うらないページを開いた。

　学園の謎なぞの占い師しによる、迷える乙女おとめへ捧ささげる今月のありがたいお言葉。ありがたい、が増えてる。誕たん生じよう月づき占うらないとしながら、生まれ月は無む関係で、騎士ナイト攻こう略りやくと冠かんむり候こう補ほ攻略が記されている。俺おれの攻略ヒントは十月だ。

　拝はい読どく。

『十月生まれの貴方あなた……凡ぼんなる騎士の心を射い止とめたいのならば、まずは騎士を試す試し練れんが起こるはずです。彼は試練に敗れ、落らく胆たんすることでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励はげまし、叱しつ咤たし、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評ひよう価かした時、愛が……！』

「…………」

　俺は、広げた薄くてボッタ価格の『だいよく』を顔の位置まであげて、見やすいようにさらによく広げた。紙がしなった。

　もう一度、十月の俺攻略用ようヒントを読む。

「……………………？」

　首が左ひだり九十度に傾いた。




　──ナニガカイテアルノカヨクワカラナイ。




「先せん輩ぱい……何やってるんですか？」

　冷ややかな声が降ってきた。キーホルダーを買い終わった津つ久く見みだ。銀ぎんフレームもかぶり物ごしに不ふ審しんの目を向けてきている気がするが、それどころじゃない。

「あの……津久見、ちょっと頼みたいことがあるんだけど」

「内容によります」

　首くび左ひだり九十度どのまま、くいっと『だいよく』の見開きページを反はん転てんさせる。

「この占いのさ、十月の項こう目もく、声に出して読んでもらえる？」

「十月生うまれなんですか？」

「違うけど」

「──は？」

「とりあえず、読んでほしい」

「……読めばいいんですね？　その前にとりあえずキモイんでその首九十度左に傾いてるのやめてもらえます？」

「おっけー」

　かなり傾いていた視し界かいが正常に戻った。

「読みますよ。──『十月生まれの貴方……凡なる騎士の心を射止めたいのならば、まずは騎士を試す試練が起こるはずです。彼は試練に敗れ、落胆することでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励まし、叱咤し、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評ひよう価かした時、愛が……！』です」

「もう一回」

「…………。『十月生まれの貴方あなた……凡ぼんなる騎士ナイトの心を射い止とめたいのならば、まずは騎士を試す試し練れんが起こるはずです。彼は試練に敗れ、落らく胆たんすることでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励はげまし、叱しつ咤たし、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評価した時、愛が……！』」

「もう一回」

「『十月生まれの貴方……凡なる騎士の心を射止めたいのならば、まずは騎士を試す試練が起こるはずです。彼は試練に敗れ、落胆することでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励まし、叱咤し、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評価した時、愛が……！』」

「もういっ」

　津つ久く見みが垂直に腕を伸ばし、一メートルの距離越ごしに見開きページを突き返してきた。

　かい。

「自分で読め」

　キレかけてる。

「……ゴメン。悪かった」

「いえ」

『だいよく』を閉じ、小こ脇わきに抱える。俺おれは反省した。やはり内容は、俺が読んでも津久見が読んでも何なん度ど読んでも変わらないようだ。だが、だが、認めたくなかったんだ……！

　またしても、方針を外していたなどとは……！

　占うらないを解かい読どくするに、試練は試験をさす。明らかに、試験に落ちるのが正しい（俺にとっては死に近づく）俺ルートじゃねえか。

　つまり、目もつ下か、俺ルート順じゆん調ちようにばく進しん中ちゆう！

　逆だったんだ……！

　俺は騎士試験に受からなければ……、つまり料りよう理り試験で勝利しなければならなかった！

　しかもお題だいがオムライスだったのに、勝てたかもしれない勝負だったというのに、自ら捨ててしまった……！　何な故ぜ激げきマズオムライスを作った！　俺っ！

　頭が、理解を拒きよ否ひし、混こん乱らんしている……。

　乙女おとめゲー、奥が深すぎる……。俺はまだまだ乙女ゲーへの理解が甘かったのか……。

　凡騎士が努力しても結果の出ないダメダメルートをヒロインが深くあたたかく受け止めるってなんぞそれ。

　普通は奮ふん起きして試験に受かって男をあげてヒロインに認められるもんじゃねえの？

　乙女ゲーにもっと精せい通つうしていればよかったのか……？　桜さくら妹いもうとの乙女ゲー講こう座ざも途と絶だえていたしな……。ていうか、桜さくら妹いもうとに避けられている。原因はあれだ。リンリンさん抱きたいよから始まった山やま田だとの会話。

　桜妹がフレンドリーなので忘れていたが、彼女も元もと冠かんむり候補の美び少女。会いたがっていないのに無む理りに会おうものなら、もうそりゃパパラッチが……。かといって電話もメールも着ちやく信しん拒きよ否ひ、受じゆ信しん拒否を受けている。いずれ誤ご解かいを解けばいいと暢のん気きに構えていたが、失敗した……！　それに俺おれが死ぬらしい『傍ぼう観かんイベント』という頭の痛い問題もある。

　さらに言うと、高埜たかの倉くらとのカモフラージュ。俺には彼女がいるんだぜ、の偽ぎ装そうは俺ルート対策だったわけだが、そのお付き合いのフリも解かい消しようされたいま。

　俺はフリーだ。もともと彼女なんかいなかったわけだが、偽装すらも剝はがれた。

　そして……？　このまま試験に落ち、今後、宮みや河がわが俺を励はげましてきて順じゆん調ちように俺ルートが進む。占いの文ぶん面めんによるとそれが正しいんだろ……。

　いまから……挽ばん回かい……できるか……。いや、しなければ。

　思わず片手で頭を抱え、

「挽回、だと……？」

　呟つぶやいてみて絶ぜつ句くした。

　……俺ってさ、騎士ナイト試験がもともと三回で、他ほか素そ行こう点てんとかのオプションまであったみたいなのに、それを蹴けって、一回にしてもらいませんでしたか？

　わざと残されていたかもしれないチャンスを潰つぶ、した……。

　もはや俺ルート一いつ直線。着ちやく々ちやく進行……。

　やばい。やばいやばいやばいやばい。死ぬ？　死ぬのか？

　死・ぬ。

　しかも、俺ルートだけじゃないんだよ。増えてんだよ、俺の死への道みち筋すじは。

　──死んだらさ、人間ってどうなるんだろう？　天てん国ごくとか地じ獄ごくがあるっていうけど、実際あるかは生きている限り、誰だれにもわからないわけだ。それは死んでみてはじめてわかる……とか逃とう避ひして考えてる場合じゃねえええええ！　しっかりしろ俺！

　──もうさ、諦あきらめようぜ。人間、諦めが肝かん心じんだ。いっそのこと宮河に告こく白はくして付き合え！　そして彼岸ひがんへ飛び立て！　ひゃっほう！

　諦めの良い俺が悪あく魔まの囁ささやきを放った。

　──いや、はやまるな！　まだ手て立だてはある。意い地じもプライドも捨てろ！　もともとは騎士試験は三回だったんだろ？　理り事じ長ちように頭を下げて追つい試し扱あつかいで元の回数に戻してもらえ！　そして試験を全部クリアすればいいんだ。簡かん単たんだろ？

　アグレッシブかつポジティブな俺が鼓こ舞ぶする。

　が、簡単どころか、あの理事長が頷うなずくか……？

　裏うら購こう買ばいの販はん売ばい商品が目に入った。

『どうしても嫌きらわれたい時に読む本』……。とりあえず、あれ万まん引びきして逃げようかな……。

　あ、ダメだ。思し考こうが悪の道へと走るのは危険な兆ちよう候こうです。

「帰ろう……」

「ちょ、ちょっとどうしたのよ？」

　俺おれの意い気き消しよう沈ちんっぷりは、銀ぎんフレームですら同どう情じようを向けるぐらいだったようだ。銀フレームの目にも涙か。黒くろウサギがおろおろしている。

「またな、津つ久く見み。俺、帰るわ。銀フレ……販はん売ばい員いんさんも、さいなら」

　ふらふらと歩き出す。しかし、

「ストップ」

　津久見の声がかかった。

「今日きよう、水曜なんですけど？」

　水曜……。水曜？

「バイト、入ってるの忘れてるわけじゃあないですよね？」

　忘れてた。

「バイト……」

　呟つぶやき、俺は津久見を凝ぎよう視しした。試験回かい数すうを削けずり、楽に勝てるはずの勝負を捨てた。二学期、俺ルートに入ってからというもの、良かれと思ってしたことがことごとく裏うら目めに出ている。乙女おとめゲー購こう入にゆう資し金きんのためとはいえ、酒さか屋やでのバイトも俺が良かれと思って新しくはじめたことの一つ……！　学園で案内している小こ洒落じやれたアルバイト先を避け、宮みや河がわとの乙女おとめゲーイベントなんて起こらなそうな『梅うめ田だ酒さけ店てん』を選んだ。

　この選択肢しも誤りだったら……？　『梅田酒店』も入ってそうそう辞やめるべき？

　俺の恐きよう怖ふの眼差まなざしが津久見に注そそがれた。







　アルバイト先、せっかく外れていそうなところを働く場所に選んだのに、ここすらも危ういのかもしれない……！　乙女ゲー的なイベントが起こってしまうのかもしれない……！　そんな絶ぜつ望ぼう感かんすら抱えていた俺だが、さすがに杞き憂ゆうだった。出勤時じ、周りを非常に警けい戒かいし、特に大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ女じよ子し制服や、十代の少女を警戒し店に入ったが、俺ルートイベントの兆ちよう候こう、なし！

　発ほつ作さ的に何もかもが疑わしくなる症しよう候こう群ぐんを発はつ症しようしていたものの、症しよう状じようはおさまった。

　乙女ゲーイベントといっても、なんでもかんでもＮＧというわけではない。避けねばならないのは宮河とのイベントだ。あと……法ほう条じようや桜さくら妹いもうとや高埜たかの倉くらとの傍ぼう観かんイベント……。

　増えたな……。増えたっていうか、全員だ！

　だが、津久見はそこに引っ掛からない。男だし。攻こう略りやく対たい象しようだし。

　攻こう略りやく対たい象しようの一人である津つ久く見みと一いつ緒しよのバイトではあるが、万まんが一いちあるとしても、騎士ナイト仲なか間ま的てきなイベントだろう。

　バイト中や、学園でもときおりスパルタ津久見のようだが、そして俺おれは今日きようまでいい虫むし以下の評ひよう価かだったらしいと判はん明めいしたが、話しやすい同どう性せいの後こう輩はいということに変わりはない。スパルタ時には一メートル距離を置かれるけど。

　まだまだ学ぶことは多いが、勤きん務むを終え、酒さか屋や内の休きゆう憩けい室しつで俺は梅うめソーダを飲んでいた。

　ノンアルコール国産の梅だけを使った梅ソーダ。梅うめ酒しゆを出している会社の新商品なので酒店にもおいてあるし、自じ販はん機きにも入っている。自じ腹ばらで購こう入にゆう。

　この間クラスメイトにすすめられたやつだ。

「でさあ……騎士試験に、受からなきゃならなかったわけよ……」

　もう次はないけどな！

　そして俺は津久見相手に絡んでいた。凡ぼん人じんだし、気にしないようにしていてもストレスは溜たまっていたらしい。『だいよく』最さい新しん号ごうがトドめだった……。リンリンさんに相談しようにも、リンリンさん冷たいし。

　その点、繰り返すが、津久見は男だし、攻略対象だし、俺の死に繫つながりそうなイベントには掠かすってもいない。肝かん心じんなこと──『前ぜん世せ？』のことなどだ──は口を滑すべらせるわけにはいかないが、俺が置かれている状況を聞いてもらうことはできる。人間、ただ話を聞いてもらうってことも大だい事じだ。

　騎士試験に落ちた、とか。だがしかし、やはり受かりたかった、とか。人にん間げん関係とかだ。

「うわ、ウザイ。なんでノンアルコール梅ソーダで酔よったみたいになってるんですか……」

　そう言いつつ、聞いてくれる津久見はいい奴やつである。

「──ところであん……先せん輩ぱいの話、なに言ってるのかよくわかんないですけど、感想を言うなら、手て遅おくれ、ですね」

「……！」

　わかっちゃいたが、指し摘てきされるときつい。

「それでも何とかしたいんだったら、ごちゃごちゃ抜かしてないで頑がん張ばるしかないんじゃないですか。それに……その対たい抗こう馬ばの清し水みずって人……」

「ああ、バスケ部三年のイケメン」

　津久見も梅ソーダの缶かんのプルトップを開けた。つまみなのか、チョコレート菓が子しの小こ袋ぶくろを手て提さげ袋から取り出した。桜さくら妹いもうとからよく手作りお菓子をもらってきゃっきゃっうふふしているのを目もく撃げきしていたし、津久見は間違いなく甘あま党とうだ。

「清水……先輩が、騎士……ちょっと気になるんですよね……」

「えっ？　惚ほれた腫はれた的に？」

「頭、沸わいてます？」

　哀あわれみの視線を投げられた。

「それにしても……」

　津つ久く見みが首を傾かしげた。

「宮みや河がわさんは、あん……先せん輩ぱいのどこがいいんでしょう？　話を聞くに、他の人も？」

「もうあんたでいいよ」

「ところで、食べます？　一ひと袋ふくろあげます。『たけのこくん』以外」

　小こ袋入いりのビスケットとチョコレートのお菓か子しだった。『たけのこくん』、『きのこくん』、『きりかぶくん』の三種類。スーパーで売っているのを見たことはある。

「『きりかぶくん』もらう」

「きりかぶ……マイナーですね」

「へえ？」

「このお菓子、三さん陣じん営えいでは常に戦争が勃ぼつ発ぱつしています。人はそれを『たけのこきのこきりかぶ戦争』と呼びます。一いち応おうこの間たけのこが売り上げで勝利したんですけどね」

「『きりかぶくん』は？」

　人にん気きないの？

　津久見が口ごもってしまったので、あまりないらしい。開けて食べてみる。ビスケットの味が濃のう厚こう。

「まあ、でも、僕が知る限り、『きりかぶくん』を選んだ人で悪い人はいないです。『きのこくん』だけが好きな人とは、例れい外がいの一人ひとり以外、絶対気きが合わないんですけど」

「あれ？　じゃあなんで『きのこくん』がここに？」

「その例外が、僕の身み近ぢかにいるからです。ちなみにその例外は僕とは逆に『たけのこくん』が嫌きらいです。……美味おいしいのに」

　少しすねたようにポソっと津久見が漏もらす。か、可愛かわいい……。

「…………」

　俺おれは目を擦こすった。いやいやいやいやいやいやいや待て。落ち着け、俺。これは男だ。俺は津久見きゅん信しん者じやではないのだ……！　桃もも色いろ気分に包まれ、可愛い、などとは一いつ瞬しゆんでも思ってはならないのだ……！　ギャップの為なせるマヤカシだ！　スパルタ仕し様ようなのに、不ふ意い打うちでくるからドキッ！　とするのだ。

　梅うめソーダをぐいっと飲み干す。炭たん酸さんが喉のどにくる。梅の味がのど越し爽さわやか。

　俺の沈ちん黙もくをどう思ったのか、『たけのこくん』を食べていた津久見が、

「一個だけならあげます」

　と『たけのこくん』を恵んできた。

　もらっておいた。しかし俺は『きりかぶくん』のほうが好きだ。







　俺おれが『だいよく』ショックで傷しよう心しんであろうと、打ちひしがれていようと、日々は回ってゆく。

　これはもはや追つい試し交こう渉しようしかない！　結局そう結けつ論ろんを出して、理り事じ長ちように会おうと端たん末まつで学園事じ務む室しつに面めん会かい予よ約やくを何回試こころみても、何な故ぜか送信エラーで返され、アポなし訪問しようとしても理事長室のある別べつ館かん受付で「あー、理事長は会議中ちゆうだねえ」などと空から振ぶりに終わろうと、時計の針は進む。

『だいよく』ショックの次の日、木曜日は、理事長へのアポの成果もなく、また俺ルートの恋愛イベント的なものもなかった。冠かんむり候こう補ほ三人との接せつ触しよくもなかった。……今日きようはどうだ？　なんせ現げん時点では、俺ルート成せい功こう中というとんでもない事じ態たいだ。

　憂ゆう鬱うつだ。鬱だ。好こう転てん材料がない。こうなったら、いっそ自じ主しゆ退たい学がくとか……。しかし両親の同どう意いが必要だし……。ため息をつき、下げ駄た箱ばこを開けると、今日も入っている手紙の数々。騎士ナイトプを見──愕がく然ぜんとした。

『明日あしたから手紙休やすむ。騎士プ』

　俺の癒いやし、プが！　何これ、もう二度と手紙を出さない宣せん言げんなのか！　プ！　それとも、学校を休むとか用よう事じで一時的に出せないよっていう律りち儀ぎな報告なのかっ？　プ……！

　前者なのか？　俺が騎士試験に落ちたから、前者か……！　貴き様さまは騎士プですらないという通つう告こく……っ？　そのとおりだ……！　芽め生ばえた絆きずなもここまでか……。

「……はあ」

　いつぞやのリンリンさんのように、意い気き消しよう沈ちんして、手紙の開かい封ふう作業を続ける。

　ある一通の手紙に流れ作業を止めた。

　見覚えのある丸文字。




『武尊ほたか湊みなとさま。昼休み、調ちよう理り準備室二でお待ちしています』




　文ぶん面めんも以前と同じ。桜さくら妹いもうとから、だ。

　以前は、ラブレター？　ラブレターかっ？　と期待に胸むね膨ふくらませたものだが、今回の用事は、抱きたい事件（俺命名めい）、だろうな……。

「こ、これは……！」

　これは……桜妹との、イベント……？　だとするとここにも死の危険が……。

　すっぽかすのもアリだ。

　しかし、何と言っても桜妹は俺の乙女おとめゲーの師し！　俺ルートで生き抜くためにも、まだまだ俺は乙女ゲーを学ばねばならない。死を回かい避ひするために死に近づくことになるが……。いやきっと、危険度どは俺ルートのほうが上だ。であれば、細さい心しんの注意を払い、気をつけて桜妹と接せつ触しよくする手だな……。

　よし、行こう。

　それにしても、手紙じゃなくて端たん末まつでメール、もしくは電話でも良さそうなもんだが……。あ、あれか？　桜さくら兄あにがストーカー活動を再開したのかも？　また桜妹いもうとの端末にＧＰＳ機き能のう諸もろ々もろを仕込み、端末不ふ調ちようとか……。

　そして昼休みだ。この昼休みになるまで、休み時間ごとに、時には授業中ちゆうもこっそりと、やはり端末で理り事じ長ちようへのアポを申し込んだのに、エラー！　アドレスは合ってるし、試しに隣となりの席の山やま田だに真まっ白しろメール送ってみたら送れたぞ！

　なお、山田は今日きよう席についた俺を見るなり、「ああああ！　噓うそ教おしえておけば良かったああああ！　おれって奴やつは、おれって奴は、なんて正直者なんだ！」と苦く悩のうしていたが意味がわからない。ついでに、ことあるごとに、「武尊ほたか、おまえはおれに感謝することになるだろう……！　敬うやまえ！」と呟つぶやいていた山田の端末を借りて理事長にアポを申し込んでもエラーだった。

　以前遊ゆう園えん地ちイベントや夏祭りであった、端末の電波が不自然にピンポイントで届きません現げん象しようを彷ほう彿ふつとさせる……！

　文ぶん系けい棟とうの前に、別べつ館かん受付に行ったら、理事長は、外がい食しよくに出掛けただと……！

　俺おれの闘とう志しに火がいた。理事長に会って、何としても追つい試しの交こう渉しようをしてやる……！

「また来ます」

　と言い残し、文系棟に向かった。

　桜妹に会うため、文系棟の正面入り口に立とうとした時だった。

　顔面から三十センチほど先を、物体Ｘが落下していった。ヒュンッと音がした。

「…………」

　物体Ｘは小さい植うえ木き鉢ばちだった。無む惨ざんに割れてしまっている。もうちょっとタイミングがずれていたら、脳のう天てんに直ちよく撃げき。

「きゃーっ！　ちょっとどうしよ！　下に人いたよー！　大だい丈じよう夫ぶですかー！　わざとじゃないんです！　お水あげようとしててて！」

　三階から焦あせった声がかけられる。俺は手を振り、無事を伝えた。しかし！　内ない心しんはそれどころではなかった。俺は桜妹に会おうとしている。つまり、これは……、『傍ぼう観かんイベント』による死の危険か？　つーか『傍観イベント』の死も何種類もあるのかっ？　今回のは単なる事故か？　どっちなんだ？　落ち着けー。冷静に。冷静に。

「……そうだ！　宮みや河がわは、たぶん、いない、はず……」

　焦った。……そうだ！　『傍観イベント』は、プレイヤーが見る、ということだ。つまり、どこかで宮河が目もく撃げきするのが前提ということだ……！　夏祭りのメロンの皮も、この植木鉢落下も、すなわち偶ぐう然ぜん……！　ただの事故だ。

　その後、割れた植木鉢の掃そう除じを手伝い、一学期は足あし繁しげく通っていた、文系部活棟にある調ちよう理り準備室二の扉の前に俺は立っていた。

　周囲をチェック。宮みや河がわはいないな。

　深しん呼吸して、ノックを数回。

「みこ──」

　物もの凄すごい勢いで準備室側がわから戸が開いた。

「ぜんぱあいっ！　ごめんなざーい！」

　猛もう突とつ進しんして抱きついてきた桜さくら妹いもうとの俺おれへの攻こう撃げき。
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「ぎゃっ！」

　無ぶ様ざまな悲ひ鳴めいをあげた俺は、そのまま押し倒された。足音が近づいてきた。はっとした。今度こそ、傍ぼう観かん、イベント……？　宮河が……？

　俺の首に手を回した桜妹に泣きつかれている俺の顔を、足音の主ぬしが覗のぞき込んだ。

「？　僕、実み琴ことちゃんに呼ばれてきたんですけど……お邪じや魔までした？」

　宮河じゃなかった。津つ久く見みだった。

　体勢的にはとても嬉うれしいのでこのままでいたいんだが、心しん情じよう的には助けてほしい。

「ヘルプ」

「わかりました。実琴ちゃん、実琴ちゃん。ほら、先せん輩ぱい困ってるよ？」

「……うん」

　むくりと俺の上で桜妹が身体からだを起こした。さらに、津久見が手を貸してくれたので、ありがたくその手を摑つかんで立つ。摑んでから、

「今日きようはスパルタ津つ久く見みじゃないんだな」

　と気づいた。てっきり学園内でも男らしさを出して行く方向で決めたのかと思ってたんだが……。これは……虫扱いな俺おれへの、飴あめと鞭むちの使い分けなのか津久見っ？

「スパルタ？　古こ代だいギリシアの都市国家の一つですよね？」

「いや、一メートル範はん囲い内……」

「あー……、はい！」

　ポン、と津久見が手を打った。笑顔で続ける。

「それよりも実み琴ことちゃんですよ、先せん輩ぱい！」

　桜さくら妹いもうとを伴い、三人で調ちよう理り準備室二に入る。

　さて、涙をぬぐったり鼻をすすったりと、俺の常備ポケットティッシュを消しよう費ひしながら、桜妹が語ったことは、




　湊みなと先輩、勘かん違ちがいしてました！　ごめんなさい！




　だった。

「わたし、昔から、この思い込みの激しさで失敗して……。これも、わたしの思い込み癖ぐせが激しくなったのも、もとはといえばあの三次元イケメンが……！　……ハ！　すみません湊先輩。脱だつ線せんして」

　黙だまって聴ちよう衆しゆうに徹てつしていた津久見が口を開いた。

「んーと、つまり、実琴ちゃんは、湊先輩不ふ潔けつ！　てことで避けてたんだよね？」

「ん……」

　チーン、と鼻をかんで、桜妹が小首を傾かしげた。

「ん……たぶん」

「ふーん？」

　津久見も首を傾げたが、それ以上は何も言わなかった。

「ところで、なんで誤ご解かいが解けたんだ？」

　俺の一番の疑問点はそこだ。

「それは、津久見君のおかげです！　昨日きのう、誤解かもしれないから、ちゃんと確かく認にんしてみないと湊先輩も可哀想かわいそうだよって言われて。縁えんを切るのはそれからでも遅くないって！　目から鱗うろこが落ちた感じがしました！　それもそうだなって」

「でも、確認って、どうやって……？」

　俺は何もしていない。となると？

「昨日の放課後ご、先輩の教室に行ってみたんです。それでえーっと、あの時、湊先輩と話していた廊下側の最さい後こう尾びの席の方に、リンリンさんのことを聞きました……！　やけに凝ぎよう視しされてちょっと怖こわかったですけど！　聞いて良かったです！　約束もないのに二年の教室に行くのって、緊きん張ちようしますね！」

　山やま田だか……！　山田に聞いたのか……！　あいつ、桜さくら妹いもうとファンだもんな……。間ま近ぢかで会えててんぱったんだな！　そして凝ぎよう視ししていたのは胸に違いない。

「行動できたのは津つ久く見み君のおかげだから、ありがとう津久見君！」

「…………。……僕？　──そっか……日ひ景かげ……」

　津久見が小声で何やら呟つぶやいていたが、準備室の一角に走った桜妹の足音にかき消されて内容は聞き取れない。

「……か……が？　日景……は……に」

　呟き終わった後、何な故ぜか津久見が俺おれを見ていた。

「珍めずらしいなあ……」

　珍しい？　それはなにか、俺が珍ちん獣じゆうってことか津久見。いや、珍ちん虫ちゆう？

「お待たせしました！　二人にパウンドケーキを作ってきたんです！　はい！」

　ラッピングされた紙かみ袋ぶくろをそれぞれ手渡される。

「ありがとう！　実み琴ことちゃん！」

　津久見の全身から嬉うれしいオーラが迸ほとばしっている。

「ありがとう」

　まだもう一つの袋を探っていた実琴ちゃんが、これももしよければ、と小袋入りの市し販はんチョコレート菓が子しを示した。

「お、これは」

「『たけのこくん』っていうんです。たくさん買いすぎちゃって」

「良かったな津久見。これ好きなんだろ？」

「え。たけのこ……えっと、そうですね」

「津久見君、『たけのこくん』好きだった？　じゃあちょうど良かった。『きのこくん』っていうのもあって、そっち派の人もいるんだよね」

　──『きりかぶくん』は？　桜妹は『きりかぶくん』に触れる様よう子すが微み塵じんもみられない。

　三つ目の派は閥ばつ、俺が一番気に入った『きりかぶくん』の立場は？　桜妹よ、『きりかぶくん』派がここにいるぞ！

　そっと俺は心の中で叫んでおいた。『きりかぶくん』、津久見が言っていたとおり、マイナーなんだな……。

　しばし、桜妹と津久見を中心としたお菓子談だん義ぎに花が咲く。そのうち、話題が、俺の騎士ナイト試験に移った。

「──騎士試験、わたしは、湊みなと先せん輩ぱいを応おう援えんしていたんです……！　同どう志しとして！　何より、何より……義兄あにや清し水みず先せん輩ぱいみたいな、三次元のイケメンは……！」

　言葉を切り、桜さくら妹いもうと、胸の前で腕をクロス。×印じるし。そして、津つ久く見みに同意を求めた。

「ね、津久見君！」

「う、うん……？」
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　土曜日、九月十二日。休日なのに、俺おれは自主登校している。金曜の放課後ごも理り事じ長ちようへのアポは全失敗に終わった。それとなく自じ主しゆ退たい学がくの話を両親にしたら、家族会かい議ぎに発展しそうになり、こりゃダメだと思い直した今日きようこの頃。役に立たない攻こう略りやくヒント『だいよく』ショックが薄らぐどころか、危き機き感ばかりが高まる今日この頃。

　数々の読み違えによる失敗から、日々俺ルートへの恐きよう怖ふが胸に迫る今日この頃。

　なにしろ、やつ──『死』はどこからやってくるかわからない……。俺ルートといい、他ライバルキャラとのイベントといい、乙女おとめゲーの攻略対たい象しようが学園物で死ぬシチュエーションってどんなの？　どんなのなんすか！

　病死？　俺、健けん康こう優良児。

　事故死？　あり得る。昨日きのうの放課後、交こう差さ点てんで玉突き事故を目もく撃げきした。運転手はむち打ち程度で済んだようだが、数メートル違いで俺がひかれていたかもしれない……！

　殺人？　遊園地イベントみたいなのがまたあったら、殺人もあり得る！

「先せん輩ぱい先輩！　夏休み中、新作ラッシュだったんですよー！　変わり種だねの乙女ゲーも出て、先輩の端たん末まつが故こ障しようしていたのが残念で残念で……」

　土曜登校は理事長へのアポも目的だが、乙女ゲー同どう志し、桜さくら妹いもうととの交流も復活したいま、俺の乙女ゲー研究のためでもある。桜兄あに避よけに、部室に快かい適てき空間、いや、聖せい域いきを作っている桜妹は、土曜も自主練も行っている。自主練……お菓か子しも作るが、まずは乙女ゲーをプレイする自主練を！

　一学期の早朝、俺は桜妹に乙女ゲー講こう義ぎを度たび々たび受けていたものだが、二学期の今日は、講義復活の日だったりする。傍ぼう観かんイベントを警けい戒かいし、宮みや河がわが近くにいるかいないかも怠おこたっていない。別に話したり、接せつ触しよくしていなくとも、半はん径けい十メートル以内は目もく撃げきはされる距離だ。よって、俺はしっかり周囲を確かく認にんしてから調ちよう理り準備室二に入っている。

　桜妹は乙女ゲーをプレイするためだけの正せい装そう姿すがただ。俺の要望により、新作学園物乙女ゲーが本日の教材なので、大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ女子制服だが。

　俺、挙きよ手しゆ！

「はい！　先生！」

　今日の俺の意い気き込ごみはひと味違う！　しかし、桜妹は俺を指さず、チッチッと指を振った。

「武尊ほたか君。先生への質問は、先生が本日の乙女ゲーを発表してからですよ？」

「す、すみません……！」

「わかってくれればいいんです。では、本日の乙女ゲーは、新作乙女ゲー学園サスペンス『赤い鐘かねは三度鳴る』、変わり種だね乙女ゲー『メンパラっ！』です」

　言い、携けい帯たいゲーム機とテレビを接続、テレビに乙女ゲー、『赤い鐘は三度鳴る』のタイトル画面が映し出された。ピシリ、と細長い棒ぼうで画面を叩たたく。

「さて、武尊君から事前質問にあった、攻略対象の死、について、先生考えてみました」

　ゴクリ、と唾つばを飲み込む俺おれ。

　そう、リクエストしておいたんだよな。俺の想そう像ぞう力では限界があるんだよな。プレイした本数も増えたとはいえ限られているし。

「難しい質問でした……。先生ならではの答えになりますが、いいですか？　武尊ほたか君」

「勿もち論ろんです先生！」

　コホン、と桜さくら妹いもうとが咳せき払ばらいした。

「攻こう略りやく対たい象しようの死……。なんと悲しいことでしょう……。普通なら耐えられません……！」

　俺も耐えられない。耐える以前に自分が死ぬし。

　打ち震えていた桜妹だったが、携けい帯たいゲーム機を操そう作さし、データをロードした。

「このゲーム、回かい想そう機能がないんですよね……。スチルもイベントも見返せないなんて……！　システムに難ありなのが……あ、これは先生の独ひとり言です！　まず、典型的なのが──」

『い、いやああああ！』

　耳がキーン。ヒロイン（主人公こう）が叫び、血まみれの二次元イケメンの絵が画面一いつ杯ぱいに出、赤一色になり、ゲームオーバーの文字が出た。

「①このように、ストーリー展開の中で、大抵は中ちゆう盤ばんから終しゆう盤ばんにかけて、ゲームオーバー、バッドエンドなどで死し亡ぼうするパターンです。乙女おとめゲーなので、主人公を守って死ぬことが多いです。サスペンス、ホラー、ファンタジー、学園ものなど、ジャンルはいろいろです」

　これ、ありそうな気がする……。が、『フォーチュン・クラウン』はサスペンスでもホラーでもファンタジーでもないよな？　それとも、今後いきなりどれかの要素が出現するのかっ？　俺はどれにも対応できねえぞ！　もうね、なんでフツメンの俺に、つまり湊みなと先せん輩ぱいに『フォーチュン・クラウン』は試し練れんを与えるんすか？

「あと、たまに主人公に殺されることもあります」

「ぶっ？」

　ヒロインに殺されるってちょっと！

「主人公がヤンデレ化する乙女ゲーもありますから！　そういえば、武尊君、ヤンデレについては知っていますか？」

「はい……」

　読んでた漫まん画がに出てきたからな……。あと身近にいるし、ヤンデレ。桜兄あにって現げん物ぶつが。

「しかし、①はまだいいんです。①は！　やり直せば死なないエンディングもあるということですから！　そうではないのが！」

　画面チェンジ。ヒロインに抱きしめられている二次元イケメン。チャラリー……とバックにエンディング曲挿そう入にゆう。イケメン、死亡。

「くっ……！」

「せ、先生……？」

　桜さくら妹いもうとが、ハンカチで目め頭がしらをそっと押さえた。

「すみません。先生、つい目から汗が……！」

　エンディングのスタッフロール画面をピシリと叩たたく。

「②は、悲ひ恋れんエンディングとしての死……！　です。恋愛は成じよう就じゆしたのに攻こう略りやく対たい象しようが何をどうやってもエンディングで死し亡ぼうしてしまう！　感動もひとしお！　しかし生存エンディングを探さずにはいられない。しかし！　しかし！　ないものはない！　プレイヤーにとってもまさに悲ひ劇げき……！　目から汗も流れる……！　製せい作さく者め！　それが②です」

　俺おれ……。これだったらどうしよう？　絶望するしかない。

　ぐすっと画面を見つめる桜妹の目が潤うるんでゆく。

「じゃ、じゃあ、つぎ、行きますね」

　スン、と鼻を啜すすってから、三度目の画面チェンジ。

　ヒロインと、やはり二次元イケメンの会話シーン。そして。

　突とつ如じよ、未み確かく認にん飛行物体が、ゲーム内に現れた。

『地球ハ、我々ガ占せん拠きよシマス。降こう伏ふくセヨ』

『キャー！　先せん輩ぱい！』

『チュドーン！』

『グハア！』

『……こうして、先輩は宇う宙ちゆう人じんからの攻こう撃げきの犠ぎ牲せいとなった。あたしが、あたしが、脱だつ出しゆつ方法であんな魔ま方ほう陣じんを試してみたせいで……！　ごめんね先輩……！』

　ごめんね、じゃねえだろおおおおっ？　死ぬほうの身になってみろ！　おまえそれで俺が死んだらどうしてくれるんだよっ？　つーかこれ、①、②と同じゲームですよね？　台詞せりふの横に出る主人公こうの顔同じだし！　学園サスペンスだよな？

「③は、お遊び、またはおまけ展開での死です。あるいはネタエンディングとも言います。サスペンスでずーっと緊きん張ちようしていると、疲れますよね？　そんなプレイヤーのためのネタ選択肢しを選ぶと、いわゆる超ちよう展開で攻略対象が死亡したりします……。このゲームでは宇宙人ですが、ある乙女おとめゲーでは地下に地底人王国があり大戦争が起こる超展開もありました……。同じメーカーなんですけど……」

「…………」

　俺、これすごく嫌いやだ。他のも嫌だけどこれもヤだ。しかし、俺ルートには、この系けい統とうのエンディングが含まれていそうな気がするんだ……！　なぜならば、俺にふさわしいからだ……！俺はフツメンの攻略対象だ。きっとネタ枠わくだ。だからこそ、ネタ死が輝いてしまう……！

　──はっ！　そうか、メロンの皮とか、植うえ木き鉢ばちとか……まさにネタだよな。いやいや、あの二つはただの事故だ……たぶん。

　すごくブルーになった。

　何か違うことを考えようとし、ふと気づいた。

　挙きよ手しゆもせずに発言。

「先生……。攻こう略りやく対たい象しようの死に方ですが、①と③って、ようするに同じじゃないですか……？」

　プレイヤーが選択肢しを選び直せばどっちも回かい避ひ可能だ。ときに、俺おれも乙女おとめゲーの選択肢に正解するようになっている。女の子プレイヤーの視点に立ち、さらに、その時落とそうとしている攻略対象好みの答えを考える！　だ。単に、俺がそうだったら嬉うれしいという、野や郎ろうの欲望丸出しの答えではいけないのが難しい。

「ぜんっぜん違います、武尊ほたか君、いいですか！」

　すると、桜さくら妹いもうとは画面を棒でピシリっと叩たたいた。①の死し亡ぼうシーンをロード。

「これは、真剣なストーリー中の死！　バッドエンディングとはいえ、正規ルートの死！」

　③の死亡シーンをロード。再びピシリ。

「これは、あくまでネタ！　重みが違います！　①と③はまったくの別物！　なんです！」

　桜妹のこだわりがなんとなくわかった。……そうだな。死は死でも、①の死はちょっと格好かつこいいが、③は……。俺の死への恐きよう怖ふが増した。死は嫌いやだが、死に方にも嫌さのグレードがあるんだな。③のバージョンは嫌だ……！　とにかく嫌だ。

　俺が悪お寒かんに震えている間に、桜妹は別のゲームソフトを携けい帯たいゲーム機にセットしていた。

「それでは、本日二本目、『メンパラっ！』ですよ、先せん輩ぱい！　──っと、武尊君！」

「めんぱら……？　……てんぷら？」

「もう一つの質問が、嫌きらわれる攻略対象とは？　というものでしたね？」

「解答をお願いします、先生！」

　本気で知りたい。死し活かつ問題なんだ！

「──嫌われる攻略対象なんて、そんなものはあってはならない！　プレイヤーの攻略対象の好みは千せん差さ万ばん別べつ！　だから、先生、武尊君に、乙女ゲーの攻略対象の幅はこんなに広いんだってことを伝えたくて、これにしました！」

　──メンパラは、メン・パラダイスの略だって。

「攻略対象は全員二十五歳さい以上、六十歳以下。社会人を落とすゲームです！　スーツ萌もえ！　そしてイブシ銀ぎん！　二次元ならではの年長イケメンの魅み力りよくが……」

　ゲームのオープニングに出てくるのは、その言葉のとおりの面々だった。全員イケメンだが、これは……無む理り。脳が拒きよ否ひ反応を起こしています。学習用といえど、『メンパラっ！』無理。精神攻こう撃げきを受けているに等しい！

　さらに弱った俺は、瀕ひん死しの体ていで挙手した。

「せ、せんせい……」

　じぬ。

「せ、先輩っ？」

　その時だった。俺おれの端たん末まつがメールの着ちやく信しんを知らせてきた。だ、だれだこんな時に……！




『いますぐ、四分以内に理り事じ長ちよう室しつに来られるなら会いましょう。一秒の遅れも厳げん禁きんとします』




　相手は学園の事務室だが、ようするに理事長。そして、四分以内。文ぶん系けい部ぶ活かつ棟とうからだと、死に物狂ぐるいで必ひつ死しに走って間に合うかどうかだ。俺の要望を予測しつつ、人の足元を見まくった指定。

　死んでる場合じゃない。

「先生！　今日きようは早そう退たいします！」

「先せん輩ぱいっ？　どこ行くんですかっ？」

「理事長室ー！」

　それにしても、自分が乙女おとめゲーの攻こう略りやく対たい象しようだとわかってからというもの、猛もうダッシュすることが多すぎる。俺ルートのデフォルト？







「し、失礼します……！」

　汗ダラダラ、息ゼエゼエで、俺は理事長室に辿たどり着いた。一いつ瞬しゆん、理事長室からの続き部屋、応おう接せつ室しつに入ったところでゴールだ！　と万ばん歳ざい三さん唱しようしかけたが、慌あわてて理事長室に飛び込んだのだ。あと、受付に何度も通っていてよかった。受付の人が手続きを超簡かん略りやく化かしてくれた。しかしそれでも、間に合ったかどうか不明。

　理事長は椅い子すに深く座り、手にストップウォッチを持って待ち受けていた。

「……一秒前。四分に間に合ったわね？」

「そ、そーすか……」

　この様よう子す、間に合わなかったらマジで門前払いだったと見た。

「さて……わたしに訴えたいことがあるとか」

　俺が息を整える間もなく、いきなり本題。

「ぞ、ぞうです……」

「聞きましょうか？　受付に何度も来ていたそうですね」

「その──騎士ナイト試験について」

「騎士試験？」

　あらまあ、と理事長が目を見開く。わざとらしい。すごくわざとらしい。いや、一回にしてくれって最初に言ったのは俺だし、負けたし。俺が騎士試験に落ちて、理事長の復ふく讐しゆう心も満たされたはずだ。しかし、いろんな意味でいびられている気がする。

　ただでさえ、俺の、追つい試しなんて、してもらえませんか……？　な要望は、理事長にとっては、なぜそんな要望を叶かなえなければならない？　状態だし。

　──しかし、ここで引くわけにはいかない。引いたら死が近づくんだぞ。攻こう略りやく対たい象しようの死、③バージョンは嫌いやだ……！

「追試をお願いしたいんです！　騎士ナイト試験の！」

　ひたすら頭を下げる。犬だったら腹を出しているところだ。

「わかりました」

「……へ？」

　ふう、と理り事じ長ちようは息を吐いた。場合によっては、騎士の特とく典てんについて俺おれだけ教えられていなかったこととか、その辺も訴えようかと思ったが、そんな必要なし？

「まったく由ゆ々ゆしきこと。わたしが生徒をないがしろにしている噂うわさが立つなんて」

　俺、滅め茶ちや苦く茶ちや必死で受付に通ってたもんな……。そりゃあ噂も立つわ。パパラッチよ！　助けになることもあるんだな。それと、理事長、俺という生徒をないがしろにはしてる。

「……追試は、わたしもそのほうが楽しめるからいいとしても、あの噂はねえ……」

　これは小声だったが、しっかり聞こえた。これが本ほん音ねか。

「──それに、宮みや河がわさんがね」

「……はい？」

　宮河、ですと？　え？

「宮河さんが、あなたと会ってくださいってお願いに来て。『幸運の冠かんむり』に選ばれた女子生徒を無視するのは、さすがにね……今年度の冠の少女、宮河さんにとっての騎士は、あなたなのかしらねえ……」

　俺は無視していいんすかい。それでも四分以内って制限つけるってどうよ。てか、え？　宮河？　イベント？　宮河いないけど、これ、俺ルートイベントっすか？　『だいよく』ヒントのアレか？　俺への間接的な、励はげまし……。

　なんだ、試験が受けられるかもしれない希望の糸を得はしたが、果たして俺は死から遠ざかったのか？　どうなんだ？　宮河の気持ちは嬉うれしいけど、そんなことされたら俺の好感度があがりそう……『俺、死し亡ぼう』から四歩下がったと思ったら実は五歩進んでいたり……？　そうだ。騎士試験を受けることができても、負けたらまた超前進だし。

「当初は三回を予定していたのだし、追試は構いませんよ。──わたしはね」

「……わたしは？」

「ええ、わたしは。でもね？　清し水みず君はきちんと勝って五人目の騎士になったんだし、彼が嫌だと言えば強制はできないでしょう？」

　ごもっとも。

「だから、こうしましょうか」




　──これから三時間以内に、清し水みず君を見つけて連れん絡らくを取って、追つい試しの了りよう承しようをもらったら、また騎士ナイト試験を行うの。そうして、勝ったほうが、『騎士』になる、というのは？







　まず、突っ込みたいことがある。なぜ三時間というタイムリミットがあるのか。そして、土曜練習があるはずのバスケ部に聞きに行き、三年は引いん退たいしたし、本日は部ぶ活かつに来ていないとの情報を何とか得、さらに交こう渉しよう術を駆く使しして清水先せん輩ぱいの連絡用番号をバスケ部員からゲットしたのに、なぜお約束のように繫つながらないのか！　そして、街中へ探しに出掛けていって、駅についたら連絡用番号を教えてくれたバスケ部員から俺おれの端たん末まつに電話がかかってきた。やっぱり学園に来ているらしい、だと。灯とう台だいもと暗しすぎる。

　演えん劇げき部ぶへの協力を続けているとかで──練習に付き合っている、と。

　えんげきぶ。演劇部といえば宮みや河がわだ。しかし宮河との接せつ触しよくは避け──あー、いや、傍ぼう観かんイベントはともかく、接触時は、クズ男でとことん嫌きらわれよう作戦に変へん更こうしたんだっけ俺。

「理り事じ長ちように口添えしてくれたって聞いた。ありがとう」、と……。

　演劇部の部室の前で、俺はブルブルと首を振った。

　間違い。

「理事長に口添えしたんだって？　すげえ迷めい惑わく。余よ計けいなお世話なんだよ！」、はどうだ。

　やさぐれて一方的に切れてみる。……これか。

　盛大なため息が出た。すべては死を回かい避ひ、回避するため……！　宇う宙ちゆう人じんにチュドーンでグハア！　なんて勘かん弁べんだ、絶対。時刻確かく認にん。まだ一時間以上ある。とりあえず、本人を捕つかまえるのが先決だ。

「あのー、清水先輩は」

　一気に引き戸を開けた。中には一人しかいなかった。部室プレートを確認。疲れてて部屋を間違えたらしい。『衣い装しよう保管部屋』となっている。あー、だからこんな格かつ好こうなのか。ちょっと驚いたが、合が点てんがいった。自分で服を作ったりするんだし、きっと完成品を自分で確かめなければならないこともあるんだろうな。それか演劇部に頼まれたか。似に合あってるからいいか。

「津つ久く見みさ、清水先輩の場所知らない？」

「…………」

　なぜか津久見は固まっているようだ。

「？」

　近付き、顔の前で手を振ってみる。

「おーい」

　反応がない。屍しかばねのようだ。

「男らしさを目指すって言ってたけど、それ似に合あってるぞ？　演劇部で頼まれたんだろ？　女子生徒の役とか？」

　しかし、この衣い装しよう……似合ってるどころか、似合いすぎだな。鬘かつらまでかぶっているからなおさらだ。うーむ。女の子にしか見えない。

　そう、津つ久く見みは女じよ装そうしていた。見た目は完かん璧ぺきに女の子にしか見えない。──待てよ？　『前ぜん世せ？』の妹曰いわく、での津久見の通つう称しようは姫ひめ、だ……。

　もしや、津久見は男の娘こ？　そういう路ろ線せんの攻こう略りやく対たい象しようなのかもしれない。男らしさを目指す、しかし男の娘キャラとして『フォーチュン・クラウン』で描かれている、と。あり得る。

　だから、ミニスカートからいくら生なま足あしが覗のぞいていても、哀かなしいかな、れっきとした男子高校生なんだよな。まあ津久見きゅんファンなら感かん涙るいか……？

　そういえばこの制服、見覚えがある。電車で見掛ける、隣となりの地区の女子校の……？　あれを参考にしているのかもしれない。

「胸パッドとかはさすがに入れないのな」

「──！」

　ポンポンと胸の辺りを叩たたいてみる。見事な真っ平らだ。去年の文化祭を思い出した。俺おれのクラスは男女逆転喫きつ茶さを敢かん行こうした。やけくそになって胸パッドを入れた一部のメイド男子の胸を触りまくる執しつ事じ服ふくの女子。なお、俺はチラシ配り役で難を逃のがれた。

「まさしくまないた……」
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　津つ久く見みクラスでも、男は男だった。男の娘この限界か……。ん？　ちょっと柔らかい……？　パッドか服の生き地じか。

「つーか、清し水みず先せん輩ぱいなんだけ、」

「──地じ獄ごくへ落ちろ！」

　ど、で腹に強きよう烈れつなキックが来た。

「この、すかぽんたん！　たけのこに呪のろわれろ！」

　真まっ赤かになった津久見から。

　たけのこって、お菓か子しの『たけのこくん』……？

　そもそも殴なぐられる理由が、着替え途と中ちゆうだったから？　胸元のリボン解けてたぐらいだぞ。体育の着替えで腹ふつ筋きんを披ひ露ろうする猛も者さの男子もいるというのに。俺おれは突とつ然ぜんの攻こう撃げきに床に這はいつくばった。その間に、津久見の姿すがたは『衣い装しよう保ほ管かん部屋』から消えていた。俺はやっぱりものすごく津久見に嫌きらわれていたようだ……。

「ねー、何の騒さわぎ……。ひぃっ？」

「行き倒れ！　行き倒れよ！」

　様よう子すを見にきたらしき、着ぐるみ衣装の女じよ子し生徒が部屋を覗のぞいた。え、演えん劇げき部員……？

　俺はよろよろと片手をあげた。

「つかぬ、ことをおうかがいしますが──」

「な、なに」

「バスケ部三年の、清水先輩の場所、プリーズ」

「あ！　この人知ってる！　ほらブソン君！」

「すっごいまずいオムライス作って騎士ナイト落らく第だいになった二年のブソン君？」

　……ブソンって人も有名になったもんである。







　疲ひ労ろう困こん憊ぱいで俺は演劇部員に教えてもらった「た、たぶん屋上庭てい園えん、かな……？」の言葉に従い、屋上庭園へやってきていた。それにしても、津久見の奴やつ、実は強すぎる……。通っててたまに顔に出す武ぶ術じゆつ教室での模も擬ぎ実じつ戦せん以上だった。あれ以上男らしくなる必要、ないと思う。男らしさを目指す、男の娘キャラというよりは、男らしすぎる男の娘キャラだあれは。

　清水先輩、清水先輩……いた！

　まるで誰だれかを待っているかのような様よう子すで、木製ベンチに腰掛けていた。ただ腰掛けているだけなのに、雰ふん囲い気きが出ている……！　恐るべしイケメン。

「清水先輩。あのですね、武尊ほたか湊みなとですが、お話が」

　俺のほうを振り向き、顔をしかめた。

「──武尊君か」

　全ぜん然ぜん親しくもない野や郎ろうに嫌きらわれていても何とも思わないが、今回ばかりは不ま味ずい。だって自分には一いつ銭せんの得にもならない騎士ナイト試験をもう一度お願いしますって頼むんだぞ。俺おれだったらそんなこと頼まれても断ります。

「何の用」

　不ふ機き嫌げん絶好調といった体ていだが、言うだけは言ってみることにする。

「騎士試験について、理り事じ長ちようの追つい試しの許可をもらいました。清し水みず先せん輩ぱいがいいと言ってくれたら、実現するんですが──」

　人ひと好ずきのする爽さわやかな笑顔を清水先輩が浮かべた。まさかまさかの了りよう承しようが？

「嫌いやだね」

　ですよねー。

「そこをなんとか」

「……だから、断ると」

　屋上庭てい園えんの扉とびらが開く音がして、一いつ斉せいに振り返る。台だい本ほんを胸に抱えた宮みや河がわだった。俺の姿すがたを認めた瞬しゆん間かん、表情が消え、『素す』の困こん惑わくが浮かんだ。だが、数秒後、ちょっとだけ微笑ほほえんだ。

　か……わいいとか思ってない。思ってないから、俺！　好こう感かん度どあがってないぞ。今日きようは俺ルートイベントの日だったってことかっ？

「あの、武尊ほたか、先輩」

　俺はクズ男。クズ野や郎ろうだ。よし、「理事長に口添えしたんだって？　すげえ迷めい惑わく。余よ計けいなお世話なんだよ！」と言ってみせる。そして宮河に嫌きらわれ、宮河を追い払う、と考えていたら、

「──やっぱり、追試に賛成してもいいかな」

　清水先輩が言った。

　何だと？

「ただし、条件がある」

　まあ、そんなこったろうと思った。が、次に続けられた言葉は、俺の理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

「宮河さんが、おれと付き合ってくれるなら。勿もち論ろん、おれが追試の騎士試験に勝ったらでいい」

　つーか、清水先輩のこの条件、騎士試験にはまったく関係ないよな？

「……先輩は、試験を、受けたい？」

　短い会話で、どういう状況か察した宮河が、俺に向かって呟つぶやいた。

「え……？　受けたい……いやいや、それと宮河と清水先輩が付き合うのは別べつ問題であって」

「でも、受けたい？」

　なら、と宮河の唇くちびるが動く。

「ちょっと、待った！」

　宮みや河がわがそんな条件を呑のむ必要はまっっったくないわけだ。

「嫌いやなら、武尊ほたか君が勝てば問題ないんじゃないかな？」

　そう、勝てば問題ない──。俺おれの命もかかっている、が──宮河に無む理り強じいするような真ま似ねは問題があるというか、あー、これもイベントか……？　これで追つい試し実現、しかし負けて試験以外の試し練れんになって宮河を取り戻すっていう流れが通常の俺ルート？　そうだとすれば、この条件で追試を受けられても……？

「はやまるな、宮河！　俺が騎士ナイト試験を受けたいのは──」

　口ごもった。

　俺が騎士試験を受けたいのは、ここが乙女おとめゲーの世界そっくりで俺が攻こう略りやく対たい象しようで、俺ルートに入るとポンポン死ぬからだ。その回かい避ひのためだ。

　夏祭りでは、打ち明けようとして失敗した。──もう一回、もう一回、チャレンジしてみて、もし流れを変えられたら。

　うまく行きそうだ、と局きよく地ち的に思った。二秒ぐらい。




　──で。




「『幸運の冠かんむり』選出は、悲ひ恋れんに終わった、学園の創そう設せつ者一族の男女の悲恋がきっかけだったって言われてる。歴れき代だいの冠の少女と、パートナーである騎士は、その継けい承しようだと。──宮河さん、おれは、君の騎士になりたい」




　気が付いたら、清し水みず先せん輩ぱいがイケメン攻こう略りやく対たい象しよう的な気き障ざな台詞せりふを吐いていた。また記き憶おくが飛んでいたわけだ。局地的な成功感かんだけあって、チャレンジは失敗だったようだ。意識して打ち明けようとして二回が二回失敗ってことは、この手は使えないことが判はん明めいした。

　ゲーム内では知りようのない事こと柄がらに触れるのは、やはりアウト。

　そして俺は空くう白はく期間、何をやらかした？　嫌いやな予感しかしない。何でしょうか。宮河を庇かばうように前に立ってるんすけど。

　臨りん戦せん態勢？　清水先輩に、「宮河は渡さない」とか啖たん呵かでもきってそうな……。──してないよな？　していないと自信を持って言えない自分が怖こわい。

　宮河を巡る元もと凡ぼん騎士とイケメン騎士の対決っていう図？　しかも、創設者一いち族ぞくの悲恋だとか、『幸運の冠』と『騎士』の由ゆ来らいか……？

「えーっと、清水先輩」

「さっきの勢いはどうしたんだ？」

　知らないっす。

「その……俺は、追試、あの条件で賛成することに？」

「ああ。せいぜい頑がん張ばれよ、武尊ほたか君」

　──おれが君に負けるとは思えないけど、と後ろに続きそうだった。

　その言葉がすべてを物語っていた。

　なんてことをしてくれたんだ、空くう白はく期間の俺おれ！

　清し水みず先せん輩ぱいが去り、俺は宮みや河がわに向き直っていた。苦しい言い訳わけをしつつ、訊たずねてみることにする。逃とう走そうしようかとも思ったが、気になる。

「俺、頭、真まっ白しろで清水先輩に言い返しててさ、もしかしたら、宮河にとって不ふ愉ゆ快かいなことを……？」

　やらかしたりしたんでしょうか。

　パチパチと、宮河は瞬まばたきした。それから、俯うつむいた。耳がほんのちょっと赤く染まっている。

　あー。やらかした。やらかしたな。攻こう略りやく対たい象しようとしては正しいのかもしれないが、小こっ恥ぱずかしい台詞せりふを言い放ったな。清水先輩に負けないぐらいのを！　宮河に演えん劇げきの才能で一いち言ごん一いつ句く正確にリピートされでもしたら死ねる。羞しゆう恥ち心しん的に！

「あー、うん。思い出した。なんて言い返したか思い出した！　うん！」

　これは、俺の台詞せりふを聞いてはいけない！

　俯うつむいていた宮河が顔をあげた。宮河が恥はじらうような台詞を空白期間の俺は放ったらしいが、一転して、宮河の表情は戸と惑まどいを含んでいる。

　また……、選せん択たく肢しが正常化していた、とかか……？

　突っ込まれると、まずい。

「──それじゃあ、そういうことで」

　なにがそういうことなんだか自分でもさっぱりだが、無む理り矢や理り落としどころを作る。

　宮河が口を開く前に、俺は踵きびすを返した。







　昨日きのうあーんなことがあって、会話もそこそこに別れたのに、今日きようは宮河とのデートの日だったりする。九月十三日、日曜日。

　このため、睡すい眠みん時間を削けずり、俺は完かん璧ぺきなプランを立てた。それとなく桜さくら妹いもうとにシチュエーションを伝え端たん末まつでやり取りし、乙女おとめゲー的展開を予測。

　目標、デートを大失敗で終わらせる！

　三段構がまえにしてみた。

　プラン①、服装。

　待ち合わせ場所を監かん視しできる──お手て本ほんは桜兄あにの桜妹監視術じゆつだ──街がい路ろ樹じゆの陰に立ち、ショーウィンドウに映った自分の全身像ぞうを見た。

　お出かけという概がい念ねんのない、徒と歩ほ一分のコンビニにサンダル引っ掛けて来ました、とでも言うかのようなスタイル！　この男とデートしたいという女の子はいないだろう。駅前なのに、この格かつ好こうは俺おれとしても辛つらいが、背に腹はかえられない。サングラスとマスクをつけようかと思ったが、この格好にそれだと交こう番ばんの人に目をつけられそうなので断だん念ねんした。

　我ながら、待ち合わせ場所で会った途と端たんに帰られてもおかしくない至し高こうのセンス。俺は俺が恐ろしい……！　なにせ、デートに行く服を選べる乙女おとめゲーでは、適当な組み合わせの服で行ったら野や郎ろうに帰られたからな……！　乙女ゲーが関係なくても、これは嫌いやだ！

　プラン②、ドタキャンバックレ。

　待ち合わせ時刻は午前十時。俺が来たのは九時半だが、気が合うのにもほどがあるの同じ三十分前に宮みや河がわも待ち合わせ場所にやってきた。しかし、俺はまだ行かない。端たん末まつで連れん絡らくもせず、宮河から電話があってもでず、すっぽかすのである。三時間は待たせるつもりだ……！　でもそんなに待ってくれなくていい、ほんと、十時十分になったら「遅い！」と怒って帰るべきだと思う。十秒をも気にするスパルタ仕し様ような津つ久く見みを見習う勢いで。腹キックをかます勢いだ！

　プラン③、虫ショップ。

　これはもしもの時のためだ。三時間経たっても宮河が待ち合わせ場所にいたら、俺も「寝ね坊ぼうして遅れた」と謝しや罪ざいなんかいっさいせずデートへ。俺だったら殴なぐって帰る。しかしそれでも宮河がデートを続けるのならば……！　待ち合わせ場所は駅ビル前なのに、何な故ぜか俺の自宅最も寄より駅、地じ元もと商店街の虫ショップへ誘います。ブドウ虫入荷しました、のところだ。

　さらに、軽けい食しよくは自じ販はん機きのジュースのみ！　とどめに誤ったフリをして買ったジュースを宮河の服にこぼす！

　この全ぜん課か程ていを終えた後、二度目のデートを希望する女の子がいるだろうか……？

　いや、いない！　にぎりこぶしで断だん言げんできる。

　──そんなわけで、俺は木こ陰かげに待たい機き中だ。

　十時。時間を気にし出した宮河が、端末を手に持ち、しかし操そう作さはしなかった。

　がっかり失しつ望ぼうして帰るんだ、宮河よ！

　ずっと物もの陰かげから見守っていないで、そこいらの店で時間を潰つぶしてからまたここに来る──というのを実行する予定が、なんと、一時間経ってしまった。

　俺の端末への着ちやく信しんは、一度もない。

　通行人が誰だれでも座れるようになっている時計柱ばしら下したの円形の石いし壇だんに腰掛け、落ち着いた様よう子すだ。落ち着いた……というか、宮河は、『フォーチュン・クラウン』の主人公こうで、選せん択たく肢しによって振る舞いのかわる、いわゆる『無む個こ性せい主人公こう』としてゲーム中では描かれている。

　だからか、一人でいる時の、素すの宮河はとても静かだ。いや──静かすぎるのか。

　ひっそりとしていて、自己主しゆ張ちようをあまりしない。『演技』をしている時とは別べつ人じんだ。

　しかし、それでもやはり、『幸運の冠かんむり』を勝ち取った美び少女だ。目ざといナンパ目的の野や郎ろうが放っておくはずはない。一人の若い男が宮河に近づいていった。

　あれはまさしくナンパ！

　正しき攻こう略りやく対たい象しようなら、出ていってナンパを阻そ止しすべきだろう。だがいまの俺おれはクズな攻略対象。

　──傍ぼう観かんします。

　付いていっていいんだぞ、宮みや河がわ！　強ごう引いんなナンパって感じでもないし、あれは一ひと目め惚ぼれして勇気を出して声をかけたって感じのナンパ野や郎ろうだ！

　宮河が首を振る。男が残念そうに肩を落とし、離れていった。

　断った……ようだ。行ってくれたほうが良かったんだが、俺とのデートの待ち合わせがあるから、だよな……。嬉うれしく思ってしまうと同時に罪ざい悪あく感かんがひしひしと……！

　俺はクズ男。クズ野郎だ。罪悪感など抱いてはならない。

　二時間──。

　何度か、ナンパされているが、宮河はことごとく断っている。

　俺のほうが辛つらくなってきた。ただ周りの景色けしきだけが変化してゆく。宮河に、帰ろうとする気け配はいは一向にない。俺への連れん絡らくもない。

　二時間半──。

　よし、わかった。根こん負まけだ！　俺のほうがこのまま見守ることに耐えられない。三十分繰くり上げてみるぞ。このままだと事態も進展しない。あと三十分待っても俺はどうせ出ていくことになる。

　ショーウィンドウに映る自分の姿すがたを見、鼓こ舞ぶする。

　こんなに遅れた上、そんな格かつ好こうでデートにくるなんて！　で頼むぞ宮河よ。

「──宮河」

　つい、待った、とか、ごめん、とか言いそうになった口にチャック。駆かけ寄った。

　立ち上がった宮河が、俺を見、瞬まばたきする。本当にわずかに、口くち元もとが微笑ほほえみの形に動いた。

　嘲ちよう笑しよう系けいや、呆あきれ系でなく、純じゆん粋すいに喜んでくれている、ような……。

　目を覚ませ宮河！　こんな男とデートは嫌いやだぞ普通！

「…………。どこに、行きますか？」

　考え考え、宮河による発言。別名、先制ジャブ。遅ち刻こくにも服装にも言げん及きゆうなし。ここは、俺から諭さとし、怒るべきだと伝えなくては！

「み、宮河、あのな？」

「は、い」

「俺は、二時間三十分も遅刻してきたんだぞ？　謝ってもないんだぞ！　ムカッと来ないか？　しかもこんな格好だぞっ？　いいのかっ？」

　ゆっくりと、宮河が瞬まばたきした。

「…………」

「…………」

　辛しん抱ぼう強く、答えを待つ。

「──でも、来てくれた、から。先せん輩ぱいが、いることのほうが大事、です」







　──どうして、こうなった。

「…………」

　無む言ごんだが、何となく楽しそうな宮みや河がわ。プラン①、プラン②は健けん闘とうむなしく敗れた。しかしプラン③なら……！　プラン③なら、勝てる！

　ほとんど会話もなく電車に乗り、無言だけれども、俺おれも慣れているし、宮河も素すのままでいいと思っているのか、必要なこと以外は喋しやべらず。話題は──出そうと思えば、騎士ナイト試験の追つい試しについて、とか、あの条件のこととか、あったが。昨日きのうのが俺ルートのイベントだとすると、これはただのデートなのに、ちょっとでも話題に出せば、連れん鎖さ的にまた新しいイベントが起きそうなので触れぬ！

　さて、行きたいところがあるんだ、と宮河を導いた場所、虫ショップ。

「…………」

　物もの珍めずらしそうに店内を見渡す宮河。むしろ好こう奇き心しん一いつ杯ぱい。しかも客、俺と宮河の二人しかいない。まかり間違って虫ショップのバイトに採用されなくて、よかったのかもしれない。

　周囲は商品の虫、および昆こん虫ちゆうだらけ。入ってみると店内は広く、大ケースに入った蝶ちよう々ちようが幻げん想そう的に照らされ、飛んでいる一角もあった。俺の抱いていた虫ショップのイメージと違うんですけど！　その一角は乙女おとめゲーイベントが起きてもおかしくなさそうなんですけど！

「お客さん。あなたに愛……！　はありますか？」

　年ねん齢れい不ふ詳しようの店員が蝶を眺ながめていた宮河に話しかけていた。たぶん、俺がアルバイトの電話をかけた時、出た人だ。

「愛……」

「そう！　虫への愛！」

　愛とかやめてほしい。なんでそういうこと言うんすか。なんで店員が客に世間せけん話ばなし的に愛を問うんだ。恋愛イベントとか始まりそうで怖こわいです。

　宮河、無む表情だけど真剣に考えてるっぽいし。

　これはまずい！

「み、宮河！　出よう！」

　宮河を促うながし、早々に虫ショップを後にする。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　もはやデフォルト。無む言ごんで歩く。しかし俺おれのささやかな頭ず脳のうはフル回転していた。まだプラン③は生きている。自じ販はん機き！　自販機だ！　なのに、使おうとしていた自販機が使用不ふ可かになっていた。どういうことだ。

　待て、考えろ。俺はこれは普通のデートイベントだと考えていた。

　乙女おとめゲー的、恋愛シミュレーションゲーム豆まめ知識。

　デートには、通常デートと特別デートの二種類があったりする。

　通常デートは、主人公こうが攻こう略りやく対たい象しようの好こう感かん度どをあげるための作業だ。パターンが決まっており、会話も少なめ。好感度は選せん択たく肢しで増ぞう減げんする。三回連続で同じデート場所にいっても、会話はまったく同じだったりする。

　特別デートは、これも好感度が増減するが、通常デートとは違った展開になる。まず、会話が多い。一回しか起こらない。イベント用の一枚絵え──とどのつまり、美び麗れいな絵だが、乙女ゲーだとスチルと表現される──などが用意されていることもある。そして、特別デートは要注意！　なのだ。エンディングに繫つながるフラグになっていることもある。

　──九月十三日の日曜日。

　そもそも、この日を指定したの俺だよな。昨日きのう、狙ねらったかのように理り事じ長ちようからメールが来て、津つ久く見みに蹴けられ、屋上庭園にて清し水みず先せん輩ぱいと交こう渉しよう、宮みや河がわも登場……。騎士ナイト試験の追つい試し決定……。

　……続いているのか？　俺ルートイベントの連れん鎖さ……？　これが俺ルートの恋愛イベント？　通常デートじゃなく……？　そんな気がしてきたー！

　い、いや、とりあえず、自販機だ……。こうなりゃとことん自販機にこだわってやる。小こ洒じや落れたカフェとかには絶対入らねえ。他には、近所の噴ふん水すい広場公園にあったはず。

　発見。買っている人がいた！　使用可かだ。

　ベンチは埋まっていたので、とりあえずブランコを椅い子すとして代用。宮河に座ってもらう。本来は、宮河にも「何が飲みたい？」などと聞くものだが、そんなことはしない！

　服を汚してやる目的で、染しみになりやすい缶かんコーヒーを二本セレクト。

　宮河に缶コーヒーを渡したところで、機を窺うかがう。

「あの」

　強こわ張ばった顔つきでタイミングを見み計はからっていた俺は、過か剰じよう反応で宮河に応じた。

「な、なにっ？」

「……何か、できることは、ありますか。──わたしに。ずっと、それを、言いたくて」

　何か、というと。

「騎士試験のこと？」

　しまったあああ！　自ら禁きん句くの話題を口に！　なんとか内ない心しんの動どう揺ようを押し殺す。

　違う、と宮みや河がわが首を振った。

「先せん輩ぱいの、助けに」

　──助け。

　その瞬しゆん間かん、電でん光こう石せつ火かで、あの忌いま々いましい『だいよく』の攻こう略りやくヒントが脳のう裏りに蘇よみがえった。

『十月生まれの貴方あなた……凡ぼんなる騎士ナイトの心を射い止とめたいのならば、まずは騎士を試す試し練れんが起こるはずです。彼は試練に敗れ、落らく胆たんすることでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励はげまし、叱しつ咤たし、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評ひよう価かした時、愛が……！』

　彼は試練に敗れ、落胆することでしょう。

　──している。

　そこがチャンスです！　そんな時に彼を時に励まし、叱咤し、支えるのが一つの道となります。

　──昨日きのうからの、宮河とのやり取りって、まさにこれ……？　いまの助けっていうのも、励まし……？　『だいよく』通りの俺おれルートを順じゆん調ちように、進んでしまっている……っ？

　もどかしげにまた首を振ると、深しん呼吸して、スムーズに話すためだろう、『演技』をしながら、口を開いた。

「先輩の助けに、なりたいんです。騎士試験もそうだけど、騎士であってもなくても、先輩は先せん輩ぱいだから」
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　いや、励はげましは励ましでも、これは俺おれの『バグ』にかかわることで──宮みや河がわからの働きかけだから、設せつ定てい上の異常でも、俺の記き憶おくは飛んだりしないが──だから、いまの会話は、セーフ？　それか、『バグ』も内ない包ほうして突き進んでるって可能性もあるんだよなあ、俺ルート。

　──必死に言いつのる宮河に、言えたら、いいんだよ。

　そのとおりだよ。あれは俺じゃないって。

　しかし、また「実は……」で話し出そうものなら、ゲーム外の内容に触れることになり、記憶が飛ぶ。昨日きのうので、こりた。

　誤ご魔ま化かそうとした俺は、ふと思った。ここで、大だい舞ぶ踏とう会かいの時の、宮河からの告こく白はくを断るのはどうだ？　と。大舞踏会で、その直後に宮河の告白を断るのは、駄だ目めだった。ゲーム内の行動としてありそうではあっても、あの時点で断るのはアウト。俺ルートに入る、まさにその時、だったからだろう、と考えられる。

　しかし、攻こう略りやく対たい象しようのルートに入る前はともかく、ルートに入って、ヒロインが攻略対象に振られるなんてことは、俺の乙女おとめゲー学習からすると、ある。ましてや、空白期間の俺の活かつ躍やくにより、俺は返事を保留にしている状態。

　そう考えると、俺ルートに入ってしまったいま、拒きよ絶ぜつの言葉はいける可能性がある。

　宮河を見つめる。俺の言葉を、待っている。




「俺は──」




　……やられた。




　──また、飛んでいたようだ。

「え？　は？」

　もうイヤだ。シリアスに人が覚かく悟ごを決めたってのに。

　俺は一いつ体たい何をしでかしたんだ、たぶんこの短時間で。

　おまえなんか嫌きらいなんだよ。助けもいらない。金こん輪りん際ざい話しかけるな、的なクソ野や郎ろうな台詞せりふをですよ、俺はくり出そうとしたわけだ。

　コーヒーの匂においがする。

　宮河の服が汚れ、俺の手にはハンカチがある。

　長い睫まつげが至し近きん距離だ。じっと瞬まばたきすることもない瞳ひとみには、困こん惑わくの色がある。

「……先輩？」

　下がって、宮河にまず謝しや罪ざい。それから問いかけた。嫌いやな予感がする。いや、それしかしない。

「俺は一体何をしでかしたんでしょう？」

「コーヒーを、こぼして、わたしの服にかかったので、拭ふいて、いました」

　やろうとしていたことは同じだが、宮みや河がわ、怒ってないし！　むしろ、宮河は別のことに注目してしまっている……？　また選せん択たく肢しが正常化していたか……。

「……先せん輩ぱい、だけど、先輩、じゃない」

　これで四度目ってわけだよな……。

「あ、の」

「──何でもないから」

　俺おれの異い変へんを理解して、悟さとってくれるのは、たぶん宮河だけなんだろうって思う。

「言って、ください」

　──本当のことを？

　ただし、宮河にだけは言えない。そういう風ふうにも、なっているんだ。確実に。

　今日きようのデートは、成功か？　失敗か？　現状維い持じか？　わかんねえ。

「何でもないって。な？」

　こうなったら、何としても騎士ナイト試験に受かってやる。

　追つい試しの実現には、結けつ局きよく宮河の力もかりたわけだが、勝てばいいんだよ、勝てば！　負けようとするんじゃなく努力の方向でいくんだから精神衛えい生せい上もいいはずだ。勝てば解決だ！
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　とは息巻いたものの、当日にならないと、試験内容もわからない有あり様さまである。

　騎士ナイト試験、追つい試しの概がい要よう自体は公表された。

　再改かい訂てい・騎士試験ルール。

　当初の予定としてあった、残り二回の騎士試験を行う。理り事じ長ちようの構こう想そうにあった、第二回騎士試験、第三回騎士試験だ。ただし、素そ行こう点チェックとやらはなくなった。

　第一回の騎士試験結果はノーカン、というわけはなく、勝った清し水みず先せん輩ぱい有利に第二回、第三回試験が行われる。

　すなわち──第二回、第三回の試験に清水先輩が参加するかは自由。

　しかも、第二回騎士試験で俺おれが落ちれば、無条件で清水先輩の騎士確定。この場合、第三回騎士試験は行われない。第二回騎士試験に俺が受かり、第三回試験では負けた場合も、清水先輩の勝利となる。ものすごくぶっちゃけていうと、第二回、第三回の試験をクリアする以外、俺の勝利の道はない。騎士にもなれない。騎士になれるのは、勝った、一人だけだ。俺も清水先輩も、なんて道はない。俺が試験をクリアできなければそこで終わり。こんちは死しに神がみさん、だ。無む理り矢や理り了りよう承しようしてもらった追試なわけで、ものすごい厳きびしい、俺に優しくない条件満まん載さいだが、文もん句くは言えない。

　第二回騎士試験の実じつ施し日は今日きよう、九月十九日、土曜日。直前に試験内容が発表される。これには不ふ参さん加か、という清水先輩からの表明があった。

　魂たましいをかけて頑がん張ばるしかないんだが、試験内容の対策がまったく不可能なのが難だ。

　しかも、できるだけ自然体で日常を過ごすよう心がけているが、夢ゆめ見みが悪く、毎日寝不足だ。朝の癒いやし、下げ駄た箱ばこの騎士プな手紙が途と絶だえたのも効いている。あれに俺は知らず救われていたんだな……。バッドコンデイションだ。人にん相そうが悪くなっている。

　朝、洗面所に幽ゆう鬼きのように立っていたら、水を飲みにきたリンリンさんに遭そう遇ぐうし──リンリンさんは蛇じや口ぐちからチョロチョロと水を出してもらい、それを飲むのが好きだ──足元にすり寄られた。抱きあげても拒否されなかった。ふっかふかだった。あれ、これこそ夢かと思ったら現実だった。リンリンさん……。マフィアが殺しのターゲットに贈り物を送るっていうアレ？

　おまけになんと、姉あね貴きにも「愚ぐ弟てい……。あんた、学校休んだほうがいいんじゃない？」と心配された。姉貴がいつもより（普ふ段だん比ひ三パーセント増ぐらい）優しかった。

　リンリンさんがフレンドリーで姉貴が優しい……。

　近々俺は死ぬのかもしれない。夢の中では何回も死んでいる。

　──夢は夢でも、『前ぜん世せ？』の記き憶おくを思い出すのなら歓迎なんだ。

　しかし！　宮みや河がわとのデートイベントを終えて、今日までの俺が連日見ている夢ときたら！

　シチュエーションは、騎士試験も第三回まで進んでいる。俺は攻こう略りやく対たい象しようとして、ヒロインとどこかに閉じ込められている。しかもこのヒロインは宮みや河がわではなく、なぜか乙女おとめゲー『赤い鐘かねは三度鳴なる』の主人公こうである。白はく髪はつロングの美び少女である。

　俺おれたちは真冬の体育館倉そう庫こに閉じ込められている。二人で脱だつ出しゆつ方法を考えている場面だ。

　と、ヒロインが突とつ如じよ物語を破は壊かいし出す。

『魔ま方ほう陣じん……！　そう！　魔方陣を書きましょう！』

『魔法、陣……？』

　常識人じんな俺は絶ぜつ句くする。

『実はあたし……、いままで黙だまっていましたが、魔ま女じよっ子の末まつ裔えいなんです。この能力を使えばきっと……！　ウンダラバーウンダラジャ……。ハアアアアアアアアア！』

『待てえええええっ！』

　きらめく閃せん光こう。体育館倉そう庫この外がい壁へきが吹っ飛び、空に未み確かく認にん飛ひ行こう物体の大だい艦かん隊たいが出現。

『あ……この魔方陣、最後のハネが外側にっ？　どうしよう、失敗しちゃった……！』

『地球ハ、我々ガ占せん拠きよシマス。降こう伏ふくセヨ。攻こう撃げきヨーイ』

『キャー！　湊みなと先せん輩ぱい！　避けて！』

『チュドーン！』

　俺に直ちよく撃げきする不ふ可か思し議ぎビーム。

『グハア！』

　暗あん転てん。ヒロインによる黒くろ背景での台詞せりふ。

『……こうして、先せん輩ぱいは宇う宙ちゆう人じんからの攻撃の犠ぎ牲せいとなった。あたしが、あたしが、脱出方法であんな魔方陣を試してみたせいで……！　ごめんね先輩……！』

　③バージョンのネタエンディングを夢の中で何なん度ど迎えたことか！　いっそ宮みや河がわが、『赤い鐘かねは三度鳴なる』の主人公と同じような少女だったらよかった。であれば、俺もなんの躊ちゆう躇ちよも罪ざい悪あく感を覚えることなく、手て酷ひどい台詞を吐き捨てることができたんだ。

　とにかく、なんっの役にも立たないこんな悪あく夢むを連れん日じつ見るほど精神的にきているようだ。

　今日きようは、どんな試験になるのか……。

　大学受じゆ験けん用よう試験問題を解きなさい、とかそんな正せい当とう派な試験だったら血を吐くしかない。

　頭ず脳のうを戦わせるとか、知ち能のう戦せんとか。

　苦にが手てです！

　なにしろ──。毎まい回かい定期考こう査さは平均点以下です！　教科によっては赤あか点てんギリギリです！　たまに赤点もとるぜ！　な俺だ。

　もうさ、初しよ心しんにかえって考えてみてだ。俺が攻こう略りやく対たい象しようってのがそもそも大いなる過ちだ。

　しかしこれだけは変えられないのも事実。

　俺、死ぬエンディングって何個あるんだろ……。

　──そうだ！　騎士ナイト試験の最中に死ぬ場合もあるかもっ？

　もう後は祈るしかない！　クリアできる道みち筋すじがなんとか見える試験でありますように！

　こうなったら──運！　運だ！　『フォーチュン・クラウン』なんてタイトルの乙女おとめゲーなんだ。意味とかあるんだろ？　知らないけど！　まさか野や郎ろうを落とすためだけの舞ぶ台たい装置の一部でしかないってこともないはずだ。

　幸運、来い！　乙女おとめゲー世界の神よ、俺おれに運をくれ！　マジで！

　俺ルートでは、試験に落ち、負けるのが正しいとしても、当然、試験に受かり、勝って俺ルート順じゆん調ちよう進行フラグを叩たたき折る道も残されているはずだ。それは宮みや河がわ的にはバッドエンディングかもしれないが、俺的にはグッドエンディング。運を味み方かたにつけ、俺はそこにゴールする！　イメージトレーニング、イメージトレーニングだ。病は気から……いや、願望は気から！

『レディースアーンドジェントルメン！』

　──第一回騎士ナイト試験の時と同様、まず司し会かい進行で第二回騎士試験ははじまった。

『大だい翼よく学園高こう等とう部ぶの生徒諸しよ君くん！　土曜日なのにわざわざ騎士試験見けん物ぶつに学校までご足そく労ろうありがとう！　司会は今回も放送部三年、真ま辺なべがお送りします！　補ほ佐さ役はいません！』

「サーヤ様を出せー！」

「チェーンジ！　チェンジ！　真辺チェーンジ！」

『ほざけ愚ぐ民みんども！　おれのマイクは誰だれにも渡さねえ！　何な故ぜならばそこにマイクがあ・る・か・ら・だ！』

　九月十九日土曜日、第二回騎士試験。

　今回の試験会場は、大翼学園高等部内の、学園内ショップだった。シャープペンシル一本の最低価格が二百五十円（税込み）な物ぶつ価か高だかな場所だ。ショップというより、もはやデパート。一いつ棟とう全部、全階が売り場だ。ここが試験会場だってわかってから俺は戦せん々せん恐きよう々きようだ。どんな試験だどんな。大学入試試験問題を解け！　というような正せい当とう派は試験でないことだけは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

『追つい試しを了りよう承しようした、バスケ部三年清し水みず光こう一いちは、本日は観客席でーす！　余よ裕ゆう綽しやく々しやくです！』

「清水せんぱーい！」

「なんて、なんて心が広いの……清水先せん輩ぱい！　再さい挑ちよう戦せんを認めるなんて……！」

「今度こそ！　今度こそ！　大おお穴あな！」

　テープで仕切られた店内の外に、見物の生徒がひしめいている。例によって例のごとく、スクリーンも設置。たった一日のために、このテレビ局顔かお負まけの充実ぶり。

『では理り事じ長ちようから挨あい拶さつをいただきましょう』

　理事長登場。

『今回は、武尊ほたか君たっての希望で、騎士試験の追試を行うことになりました。その第二回です。せっかくですから、第三回があることを願いたいと思います』

　ＴＰＯを弁わきまえた場所でのみ、淀よどみなくホタカ読み。第三回があることを願っているっていうか、第三回で盛せい大だいに落ちることを望まれているような……。

『それでは、第二回騎士試験の内容を発表します！　オープゥゥゥンッ！』

　俺は目を閉じ、心の中で手を合わせた。

　頼む！　頑がん張ばればクリアできそうなの来い！　脳のう筋きんでいける方向で！　脳筋だと己おのれの肉体一つで立ち向かうため、死ぬ危険性も高まるが、脳筋素す晴ばらしい！　時代は脳筋だろっ！

　果たして──俺おれの願いは叶かなった、のか？

　第一回では白い布でキッチンが隠かくされていたが、今回は垂たれ幕まくで隠されていた。それが取り払われた。現れたのは、順に並んでいる四人の女じよ子し生徒だ。

『今回は趣しゆ向こうを変えてお送りします。そして！　協力者として、以下の方々をお招きしています。まず一年、「幸運の冠かんむり」を勝ち取った乙女おとめちゃんだああああ！』

　宮みや河がわは、乙女ゲーの主人公こう！　というオーラを漂わせて佇たたずんでいた。

「おっとめちゃーん！」

「乙女ちゃん乙女ちゃん乙女ちゃん乙女ちゃん乙女ちゃん乙女ちゃん乙女ちゃん！」

『次に、我が放送部の高たか嶺ねの花、法ほう条じよう紗さ綾や！　ロングの髪かみがびゅーてぃほー！』

　法条はいついかなる時も高こう貴きオーラを発し、自然体。声レベル五が聞ければ、俺の癒いやしにもなろうものを……！

「真ま辺なべチェンジ！　紗綾様にチェンジ！」

『三人目は、一年の才さい媛えん、桜さくら実み琴ことちゃんです！　実琴ちゃーん！　名前で呼ぶと怖こわい人がやってきます！　シスコンウザ！　超うぜえ！』

「おい、真辺……大だい丈じよう夫ぶかよ……。聞いた本人に闇やみ討うちされるぞ……」

「真辺はムカつく奴やつだが、骨は拾ってやる……」

「真辺……勇気ある男だった……みっことちゃああんん！」

　桜妹いもうとは、両手で握り拳こぶしを作って「頑張ってください！」と密ひそかに応おう援えんの意思表ひよう示じをしてくれた。ありがとう。

『四人目！　高埜たかの倉くら副会長！　最後まで出演に難なん色しよくを示した人でもあります！　やはり、巷ちまたの噂うわさなんかも関係あるんでしょうかっ？』

「レイア様っ！」

「レイア様……武尊なんかと……」

　金きん髪ぱつ、高埜倉は、少し妙みようだった。別に隠す必要もないからだろう、不ふ本ほん意いながら来てやった、というのが丸わかりな表情だった高埜倉。垂れ幕が取り払われた直後は不満そうだったその表情が、店内に視線を巡らせている途と中ちゆう、パアアア！　と輝いたのだ。我に返り、髪をかきあげるという動作で、すぐに打ち消していたが。

『以上、四名が協力者です！』

　司し会かい、真辺が傍かたわらにある深しん紅くの布を取り払った。現れたのは、宮河、法条、桜、高埜倉の名前が書かれてあるルーレットだ。

『騎士ナイトたるもの、女性の気持ちを汲くめなくてはなりません。ルーレットで、ランダムで選ばれた我が高こう等とう部ぶきっての美び少女四人の中の一人！　彼女が、最も欲しいと思っている商品をあてなくてはなりませーん！　ルーレットで当たった方には、商品名をこの白いカードに書いてもらいます』

　バラエティ番組だった。マジで。そしてんなもん無む理りだろ。脳のう筋きんの神は俺おれを見捨てたもうた……。頭ず脳のう系けいでもない……、ルーレットだから、しいていえば運？

　幸運舞い降りろとは思ったが。思ったが！

『あと、武尊ほたか君が、ヒントありだと勘かん違ちがいしているかもしれないので、ここを強調しておきたいんですが、ノオオオオオオヒーィィィントォっ！　です！　普通に言うと、ノーヒント』

　は？　司し会かい、何言ってんだ？

『ノーヒントー！　いい響ひびきですね。女性の気持ちを汲むっていうか、完全に分かれ？　みたいな。ぶっちゃけ無理ゲー？』

　凡ぼん人じんには無理っつーか、イケメンでも無理だろっ？　むしろ超ちよう能力がないとどんな人間でも不可能だろ？　理り事じ長ちようを見ると、輝かしい満まん面めんの笑みだった。

『なお、この情報は協力者にもたったいま提てい示じしましたから、不正はしようがありません。事前の打ち合わせは無理！　ということです。親しさで予測の可能、不可能もあるでしょうが誰だれが選ばれるかはランダム。もしかしたら売り場に欲しい商品がなかったりするかもしれないですが、なかったらどうするんでしょうかっ？　僕にもまったくわからない！』

　ふざけてんの？

『なお、ルーレットは四回回まわさせて頂きます！　そしてそしてえ！　もちろん一回でも外したら、そこで試合は終了だっ！　一回目で間違えたら、その時点で武尊君の負けー。ダブリもカウントしますが、同じ人が二度選ばれても商品選びは一度でオーケー！　挑ちよう戦せん者にとってはラッキー要素です。またまたぶっちゃけると、これぐらいのラッキー要素すらなかったら、僕が武尊君だとしたら放り投げたい試験内容です！　該がい当とう者が正解を書いてから、商品選び完かん了りようまでは計十分が制限時間です！』

　俺ルートって、俺ルートへの入り方もそうだけど、かなりクソゲーの匂においが漂う。他の攻こう略りやく対たい象しようルートだとそうじゃないのかもしれないから、俺のだけ？　クソシナリオで攻略が難しいって、まさになんの救いもない……！　色いろ物ものにもほどがある。超展てん開かいチュドーンで死ぬの、俺の被ひ害がい妄もう想そうじゃなくて、絶対あるだろ。

『武尊君、ルールがわかったら手をあげてくださーい』

　俺はのろのろと挙きよ手しゆした。

『では、ルーレットスタート！』

　せめて、桜さくら妹いもうとだ！　桜妹来い！　桜妹が欲しいのはたぶん新作乙女おとめゲー……。乙女ゲーって学園内ショップに売ってたっけ？　売ってねえ。

　となると……残るは、宮みや河がわ、法ほう条じよう、高埜たかの倉くら……。わからん。さっぱりわからん！

　しかも、俺ルートなわけだから、ここは、宮河が出やすいのか……？

　──ルーレットが、高埜たかの倉くらで止まった。

『おおっと！　一回目は副ふく会長、高埜倉レイアだああああ！』

　固かた唾ずを呑んで見守られる中、前へ進み出た高埜倉が俺おれを一いち瞥べつした。

『──さあ、正解をカードに記入してもらいましょう！』

　高埜倉は司し会かいに差し出されたカードに正解を記入している。

　その様よう子すをつぶさに観察してみたが。

　わっかんねええええええ！　何一つわからない。売り場にあるかどうかすら不明だ！

「なー、帰る準備しねえ？　これクリアできたら超ちよう人じん」

「レイア様だというのもポイントだ。レイア様にとっては最悪な別れ方をした相手……。追つい試しも落としてやりたいだろうしな……欲しいものをカードに書いているかも怪あやしいぞ！」

「いや！　レイア様だから、ちゃんと売り場にあるものを書いていてくれるはずだ……」

「でも、そもそも無む理りゲーだし、これ」

　外がい野やの会話が耳に届く。一理ある……。高埜倉は、法ほう条じようをライバル視しているが、自然体の行動が人気を呼ぶ法条と違い、わかりやすい面があるものの、裏で工作するタイプだ。

　ならば、カードに書いた正解は……。

「…………」

　わかるかっての！　高埜倉が好きなのは俺の姉あね貴きだが、姉貴グッズなんて売っているはずがない。ガッデム！　頭を両手で抱える羽は目めになった。

『おやおや！　武尊ほたか君、その場で動かない！　苦く悩のうのポーズです！　ギブアップかあっ？』

　やっぱり俺は今日きよう死ぬのか？　数ある死し亡ぼうの中で、今日、超ちよう展開チュドーンが来るのかっ？　単なる俺の妄もう想そうじゃないのか？

　ルーレットはあと三回残っているが、それも正解すればだ。この一回目がアウトなら、すべてが終わってしまう……！

　けどな、実際問題、こんなの、読どく心しん能力や透とう視し能力がない限りは……！

「！」

　ちょうのうりょく。

『おっ？　何か思いついたのかーっ？』

　もしや……ここで俺は超能力に目覚めるとかいう展開？　俺の下げ駄た箱ばこに入れられる、二年Ａ組Ｓや匿とく名めい希望からの手紙。あれこそ、実はこのことを遠回しに示し唆さしていたのでは？

　だってそうでもしないとクリア不可能だろ。

　少年漫まん画がでいう覚かく醒せい……！

　強く、目を閉じて、念じる。俺が覚醒し、俺ルートがＳＦかファンタジー色を帯びる……！

「…………」

『精神統とう一いつでしょうか？　武尊ほたか君、目を閉じて仁に王おう立だちです。……………………………………………………………………………………………。フウ、ツマンネ！　えー。五分経過ー』

　五分？

『武尊ほたか君、目を開けましたー。そして再び頭を抱えたー！』

　超ちよう能力に目覚めねええええ！　覚かく醒せいもしねええええ！　なにが俺おれルートがＳＦかファンタジー色を帯びる……！　だ！　帯びるはずがあるか！

　俺は項垂うなだれた。当然だ。何を考えていたんだ。貴き重ちような時間を無む駄だにしただけだった。

　こうなったら……！

　こうなったら、案あん外がい、ざーっと店内を見てみたら、目め星ぼしのひとつぐらいつくかも？

『苦く悩のうのポーズを解除したあ！　武尊君、店内を見回しています！』

　──なんと、目星が、ついた。

　高埜たかの倉くらの顔がパアアア！　と輝いた理由は、アレかもしれない。そして、アレを正解カードに書いたのかもしれない。つーかもうこれしか思いつかない。

　一本二百五十円のシャーペンが売っている文ぶん房ぼう具ぐコーナー。そのコーナーの目立つ場所に、今年の売れ残りカレンダーが『九割引き！』の赤あか文も字じつきで飾られている。売れ残りの理由はポスター並みの大きさだろう。猫ねこと犬が仲良く鼻をつきつけあっている、という写真画が像ぞうが一枚目の、月めくりカレンダー。

　一度だけ訪問した、高埜倉の豪ごう邸ていの様よう子すを思い出した。ワンニャンランドだった。学園内では広まっていないようだが、高埜倉は動物好きである。かなり。

　ドンピシャに思えてならない。唯ゆい一いつ気がかりなのは、外がい野やも言っていたように、あえて高埜倉が欲しくもなんともないものを書いていた場合……。

「……ふむ」

『武尊君！　今度は顎あごに手をやって考える人のポーズです！　イケメンがやればため息ものですが、なんとなくじゃなくて、正直とっても不ふ釣つり合い！　せめて、角度によっては二枚目、普ふ段だんは二枚目半はんな僕ぐらいからでないと難なん易い度どが高いポーズですっ！』

　司し会かいは無む視しし、俺は高埜倉に視線を向けた。高埜倉はそわそわしている。……気になって気になって仕方ない！　そんな体ていで、チラッと文房具コーナーに一回視線を投げた！

　──あのカレンダーだな！

　高埜倉が、普段学がく園えんのショップを利用しているとは考えにくい。庶しよ民みん庶民言ってるし。もしかしたら、来店も今回がはじめてかもしれない。ところが動物カレンダーに一ひと目め惚ぼれ。欲しい！　非ひの打ち所のないこの名めい推すい理り！

　俺はスタスタと歩き出した。でかい動物カレンダーを抱え、戻る。

「えー……」

「レイア様があれを欲しいとは……」

　外がい野やの声は気にしない方向で。

『武尊ほたか君。九割引きカレンダーを持って戻ったああああ！　その様さま、まさしくチャレンジャー。後こう悔かいしないなら、さあ、手渡そう！　正解なら受け取ってもらえます！』

　これしかないと思うので、手渡し。頼む！

　高埜たかの倉くらがカレンダーを両手で受け取った。瞳ひとみが輝いたのは見み間ま違ちがいではないだろう。

『では、正解カードを提てい示じします！　カレンダー！　武尊君！　正解です！』

　司し会かいがカードを表おもてにして周囲に示す。最初の一ひと文も字じ、『ど』が斜線で消してあり、カレンダー、と書いてある。動物カレンダーって書こうとして、『ど』を消したんじゃあ。

『正解は正解ですが、副会長はこれでいいんでしょうか？　九割引きのカレンダーですよ？』

　マイクを差し出された高埜倉が澄すまし顔で答えた。

『──理由わけあって、ちょうど今年のカレンダーが必要でした。暦こよみを確かく認にんできればいいだけですから、デザインは問いません。まさかこれを選んでくるとは思いもしませんでしたが』

　いや、高埜倉の中の比ひ重じゆうは、動物写真∨暦だと思う。これが欲しかったんだと思う。







　第二回騎士ナイト試験、ルーレット回しはまだ続く。

　二回目は、再び高埜倉が出た。

　よし、いいぞ！　そのまま三回目も四回目も高埜倉で来い！　俺に易やさしいぬるい展開来い！

　──三回目。桜さくら妹いもうと。だが、これはクイズ番組でいうラッキー問題だった。もう、これに決まった瞬しゆん間かん。乙女おとめゲー売ってねえだろこの売り場っ？　と一いつ瞬しゆん絶望しかけ、宇う宙ちゆう艦かん隊たいが脳のう裏りをよぎっていったが、メールでのやり取りを思い出し、勝率が七割にあがった。

　宮みや河がわとのデート対策で、端たん末まつで連れん絡らくを取っていた時、『そういえば、単独充じゆう電でん器きがダメになりそうなんですよね。そろそろ買い換えかなって……』という文面があった。

　ストラップ型の単独充電器。携けい帯たいゲーム機用だったが、端末にも使用可な製品がこの夏なつ発売された。これに、清きよ水みずの舞台から飛び降りる気持ちで賭かけてみた。結果、賭けに勝った。

　桜妹との誤ご解かいが解けていたからこそのこの僥ぎよう倖こう！　そして、宮河とのデートの約束があったからこそ付ふ随ずいしてできたやり取り……。ラッキー問題は嬉うれしいのに、俺ルートのイベント連れん鎖さをふつふつと感じる！　知らぬ間に、正解を当てられるフラグを立てていた……。

「二回、正解、した、だと……？　まさかの、超ちよう人じん？」

「実み琴ことちゃんとも、仲が良い、のか……？　ブソン……。憎にくい……」

「落ちろ落ちろ落ちろ落ちろ……」

「これは、秘められた力の発はつ露ろ……！　Ｓ先せん輩ぱい！　Ｓ先輩っ？」

「そうね！　神の啓けい示じが……っ？」

『四回目、ルーレットスタート！』

　ざわざわとした会話がおさまった。

　俺おれの心は、高埜たかの倉くらか桜さくら妹いもうと！　高埜倉か桜妹！　で一いつ杯ぱいだ。嫌いやな予感的には、これは俺ルートイベントだから、宮みや河がわか……？　最後に来てしまうのか！　なんだが。

　ルーレットが、止まった。シーン、と場内が静まり返る。

『法ほう条じようがトリに来ましたあああああ！』

　宮河、じゃあ、なかった。

『だが、ここで司し会かいではなく放送部部長として武尊ほたか君に忠ちゆう告こくだ！　法条君はマイペース！　読めない！　読めない女性だぞ！』

　だがしかし！　宮河じゃなくて法条でも、難なん易い度どは変わらない！

『さあ、法条、このカードに正解を！　さあさあ！』

　法条がカードに文字を書き込み、司会に渡した。

『では武尊君、これで最後です！　売り場を自由に奔ほん走そうしてください！　しかし、僕だけが正解を目にしている、この優ゆう越えつ感かん、たまりません！』

　高埜倉は、高埜倉自じ身しんの反応でこの売り場にあるのがわかったし、桜妹とは、宮河とのデート対策で行った端たん末まつメールの応おう酬しゆうのおかげで商品探しに時間を割さけばよかった。

　法条の場合は……そもそも売り場に正解の商品があるのか。

　売り場に商品がある、と信じよう。それ前ぜん提ていで考える。司会も言っていたが、これで最後。ここで間違えば、今までの努力は水の泡あわ──。絶対に落とせない！　脳みそフル回転。

　法条の欲しいもの……。放送部関かん係けい……。マイク？　違う気がする。

　法条の様よう子すから判はん断だん……！　佇たたずむ法条をじっと見る。俺の視線に気づいて、ちょっと小首を傾かしげたが、それだけ。くっ！

　あー、そういや、裏うら購こう買ばいの販はん売ばい員いんをしていた時、法条は本を読んでいた……。無ぶ難なんに本？

　違うな……。これだ！　という自信がもてない。

　売り場を見つつ考えるか……。一階は見ても何も閃ひらめかない。

『武尊君、動きます！　わかったんでしょうかっ？』

　エレベーターに走った。上行きボタンを押す。貸し切り状態のはずだから、スムーズに一階までやってこなければならない。

　……ならない！

　最上階表ひよう示じのエレベーターがちっともそこから動かないってどういうことだ。

『いま、運営から連れん絡らく入りましたー。武尊君、エレベーター故こ障しようしたそうでーす！』

　ピンポイントで端末の電波が入ったり入らなかったりする現げん象しよう、の類るい似じ系けいか？　イベントか？　第三者からの妨ぼう害がい工作か？

　イベントの視点で考える。これが端末の電波が入ったり入らなかったりする現象と同じだとすると、俺が法条の欲しいものを手に入れられないように、より困こん難なんになるように、だ。

　エレベーターでいけば簡単に着くが、辿たどり着くのが難しい階にこそ、何かある……？

　単純に言うと一番遠い階。売り場最さい上じよう階かい。

　踵きびすを返して階段を目指す。走る。俺おれは走る宿しゆく命めいから逃のがれられないようだ。該がい当とう者しやが正解を書いてから、俺が商品選びを完了するまでは計十分なんだよ。そして知った。こ、この建物……、九階建て、だった。階段も、四階から五階行きの西階段は改かい装そう工事で通行止め、東ひがし階段を利用してください、なんてことがあった。

「ぬ、ぬいぐるみ……」

　真っ先に目に入ったのが、それだった。

　一体だけ。メーカー生産終了により、激げきレア限定の値ね札だん。お値段十五万。高級品だったのかこのぬいぐるみ。法ほう条じようの妹、柚ゆ子ずの持っていたぬいぐるみとうり二つのものが、九階売り場に飾ってあった。メルシーくまさんや、裏うら購こう買ばいのうさぎかぶり物まで売っていた。

「くまの、でかいぬいぐるみ」

　一学期、遊ゆう園えん地ちでわけあって、柚子のぬいぐみを俺はスプラッタなことにした。

　柚子に焦しよう点てんをすえる。柚子が好きなのはメルシーくまさんだ……。以前、俺はメルシーくまさん絆ばん創そう膏こうをあげて、柚子にぬいぐるみを……。そして柚子は、『おねえちゃん』にぬいぐるみを買ってもらった……。

　正解カードに書かれているのは、法条ではなく、柚子の欲しいもの。

　なんてことはないか？

　いままで思いついたのよりは、三割ぐらい、自信が持てる。

　俺はぬいぐるみを手に取──ろうとし、あるものに気づいてしまった……！

『ぬいぐるみを取るかと思いきや、思いとどまった様子です！』

　あるもの。横に陳ちん列れつされていた、メルシーくまさん絆創膏に……！　人気商品の謳うたい文もん句くと共に、編あみ籠かごに残り一個……！　同じクマだからって、ぬいぐるみと絆創膏を並べるのってどうなんだ？　いや、これはきっと、俺へのトラップ……！

　柚子と出会った時、柚子はメルシーくまさん絆創膏に注目していた……。

　絆創膏も捨てがたい……！　どちらも残り一つというところもまた……！

『九分三十秒です。なにか商品を手に取らないと、自動的に負けですが──』

　ぬいぐるみ？　絆創膏？　──決めた！　遊園地イベントで失われたという背景に重きを置き、俺は、俺は、ぬいぐるみを選せん択たくする！

『九分五十一秒で商品を手に取ったあああ！』

　ぬいぐるみを持ち、エレベーターの前へと進んだ。下階行きボタンを押す。

　チーン。あっさり、扉とびらが開いた。

　こんなこったろーと思ったよ！

　行きとは正反対、ただ突っ立っているだけで、スムーズに俺は一階へ帰き還かんした。やはり、絆創膏にすべきだったか……？

『配はい線せんの一時的な接せつ触しよく不良だったんでしょうか？　エレベーターが動いています！』

　法ほう条じようの元へそのぬいぐるみ持じ参さんで戻る。

『おおーっと武尊ほたか君！　それでいいのかっ？　後こう悔かいはないか？』

「………………これで」

　つーか、もう時間使い切ったから、別なのなんて選べないし。俺おれはこのくまのぬいぐるみに望みを託す。エレベーターの妨ぼう害がい具合といい、商品の置き方といい、ぬいぐるみか、絆ばん創そう膏こうが正解なのは明らかだ。

『もう手て順じゆんはおわかりでしょう！　正解なら法条君が受け取ります！』

　外れだった場合のことも考えながら、法条へと手渡す。白いほっそりとした手が、俺のほうへと伸ばされた。

『受け取ったー！　何を隠かくそう、正解カードにもくまのぬいぐみ、と書いてあります！』

　──よっし！

　司し会かいがカードを表おもてにして周囲に示した。

『すごい！　すごいぞ武尊湊みなと！　第二回騎士ナイト試験には白星がつきました！　次回、第三回騎士試験の開かい催さいが決定しました！』

　これまで、さんざん墓ぼ穴けつを掘り続けてきたが、順じゆん調ちように俺ルートばく進中だったが、ようやく、ようやく一いつ矢し報むくいることができた……！

　待っていろ、脱・俺ルート！

　感動に打ち震えていた俺は、

『せっかくだから、武尊君へ法条からも一言！』

　司会の促うながしに法条を見つめた。ナイス司会！　声レベル五が聞こえるという俺へのご褒ほう美び。

　おめでとう、とか？　良かったわね、武尊君、とか？

　法条ならそのくらいは言ってくれるに違いない！

「──武尊くんを、これから家に招しよう待たいしたいと思います」

　予想外。法条から、お招きを、受け、た。

　瞬しゆん間かん、確かにざわめきが一いつ斉せいにやんだ。

「サ、サーヤ様が……！」

「武尊の魔まの手に、」

「落ち、た……」

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。落ちてない。落ちてないから安心しろ。







　これぞ日に本ほん庭園、日本家か屋おく、といった豪ごう邸ていだった。俺の語ご彙い力が足りなさすぎて法条グループ本ほん宅たくのすごさを語り切れない。高埜たかの倉くらん家ちもすげえと思ったが、こっちもだ。渋い色合いの廊下を三人で歩いている。それぐらい広い。

　三人。内うち訳わけ、俺おれ、法ほう条じよう、笠かさ城ぎ。笠城は騎士ナイトで法条の幼おさななじみなんである。なんでも家同士で付き合いがあるとか。笠城は丁ちよう度ど法条家けを訪ほう問もん中だったようだ。

　そこへ法条と俺登場。笠城もついてきた流れ。なお、騎士は騎士でも津つ久く見み、桜さくら兄あに、眼鏡めがね会長とは程てい度どの差はあれそこそこ付き合いがあるが、笠城とは何もない俺である。双方、単独の場合、道みち端ばたで会っても挨あい拶さつしないレベル。今日きようは法条がいるので挨拶したレベル。

「志し真まはここまで」

　立ち止まった法条が告げた。笠城は、なんで？　という顔をしている。

「柚ゆ子ずに会いに行くから」

　それで笠城は納なつ得とくしたようだ。

「それじゃ、オレは……行けないな。残念だ……。──紗さ綾や、近ちか頃ごろ……」

　やや問いかけ調ちよう。腕を組んで、笠城が人ひと差さし指ゆびを顎あごにおいた。イケメンポーズか？　イケメンポーズか？　イケメンポーズで牽けん制せいか？　法条も名前呼びか？　妹曰いわく、笠城のあだ名はヒッキーだが、どうもそんな感じがしない。『前ぜん世せ？』の妹よ、おまえの間違いじゃないのか？

　ぬいぐるみを両手で抱えている俺はそんなことを思った。来る途と中ちゆう、サイドミラーでそんな自分の姿すがたを見て実感したこと。フツメンにくまのぬいぐるみはミスマッチ。それに比べ、笠城はイケメン攻こう略りやく対たい象しようで、しかしながら、

「ヒッキー、か……」

　呟つぶやきが漏もれたのにはなんの他た意いもない。

「！」

　イケメンがイケメンらしからぬ驚きよう愕がくの表情を見せた。顔がひきつり、青ざめている。

「お、おまえ……まさか。──その話は、月のない夜にでも話し合おう」

　途と中ちゆうでキリッとイケメンぶりを取り戻した笠城はしかし、慌あわてた様よう子すで帰ってしまった……。話し合う？　それも、月のない夜に？　ヒッキーっていう俺の呟きのせいか？

「──笠城って、いつもああなの？」

　法条が横に首を振る。不ふ思し議ぎそうだ。そんな法条と二人で、再び廊下を歩き出す。

　ある座ざ敷しきの前で正せい座ざし、気品ある仕し草ぐさで法条が障しよう子じ戸どを開けた。俺も慌てて正座してみた。こっちを振り返った法条がクスっと笑った。

　和室には、幼よう女じよ柚子と、法条マユリ──法条のお姉ねえさんがいた。

「──くまさん！　くまさん！　おにいちゃん！」

　柚子が色違いの瞳ひとみをキラキラ輝かせ、走ってきて、俺の前に立った。正座しているので、柚子と視線の高さは同じだ。胸の前で両拳こぶしを握った柚子は、俺、というより、くまさんを凝ぎよう視ししている。

「ほい、ただいま」

「おかえり、くまさん！　ゆず、さみしかったよ……！」

　ぬいぐるみに、柚ゆ子ずがきゃっと抱きついた。
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　法ほう条じようによると、ぬいぐるみをなくしたことで柚子はずっと元気がなかったようなのだ。同じ新品を購こう入にゆうしても、以前のようには持ち歩かない。今回の騎士ナイト試験で、ルーレットに選ばれた時、俺おれが渡せば柚子が喜ぶんじゃないか、と思っての法条の行動だ。絆ばん創そう膏こうにしなくて良かった。なお、これを聞き出すまでに、鼻はな血ぢ噴ふん出しゆつを防ぐのに苦労した。いまはこっそり鼻にティッシュを詰めている。ティッシュって人類の発明した偉い大だいなる品の一つすぎる。

　お役目をはたせるかどうか、あまり自信はなかったんだが、柚子には喜んでもらえたようだ。

「それと、これもな」

　学園の売り場で、メルシーくまさんレターセットを購入、もらった手紙の返事を書いたのだ。こぼれおちんばかりに目を見開いた柚子がぬいぐるみを横に置き、手紙を両手で受け取った。

「メルシーくまさんのおへんじ……」

　いや、俺だけどな？

「あとでよむね！」

「すぐには読まないの？」

　お姉ねえちゃんだなあって表情で、法条が柚子に問いかけた。ウチの凶きよう暴ぼうな姉あね貴きがこんな慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮かべるのを一度でいいから見てみたい。

「あとのたのしみにとっておくんだよ？」

　再びぬいぐるみを抱えた柚ゆ子ずが、にこにこと俺おれの前に座った。

「おにいちゃん、おひさしぶり。あかいかみのおねえちゃんともね、ゆず、あうんだよ」

　解かい読どく、解読、と。

「あー、宮みや河がわか？」

　遊ゆう園えん地ちでは宮河も柚子を守ったもんな。

「おねえちゃん、みやがわ？」

　ところで……法ほう条じようも柚子もスルーしているが、法条マユリさんがさっきから口元に手を当て、驚きよう愕がくの仕し草ぐさなんだが。

「──柚子。もうすぐお稽けい古この時間でしょう」

　しぶしぶ、といった体ていで柚子が立ち上がった。廊下側がわではなく、和室の奥に向かう。別室へ移動する前に、振り返った。

「おにいちゃん、またくる？」

「…………」

　どう答えればいいんだ！

「こないの……？」

　この兆ちよう候こうは！　泣く！　涙るい腺せん決けつ壊かい間ま近ぢか！

「来てくれるわ」

　代わりに答えた法条の声レベル五に身もだえする、俺。

　涙を瞬またたく間に引っ込め、柚子が大きくこっくり頷うなずき、別室へ消えた。

「──柚子が透とう子この弟に懐なついているというのは本当なのね」

「ええ」

「驚いた」

　話が見えない。

「柚子は、家族や家か人じん以外には人ひと見み知しりが激しいの。好き嫌きらいも両極きよく端たんで」

　ピンと来ない。最初っからフレンドリー幼よう女じよだった気が。

「もっとも、先日は家人に裏をかかれた形になったのだけれど」

　法条のお姉ねえさんが正せい座ざ姿すがたから、畳たたみに指をつき、頭を下げた。

「ご挨あい拶さつが遅れました。騎士ナイト試験では直接はお話はしませんでしたが、法条マユリと申します。当とう家けの末の妹が、先日は大変お世せ話わになりました。私からもお礼を言わせてください。もし今後、あの一件のせいで不ふ都つ合ごうが生じるようであれば、どうぞ当家まで」

「いや！　怪け我がももう完かん治ちしましたんで！　治ち療りよう費ひもそちらに払っていただいたそうですし！」

　姉あね貴きめ……！　ブラックリストとか脅おどしたな。すごく丁てい寧ねいな人だぞ。

「こちらこそ、姉がお世せ話わになっています。オムライス試験の時は、あんなものを出してすみませんでした！」

　平へい身しん低てい頭とう！　あれはオムライスという名の最終兵へい器きだからな……！

「……あれは衝しよう撃げき的でした。柚ゆ子ずの恩おん人じんとはいえ、思わずあなたをブラックリストにのせたほど。もともと透とう子この弟には、紗さ綾やにも近づかないように言いつけておいたのですが」

「はい？」

「武尊ほたかくんは悪い人じゃない」

　法ほう条じようが、レベル五な声で、庇かばってくれた。つい、鼻を押さえた。

「柚子がいたく懐なついているようなので、さきほど心の中であなたの名前を外しました」

　撤てつ回かい。姉あね貴きの忠告は、正しかった……。

「いつでも遊びにおいでくださいな」

　法条のお姉ねえさんが立ち上がり、合わせるようにして法条とスッと立った。俺おれもこのままだと部屋の廊下への出入り口を塞ふさいでしまうので、立ち上がろうとしたが。

　俺は唐とう突とつに大変なことに気づいてしまった。足が痺しびれて動けない……！　正せい座ざなんて滅めつ多たにしない俺の足は正座にとても弱かった。

　立てない。

「武尊くん？」

　立て！　立つんだ俺！　気き合あいだ！

「くおっ！」

　が、しかし、ふらついた。左右に揺れて、反転。障しよう子じ戸ど、障子戸を摑つかむんだ……！

　右側と左側から、腕が伸びてきて、支えを得た。

　法条と、マユリさんだ。

　あれ、これある意味両りよう手てに花……。

「あ、おにいちゃん、まだいてくれた！」

　お出かけ用なのか、別べつ室しつに消えた時とは違う服に着替えた柚子が、ぬいぐるみを抱えてダッシュしてきた。これ、桜さくら妹いもうとの時と同じ……。

「柚子！」

　制せい止しの声があがったが、足が痺しびれていたこともあって、ドッテーン！　と俺はぶっ倒れた。

　両手に花の時間は幻まぼろしのように散った。いや、幻のように散っただけでなく──でかい何かが飛んできた。あれ？　俺に近づいてくる。なんかこう、でっかいハサミみたいなものがビューンと……。

　ビューン……。ビューンっ？

　俺が身体からだ一つ分、左に転がるのと、開いた切れ味鋭するどそうな枝きりバサミが磨みがかれた板張りの廊下に突き刺さるのは同時だった。

　あの位置、ハサミの開き具合……。よ、よけてなかったら、俺おれ……？

　一いち抹まつの不安がよぎる。そう、メロンの皮、植うえ木き鉢ばち、枝きりバサミ……。ぐ、偶ぐう然ぜん……なのか？







「オムライス。おむらいすっ！」

「手つきは……、慣れているようですね」

「武尊ほたかくん、トマトは千ち葉ば産さんと栃とち木ぎ産があるの」

　そしていま、マユリさんの監かん視しと柚ゆ子ずの見学のもと、法ほう条じよう家けの厨ちゆう房ぼうにて。

　俺は法条と料理に勤いそしんでいる。実は他にも人はいて、法条家の料理人にんが目を爛らん々らんと光らせていたりする。緊きん張ちよう感が半はん端ぱない。

　枝きりバサミは、庭にわ師しの人が誤って投げてしまったものだった。ゆずは泣き出すし、マユリさんは丁てい重ちように俺に謝しや罪ざいしてくれた後、「危き機き管理がなっていない！」と使用人の方々を集めて叱しつ責せきの時間。なんだかんだで俺は法条家に居座ることになった。俺をとても心配してくれた法条とそのレベル五な声に至し福ふくの一時を過ごしつつ、ぐずる柚子をなだめた。

　そして──俺がオムライスを作ることになった！

　マユリさんは、法条家の食しよく卓たくで、俺の作った激げきマズオムライスを話題に出したことがあったらしい。なだめている最中、それを覚えていたゆずが、「ゆず、あれ食べてみたい」と言い出したのだ。目がキラッキラッだった。なんと、法条も興きよう味みがある様よう子すで、反対に回らない。

　あれを完かん食しよくしたマユリさんだけは、「我が儘ままはよしさない」と諫いさめたが、柚子は強かった。「うっ。ぐすっ」攻こう撃げき再開。泣く子最強。これにはマユリさんも勝てないようだった。

　以上の経けい緯いで、俺に無む言ごんの圧力がのしかかるのである。「危険な目にあわせたことは悪いと思っています。とはいえ、あんなものを柚子や紗さ綾やに食べさせようものなら……！」という冷気がマユリさんから漂っている。

「ウチのお嬢じようさんたちに変なモン作ろうとしてやがるんじゃあ……？　それに枝きりバサミが飛んでくるような事じ態たいは、この厨房ではおこさせん……！」という料理人さんの視線も痛い。

　結局、「ちゃんと食べられるものを作ります」と宣せん誓せい、法条も手伝ってくれることになり、厨房の一いつ角かくをかりてオムライス製作とあいなったのだ。

　それにしても二人でエプロンをかけ、料理……。エプロン姿すがたの法条と、料理……！　このシチュエーション、まさしく新しん婚こんさん気分だろ……！　法条の美び声せいで、「ご飯はんにする？　それとも……」とか？　妄もう想そう劇場が止まらない。

　こんな幸福があっていいのだろうか？　法条は和食が得意なんていう情報も本ほん人にんの口から聞けた。お嬢様なのに、料理ができる。お嬢様はてんで料理がだめという──原因は高埜たかの倉くらである──俺の偏へん見けんは払ふつ拭しよくされた。俺の良き助手となってくれている。

　緊きん張ちようしつつ、法条と料理というこの状況は、いい。脳のう内ないに花はな畑ばたけを作りながら、俺は共同プレイで着々と料理を進め──。

　あれ？　と思った。

　これ……俺おれと法ほう条じようとの『傍ぼう観かんイベント』じゃね？　と。『フォーチュン・クラウン』でプレイヤーが見させられるという……。しかし、その疑ぎ念ねんも一いつ瞬しゆんだった。宮みや河がわが目もく撃げきしている必要があるじゃないか、傍観イベントには。この状況を目撃なんて、できない……。

　できない……？

　炒いためたチキンライスにコショウを一振り。手元を動かす。

　チュドーン死のある乙女おとめゲー『赤い鐘かねは三度鳴なる』。あれ、俺もやってみたんだよ。主人公こうにデフォルトネームがないので、名前は『ああ　あああ』にしてみた。感動シーンも台だい無なしだった……！　それはともかく、主人公不ふ在ざいの場面でも、好こう感かん度どやイベント進行によって、結けつ構こう、出てくる、んだよな……。場面挿そう入にゆうってやつ。そのとき──攻こう略りやく対たい象しようは～、てやつ。

　法条にといてもらった卵をフライパンに敷き、ライスを包む。回転させて、お馴な染じみの形へ。

　──なんだ？　ということは？　『前ぜん世せ？』の妹曰いわくの、『傍観イベント』って、必ずしも宮河が目撃している必要はない？　条件が揃そろっていれば、宮河の知らないところでも、発生する可能性アリ。で、その『傍観イベント』のどれかで、相手が法条か、桜さくら妹いもうとか、高埜たかの倉くらだった場合に、俺が死ぬ場合アリ。

　メロンの皮も植うえ木き鉢ばちも枝きりバサミも、どれかは本物で、どれかは偶ぐう然ぜんという可能性すらも生じる……！　ネタ死だ！　そして、『傍観イベント』の死も、相手は三人のうちの誰だれか一人かもしれないが、やはり、一回だけではない……？

　すなわち、いまも、例外ではないっ？

　盛りつけ用のパセリを切ろうとしていた俺の手が、滑すべった。

「武尊ほたかくん！」

　指切った。これは失しつ態たい……！　俺の過か失しつ。やべえ。料理人にんの皆さんとマユリさんからの視線が……！

「武尊くん、来て」

　法条が俺の手を取り、傷きず口ぐちを水で洗い流してくれた。洗った後は、たいしたことない傷なのに、スカートのポケットから取り出したハンカチでわざわざ拭ふいてくれている。

「これ、あげる！」

　駆かけ寄ってきた柚ゆ子ずから差し出されたのは、メルシーくまさん絆ばん創そう膏こう。わさわざ保護シールを剝はがした状態だ。

「ゆずがまく！」

　背伸びをした柚子に合わせて屈かがんで切った指を見せると、四し苦く八はつ苦くの末に絆創膏が巻かれていった。

「ありがとな」

「うん！」

「法ほう条じようも、ありがとう」

「どういたしまして」

　微笑ほほえみと共に、耳に染しみいる声レベル五。『傍ぼう観かんイベント』、であったとしても、常識的に考えてセキュリティ対策も万ばん全ぜんな法条家けの室内で──枝きりバサミは廊下沿ぞいに庭てい園えんがあったし、あれは外だ外──そんな、命の危険にさらされるようなことは連続ではないだろう。あるとすれば、いまみたいに俺おれの不注意ぐらいだな。だよな。

　そして、真しん・オムライスが完成した。普ふ段だん姉あね貴きに作っているのと同じものだ。ただし、食しよく材ざいは法条家のものなので、仕上がりはさらに上、なはず。

　真まっ先さきに真・オムライスの味あじ見みをしたのは料理人にんさんだった。オーケーが出た。

　ここでようやく、法条家の使用人さんが厨ちゆう房ぼうに食しよく卓たくを作り、まずはマユリさんが試し食しよくすることになった。合格が出なければ法条にも柚子にもとても食べさせられない、ということだ。第一回騎士ナイト試験のことがあるからな、料理人さんのオーケーが出ていても半はん信しん半疑のマユリさんが、「いただきます」とスプーンで一ひと口くち。

　俺は料理漫まん画がでジャッジを受ける主人公こうの気持ちになった。

「……悪くありません」

　おお……！　合格か……？　マユリさんは頷うなずいて、可の合あい図ずを出した。柚ゆ子ずや法条の席の前にもオムライスが並べられている。

　次は、柚子の番だ。柚子のオムライスにはメルシーくまさんの旗はたが立てられている。

「いただきます！」

　パクッ、パクッと楽しそうに口に運んでいる。

　その様よう子すを見て、法条も静かに「いただきます」とスプーンを口に運んだ。

「……おいしい。これが、激げきマズ……？」

　紫むらさき色いろのミステリアスな瞳ひとみを見開いた。

　違う。全ぜん然ぜん違うぞ、法条。

「同じ食材を使った同じメニューで、アレとコレが作り出せるものなのね……。透とう子この弟なだけはあります」

　マユリさんが言う。名めい誉よ挽ばん回かいはしたのかもしれないが、変な名誉挽回をしてしまったような？

「こんどは、ゆずがごちそうする！」

「柚子！　あなたはまだ料理なんてしてはいけません！」

「じゃあ、さやおねえちゃんとする！」

　いい？　とまたまた色違いの瞳がキラッキラッしている柚子に、法条が微笑ほほえんで頷うなずいた。と、俺を見た。

「武尊ほたかくん、食べてくれる？」

　鼻はな血ぢを吹きそうになったのを必ひつ死しにこらえ、俺おれはぶんぶん首を縦たてに振った。

「じゃあ……」

　法ほう条じようが制服のポケットから端たん末まつを取り出した。しかし、ピッピッと操そう作さ音おんはするが、進しん展てんはない。

「教えてもらったとおりにしているはずなのに……？」

　これはもしや……？

「──できた」

　俺の端たん末まつが鳴る。連れん絡らく用アドレスに、メールが来ていた。開いてみると、同じく法条の連絡用アドレスからで、そこにはもう一つのアドレスが……？

　こ、ここここここここここここれは！

　互いの好こう感かん度どが四〇ではじめて教えてもらえるはずの？

「……いらなかった？」

　法条の表情が曇る。

「いります！」

　つい、何も考えずにそう答えていた俺である。

「良かった。はじめて成功」

「……法条って、機械の操作とか、苦にが手て？」

「うん。苦手」

　後から、もしかしたら連れん鎖さの『傍ぼう観かんイベント』のフラグが立ったのかもしれないと思ったが、後の祭りだった。







　日も落ち、法条家の黒くろ塗ぬりリムジンで家まで送ってもらっている車中、俺は近所の商店街がいで下ろしてもらうことにした。お礼を言って、車しや中ちゆうで見掛けた姿すがたを探す。

　今日きようは津つ久く見みが一人で入っているシフトの日だ。『梅うめ田だ酒さけ店てん』帰りなのか、コンビニに入っていく津久見の姿を見たのだ。津久見と言えば、俺の中で、男の娘こ認にん定ていが発はつ覚かくし、しかし腹キックを受けてからろくに話せていない。バイト先では二回程ほど会う機会があった。触らぬ神にたたりなしだった。バイトが終わると話しかけるまでもなく帰られるし、学園で話そうにも、津久見に声を掛けようとしたら、津久見きゅんファンクラブ会員に見み咎とがめられて失敗する。

　俺の何が津久見の逆げき鱗りんに触れたというのか。この虫が！　存在が気に入らない！　だったら脳のう筋きん的な男と男の殴なぐり合いしかないのかもしれない……！　それで和わ解かいっていう少年漫まん画が的てきな青春か？

　とにかく、腹キックの原因もよくわからないし、俺もバイトを辞やめる気はないし、付き合いを続ける上でその辺をいい加か減げん、はっきり、させない、と──？

「ねえねえ、バイトどう？　新しい人、入ったんでしょ？」

「……最悪」

「最悪って、あ、日ひ景かげってば、また『たけのこくん』？　好きだよねえ……」

　コンビニに入ろうとしたら、女じよ子し生徒が二人、自動扉とびらから出てきた。

「げ」

　げ、は俺おれに気づいた女子生徒の第一声だ。ちょっと傷ついた。リンリンさんにうざそうに顔を背そむけられた時のような心の痛み。

「──津つ久く見み、また女じよ装そうしてんのか？」

　さすがは男の娘こ……！　コンビニのトイレで着替え？　変へん装そうか？　鬘かつら装そう備びだ。

　制服も、以い前ぜん着替えているのを見た時の女子制せい服ふくだ。似ている、じゃなくて、本ほん物ものの制服だったのかもしれない。隣となりの地区にある、大だい翼よく学がく園えんと同じぐらい由ゆい緒しよ正しい清せい心しん女子高こう等とう学校の制服だった。もう一人の女子生徒──こちらは正しき女子生徒だ──が津久見の制服の袖そでを引っ張った。

「知り合い？　大翼の人かな。え？　でも同どう年代の男って、日景、嫌きらいだったよね？　平気なのは、お兄にいさんぐらいで」

「ひかげ？　津久見は、日向ひなた、だよな？　しかし、女装で？」

　いる？　男の娘で？

「ちょっと、さっきから、何なんですか？　失礼ですよ！　日景のどこが女装に見えるんですか！　確かにお兄さんの日向さんと双ふた子ごだし、そっくりだけど……。名前だって、日は同じだけだと、かげは、景色けしきの景って漢字で……！　日景、知ってる人？」

「知らない人。──そうですよね？」

　津久見？　が一歩前に出て、すうっと目を細めた。そ、そういえば……一学期、俺は宮みや河がわと眼鏡めがね会長と津久見の会話を立ち聞きした前ぜん科かがある。あの時、確か、津久見、「すっっっっごく可愛かわいい妹がいる」って言って、たっけ？　言っていたような？　すっかり忘れてた……。という、ことは？

「──ハイ。知らない人です」

「ですよね？　では、失礼します」

　俺は、その背中を見送るしかなかった。

　えー……。津久見には双ふた子ごの妹がいる。その子の名前がひかげ……日景で？

　なーんか感じが違うスパルタ仕し様ようの津久見は、日景ちゃん？　んで、俺が着替えを目もく撃げきしてぺったぺった胸を触ったのも、日景ちゃん、か？　……腹キックの理由がわかった。

　入れ替わってた？

　──そんなのわかるわけねえだろ！　と言いたいが、胸を触って気づかない俺もどうなんだ？　セクハラ、むしろ痴ち漢かん行為？　謝しや罪ざいの必要あり。ちょっと柔らかいと思ったあれは、胸か？　いや、でもまな板だったぞっ？

　いや！　女じよ装そう……じゃなくて、女じよ子し制服姿すがたの時とか、完全に女の子だとは思ったんだよ俺も。ただ、なまじ乙女おとめゲーをプレイしていた分、ついた知識が！　男の娘こという知識が！

　知識を得たばかりに、その知識ゆえに足を引っ張られ、回り道をすることも、あるんだな。知識におぼれるなかれ。俺おれにしては格好かつこ良くまとめたが、なんっの解決にもなってない。

　津久見、の、日向ひなたのほうは男だろう。『フォーチュン・クラウン』の攻こう略りやく対たい象しようだ。もしかしたら男の娘かもしれないが、男。津久見きゅんファンクラブもあるが、男。

　で、津久見、の、日ひ景かげちゃん。スパルタだが女の子。強いけど女の子。主しゆ要よう登場人じん物ぶつの双子の妹。……友情エンディング枠わくのある、宮みや河がわのライバルキャラ？　女の子の隠かくしキャラ？

　……あれ。これもイベント、だったり？　宮河のライバルキャラ候こう補ほが、また一人、増えてたりしないか、これ。

　で、『梅うめ田だ酒さけ店てん』に勤つとめているのはたぶん、日景ちゃんのほうで？

　バイト先の、乙女ゲーイベント、全然避さけられてないんじゃないすか、俺。

　虫を愛していますと答えて、虫ショップに採用されるべきだったんだ……！
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『おまえのこと……一生離してやらねえ』

『いま話題の恋愛シミュレーション！　端たん末まつでアクセス！』

　二次元の野や郎ろうが声優ボイスでお茶の間のテレビ画面でアピール。夕食も終わった日曜の午後七時。くしくも、リンリンさん含め家族全員が居間に揃そろっていた。

　ＣＭを見ていた全員の視線が俺おれに集まった。リンリンさんまでもだ。母が口火を切った。

「あれ、湊みなとの好きなゲームじゃないの？」

　好きでも嫌きらいでもない。命をかけた学習教材！　それが俺にとっての乙女おとめゲーだ……！

「乙女ゲーっていうんだっけ？」

　父が応答し、母が手を叩たたいた。

「そうそう、それよ」

　何な故ぜゴールデンタイムに堂々と乙女ゲーのＣＭを流すんだ！　止めてくれ！　ただでさえ、家族全員に俺が乙女ゲーをしていたことがあるとバレているんだ！　いたたまれなくなるんだ！　どうしようもないんだ！

『君と始める、恋のメロディ！』

『わたしも、ハマッてます！』

　テレビ画面の中で微笑ほほえむ二次元イケメン。女性芸能人が宣せん伝でんしている。

　やめろおおおおおおお！

　平静を装よそおってはいるが、心の中では頭を抱え、絶ぜつ叫きよう中ちゆうだ。

　昨日きのうの第二回騎士ナイト試験は俺の勝利だった。おかげでほんの少しだけ、リラックスできている。チュドーンの夢も見ずに眠れたのだ。しかし、今日きようも今日とて第三回騎士試験についてせっかく考えていたのに、集中できない。法ほう条じよう家けでは幸せ気分を満まん喫きつしたが、帰き宅たくしてからというもの、俺の頭の中から第三回騎士試験のことが消えることはない。

　第三回騎士試験は、すべてが謎なぞに包まれている。

　開かい催さい日も今回は秘ひ密みつ。試験内容はいわずもがな。

　いままでの騎士試験を振り返ってみる。第一回、料理対決。ぬるい。ぬるすぎる。唯ゆい一いつ実力で勝てたかもしれない勝負。だったが自ら捨てた。

　第二回、運。確実に難しくなっていた。知らずに立てていたフラグに救われた試験。よく考えてみればだ、法条の欲しいものがわかったのだって、くまのぬいぐるみが正解だったのだって、一学期の遊ゆう園えん地ちイベントを俺が乗り切っていたからだ。つまり俺ルートに入るかもしれないイベントをこなしていたから。すべては──繫つながっている！　俺ルート怖こええ。

　そして迫る、第三回。

　最後だ。最後の試験であるからには、最も高い難なん易い度どになるのが目に見えている。

　あと宮みや河がわ。第一回も第二回も、試験自体では目立っていない。第二回のルーレットだって、絶対宮河が一回は来る！　と思っていたのに来なかった……。

　これはおそらく……最終局面の第三回騎士ナイト試験において、がっつりかかわってくるフラグに違いない……！　そうとしか思えない！　──いや、勝てばいいんだ勝てば。

『おまえさ、俺おれのこと好きなんだろ？』

　だからやめろおおお！　乙女おとめゲーＣＭ！　いくらここが乙女ゲー世界とはいえ、自じ粛しゆくしろ！

『新しい出会いが、待っている』

　字じ面づらだけなら出会い系けいの宣せん伝でんのようだ。

　気にしてないフリ。気にしてないフリ……。一心に端たん末まつを操そう作さしながら、しかして意識はテレビに一直線だ。四つ目のＣＭが来る前に、俺はさりげなくテレビのリモコンをゲットした。チャンネルを変えよう。思し考こうが乱される。

　ピッ。

『君と始める、』

　ピッ。

『もう逃げられない、』

　ピッ。

『新しい、』

　ピッ。

『お、』

　ピッ。

『と、』

　ピッ。

『め、』

　ピッ。

『げ、』

　ピッ。

『え、』

　──恐ろしいことに、全局、乙女ゲーＣＭジャックだった。画面を見て一音だけで判はん断だんできる。ゴールデンタイムのお茶の間が乙女ゲーに侵しん食しよくされていた……！

　ちなみに、もう乙女ゲー的なイベントを気にせずに、何か相談できる生なま身みの女性は姉あね貴きしかいない！　と腹をくくった俺は、ある問題について昨夜、姉貴にアドバイスを請こうてみた。

　主に、不幸な事故とはいえ、女の子を男扱いし、女の子だと気づかず、胸を触ったらどう思う？　と。あと「まないた」とか呟つぶやいてしまったら、とも。

　姉貴は真顔でこう言った。

「──私だったら不能にしてやるわね」、と。

　俺は真っ青になった。

「ところで愚ぐ弟てい。それは、たとえば、の話よね？」

「もちろんです！　隣となりの席の山やま田だの妄もう想そうです！」

　つい、何の罪もない山田に汚お名めいを着せてしまった。今度、山田になんか奢おごろうと思う。

「ならいいわ」

　俺おれは己おのれの失しつ態たいの大きさを嚙かみ締めることになった。日ひ景かげちゃんに最短で会えるとすれば、月曜日の学園だ。ただ、どっちが登校してきているかはわからない──まず津つ久く見み（兄）のほうだったら、会えるようにしてもらう。日景ちゃんだったら、とにかく謝る！　姉あね貴き基準を真まに受けるのもどうかと思うし、ここがギャルゲーだったなら、もっと甘い裁さい定ていになりそうな気もするが、ここは乙女おとめゲーだ……！　俺のネタ死に不能死とかあったらどうしよう……！　いや、乙女ゲーといったら乙女の夢だろ。それでこの死に方はな。ない。ないよな。

　それにしても……！　もう少しはやく、乙女ゲー『赤い鐘かねは三度鳴なる』をプレイし、進めていたら……！　と思わずにはいられない。

　ついさっきまで、俺はこの乙女ゲーで学習を行っていた。名前が『ああ　あああ』な主人公こうの親友（美人な女の子）は、なんと、ときおり双ふた子ごの兄と入れ替わっているという……。もちろん、この双子の兄は隠かくしの攻こう略りやく対たい象しようだ……。男の娘こをはじめて知った『ラブ★ブラック・エボリューション』ではなく、双子入れ替わりネタのある『赤い鐘は三度鳴る』を先にプレイできていたなら、津久見と日景ちゃんのことをすぐに見抜けていた可能性はある、と思う。

　悔かい恨こんの念に苛さいなまれていた俺の視し界かいの隅すみで、リンリンさんが動いた。居間から出て行こうとしている。あれは散歩に行きたいに違いない！

「俺、リンリンさんを外に出してくる」

　リモコンを置き、後を追う。リンリンさんは案あんの定じよう、玄げん関かん扉とびら前で立ち座りのポーズだ。玄関を開け、俺も外に出る。乙女ゲーＣＭラッシュも、家に戻るころにはおさまっているだろうと踏んでのことだ。トコトコ庭へと進もうとするリンリンさん。

　が、突とつ然ぜん毛を逆さか立だて、「フシャー！」と威い嚇かくした。

　ワゴン車から飛び出してきた数人の男が、俺を囲んだのはその時だった。全員、目出し帽ぼうを被かぶっている。

「一いつ緒しよに、来てもらおう」

　声まで、ボイスチェンジャーで変えているようだ。

「抵抗したり、騒さわいだりすれば、この猫がどうなるかはわからないぞ……」

　見ると、男の一人がリンリンさんを捕ほ獲かくし、人ひと質じち──いや猫質にとっていた。

　何て卑ひ怯きような奴やつらだ……！

「リンリンさん……！」

　救出する隙すきはないかと、俺は相手の様よう子すを窺うかがい──。

「…………」

　リンリンさん、フシャーって威い嚇かくしたくせに、すでにそんなことは忘れて、男の一人に抱っこされてご機き嫌げんなんですけど。リンリンさん……。リンリンさんの基準は一体なんなんですか！　──もしかして女じよ尊そん男だん卑ぴの上に、顔面偏へん差さ値ちで懐なつくか決めてる？　美女や美び少女やイケメンやイケ老人には懐きやすい？　むしろ俺おれ以外なら誰だれでも……そんなまさか。信じない。俺は信じないぞ、リンリンさん！

　焦あせったように男が付け足した。

「ほ、ほんとうだぞっ」

　リンリンさん、ゴロゴロゴロゴロ。男はテクニシャンな手つきでリンリンさんを撫なでている。これほど説得力のない発言もない。しかし猫ねこ質じちをとられている状況はよろしくない……。

　迷いが徒あだとなった。背後から目め隠かくしされ、視し界かいを奪うばわれた。

　リンリンさんもろとも、俺は車に乗せられた。







　イベントだった。

『──レディースアーンドジェントルメン！　大だい翼よく学園高こう等とう部ぶの生徒諸しよ君くん！　日曜夜なのに、わざわざ騎士ナイト試験見けん物ぶつに夜の学校までご足そく労ろうありがとう！　端たん末まつメール一いつ斉せい送信でこんなに集まるとは……！　暇ひまな奴やつらめ！』

「やっぱうぜーわ真ま辺なべ」

「おかしいな……。あいつ、なんで生きてるんだ……」

「桜さくらにやられて、ない、だと……？」

「闇やみ討うちを逃のがれたのか……っ？　あいつはただの司し会かいじゃねえ……！」

『司会は今回も放送部三年、真辺がお送りします！　第三回騎士試験は、不ふ意い打うちでやってきました！　なんと第二回騎士試験の翌日！　しかも日曜夜！　びっくりサプライズでお送りしています。また集まった皆さん！　武尊ほたか君含め、一部の人には第三回騎士試験の開かい催さいが今夜ということを黙だまっていて欲しいという要望を、快く聞き入れてくれてありがとう！　おかげでバレてませんでしたー！』

「えー。てか、あの告知メールの文面考えたの真辺だろ……。よく言う……」

「うん、ぜったい真辺くんだよね……」

「脅おどし入ってたもんね……」

「まあ、こういう学園行ぎよう事じ好きだからいいんだけど！」

「賭かけもできるしねっ」

『それではー、理り事じ長ちようからの挨あい拶さつをいただきましょう！』

　ところで、司会がなぜか、俺のリンリンさんを腕に抱えている。俺の見立てでは、まあ、いいか、ここにいてやっても、なぐらいのリンリンさんの懐き度だが、リンリンさん……！

『第三回は、最後の騎士ナイト試験ということで、武尊ほたか君や協力者の皆さんにも事前告こく知ちなしで、こちらにきてもらいました』

『理り事じ長ちようってば、上品に表現していますが、この司し会かい、真ま辺なべが真相を暴ばく露ろします！　拉ら致ちりましたー！』

『楽しんでもらえたかしら？』

　とっても。てか、俺おれ以外に協力者という名の被ひ害がい者がいるのか。俺みたいに何も知らされず拉致されたのかよ……。

　あれから車に揺られること……数十分ぐらい？　車から降り、誘ゆう導どうに沿って歩いた。

　目め隠かくしをとられ、急にひらけた視し界かいと明かり。

　慣れるまで時間がかかった。

　──目が正常機能を取り戻して、自分がいるのがどこか確かく認にんしてみれば、大だい翼よく学園高こう等とう部ぶ。

　その新体育館。第一回騎士試験でも使われた場所だが、今回俺が立っているのは体育館の正面出入り口側。騎士試験恒こう例れいの大画面スクリーンと、一般生徒による見物人はいつものごとく。

　隣となりに司会の真辺。さらにその隣に理事長。

『いやあ、武尊君はこうしてサプライズで拉致されてきたわけですが、結けつ構こう冷静ですね！』

　俺はてっきり、乙女おとめゲー的、そして俺ルート的な何かかと……。イベント？　イベント？　と車の中で悶もん々もんとしていたのだ。イベントはイベントでも、第三回騎士試験イベント、だった。

『しかし冷静なのはいいことだ！　本番はこれからなのだから！』

　第三回騎士試験の日付が発表されなかったのはこのせいか……。不ふ意い打うち。日付があらかじめ知らされていれば、俺も心構えができる。いま全然できていない。タイム申しん請せいしたいぐらい。もう第三回騎士試験とは。理事長の目論もくろみは成功だ。

『武尊君の悪運を僕は確信しています。実は試験内容はあらかじめ複数用意されていました！　そうですね、理事長』

『ええ。追つい試しという形ですが、計画自体は当初のものを実行しています』

『試験内容は、二回目、三回目とも、これはねーなー……と思ったトンデモ枠わくばかりが実現しています。大学入試問題をひたすら解いて平均点以上をとる、なんて至し極ごく正当派！　しかし見てるほうはつまらない！　そんな騎士試験にも、もしかしたらなっていたかもしれないですが……ところで理事長、どんな風ふうに試験内容を最終決定していたんですか？』

『最終的には、私が選びました』

『ほうほう。差し支えなければもっと詳しく』

『てきと……いえ、幸運の冠かんむりにあやかって、運にまかせました』

　適当って言いかけなかったか理事長。試験内容って、マジで運……？　──はっ！

「ああああああああっ！」

　稲いな妻ずまのように、脳のう裏りに電でん撃げきが走った。

　お、思い出した……。久しぶりに思い出した……。激マズオムライス以来……。

『おーっと、武尊ほたか君が絶ぜつ叫きよう！　武む者しや震いでしょうかー？』

　違う。

　思い出した、その十三。妹曰いわく、「騎士ナイト試験が、面めん倒どうで……。特にシーン回かい想そうのコンプをしたい場合！　騎士試験さー、毎回試験内容が同じってわけじゃないんだよね……。第一回だけでも五種類。しかも特定の試験じゃないと、ルートが……」だ。

　なのに、ルートが……の続きは思い出せない！　特定の試験？　第一回、第二回、第三回と、各数種類の試験内容があったとして、俺が通ってきた道はその特定のだったのか？　そうじゃなかったのかっ？

『では、第三回騎士試験の内容を発表します！』

　──しかし、もはや、ここまできたらクリアするしかない。

『不ふ肖しよう、真ま辺なべ、むさ苦しい、潤うるおいのない戦い！　と命名しました！　美び少女に会いたい！　そんな奴やつらには拷ごう問もんだー！』

「うおおおー！　乙女おとめちゃんを出せー！」

「大スクリーンに、乙女ちゃんたちの姿すがたをアップで！　我々はそれを希望する！」

「そうだそうだ！」

　男子超ブーイング。

『気持ちはわかるぞおまえたち！　第三回騎士試験！　内容は、他の騎士たちを乗り越えろ！　です。第三回騎士試験には、騎士たちが協力者として登場しまーす！』

　ああ……他の被ひ害がい者って騎士たちだったのか。そういえば、今回は清し水みず先せん輩ぱいへの言げん及きゆうがまったくないな。余よ裕ゆうの不参加なのか？

「きゃー！　会長！」

「はやくスクリーンに映してくださいな！」

「イケメン……！　イケメンは正義……！」

　女子、狂きよう喜き乱らん舞ぶ。

「津つ久く見みきゅん……！」

　一部、変なのが混じった。聞かなかったことにした。

『ご要望にお応えしましょう！　カメラさん固定設置中ちゆう継けいカメラの映えい像ぞうお願いしまーす！』

　体育館設置のスクリーンに、分割で四つの映像が現れた。カメラが高性能なのか、夜なのに、周りの情景がはっきりとわかった──のも一いつ瞬しゆんで、繫つながったと思ったら砂すな嵐あらしになった。

「…………」

「…………」

「…………ナニ、コレ」

　見物人の中、女子生徒の軍団が沈ちん黙もくした。爆ばく発はつ寸前の不満。

『あーっとー……。何かアクシデントが起きた模も様ようです！』

　マイクを押さえ、司し会かい、真ま辺なべが小声で放送部員に指し示じした。

「ほら、アレ流せアレ！　裏うら購こう買ばいに流す予定だった騎士ナイトプロモ！　それでしのげる！」

　画面が切り替わる。四つの映えい像ぞうは……騎士四人の生活に密みつ着ちやくしたプロモだった。本人たちの許可は……とってないな、きっと。

「キャー！」

　女子生徒たちの、爆発寸前の不満が綺き麗れいに霧む散さんしてゆく。

『えー。それでは！　開始です！　武尊ほたか君は、どうにかして他の騎士が持っている鍵かぎをもらってください！』

　四つの鍵穴のついた小さな箱が俺おれの手に渡される。

『制限時間は一時間！　一時間以内に四つの鍵を集め、箱を開けよう！　僕らは暇ひまですが、武尊君の健けん闘とうを祈りましょう！　あとこれも、はい！』

　司会に紙切れをこっそり渡された。

『各ポイントに他の騎士たちが待たい機きしているので、突とつ破ぱしてください！　いじょ！』

　外に押し出される。体育館の扉とびらが閉ざされた。

　俺、一応騎士試験の主役……。なんだか脱だつ力りよくしそうになったが、気力を奮ふるい起こした。簡単に言われたが、イケメン四人衆しゆうと戦えってことだよな？　第三回騎士試験の内容は。

「まあ、勝てばいいんだよ、勝てば……」

　騎士試験期間中、こればっかり言っている。己おのれに言い聞かせて自己暗あん示じ。

　学園内は綺麗にライトアップされていた。外にいても問題なく字が読める。体育館から離れ、司会からもらった紙切れに目を通した。




『真辺作　簡単丸わかりチェックポイント




　①霧きり島しま会長（裏ドン・ダーツ狂）……生徒会室

　②桜さくらのシスコン（ウゼエ）……調ちよう理り準備室二

　③笠かさ城ぎくん（元放送部。ピュアハート。あれは去年のことでした。法ほう条じよう君が入部してからというもの、ミーハーな法条君ファンの新入部員が後をたたず、僕は徹てつ底てい的に浮ついた奴やつらをしごいたのです。その中に笠城くんもいました。同じ部活で美男美女の幸せカップル成立なんて許さねえ……！　とその頃の僕は彼女に振られたばかりですさんでいました。いやー、辞やめるとは思わなかったなあ、笠城くん。ハッハー）……本校舎屋上

　④津つ久く見みきゅん（男キラー。津久見きゅんファンクラブ男会員、祝・百人突とつ破ぱ。奴らはマジ）……中ちゆう央おう図書館

　健けん闘とうを祈る！』




　裏にも書いてあった。




『もしもの時のための最終手段、あなたに送る彼の弱点




　①の人の場合……正直、ない。諦あきらめろ。こいつは感情ではよほどのことがない限り動かない完かん璧ぺき超人だ。ただし、ダーツでストレス解消はする。

　②の人の場合……奴やつはいま、裏購こう買ばいの冠かんむり候こう補ほカード四枚セット特別バージョン、つまり実み琴ことちゃんカードを超欲しています。

　③の人の場合……一いつ匹ぴき狼おおかみ気質の割に、むしろ弱点が多すぎる。怖こわい話なんかいいかも。暗くら闇やみもとってもとっても苦にが手てです。ちょろい。

　④の人の場合……情報不足だ！　残念だったな！




　いいか？　これだけの情報を与えられて敗北しようものなら君はカスだ……。わかっているな？』




　放送部三年、司し会かい、角度によっては二枚目な真ま辺なべ……いや、真辺先せん輩ぱいと呼ぼう……。

　不正、素晴らしい。素晴らしいし、渡りに船なんだが、いままでは中立だったはず。真辺先輩はなぜこんな俺おれに有利な情報を……？

　まあ、情報は有あり難がたく活用。

　固定中ちゆう継けいカメラが砂すな嵐あらしになったことからして……そこにちゃんと騎士ナイトがいるか怪あやしいが……。

　どこから行こう……？

「……どれにしようかな神様のいうとおり……」

　秘技、神頼みで決めることにする。

　①の生徒会室になった。

「しっかし……」

　紙切れを見る。

　笠かさ城ぎの説明が長すぎる。元放送部だったとは。ハッハーじゃないだろ。あとは津つ久く見みも……、男だけで百人突とつ破ぱとか怖すぎる。道どう理りで話しかけようとするだけで津久見きゅんファンクラブ会員に見み咎とがめられるわけだな。女子会員ではなく、男子会員に。







　第三回騎士ナイト試験真っ最中ではあるが、校舎内の様よう子すは普段と変わらない。廊下の照明は点てん灯とうしているが、誰だれも居ない教室は真っ暗だ。夜の校舎は独特の雰ふん囲い気きがある。駆かけ足で移動。

　つーか制限時間一時間以内とか言っておいて、俺おれに時計も持たせないとはどういうことだ。端たん末まつも家の居間だしな。あと、サンダルではなくシューズで外に出て良かった。

　生徒会室からは明かりが漏もれている。

「たのもー」

　俺はノックなどせず、一気にガラッと開けた。

　──誰もいない。

　ソファの横の机に、コードの抜けたホールカメラが置いてあった。そして壁に……第二回騎士試験の時の動物カレンダーが……。きっと犯人は金きん髪ぱつ、高埜たかの倉くら。

　静せい寂じやく……の中、響ひびき渡るダンッ！　という連続音。生徒会室、には隣となりに続く内うち扉とびらがある。

　扉を開けると、目の前を右から左にダーツの矢が通り抜けていました。

　真ま辺なべ先せん輩ぱいの（）な言い方を真ま似ねるのなら、裏ドン・ダーツ狂、が休きゆう憩けい室でダーツに興きようじていた。ダーツの的まとに貼はってあるのは理り事じ長ちようの写真……。で、こっちの壁にも、動物カレンダー、過去月分がポスター風ふうに貼り付けてある……。高埜倉……。

　眼鏡めがね会長、再投。

　理事長の顔のど真ん中に、ダーツの矢が突き刺さった。

　俺を顧かえりみた眼鏡会長が口を開いた。

「──鍵かぎだな？」

　勝負を挑いどまれるのか？　俺は唾つばを飲み込み、緊きん張ちようの面おも持もちで顎あごを引く。

「わかった。やる」

　拍ひよう子し抜ぬけするぐらいポーンと放られてきた。キャッチ。

「え？　あれ？」

　一応、他騎士たちを越えていけー、みたいなノリだったような。

　眼鏡のブリッジをあげ、会長が吐き捨てた。

「付き合ってられるか」

　ダーツ再々投。またしても中央。抜群のコントロールである。

「この忙しい時に。突とつ発ぱつ的に学校行ぎよう事じを入れられると、生徒会の仕事だって増える。おかげで試験勉強の時間も削けずられて、いい迷めい惑わくだ」

「勉強、するのか……」

　高スペックだから、しなくても頭いいってやつなのかと俺思ってた。

「しない奴やつなんているのか？　武尊ほたかも勉強会に出席していたろう？」

　そう言われてもガリ勉って感じがしない……。これが攻こう略りやく対たい象しようってやつか……！　あ、攻略対象って俺もだ。

「とにかく──あの理り事じ長ちよう、左さ遷せんされるべきだな」

　されないと思う。乙女おとめゲー世界的見けん地ちから判はん断だんするに。理事長がああだからこそ、乙女ゲーイベントが発生する下地が構築されるのだ。

「ところで──いや、いい。利害は一致している、今は騎士ナイト試験だな……」

　今は、というのが引っ掛かったが、行け、と扉とびらを示されれば、俺おれには異い論ろんはない。

　礼を言い、部屋を出る。ダンダンダンッというリズミカルなダーツの連続音がした。

　一人目の騎士、ＶＳ眼鏡めがね会長、突とつ破ぱ。

　すげえ大変かと構えていたら、あっさり行きすぎて気が抜けた。

　幸さい先さきがいい。戦わずにすんだ。神頼みが効いたのかもしれない。調子に乗って、また、どちらにしようかな、で次のチェックポイントを決めた。

　③笠かさ城ぎくん（元放送部。以下略りやく）……本校舎屋上、になった。

　笠城か……。真ま辺なべ先せん輩ぱいからの情報では、信じがたいが弱点が多いらしい。生徒会室からの近さも妥だ当とう。次もあっさりいくかもしれない。そんな願望を胸に出発した。

　──数分後。

　笠城は、俺を待ち構えていた。数メートルの距離を置き、俺たちは対たい峙じしている。笠城が一方的に敵対の姿勢を示している。『幸運の冠かんむり』選出にも、第一回騎士試験の時もやる気なさげだったのに、一体何が起こった？　眼鏡会長みたいにあっさり鍵かぎを渡してくれ！

「武尊ほたか……おまえ、以前、ヒッキーか、とオレに言ったな……。今夜は月のない夜だ……」

　屋上設せつ置ちの一番大きなライトの側そばに立ち、重々しく、笠城が宣のたまった。

「あ？」

　反応がやや柄がらの悪いものになったのは、思ってもみなかった問いかけだったからだ。法ほう条じよう家け訪問の時のことだろうが、あれは単に呟つぶやいただけだぞ。そして、月のない夜にこだわりが？

「何な故ぜ、知っているんだ……？」

　え？　ヒッキーって？

「おまえはぜんぶ知っているのか？　マユリさんたちぐらいしか知らないはずなのに……！」

「…………」

　何を？　マユリさん？　法条のお姉ねえさん。法条って他にもお姉さんいるんだよな。しかし、話が見えない。合わせてみればわかるだろうか。腕を組んで言い放ってみる。

「……ああ。すべてな」

「！」

　苦く渋じゆうの表情から、笠城が険しさを醸かもし出す。

「──話したのか」

　肯こう定ていか。否定か。うーん、否定にしとくか！

「……まだだ」

「今後は、オレ次第ってことか……」

「ああ」

　話合わせたけど、わっかんねえなー。それより、鍵かぎのことを切り出すか。

「何が望みだ、武尊ほたか」

　お？

「第三回騎士ナイト試験の、鍵だ」

　躊ちゆう躇ちよは一切なかった。長い足で歩み寄ってきた笠かさ城ぎが、鍵を差し出してくる。

「渡す。これでいいんだな？　そのかわり──」

　俺おれは仰ぎよう々ぎようしく頷うなずいてみせた。

「わかってる。……信用してくれていい」

　さっと踵きびすを返し、手を振って次だ次！

「俺、何も知らないしな。鍵サンキュー、ヒッキー最高！」

「…………。……なっ？」

　二人目の騎士、ＶＳ笠城、突とつ破ぱ。真ま辺なべ先せん輩ぱいが書いていた弱点多すぎる、の意味がわかった、かもしれない。妹曰いわくの、通称、ヒッキーについての詳しよう細さいはいまだ不明。ただ、巷ちまたの、一いつ匹ぴき狼おおかみという評ひよう判ばんから想そう像ぞうしていた、来る者をすべて拒きよ絶ぜつする！　というイメージとは違っていた。一匹狼というか……ぼっち寄り？　いじりやすい……？　意い外がいに隙すきだらけ……？　ピュアハート。

　──残るは、津つ久く見みと桜さくら兄あにだ。

　桜兄は、真辺先輩情報の冠かんむり候こう補ほカードセット、俺が裏購こう買ばいの奴やつから手紙でもらったのを引き合いに出せば結けつ構こうスムーズにいきそうだ。

　津久見は……。もともと、月曜になったら会おうと思っていた相手だ。日ひ景かげちゃんのほうじゃなかったら、津久見に口添えを頼む、と。機会が訪れたわけだが……。

　その前に、次は桜兄のところに行こう。一応、かみさまの～と試してみる。

　思ったとおりだ。運も俺にそうしろと助言してくれている。

　②桜のシスコン（ウゼエ）……調ちよう理り準備室二、になった。







　桜兄なら、冠候補カードセットで鍵をくれ交こう渉しようをすれば楽勝。そんな俺の目論もくろみは調理準備室二に到着後、もろくも崩くずれ去った。

　部屋に桜兄がいなかった？　いいや、いたとも。

　では何な故ぜか。

「義あ兄にが不正をしないように、わたしが見張っていますから！　頑がん張ばってください！」

　桜妹いもうとが俺を応おう援えんしてくれればくれるほど、桜兄の性質たちの悪いイケメン度が上昇してゆく。

　当とう人にんがいる前では、カードセットを使った交こう渉しようはさすがに……。人身売ばい買ばいだろ。

　第三回騎士ナイト試験のため、拉ら致ちられる時、桜さくら兄あには拉致られはしなかった。そこで、拉致要員は本人への説明、説得に切り替えた。実はこれは騎士試験のためだから、と。義妹と一いつ緒しよだったら協力もやぶさかではない、と桜兄は答えたという。桜兄は面めん倒どうくさがって説明しなかったので、すべて桜妹いもうとからの伝でん聞ぶん。しかしそのせいでもっぱら俺おれと桜妹が話し、最初だけは機き嫌げんの良かった桜兄からは早々にイイイケメンの皮が剝はがれていた。

　ここにいるのは性質たちの悪い電波イケメンヤンデレシスコン攻こう略りやく対たい象しよう、桜啓けい輔すけだ。これを宮みや河がわが落とすルートも『フォーチュン・クラウン』にはあるはずだが、その場合、どんな話が展開されるのかまったく想そう像ぞうがつかない！

　なお、桜兄のチェックポイントが調ちよう理り準備室二になったのも、これをチャンスと桜兄が部室に乗り込んだかららしい。

「今日きようは、湊みなと先せん輩ぱいのために、義兄あにと長時間同じ部屋の空気を吸うことも我が慢まんします！　騎士試験、応おう援えんしていますから！」

「ふーん……。そうだね、実み琴こと。武尊ほたかのためにも、騎士試験は手を抜かずに、正せい々せい堂々としよう。そうだな……」

　これみよがしに、鍵かぎをポーン、ポーンと軽く上に投げては掌てのひらに落とす、を繰り返しながら、じーっと桜兄のイケメン光線が桜妹に注そそがれる。桜妹はささっと移動し、俺を衝つい立たてにした。

「湊先輩は負けません！　乙女おとめゲーにだってすごく詳しいオトメンなんだから！」

　違う。それは違う。オトメン違う。

「実琴……。オレだって乙女ゲー大好きだよ！」

「……うさんくさい。わざとらしい」

　桜妹はとりつく島もない。

「じゃあ実琴がオレと武尊に乙女ゲーの問題を出すっていうのは。それに武尊が勝ったら鍵を渡してもいい。まあ、もし武尊に勝つ自信がないんなら──」

「あるに決まってます！」

　俺ではなく、桜妹が即そく答とうした。

　──かくして、乙女ゲークイズの決戦の火ひ蓋ぶたはきっておとされた。

「問題です。『赤い鐘かねは三度鳴なる』のあるルートで、主人公こうが宇う宙ちゆう大だい艦かん隊たいを呼び出しますが、艦隊番号は何でしょうか」

「はい！　ＡＡＸ三百！」

　俺、回答。悪あく夢むで覚えた。

「すごい！　正解です！　現在発売中の乙女ゲーで、もっとも攻略対象の数が多いのは『聖せいイノセント学園』シリーズですが、その総数は何人でしょう？」

「五十二人」

「正解……」

　桜さくら兄あに、回答。この顔でマジで乙女おとめゲーをプレイしているらしい。これまでに、プレイしていなければわからないような問題まで軽かる々がると答えている。恐るべし高スペック……！

　しかし、ヤバイぞ。やや俺おれが劣れつ勢せい。

「『七国夢ゆめ戦せん記き』のタイアップ漫まん画がが連れん載さいされている雑ざつ誌し名めいは？」

「ルル！」

　取った！　正解です、と頷うなずいた桜妹いもうとが次なる問いを繰り出す。

「『ミラクルスター３』では、主人公こうの性格が選べますが──」

　みなまで言わせず俺は発言した。

「清せい純じゆん、悪あく女じよ、普通！」

　やったことがあるやつだった。性格によってルート制限があり、展開が異なる乙女ゲーだ。

　清純は、一人の攻こう略りやく対たい象しよう一ひと筋すじ！　好こう感かん度どの同時上げ不ふ可か！　悪女だと全ぜん股また可能で、ぎゃくはーは標準装備、攻略対象の乗り換えは当たり前、ただし、選せん択たく肢しによっては愛に目覚めたり、男に飽あきて女に走ったりする。普通は、清純と悪女の中間なストーリーが展開。

「正解！　同じく『ミラクルスター３』から、これは難しいですよ。攻略対象の坂さか本もと瑞みず樹きの告こく白はく台詞ぜりふは？」

　！　乙女ゲーに関しては、通常以上の暗あん記き力を誇る俺でも、これは……。そんなの、覚えてるのは、以前家族に乙女ゲーのことがバレた時、ゲーム機から流れた『大大大好きです！』ぐらいだ……。

「『君と片時も離れていたくないんだ……。君が他の男を見るたび、嫌いやな気分になる……。君の美しい唇くちびる、薔ば薇ら色に染まる頰ほお……緑色の三つ編み……』」

　桜兄が桜妹へ迫った。

　騎士ナイト試験にかこつけ、口く説どく算さん段だんだったのか……？　しかし決まってる！　決まっている！　すげえ桜兄！　とはいえ、甘い──クサい台詞で背中がぞわぞわする。俺、乙女ゲー研究の時は、いっつもこういう台詞は強制スキップで飛ばしてるからな……。強制スキップ、超ちよう便利。

「き」

　プルプルと子こ鹿じかのように桜妹が震えた。

「気持ち、悪い……。三次元のイケメンは、滅びろっっっ！　クサい台詞は二次元の聖せい域いきなんですっ！　さりげなく台詞をアレンジしているのも大×バツ！　不正解！」

　桜妹の振り回した腕が、桜兄に直ちよく撃げき。

「喋しやべるな寄るな触るな近づくなあ！」

　まだまだ振り回す。

「み、みこと、おちつい──ぐふぅっ！」

　いい場所に桜妹の肘ひじが入った。桜兄の手から持っていた鍵かぎが離れ、床に落ちた。

「はあ、はあ……」

　くるりと、桜さくら妹いもうとが俺おれを顧かえりみた。

「……勝ちです」

「は？」

「乙女おとめゲークイズ、先せん輩ぱいの勝ちです。義兄あには失格です、はい！　鍵かぎ、持っていってください。いま、義兄の手からちょうどこぼれ落ちたことですし！」

「ちょっと、待っ──」

　しかし、復活した桜兄あにがそれを阻はばむ。

　手を伸ばしてきた桜兄に、桜妹がスプレーを噴ふん射しや。瞬しゆん間かん、桜兄が昏こん倒とう。…………眠っている。何、このスプレー。

「さ、先輩！」

　落ちた鍵は拾い上げられ、スプレーごと、桜妹の手により俺へと贈ぞう呈てい。

「あ、ありがとう。でも、このスプレー……？」

「わたしはまだ持っていますから。起きたらまた吹きかけます！　強力睡すい眠みん導入液スプレータイプ！　三次元のイケメンや、変へん態たい対策もこれでバッチリ！」

　三人目のシスコン騎士ナイトは、俺っていうか、桜妹が突とつ破ぱ？

　乙女ゲークイズで大だい分ぶ時間をロスして、部室を出る前に掛け時計を見ると、残りは約十五分になっていた。最後は津つ久く見みだ。中ちゆう央おう図書館……！　しかし……津久見に関しては、先輩後こう輩はい関係がグレーゾーンな上、真ま辺なべ先輩の情報も、『情報不足だ！　残念だったな！』だったのでどうにか鍵をもらえる方法を考えないと。

　調ちよう理り準備室二から飛び出した俺は、廊下の曲がり角かどで人にぶつかった。

「わ。悪い……！」

　謝って、気づく。

　いま、校舎、そして文ぶん系けい部ぶ活かつ棟とうにいるのって騎士試験に参加しているやつぐらいだよな？

　相手を見て、青ざめた。

「つ、津久見……きゅん……？」

　どっちだ？　津久見きゅんで正解か？　日ひ景かげちゃんのほうか？

「──つくみ、きゅん……？」

　声が、低い。津久見も俺を認め、その瞬しゆん間かん、虫けらを見るみたいな俺の心を容よう赦しやなくえぐる視線を投げてきた。違ったか！

「ひ、日景ちゃん……？」

「──ひかげ、ちゃん……？」

　さらに声が低くなった。名前を呼んだ時の反応がどっちでもウジ虫でも見てるみたいな感じで変わんないんすけど！

　先せん手て必ひつ勝しよう、ここはとりあえず謝って会話の突とつ破ぱ口こうを開く……！

「す、」

　すんませんでしたあ！　と言うはずが、津つ久く見み？　が手で俺おれを制した。

「……？」

　つと、眉まゆをひそめた。

　まず、俺から一メートルきっちり離れ、また近くに戻ってきた。

　スパルタ仕し様ようの津久見……？　てことは日ひ景かげちゃんか？　待て。日景ちゃんだったらそもそも一メートルより近くに来ない。となると津久見きゅん？

「…………」

　え？　何？　津久見？　も宮みや河がわみたいに無む言ごん攻こう撃げきをしてくるようになったのか？

「……先せん輩ぱい」

　このウジ虫が消しよう滅めつしろ、とでも言げん外がいに言っているかのような声の低さは抜けたが、声だけではどちらなのか判はん断だんがつかない。

「はい！」

　つい、気をつけの姿し勢せいで返事をしてしまう。

「握あく手しゆしてもらっていいですか？」

「喜んで！」

　ピッと差し出して握手握手。

「平気だ……」

　呟つぶやく津久見？　との握手終しゆう了りよう。しかし、何やら真剣に考え込んでいる。また一歩津久見？　が俺に近づいた。

「ちょっと、ぎゅってしていいですか？」

　──ぎゅ？

　ぎゅ、は、いわゆる抱ほう擁ようだった。津久見が俺に抱きついてきた。抱きついてきたってことは津久見か……。男なのにいい匂においだな……。ぎゅっとする、とかも津久見のほうがやりそう。津久見きゅんファンの気持ちがわかったような……。血ち迷まような！　これは男！　男男男。津久見きゅんのほうだぞ！
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「やっぱり、平へい気きだ……。ショック療りよう法ほう……？」

「あのー、津久見？」

「！」

　さっと、再び津久見が離れた。

「兄のほうの、津久見だよな？」

「兄の、ほう……？」

「ファンクラブ会員の言葉をかりると、津久見きゅんのほう。日景ちゃんっていう妹がいるんだろ？」

「…………はあ」

　え？　間違い？　女じよ子し制服姿すがたの津つ久く見みは赤の他人かドッペルゲンガーってオチか？

「──そうですよ。日ひ景かげは僕の妹です。先せん輩ぱいにはバレましたが、僕と妹はたまに入れ替わっていたんです」

「バイトに来てるのが妹さんだよな？　その……この間、俺おれの過失により、妹さんに腹キックを受けることになったわけですが」

　俺の日に本ほん語ご、微び妙みように崩ほう壊かい。

「……みたいですね。妹から聞きました。先輩は知らなかったんでしょうけど、セクハラですよね。しかも、まないたと言い放ったとか？」

「すみませんでしたあ！　でもあれはまな」

　いや、洗せん濯たく板いた？

「まな……なんですか」

「せんたくい……いえ！」

　普ふ段だんほんわかしている津久見が軽けい蔑べつしたように俺を見た。妹を貶けなされたと感じたんだろうな。失しつ言げん失言。

「こんなに複雑な気分になったの、僕はじめてです。腹が立つし、まないたじゃないですし！」

「妹思おもいだな、津つ久く見み」

　はああああ、と津久見が深いため息をついた。

「──わかりました。あれは、いきなりキックした妹も多少は悪かったと僕も思います。お互い、水に流すよう言っておきますから」

「さすが津久見きゅん！」

　となれば──。

「和わ解かいへの道はひらけたってことで、さっそく、騎士ナイト試験の鍵かぎを！　戦うならそれでもいいんでとにかく頼む！」

「あー。渡すのはいいんですけど。チェックポイントの中ちゆう央おう図書館で鍵を持ってるの、日ひ景かげなんですよね」

　津久見が明後日あさつてのほうを見た。

「日景ちゃんが？」

「……あの、なんで妹のこと、日景ちゃん呼びなんですか」

「俺おれからの親しみ？　バイト仲間は日景ちゃんだし。津久見が兄として断だん固こ許さん！　てのならやめるけど」

「……………………僕は、まあ、別に『日景ちゃん』でも。妹も嫌いやがらないと思いますよ。いいんじゃないですか。妹は日景って呼び捨てだったり、かげっちっていうあだ名で呼ばれているんで、『日景ちゃん』も最初ははあ？　て思うでしょうけど、慣れれば、まあ」

「ふーん。じゃあ日景ちゃんでいくよ」

「それがいいですね」

　うんうん津久見が頷うなずいている。

「あと、さっきも言いましたけど、鍵は妹が持っています。あの拉ら致ちの手て違ちがいで、妹から連れん絡らくがあってこっそり交代する予定だったんですけど、もう交代する必要ないですね。妹には伝えますから」

「そ、そう？」

　津久見は端たん末まつを取り出すとどこかに──日景ちゃんだろう──電話を掛けながら、行ってください！　と手振りで示してきた。

　──そして、中央図書館、入り口。中央図書館は本校舎と三階で繫つながっている四階建ての建物だ。端末をかざす方式の入り口も三階にある。

　入り口では日景ちゃんが待っていた。ひらひらと俺に手を振っている。随ずい分ぶん友好的？　かと思ったら、慌あわてて引っ込めた。

「日景ちゃん、津久見から連絡いってるだろうけど、まず鍵を」

「──あんたなんかくたばれ？」

　ほんわか笑顔で、しかも疑問形で言われた。

　残り時間少ないのに、日ひ景かげちゃん怒りマックスなんですけど！　津つ久く見みきゅん！　津久見が口くち添ぞえしてくれても、怒りが全ぜん然ぜん解けてない？　鍵かぎを得るためには、自分の力だけで和わ解かいしろということなのか！

「えーっと……、えーっと……。きのこ……たけのこに呪のろわれろ？」

　また疑問形？　──こんな時は！　さっきはこの質問で判はん別べつできる雰ふん囲い気きじゃなかったが、今ならできる！

「──日景ちゃん。『たけのこきのこきりかぶ戦争』、好きなお菓か子しはどれですか」

「もちろん『きのこくん』！　……あ」

　てことは、さっきのが日景ちゃん……？　あれも津久見で、俺おれを越える走力で追い越したのでなければ。……もう、交代はしてたわけか。

「バレてるんですよね？　日景には口くち裏うら合わせろって頼まれたんですけど、わかっちゃいました？　詳しく日景には聞けなかったんですけど、日景の振りをして先輩に鍵を渡せって……。たぶんあれ、日景の照れ隠かくしなんですよね……。はい、鍵です」

「！　ありがとう……！」

「でも、渡す前に、一発殴なぐっていいですか？」

　津久見、ほわんとした笑顔。

「はい？　やっぱ日景ちゃんだったり？」

「津久見日向ひなたですけど。珍めずらしいなあ、とは思っていたけど、複雑なんです、僕。やっぱり、バイトなんて断だん固こ反対すべきだったかなあ……。はあ……。応おう援えんすべきか、反対すべきか、悩むところです。あ、殴なぐるのは冗じよう談だんです。鍵は渡しますね。……殴りたいけど」

「あ、ありがとう……？」

　四人目の騎士ナイト、ＶＳ津久見、突とつ破ぱ。

　津久見と日景ちゃんの入れ替わりについて、質問したいところだが、そんな時間はほとんどない。とにもかくにも、四つの鍵を手に入れた。

　手に、入・れ・た。

　つまり、クリアー！　箱を開ければ完かん勝しよう！

　善は急げ。それぞれの鍵を、鍵穴あなに差し込む。四回、解かい錠じようの音が鳴り、箱が開いた。

　中には、イヤホンと、赤いボタン装そう置ちと、紙切れ一枚。




『突破おめでとうございます！

　まずは通信イヤホンを装そう着ちやくしましょう。司し会かい、真ま辺なべの実じつ況きよう中ちゆう継けいが聞けます！　オンオフ可！

　次に赤いボタンを押す。ポチッとな。

　最後に二年Ｃ組の教室に向かいましょう！

　そして、新たなるステージへ！




　追つい伸しん、この順番を守るべし』




　イヤホンをオンにして、ひとまず片かた耳みみにだけ装そう着ちやく……。勝利連れん絡らくのためにつける必要でもあるんだろうな。

　中ちゆう継けいが聞こえてきた。

『中継カメラ復ふつ帰きしませんねー。武尊ほたか君と騎士ナイトのＶＳを実じつ況きようしたかった……！』

　赤いボタンをポチッと──。

『後半戦せん、無む理りなのかあ……！』

　イヤホンからの、司し会かいの言葉が、引っ掛かった。ボタンを押そうとする俺おれの指の速度が落ちた。後半戦って……試験は、騎士から鍵もらって箱はこ開けて終わりだよな？

「先せん輩ぱい、この紙、なんで追伸で、順番を守れ、なんて念ねん押おししてるんでしょう？」

　俺の手元の、箱に入っていた紙切れを覗のぞき込み、津つ久く見みが呟つぶやいた。

　その疑問にどう答えるべきか考えた瞬しゆん間かん、ポチッと──惰だ性せいで動き、俺の指はボタンを押していた。

「あれ？」

「あー、押しちゃった……」

　直後、イヤホンから興こう奮ふんした声が聞こえた。

『来た来た来た来たー！　現在五十八分経けい過か！　やってくれました武尊ほたか君！　前半戦クリア！　よって後半戦開かい催さい決定ー！　後半戦も一時間の予定でお送りしまーす！』

　後半戦、だと……？　聞いてない！

『聞いてるかなー？　武尊君！　事じ前ぜんに教えられていないだろ！　とか思ってそうだね！　うん、言ってないからね！』

『私の発はつ案あんです。このほうが試験をクリアしたときの喜びもひとしおでしょう？』

　発言、理り事じ長ちよう。

　俺の気力を削そぐ作戦だろう！　人は幸福の絶ぜつ頂ちようの時に地に落とされる時に深い絶望を感じる。

　俺もだ。後半戦だと？　まだ、あるのかよ！

『後半戦の内容を、司し会かい、真ま辺なべがご紹しよう介かい！　題して、「姫ひめと騎士」の逃とう避ひ行こう！　騎士たるもの、女性を守れなくてはいけません！　制せい限げん時間の間あいだ中じゆう、姫と一いつ緒しよに逃げ切りましょう！　ただし、姫が姫たる所以ゆえんの「幸運の冠かんむり」は、現在、姫の手から失われています。この冠も探さなくてはなりません。姫を守り、冠を探す！　姫を奪うばおうとする略りやく奪だつ者しやたちは黒い制服を着ていまーす！　略して黒くろ服ふく！　さあ、略りやく奪だつ者しやたちよ、散れ！　ちなみに武尊ほたか君くん以外の騎士ナイトは後半戦せんには参加できません！　なお、見事姫ひめと冠かんむりを略りやく奪だつできた略奪者には、理り事じ長ちようより特別景けい品ひん授じゆ与よ！　聴ちよう衆しゆうの諸しよ君くん、どんな景品か知りたいかー！』

『なんだろ……、学園内ショップの共きよう通つう商品券けん？』

『端たん末まつの通つう貨かチャージポイントもらえるとか……？』

『どーせ、たいしたもんじゃ──』

『司し会かい、真ま辺なべが発表しましょう！　乙女おとめちゃんや法ほう条じよう君、我らが副会長や実み琴ことちゃんとの一日デート権けん！　本人に拒きよ否ひ権なし！　だから本ほん気きで行くがいい黒くろ服ふくたちよ！　もしかしたら春が来るチャンスがあるぞー！　べったべったの景品です！　副賞として学がく食しよく全店フリーパス券もついてくる！　あの最上階レストランでも、もちろん使えます』

『景品が、デート、だと……！』

『黒服、意い外がいと美味おいしい役割だった……！』

『騎士とのデート権だったらわたしだって参加したのに……！』

『津つ久く見みきゅんは景品に入りますか……！』

　デート権。これは、黒服として適当に後半戦に参加した奴やつでも本気を出してくるレベルだ。

『というわけでー、武尊君！　姫を守れ！　もちろん、今年度の姫といったら一人しかいません！』

　宮みや河がわか……？　最後の最後は宮河だよな。そうだよな、俺おれルートだもんな？

『この後半戦には、清し水みず君も略奪者側がわで参加します！　余よ裕ゆうで不ふ参加と思ったら、参加です！　武尊君と対決して勝てば清水君も華はな々ばなしく騎士として認められます！　武尊君との対決も見られるんでしょうかっ？　なお、姫の居い場所は二年Ｃ組教室ですっ！　黒服たちよ、武尊君はもうすでに向かっているぞ！　黒服も急げー！　おおーっと、見物の皆さん、スクリーンに注目！　さっそくカメラが切り替わりましたー！　待たい機きしていた略奪者たちがぞくぞくと校舎へ走る！　ダレていた奴やつらにも活が入っている！　すごいぞ景けい品ひん効果！　別人のようだ！』

　そして、清水先せん輩ぱいも、参加か……！　道どう理りで前半戦では出てこないわけだ……！

「先輩！　これ」

　いつの間にか、付けていなかったほうのイヤホンを耳にあてていた津久見がイヤホンから手を離し、タイマーをセットした腕うで時計を投げてきた。

『あ、あと詳しいルールなどは理事長協力により、たったいま空からバラまいときましたー。投下完かん了りようしたそうです！　口こう頭とうではまだ説明していないことも書かれているので、武尊君も黒服も、しっかり拾って読んでおきましょう！』

　窓へ目を向けると、外を紙が舞っていた。

「助かる！」

　俺は走り出した。

　残り、五十九分。







　本ほん校舎へ続く通路を通って、本校舎の三階へ。三段飛とびで階段を駆かけ下りる。

　さっそく黒くろ服ふくを見掛けた。一いつ体たい何人投とう入にゆうしてるんだよ……！

　二年Ｃ組は階段を下りて丁ちよう度ど正面。前側の入り口前まえに立っていた黒服に、降りた勢いで跳び蹴けり。扉とびらが外れ、黒服が倒れた。飛び越えて、教室へ。

「宮みや河がわっ！」

　教室の電気は消えていた。暗くら闇やみの中で駆け寄ってきた宮河の手を握り、走り出す。

　向かうは一階！　外！　ルールがわからないことにはどうにもならない。バラまかれたルールの紙を拾う！

『おおーっと！　はやくも騎士ナイトが姫と合流しました！　しかし黒服が数名向むかっているぞ！　頑がん張ばれ武尊ほたか君！』

　一体、カメラは何台設せつ置ちされてるんだ？

　やっぱ、真ま辺なべ先せん輩ぱい呼びは止め。真辺でいい。

　前半戦せん用ように情報を書いた紙切れを渡してきたのも、後半戦がやりたかったから、とかだろ。なんで俺おれに手助けを？　という俺の疑問は正しかった……！　違い和わ感かんは大切に！

　俺ルートめ……！

　俺ルートイベントではバイオレンスと全力疾しつ走そうからは逃のがれられないのか？

　しかも遊ゆう園えん地ちイベントの時と似たような……。

　あっちだと追う側の人間は少なかったが、今回は段だん違ちがいだ。しかも、別の意味で本ほん気き。

「乙女おとめちゃんとの、デート！　権！　そしてお友達からはじめましょう！」

「っ！」

　宮河がつまずいて、よろめいた。黒服、接近！

　こんな時は──これだ！

　渡されてよかった、桜さくら兄あにをも撃げき退たいする、睡すい眠みん導どう入にゆう液えきスプレー。桜妹いもうととある程てい度ど仲が良いともらえる後に役立つイベントアイテムってやつだったんだろ、これ絶対。

「うわっ？」

　黒服、一人が眠りの世界へ。しかし仲間の黒服は見向きもせず俺たちを追ってくる。これぞ仁じん義ぎなき戦い！

「宮河！」

　スプレーを宮河に投げる。走りながら、背後を振り返った宮河が、

「おれは、おれはあ、実み琴ことちゃんを指名するんだあ……！　むしろ全員……！　うおおお！　こんなスプレーに負け……」

　新たに出現した黒服に、スプレー攻こう撃げき。また一人、眠りの世界へと誘いざなった。

　格かく闘とう担当、俺おれ。スプレー担当、宮みや河がわ、で走り抜ける。

　中庭へ。飛び散っている紙を一枚拾ひろって、茂しげみの脇わきに二人で身を伏せた。

「宮河、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　こくこくと、宮河が頷うなずいた。

『どこかな、どこかなー、姫ひめと騎士ナイトー。後半戦せんの実じつ況きようは、司し会かいをしている感があって、僕は大満足ですねー。理り事じ長ちよう、どうでしょう？　勝敗予よ測そくなどは？』

『まあ、私は一方に肩入れすることなく──』

『予よ測そくですから！』

『清し水みず君かしらね？』

『だそうです！　会場でも体育館の見けん物ぶつ生徒による予測投票やってるんですけど、いまのところ清水くんでーす！　聞いているか、騎士の位くらいをかけて戦っている二人よ！』

　聞いてる。

　息を整えながら、拾っておいたルールの紙を広げる。

『騎士試し験けん後半戦、ルール。

　仮かり騎士・武尊ほたか湊みなとの勝利条じよう件けん。

　①姫・宮河乙女おとめを見つけ、守り続け、制せい限げん時間を逃げ切ること。

　②『幸運の冠かんむり』を見つけること。

　①、②を満たすこと。

　『幸運の冠』の在処ありかを示すヒントの箱は、姫が所しよ持じしている。

　※ただし、ヒントの箱には鍵かぎがかかっています。前半戦で武尊湊が得た鍵で開けることができます。ですので、略りやく奪だつ者しやの皆さんは、襲しゆう撃げきの時期を見み計はからうのも良いでしょう。




　仮騎士・略奪者ともに、得られる情報は同じ。仮騎士・略奪者・姫は、端たん末まつ所しよ持じ不ふ許きよ可か。イヤホン装そう着ちやくのみ可。一度でも観客用ようのスクリーンがある新しん体育館に足を踏み入れれば仮騎士、略奪者ともに失しつ格かく。後半戦の舞台は本ほん校舎のみ。範はん囲いテープを境きよう界かい線せんとして本校舎周しゆう囲いにはっているので、この境界線を越えると失格。監かん視し員いんがしっかりチェックしています。うっかりの境界線越ごえに注意。略奪者の資し格かくは後半戦で事前登とう録ろくを受けた者のみが持っている。飛び入り参加は不ふ可か。







　※勝者不ふ在ざいの場合は、不ふ戦せん勝しようとし、自動的に騎士の地ち位いは清水が得る』




　というか。というか、だぞ？

　第三回騎士試験、今回の前半戦せん、後半戦は、乙女ゲー的には、本来は負けるのが正しいわけで。この『姫ひめと騎士の逃とう避ひ行こう』で負けても俺ルートでは、ここで負けることによって俺おれが、落ち込んで宮みや河がわに慰なぐさめられて恋が芽め生ばえる……そういう流れか？　起き承しよう転てん結けつの、起、よくて承ぐらいじゃないのか、まだ。

　俺ルート……先は長そうだ。ここが最後の正しよう念ねん場ばだ。なんとしても勝たないと。宮河を守り切って正しい俺ルートから外れる。

　何しろ、俺には一学期、宮河を避けようとしていたが故ゆえ、学園内ないをさ迷っていた時期がある。パパラッチの追つい跡せきもまき切った。

　ただし、女の子の宮河の体力は俺より当然劣おとる。

　このまま、宮河を連れ歩く、か……？　無む理りそうだよな……。

「先せん、輩ぱい、鍵かぎを、持って、いますか？　これ」

　ルールの紙を読んだ宮河が箱を示す。ルールどおり、宮河は俺が渡されたのと同じ型の箱を持っていた。鍵穴あなも四つ。中庭の茂しげみに隠かくれるようにして移動しながら、入れにくい鍵穴に鍵を入れ、ようやく箱を開けた。

『一度見み失うしなった武尊ほたか君たちがカメラの前に現れました！　現在地ち、中庭！』

「中庭っ？」

「こっちかっ？」

　司し会かいを殴なぐりたい……！

『おおーっと！　なんということでしょう！　黒くろ服ふくたちの動きに統とう率そつの片へん鱗りんが──やつら、共同戦せん線せんを──』

　茂しげみに身を伏せて、箱を開ける。紙切れ、一枚。少しでも落ち着いて読むために、イヤホン、オフ。『幸運の冠かんむり』──大だい舞ぶ踏とう会かいで宮河が被かぶった銀ぎんの冠だ──の在ざい処しよを示すヒントの内容は。




『正解

　綾河琴女島章日志久埜武イ尊宮乙桜実条良桜真啓津ア見向法笠紗高倉レ霧城湊輔』




　漢字の羅ら列れつ。暗あん号ごう文ぶんだ。たぬき？　暗号文ときたら俺はたぬきしかしらないぞ！　ひらがなにしてみるか？　せいかい、あやかわことおんなしま……。ダメだ！

　紙自じ体たいに秘ひ密みつが？　こすったりすかしたり、水に濡ぬらしたりすると文字が浮き出てくるっていう……。

　人の気け配はいに、茂みから出て、ずっと繫つないだままで、汗ばんできた手を引いて、走り出す。宮河の手は、温かい。

　後ろを振り返り、宮河に暗号文を渡した。頭ず脳のうは俺よりも宮河だ。俺が考えるよりも、ここは宮河にバトンタッチ。宮河は主人公こうである。こういう時は、謎なぞ解ときで主人公が選せん択たく肢しを選ぶ場面のはずだ。選択肢の中に正解があるから格かく段だんに答えが近づく！　超ちよう名めい案あん──って、俺おれにかかわると選せん択たく肢しバグるんだった……！　意味ねええ！　正せい攻こう法ほうで考えるしかないのかっ？

　宮みや河がわは暗あん号ごう文ぶんを見つめている。

「宮河は、どのくらい状況をわかってる？」

　まだ、この状況の確かく認にんすらしていなかった。

「教室で、待って、イヤホンを渡されて、それを、聞いていました」

　協力者として拉ら致ちられ二年Ｃ組の教室に放り込まれ、イヤホンの実じつ況きよう中ちゆう継けいでこれが第三回騎士ナイト試験後半戦せんだとはわかってる、と。

　とにかく暗号文だよな。あの、バグのやつ……見えるっていう選択肢はどうだ？　何が出てる？　文も字じ化ばけしてるだろうけど、解かい読どくはっ？　てそれとなく俺から聞いたら──俺からのゲームから外れた行動、になるからな……。宮河から話題に出してくれる分にはたぶん大だい丈じよう夫ぶなはずなんだが……。そして、宮河が何もない空中に視線を走らせたから、絶対いま文字化け選択肢が出てる。

　──待て、よ。

　記き憶おくが飛ぶリスクはあるが、外れた行動をとって、俺おれの記憶に空くう白はく期間ができる間は、選択肢は文字化けしてない、んだよな……？　記憶が飛んだ後、事じ態たいが悪あつ化かしている可能性は高い、けど、暗号文をとけないことにはどっちみち死へと繫つながる……。

　ここは……正常な選択肢を宮河が見ることにより、情報ゲットの道か。バグを利用！

　──いくぞ。

「宮河、選択肢の、」




　──良かった。まだ中庭にいた。空白期間を終えて、まず俺が思ったのはそれだった。そして次の瞬しゆん間かんには硬こう直ちよくした。

　──は？　草とかよりも、俺の視し界かい面積を占めているのが宮河だったりする。地面に片手をついて、宮河の上に、俺がのしかかっている状況。キスする五秒前？　これは──空白期間の俺、まさか宮河に襲おそいかかった？

「先せん、輩ぱい？」

「これ、は」

　一いつ体たい全ぜん体たいどういう状じよう況きようで？　俺のもう片方の手には、アイテムのスプレー。

　宮河に嫌けん悪おの表情とかが浮かんでないのが救い？　いやいや、試験には受からなければならないけど、宮河に嫌きらわれるのは──良い、ことだ。

　動こうとしてたら、背中に鈍どん痛つうが走った。宮河の上からどくと、脇わきに黒くろ服ふくが一人、スカースカー、と寝ていた。俺がスプレーを向けていた方向に、野球バット握って。……これじゃね？　これで俺背せ中なか強打？　宮河を守った？　俺。

　地面に座った宮河が、俺の腕を両手で摑つかんだ。

「──先せん、輩ぱい、ですか？」

　……ああ、なんていうか、宮河には、区別がついてるんだな。俺と、空くう白はく期間の俺の。

「怪け我が、は」

「大だい丈じよう夫ぶ。それより、長なが居いは無む用ようだ」

　頷うなずいた宮河が立ち上がる。二人で移い動どう開始──の前に、「……選せん択たく肢し」と宮河が口を開いた。暗あん号ごう文ぶんの紙を開く。

「選択肢で、わかりました。これ、わたしたちの名前だと、思います」

　空白期間を逆さか手てにとり、宮河に見えている選択肢を正常化させてヒントを得よう作戦が実を結んだか……！

　で、名前……？　俺も暗号文を見てみようとした、が……。

　宮河が、顎あごに手をあて、何な故ぜか地面を真剣な様よう子すで凝ぎよう視ししている。考えるポーズ……。

「……宮河？」

　そして、宮河の唇くちびるから紡つむがれた言葉に、俺は絶ぜつ句くした。

「他の選択肢に、魔ま方ほう陣じんを、書いてみる、って」

　何ですとっ？　いまは、もう選択肢はバグってる状態に戻っているわけで、確か、そうなると、宮河は自分の意志で行動……？　自分で、選択肢も、選、べる……。

「意味が、わからなくて。でも、図ず案あんは、頭に浮かびました」

　なんだか、描かきたそうにしている宮河。描けるの？　描けてしまうのか宮河っ？　ヤバイ！　チュドーンだ！　やはり、チュドーンが仕込まれていた。宇う宙ちゆう艦かん隊たいが来る！　ネタＳＦ突とつ入にゆうで死ぬ！　騎士ナイト試験でも、あったか、ネタ死！　イヤアアアアア！

「宮河っ！」

　ビクリ、と宮河が反応する。俺は宮河の手を高速で握り、描くのを封じた。今までこんなに真しん摯しに、真剣に、本気で、訴えたことはない。それにしても──宮河の手は温かい。

『あああああ！　発見！　発見です！　カメラの接せつ続ぞく不ふ具ぐ合あいが直って映ったと思ったら、武尊ほたか君が宮河さんに迫っていまーす！　チュー？　チューでしょうかっ？　いつの間にそんな事じ態たいに？　この込み上げる感情はジェラシーっ？　黒くろ服ふくー！　何やってんだ、はやく来ーい！』

「──魔方陣、ダメ、絶対」

　これ、もの凄すごく重要。

「ダメ、ですか？」

　少し上うわ目め遣づかいで、なんで残念そうなんだ宮河っ！　描・き・た・か・っ・た・の・か……！

『あああああああああ！　目と目を合わせて見つめ合っています！　会場でも武尊死しねコールが巻き起こる！』

　死ねコール？　コールがどうした！　こっちはマジで死が迫ってるんだぞっ？

「ダメ！」

『武尊ほたか君がまたまた乙女おとめちゃんに迫っております！　黒くろ服ふくー！　なにやってんだー！』

「……わかり、ました」

　頷うなずく宮みや河がわ。良かった。良かった……！　チュドーン死を俺おれは回かい避ひしたぞ。

「……あ、の」

「そこの二人ぃぃぃ、離れるべし！　なに急きゆう接近してんだあああ！　羨うらやましいィィィィ！」

「おれたちがいる限り、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうは許さん！」

　叫びながら走ってきたのは、もちろん黒服たちだ。

　反対方向に逃とう走そう。







　チュドーン死を無ぶ事じに回かい避ひし、走りながら、暗あん号ごう文ぶんに目を通す。




『正解

　綾河琴女島章日志久埜武イ尊宮乙桜実条良桜真啓津ア見向法笠紗高倉レ霧城湊輔』




　──言われてみれば。魔ま方ほう陣じんの恐きよう怖ふで確かく認にんが遅れたが、適当にシャッフルされているものの、文も字じ列れつの漢かん字じを拾っていくと、宮河、元もと冠かんむり候こう補ほ、そして騎士ナイトのフルネームだ。

　冠は、どこかに隠かくしてあるんじゃなくて、この中の誰だれかが持っているってことか？

　そうとわかれば、全員にあたればいいだけだが、どうやって？

　端たん末まつで連れん絡らく──は不ふ可能だ。持ってない。ルールでも誰だれも持っているはずが──。ん？　津つ久く見み、じゃなくて……あれはおそらく日ひ景かげちゃんだったわけだが、確か、使ってたよな？　協力者には、この制限はないってことか？

　俺のズボンのポケットには小こ銭ぜにがある。電話をこっちからかけるだけなら、学園内ないの公こう衆しゆう電話を使えばできるし、それなら境きよう界かい線せんを越えることもないから──。

　揺れる視し界かいで目をこらし、暗号文を凝ぎよう視しした俺は、違い和わ感かんに気づいた。

　暗号文は印いん刷さつされている。しかも、字がかなり大きい。だから、よりわかるんだが、どれもフォントが違うんだよな。一いち行ぎよう目めの『正解』、は二文字とも同じフォント。

　しかし俺たちの名前シャッフルはどれも違う……どれも違う？　本当か？

　焦あせる気持ちを抑えて、一ひと文字ずつ見る。

　どれも……じゃない。『正解』と同じフォントが、二行目にも含まれている。よくよく見ないと、判はん別べつが難しいが。

　埜、イ、ア、高、倉、レの六文字。

　──高埜たかの倉くらレイア！　これが正解のフォントと一いつ緒しよだ！

　逃げ込んだ角かどの裏で、宮河にも説明し、フォントの判はん別べつをしてもらう。同じ答えだった。

　プランが決まった！　高埜たかの倉くらに公こう衆しゆう電話から端たん末まつに電話をかけ、場所を教えてもらう。そして冠かんむりゲット。逃げ切る！

「あ……」

　すぐに、計画の穴を悟さとった。

「俺おれ、高埜倉の番号、知らねーや……」

　だって勝かつ手てに端末に登とう録ろくされるし、番号見みないし。

「──わたし、覚えてます」

「高埜倉の番号？」

　聞くと、宮みや河がわは俺たちの端末の電話番号はちゃんと覚えているらしい。さすがだ。さすがだよ、オールパラメーターマックス主人公こうってやつだよ……。

「それじゃあ」

　俺は小こ声ごえで宮河に問いかけた。

「電話をかけに行くのに、黒くろ服ふくの目をかいくぐって、宮河は安全な場所に隠かくれる、のと」

　宮河をギリギリまでうまく隠れさせられれば、勝ったも同どう然ぜん。ただし、もし俺と離れすぎている時に宮河が黒服に見つかればなすすべがない。スプレーを渡していても、不安が残る。あと、必ひつ然ぜん的に、俺が高埜倉の番号を教えてもらい、暗あん記きすることになるが、脳のう内ないリピートしていないと絶対忘わすれる。自信ある。

「…………」

「一いつ緒しよの行動をして、電話をかけに行く、のと」

　これは、宮河が番号を暗あん記きしているので、俺が電話の掛け間違いをする可能性が百パーセントなくなることを意味する。

「…………」

「宮河はどっちがいい？」

「──遊ゆう園えん地ちの時も、本当は、離れるのは、いや、でした」

　宮河が言った。

「──わかった」

　ミッション『いざ、幸運の冠へ』、開始！

　逃げ回りながら、本ほん校舎一階の公衆電話に徐じよ々じよに近づいてゆく。端末でほとんど用が足りる時代だが、緊きん急きゆう用として数台設せつ置ちされているうちの一つだ。

　薄うす緑みどり色の公衆電話に近付き、十円を投とう入にゆう。

「２０２─５４０７─２３９６」

　高埜倉のプライベート番号。宮河の言葉に従い、数字も即そく座ざにプッシュ！　出ろ、出ろ！

　黒服が、数十メートル先の廊下に現れた。俺たちを見て、走ってくる。

　──出た。

『……はい？　どなたかしら？』

「高埜たかの倉くらっ？　いまどこにいるっ？」

『……武尊ほたかさん？』

「いま、どこ！　場所！」

『場所？　場所は──』

　数十メートル先だった黒くろ服ふくは、もはや目と鼻の先だ。

「よし！　捕つかまえ──」

「ない！」

　腹に蹴けりを入れ、宮みや河がわの手を取って、駆かけ出した。







『黒服がチーム戦せん法ぽうを採り始めましたー！　グッジョブ！　統とう制せいだった動きです！　黒服をリーダーとして動かしているのは清し水みず君のようです！　参加にはバスケ部の面めん々めんがサブリーダーとして活かつ躍やくしている！　ただ追いかけるのではなく、徐じよ々じよに逃げ場をなくし、狭め、追い詰める気でしょうか？　現にそうなっています！　ひっじょーに僕好ごのみの嫌いやらしい手です。爽さわやかスポーツマン清水！　最終決けつ戦せんの場は、どうやら中ちゆう央おう図書館になりそうです！　黒服も続々と図書館へー！』

　はあはあ、とお互い、荒い息をついて、床にへたり込む。

　場所は、中央図書館二階。本ほん棚だなが何十列れつも並ぶ、開かい架かスペースだ。と、ふ、と照明が消えた。手を繫つないでいる宮河が一いつ瞬しゆん、びくりと身体からだを震わせた。

「て、停てい電でん？」

「暗いの怖こわい！　ママー！」

「バカ！　おまえらはあっちの捜そう索さくだろ！」

「見えねー！　ママ発言のやつかっ？　マザコン、おれに抱きつくんじゃねー！」

「サーヤ様とデート。でーとでーとでーとでーと……ウンダラバーウンダラ……」

「こいつ怖い。変な呪じゆ文もん唱となえててマジで怖い」

　黒服が大だい分ぶ図書館に来てるな……。

『停電！　停電です！』

　停電……。これも、乙女おとめゲー的な俺おれルートイベント用の仕し様ようか？

『しかしカメラは別べつ電源で赤せき外がい線せんも完かん備びなので問題ありません。それより、中央図書館にいるのは確かですが、二人の姿すがたを確かく認にんできませんねー！　まさに消失！　いやあ、武尊君を見直した皆さんもいるのではないでしょうか？　なかなかどうして！　よくここまで頑がん張ばった、と賞しよう賛さんの声を送りましょう。隠かくれた才さい能のうってやつでしょうか？　武尊君が宮河さんに迫った時はどうなることかと思いましたが、こちらの会場でも、武尊負けろよ派より、応おう援えんコールのほうが増えてきています！　ちなみにー、会場であの接近シーンをコマ送りで再現したところ、ただ話していただけみたいだと結けつ論ろんが出ましたー！　ぼくたちも一ひと安心でーす！』

　司し会かいは、たぶん、ぎりぎりまで伸ばしたいんだろうな、勝負の決けつ着ちやく。

　黒くろ服ふくをまくために、俺おれたちが逃げ込んだ場所を、すぐにではなく、わざと遅れて言ったりする。黒服も通信イヤホンをつけていて、俺たちを探すのは自分の足と、実じつ況きようが頼りだ。

　実況を聞き続けて司会の癖くせを摑つかんだ。

　いまの、消えた、という発言は、本当に俺たちを見失った。

　息がだんだんと整ってくる。

　高埜たかの倉くらに電話を掛けてからオンにしていたイヤホンを一いつ旦たん、オフ。

　高埜倉は、個室スペース二○九にいる。タイマーの残り時間表ひよう示じは、二十九分。

　宮みや河がわと頷うなずきあって、目指すは個室スペース、二○九！

　停てい電でんのおかげで、移動しやすくなった。目を凝こらし、音を響ひびかせないように、該がい当とうの部屋に入る。鍵かぎをかけて黒服の侵しん入にゆうを防ぎたいところだったが、鍵付きの扉とびらではなかった。

「高埜倉、いるか……？」

　小こ声ごえで呼びかけると、真まっ暗くらな部屋の中で、衣きぬ擦ずれの音がした。俺でも、宮河がいるのでもない場所から。

　人の気け配はいが、こっちに来る。パッ、と端たん末まつの画面の明かりが、俺と宮河を照らした。

「──一体、これは何の騒さわぎなのかしら？」

　端末で俺たちを照らしているのは、高埜倉だった。安あん堵どの息を吐く。

「第三回騎士ナイト試験、後半戦せん……だよ」

「騎士試験？」

　こんな問いかけがくるってことは、高埜倉にはいまだ何の説明もされてないのか？

「宮河……大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、い」

「あなたたち、わたしを無む視しするなんて──」

　高埜倉の言葉を遮さえぎった。

「説明するから、ちょっとたんま」

　まだ完全に呼吸が整っているわけじゃないんだ。

「二人とも……」

　高埜倉が口を噤つぐんだ。主おもに俺が中心になって説明する。前半戦、そして後半戦のこと。

「──お話はわかりましたわ。今日きようが第三回騎士試験の日だとは知っていましたが、生徒会を通さずに理り事じ長ちよう直ちよつ下かで話がすすめられているせいで、内容まではわたしも知りませんでした。……そういえば、生徒は全員本ほん校舎から退去するように、放送がありました」

「冠かんむりは？」

　机の上に置いてあった銀ぎん製せいの装そう飾しよく箱ばこを、高埜たかの倉くらは持ってきた。

「これでしょう。生徒会の仕事と、個人的な自習の目的で今日は登校したのですけれど、理り事じ長ちようにしばらくこれを預かって欲しいと言われて──。帰き宅たく時間になって、返そうと思っても理事長とは連れん絡らくがとれませんし──」

　あー。それたぶんイベント効果ってやつ。もうこう名付けたね、俺おれは。端たん末まつが突とつ然ぜん繫つながらなくなったり、エレベーターが故こ障しようしたり、停てい電でんになったり。ぜんぶイベント効果。

「とりあえず、吉よし田だに連絡したら、今日に限って渋じゆう滞たいに巻き込まれて吉田は遅れるというし、そのうちにおかしな輩やからが校内を走り回るようになるし──これで合が点てんがいきました」

　高埜倉が俺と宮みや河がわに向けて装飾箱を開く。中には──大だい舞ぶ踏とう会かいで見た銀の冠がしっかりと入って──。

「……高埜倉」

「何かしら」

「箱、開けてみた？」

「預かり物を勝かつ手てに開けるなんて、そんなことをわたしがするとでも？」

　俺は無む言ごんで、箱の中なか身みを高埜倉に見せた。中には──空からだと重さでばれるからだろう、そこそこの大きさの石と、その石に貼はり付けられた「ぬかよろこび☆」と書かれた紙。

　暗あん号ごう解かい読どくが、間違っていたというのか……！　がっかりしている暇ひまはない。冠を手に入れないとまずい。②の条件を満たせずに終わろうものなら……！

　一いつ瞬しゆんで氷ひよう点てん下かに凍り付いた空気を解いたのは、高埜倉だった。

「ぬかよろこび、ですって……？　何かの間違いだわ……！　レイアが幸運の冠の保ほ管かん役やくに選ばれたのでしょう？　……待って、冠？」

　と、自分の端末を操そう作さして、あるメールを見せる。

　タイトルには、真の冠、と一言だけ。本ほん文ぶんにはどこかのサイトのＵＲＬが記されている。

「これが、数分前まえに、届いたのだけれど」

　サイトを高埜倉が開いた。端末の画面に、『第三回騎士ナイト試験後半戦せん、冠の在処ありかを教えます！　本ほん物ものの幸運の冠は、由ゆい緒しよ正しすぎて、いくら理事長権けん限げんをもってしてもそう滅めつ多たに持ち出せません！　そこで、ミニチュア版『幸運の冠』を用意しました。これです！』

　その下には、中央に小さい冠がついた首くび輪わをはめた、ふっかふかな毛け並なみを持つ我が家の美び雌めす猫ねこ、リンリンさん……。尻尾しつぽにはリボンをつけている。そんな画が像ぞう。

『騎士試験用ように、借りてきた猫が脱だつ走そうしたので、武尊ほたか君家ちの猫さんに急きゆう遽きよ協力してもらうことにしました……！　名前はリンリンさんらしいです。一応、首輪にはＧＰＳ機き能のうをつけて、会場外に出たらすぐわかるようになっているので、どこかにはいるはずです！　ここをクリックすると、リンリンさんの居場所を表ひよう示じします』

「場所がわかるなら、簡単じゃない」

　高埜たかの倉くら、クリック。リンリンさんの居い場所が表示された……。地図では……この、中ちゆう央おう図書館？　それも二階か？　近い！　運の神は最後の最後で俺おれの味み方かたをしてくれたのか……！

　が、すぐに地図は消えた。

『なお、このサイトはリンリンさんの居場所を表示すると、五秒でアクセスを遮しや断だんするようになっています。幸運の冠かんむりへの道を発見できるのは一人だけ！』

　接続エラーになった。

　何かスパイ映画の真ま似ね？　爆ばく発はつするかわりに二度と見れないように遮断……！

　タイマーを確かく認にんする。あと二十二分。それまでにリンリンさんを捕つかまえないとだ。

　俺たちがいるのは中央図書館二階。学習室が並ぶ一角だ。部屋自じ体たいはさほど広くない。資し料りよう棚だなや数個の机、窓にかかっているカーテンは閉じられている。

　今すぐリンリンさんを探しにダッシュしたいところだが──ここは慎しん重ちように、一ひと呼吸！

　通信イヤホンをオンにした。

『残り時間、二十一分！　図書館の黒くろ服ふくたちよ、どうした！　本ほん気きを見せてくれ！　このまま武尊ほたか君たちが逃げ切るんでしょうかー？　つっまんないなー！　それじゃあエンターテインメントとしては物もの足たりない！　不ふ肖しよう、真ま辺なべ！　そう思います。理り事じ長ちようもそう思いません？』

『そうよねえ』

　賛さん同どうしたくないが、乙女おとめゲーのイベント的にも、そうなりそうだと思う。

　だって、負けるのがデフォルトの騎士ナイト試験だぞ？　それも、最後の騎士試験だ。

『じゃ、とっておきの情報いっきまーす。誰だれかが冠の在処ありかの情報をゲットした模も様ようです。一体、誰でしょう？　言いたい！　言いたくてたまらない……！』

　これは、俺への心理攻こう撃げき……？　リンリンさんの場所……個室スペースのどこかだと思うんだが……。そういえば、リンリンさん、移動していなかったような？　部屋に入り込んで眠っている、とかか？

「ちょっと……宮みや河がわさん？」

　振り向いた。見ると、高埜倉が、宮河の額ひたいに手をあてている。

「走ってきたからだと思っていたけど……熱があるの？」

　問いかけに、宮河が首を振る。しかし、俺の呼吸はもうすでに落ち着いていたが、宮河のそれはまだ荒い。それに──宮河の手は温かかった。いや、熱いぐらいに、だ。魔ま方ほう陣じんなんか試そうとしたのも、熱のせいで……？　自分のことで頭が一いつ杯ぱいで、気づけなかった

「無む理りをしたから悪化したんだわ。……いっそ、騎士試験は中止して──」

「それは、ダメ、です」

　宮河が腕を伸ばし、俺のブレザーを握った。

「──先せん輩ぱいは、勝ちたい、のに」

　そうは言っても、宮河は苦しそうだ。

「だから、ここで、待って、います」

「──わたしが宮みや河がわさんに付き添っていてあげますわ」

　ここは……ここは、俺おれがすべきなのは。

「……すぐ戻るから」

　宮河が小さく口くち元もとで微笑ほほえんだ。念のためだ。高埜たかの倉くらに護ご身しん用ようのスプレーを渡した。

「──今度は、本ほん気きなのでしょうね？」

「当たり前」

　高埜倉の問いに答える。第一回騎士ナイト試験の時のように、わざと負ける、なんてやれるような状じよう況きようじゃない。部屋を出る前に──『ぬかよろこび☆』の装そう飾しよく箱ばこを空からにして閉じ、小こ脇わきに抱える。俺はリンリンさんの首くび輪わが今回の真の冠かんむりだと知っているが、まだ黒くろ服ふくは、大だい舞ぶ踏とう会かいの銀ぎんの冠が②の条件に合がつ致ちすると思っているはずだ。

　俺は部屋を出た。イヤホンの音量を小にして、オン。

『さてー、武尊ほたか君を見失ったので、清し水みず君を追いましょう！　清水君、現在地は二階！　個室スペースがある辺りです！』

　近いじゃねーか！







「俺、レイア様とデートできたら、第一志し望ぼう校こう変えるんだ……！」

「そういうの、死し亡ぼうフラグっていうんじゃね？」

『残り、十七分！』

　黒服たちの会話を耳に、向かうは個室スペース二○三。二○七、六……と開け、ここまでやってきた。地図では、どこの部屋まではわからなかった。慎しん重ちように慎重を期し、しかし素す早ばやく！

　──二○三。

「──！」

　パッと、電気が、復ふつ活かつ。イベント効果？　思わず構える。何も起こらない。ふう、と息を吐いた。走らないですむようにはなったおかげで、呼吸は整っている。息を潜ひそめ、俺は辿たどり着いた、個室スペース二○三の扉とびらを開いた。後ろ手で閉め──。こ、この姿すがた、もしや──。

「……ほっ？」

　指ゆび差さしで変な声をあげた俺に、

「……ほ？」

　中にいた人物が振り返って返してくる。その声、まさしくレベル五！　こんな時でも至し福ふくの美声だった。法ほう条じよう──ではあるが、裏うら購こう買ばい販はん売ばい員いん用ようのかぶり物を着ちやく用ようしている。室内には、放送部の機き材ざいらしきものが設置してあった。

「法条？」

　かぶり物の頭だけで振り返った法ほう条じようが、身体からだごとこちらを向いた。

「！」

　見過ごすことのできない物体が、尻尾しつぽをゆうらゆうら揺らしながら、法条に抱っこされている。首くび輪わには、冠かんむり。縞しま模も様ようのゆらゆら尻尾にはレースリボン。

「リンリンさんっ？」

　リンリンさん！　移動していないと思ったら法条の腕の中？

「武尊ほたかくんは、この猫ねこさんを知っているの？　わたしの後をついてきて」

　うっと、鼻はな血ぢが出ないよう鼻を押さえる。いまは美び声せいに酔よいしれている場合ではないのだ、俺よ。

「ウチの飼い猫、リンリンさん。探してたんだ」

「そう。リンリンさん？　武尊くんのところに行く？」

　ぜひとも！　俺おれは抱えていた空からの装そう飾しよく箱ばこを足元に置いて、両腕を広げ、リンリンさんをスタンばった。さあ、この俺の胸に飛び込んできてくれ、リンリンさん！

「いってらっしゃい」

「…………」

　優しく法条に促うながされ、仕方なさそうに、リンリンさんがシュタッ！　と床に降り立った。が、その場に留とどまっている。……来ない。

「──宮みや河がわさんはどこだ？」

　そんな俺の背にかかったのは、もっとも聞きたくなかった、清し水みず先せん輩ぱいの声だった。装飾箱を拾い、身体を百八十度だけ反転させる。右手には、かぶり物もの法条とリンリンさん。左手に、入り口に陣じん取どった清水先輩と──その背後でチラチラ見え隠かくれしている黒くろ服ふく。

　──ヤバイ！　リンリンさんがイケメンの登場にご機き嫌げんに尻尾しつぽを振り始めた……！

「リ、リンリンさん！　ほらほら、こっち」

　呼んでみるも、効果がない。

「リンリンさん……？　猫？」

　清水先輩が呟つぶやき、リンリンさんと──法条の姿すがたを見み咎とがめた。

「変な格かつ好こうの女じよ子し生徒……いや！　おれのセンサーによると、乙女おとめちゃん級の、イイ身体のイイ女……？」

　おい、待て。隠かくし攻こう略りやく対たい象しよう疑ぎ惑わくありのイケメン！

「……君、ちょっとそのかぶり物、取ってみないかい？」

　白い歯の輝きつきのイケメンスマイルで法条に向かい歩き出しつつ、話しかけている。そして清水先輩にふらふらとリンリンさんが……？　イケメンオーラに招き寄せられている……？

　イケメンに対たい抗こうするには……？　リンリンさんに効くのはおそらく美び少女……！

「法条、かぶり物をとってくれ！」

「？　これを？」

　必ひつ死しの形ぎよう相そうで頷うなずいた結果、法ほう条じようがかぶり物をとってくれた……！　首を軽く一ひと振ふり。つややかな長い髪かみがさらりと広がる。清し水みず先せん輩ぱいが、「法条さんだったのか……」と呟つぶやき、そしてリンリンさんはクルリと方向転てん換かんして法条に突とつ進しん。

　読みどおりだが、リンリンさん……！　すかさずそこを捕ほ獲かく。リンリンさんは暴あばれ出すかと思いきや──俺おれの匂においをふんふんと嗅かぎ、不ふ思し議ぎそうな表情で留まっている。リンリンさんはいい匂いも大好きだ。なんか、いい匂いでもついてる？　俺。

　リンリンさんが大人おとなしいうちに、片手で首くび輪わを外した。そのまま手首に巻き付ける。

　冠かんむりゲット！

　盗ぬすみ見た、残り時間は、九分。あとは宮みや河がわと合流して時間内を逃げ切るだけ……だが、宮河をこれ以上走らせるのは無む理りだよな。

　片手にリンリンさん、片手に装そう飾しよく箱ばこ。……脳のう筋きんの神が俺に囁ささやいた！

「──この箱には、『幸運の冠』である、銀の冠が入っています」

　おもむろに言う。

「これを渡すんで、入り口を開けてくれませんか」

「入り口をねえ……」

　そんなことをしても無む駄だだろ、な視線の清水先輩だったが、格好かつこ良く顎あごで黒くろ服ふくに指し示じして、脇わきにどかす。この、イケメン攻こう略りやく対たい象しようが……！

　俺は入り口を過ぎ、廊下へ。しかし、黒服には囲まれている。

『残り、八分！　あああああっ！　なんと、武尊ほたか君と清水君の姿すがたがカメラに！　直接対たい決けつがきましたー！』

　廊下側に、一歩。

「取ったやつにやる！」

　叫んで、空から箱ばこを頭上に放り投げる。黒服の隊たい列れつが乱れた。隙すき間まを狙ねらい、リンリンさんを抱えたまま猛もうダッシュ。思ったよりもはやく、数十秒も経たたずに、背後で声があがった。

「空だ！」

「乙女おとめちゃんは見つからず、冠もない……？」

「となると鍵かぎは武尊か？」

「奴やつを捕つかまえろ！」

「個室スペース捜そう索さく班はんもこっちに加われ！」

『大だい移動！　大移動です！　冠を持った武尊君を黒服の軍ぐん団だんが追う！　一番機き敏びんなのは清水君だあああ！　みるみるうちに先せん頭とうにっ？　っと……図書館の中ちゆう継けい機き材ざいの調子が悪いようです！　配置の放送部ぶ員いん……ってああー、法条君っ？　かぶり物とっちゃダメだって言ったのにっ？』

「サーヤ様がこんなところにっ？」

「おれ、ここでリタイヤするわ。紗さ綾や様を観かん賞しようしまーす……！」

「あのさらさらツヤツヤの髪かみに触りたい……！　しかし触ってはならないんだ……！」

　法ほう条じようのおかげで、俺おれへの追っ手が減ったことを知ったのは、後になってだ。

『カオス！　法条君の周りがカオスです！　まるで宗しゆう教きよう！　法条君に危険はなさそうなので、武尊ほたか君を追うことにします！　中ちゆう央おう図書館から脱し、外へ！　残り、六分！』

「この！　ブソンっ！」

　一いち学期、逃げ足を鍛きたえた俺だったが、さすが引いん退たいしたとはいえバスケ部、清し水みず先せん輩ぱいははやい。

「ブソンじゃねえっての！」

　司し会かいの中継で、俺の行動や、場所は、イヤホンのある宮みや河がわにも伝わっているはず。

「デート権……！」

「乙女おとめちゃんとデート……！」

「清水とブソンがはえええ！」

『武尊君、中央図書館の裏うら手てに回ったあ！　清水君もきっつりついていってる……！　追いつきそうです！　まさか境きよう界かい線せんを越えようなんてことは考えていないでしょうが……。残り、三分！』

　俺もタイマーを確かく認にんする。残り、二分四十秒。

『逃げ切れるでしょうが、武尊君一人で逃げ切っても無・意・味！　みなさんそのことに気づいているんでしょうかっ？　このままだとどっちみち武尊君の負けだあ！　にもかかわらず、清水君は不ふ戦せん勝しようはプライド的に許せないのかっ？』

　気づいてますって。

　目指すは、中央図書館、個室ルーム二○九の裏うら手て。

　そこの、窓が、開いた。

『おおーっと！　この真ま辺なべ！　発見しましたあ！　二階の窓が開いている！　いるのは、宮河さんだあっ！』

　俺は上に叫んだ。

「宮河！　高埜たかの倉くら！」

　宮河が、顔を覗のぞかせる。窓のサッシに手をついた赤い顔の宮河が、背後を振り返る。

「みやがわあっ！　飛べ！」

　俺を見下ろした宮河が、大きく目を見開いた。

「受け止めるから！」

　それしか、勝利の道はない。高埜倉の顔が窓から覗いた。

「ちょっと、何を言って──宮河さん？」

『残り、一分を切りました！　三十、二十九、』
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　宮みや河がわの足が、窓まど枠わくに乗る。




　──飛んだ。




　背中をしたたかに打った。温かい、柔らかな身体からだの感かん触しよくが腕の中にあった。首に宮河の腕が回った。

『姫ひめが騎士ナイトの元へ飛んだああああ！　そして！　そして五、四、三、二、一！　タイムアウト！　タイムアウトです！　しかあし、問題は冠かんむりです！』

　リンリンさんの冠つき首くび輪わを巻いた手首を、頭上にあげてみせる。

『司し会かい、真ま辺なべ、確かく認にんしました！　冠も所持しています！　第三回騎士試験、武尊ほたか君の勝利だああああっ！　騎士の地ち位いを清し水みず君から奪だつ取しゆしたあ！　清水君、まさかの敗北──というか、猫ねこに飛びかかられています！　顔に猫だああああ！　いつの間に猫も飛んだんでしょーかー！』

　さっき。
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　武尊ほたか湊みなとです。

　俺おれへの評ひよう価かがあがりすぎて怖こわい今日きようこの頃。

　第三回騎士ナイト試験が終わり、連れん休きゆうを挟んで明あけた登とう校こう日び二十四日。改めて騎士試験結けつ果か発表。

　第一回、黒星。第二回、白星。第三回、白星。

　騎士試験を俺はめでたくクリアしたのだった。

　本ほん日じつ二十五日。俺ルートではなくなった生活初しよ日にち、朝あさ編へん。

　下げ駄た箱ばこへ。開ける。手紙大たい量りよう。

『──乙女おとめちゃんとおまえの仲を！　仲を！　仕方ないから認めるやるっ！』

『あの、見直しました！』

『よくよく見れば、武尊先せん輩ぱいって味のある顔でカッコイイと思えてきました。きゃっ！』

『武尊湊カード売れ売れ！　聞いて驚け！　女・子・生・徒・に！　我が子の成長を見守るような気持ちデス！　裏うら購こう買ばい騎士カード営業担たん当とう』

『まだまだ、これは秘められた力の解放への序じよ章しよう……！　そうですよね？　二年Ａ組Ｓ』

　これらの手紙は、第三回騎士試験の翌日から届きだした。

　呪のろいでも誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようでもなく、いずれも好こう意いに満ち溢あふれたものばかり！

　何これ怖こわい！　おまえら掌てのひら返し過ぎだろ。

　まあ、二年Ａ組Ｓは一いつ貫かんしているか……。

　そして……。そして……！

　こんな時は、変わらないおまえで癒いやされたいと思う。

『騎士プ』

　あー、良かった。俺の騎士プへの好こう感かん度どはマックス超えだよ。そう、昨日きのう、俺は驚いた。朝の下駄箱に、何事もなかったのかのように、『騎士プ』が入っていたのだ！

　考えるに、第一回騎士試験の後に、「明日あしたから手紙休む」の手紙が入っていたが、あれ、きたの金曜だったんだよな。俺が解かい釈しやくしたような騎士失しつ格かくが理由なら、土曜の試験直ちよく後ご、月曜に来ていたはずだ。──騎士試験、たぶん関係なし。プは以前の風か邪ぜのやり取りから、手紙を出せないと事前に俺に知らせてくれただけだったんだ！　そんなプを俺は疑っていた……！　愚おろかだった……。その場で「おかえり」とメモを投とう函かんした。なんと昨日の放ほう課か後ごには返信が！

『ただいま？　騎士プ』と。

　おかえりの意味が不明だったんだろう。『？』入り。本当に律儀りちぎだな、プ……。正しよう体たい不ふ明めいのプを、俺は、俺の心の友に認にん定ていした。でも、声レベル五だと信じてる。うん。

「おはよう、武尊君」

「お、おはよう」

　プは変わらないが、騎士試験が終わってからというもの、見知らぬ女じよ子し生徒からも挨あい拶さつされる始し末まつ。挨拶してくれた女子生徒が、友達と歩き出す。

「ところでさー、聞いたー？　清し水みず先せん輩ぱいの噂うわさ！」

「え、わたしは、いまの清水先輩のほうがイイ！　野や性せい的な感じ？」

　噂か……。素そ行こう点てんチェックはなくなったのだが、清水先輩の素行に関する噂が、パパラッチにより拡かく散さんされている。大だい翼よく学がく園えんの隣となりの地区には名めい門もん女子校、清せい心しん女子高こう等とう学校があるが、そこの生徒の間では清水先輩──清水の評ひよう判ばんは最悪だったようだ。そこの生徒を六ろく股また……七股……。そして宮みや河がわも狙ねらっていたと……。いや、宮河が本ほん命めいだとして、法ほう条じようへのあの反応を見るに、イイ女が好き……？　性別は違うが、『ミラクルスター３』の性格、悪あく女じよプレイの如ごとし。

　大翼学園でも、以前のファンは減ったが、その分ぶん新たなファンを獲かく得とくしたという……。

　清心女子の生徒からタレコミがあったみたいですよ、と『きのこくん』を食べている津つ久く見みに雑ざつ談だんがてら聞いた。「その生徒って日ひ景かげなんですけどね」と教えられた。

　とにもかくにも、勝利を嚙かみ締めている今日きようこの頃だ。

　大だい舞ぶ踏とう会かいの時も、早はや合が点てんして喜んで俺おれルート突とつ入にゆうなんて目にあったが、今回は、『だいよく』を参考にした結果だ。

　俺ルートの正しい流れ（俺にとっては死に近づく）から脱したのは、今度こそ！　今度こそ！　間違いない。宮河と俺がカップル認にん定ていされているのも、一いつ過か性せいのものだろうしな。大舞踏会のときの返事も、今度こそ……！

　手紙を処理し終え、俺はそそくさと下げ駄た箱ばこを後にした。

　──何な故ぜか？

　こっぱずかしい写真パネルが一階生せい徒と用よう正面玄げん関かんに飾られているからだ。

　昨日きのう、登校したら出現していて、口をあの字に開けた。

　カメラ映えい像ぞうを鮮せん明めい化し、巨きよ大だい化させたもの。

　俺と宮河が抱き合っているやつだ。宮河が二階から飛び降りて俺が受け止めたやつだ。

　姫ひめと騎士ナイトで公こう認にんカップル的な空気が……。外そと堀ぼりが埋められていっているような錯さつ覚かく？

　何だかな……どうしても、乙女おとめゲー的てき俺ルートイベントの一いつ環かん？って考えてしまう。

「ね、裏うら購こう買ばいの新商品ラインナップ更こう新しんされてたよ？　見た？」

「見た見た。思うんだけどさー、あの『だいよく』って雑誌。プッシュされすぎじゃない？」

「そうそう、特別号まで出てるし」

　靴くつを履はき替えている女じよ子し生徒の会話を、小こ耳みみに挟んだ。

「特別号……？」

　このまえ『だいよくvol.4』が出たばかりなのに、いやに早いな。

　端たん末まつを取り出し、サイトをチェックする。小耳に挟んだ会話のとおりだ。

「『だいよく特別号vol.4.5』？」

　今日きようの昼休み発売だった。裏購買の本ほん日じつの販はん売ばい場所は、会議室一一五。確かく認にんしたその瞬しゆん間かん、聞き覚えのあるレベル三の声が近づいてきた。

「紗さ綾やさん。あなたのところの部長に、これを渡しておいてください。予算申しん請せいは却きやつ下かですわ」

「却下、なのね」

　声レベル五！　即そく座ざに俺おれは反応。法ほう条じようと高埜たかの倉くらだった。非常に珍めずらしい組み合わせと言える。

「──あら、武尊ほたかさん」

「おはよう、武尊くん」

　朝から、美声を聞けるのは素晴らしいことである。

「おはよう」

　半なかば感動に震えながら、挨あい拶さつを返す。視線は法条一いつ直ちよく線せん。

「──ちょっ……武尊さん？」

　法条、何かもっと喋しやべってくれ！

「……ブソンさん！」

　高埜倉め、俺をブソン呼びするなんて、嫌いやがらせか！　と思いつつ、視線を高埜倉へ。

「おはようございます、ブソンさん」

「おはようございます」

　コホン、と高埜倉が咳せき払ばらいした。

「その……少々、考え直しまして、わたし……いえ、レイアは……。第一回騎士ナイト試験の時のことは、その……。……やっぱり、いいわ。失礼します」

　高埜倉が踵きびすを返す。だが、法条はまだ留とどまっている。

「騎士試験、お疲れさま。──武尊くん、今度の日曜日は暇ひま？　柚ゆ子ずが──」

「ヒマです！」

　何も考えずに即答。あ、しまったあああ！　法条の美び声せいを遮さえぎってしまったあっ！

「前も言ったけど、料理を──」

「料理が何よ！　料理ぐらい、レイアだってできるんだから！」

　なぜか身をひるがえし戻ってきた高埜倉が宣せん言げんして、至し高こうの美声を遮った。ところで、法条の言葉につい素直に喜んでしまったが、俺ルートを脱したことで宮みや河がわは避けなくてよくなったけど、傍ぼう観かんイベントによる死！　はまだ残ってるんだよな？　ということは、むしろ他の三人を、徹てつ底てい的に避ける方向に？　では誘いを！　俺は！　断る！　べきなのか……？

「湊みなとせんぱーい、おはようございまーす」

　そんなこと考えていたそばから、向こうからやってきた。桜さくら妹いもうとに、宮河に、津つ久く見み。

　宮河は今日きようが騎士試験以来の登校のはずだ。三人は全ぜん員いん一年ということもあって、仲がいいようだ。いや、津久見は、津久見か日ひ景かげちゃんか……。これがなかなか、わからない。じーっと津久見を見ていたら、桜さくら妹いもうとが青ざめた。

「その、視線！　み、湊みなと先せん輩ぱい、先輩も、もしかして津久見きゅんファンクラブ会、員？」

「違うから」

「そ、そうですよね……！」

「あのファンクラブ、すごくウザイよね」

　ほんわか笑顔で毒どくを津つ久く見みが吐いた。今日きようは日ひ景かげちゃんか……？　そういえば入れ替わりの理由を聞きそびれているな……て。

　──待て。日景ちゃんだったら、この場に、法ほう条じよう、高埜たかの倉くら、桜さくら妹いもうと、日景ちゃん、という新たに俺おれの死に繫つながるかもしれない人じん員いんが勢せい揃ぞろい……？　無む意い識しきに、俺は後ずさる。俺ルートを脱しても、この問題は残るか……！　安全なのは、もはや、宮みや河がわのみ……！

「お、おはよう、宮河」

「おはよう、ございます」

　赤いサラサラの髪かみを揺らして、宮河が素すの少し出た表情で、微笑ほほえんだ。







「はあ……落ち着く……」

　今日はバイトもない。学校から帰ると、俺は自じ宅たく一階、居間にあるソファの背もたれに寄りかかった。

「何サラリーマンみたいなこと言ってるのよ」

　先に帰き宅たくしていた姉あね貴きが呆あきれた声を出す。

「学校……疲れる……」

　悪い噂うわさばっかりだった頃より、ある意味疲つかれる。一いつ過か性せいのブームだと思うから、俺ルートなんか関係なくなって二年も終わるころには、さすがに収まっているだろうと思うが。

　そうじゃないと困る。

　裏うら購こう買ばいに『だいよく特別号vol.4.5』を買いに行った時も、いつもは人がいないくせに大盛せい況きよう。『だいよく特別号vol.4.5』をガン見された。

　その場で読みたかったのに、『だいよく特別号vol.4.5』を読める空気ではなかった……。販はん売ばい員いんが銀ぎんフレームじゃなかったから、『どうしても嫌きらわれたい本』も少しばかり立ち読みしたかったのに。まあ嫌われたい本なんて、もう必要ないんだが、傍ぼう観かんイベントを考えると、念のため。全員に嫌われることも、念ねん頭とうに……。

　だらーっとしたまま、鞄かばんの中を探り、薄さから『だいよく』を探り当てる。

　特別号となっているわりに、いつものとなんら変わらない装そう丁てい。

　巻かん末まつ占うらないページの、十月、と。んで、学園の謎なぞの占い師による、迷える乙女おとめへ捧ささげる今月のありがたいお言葉って書いてある──。

「学園の謎の占い師による、迷える乙女へ捧げる今月の〝言い忘れていた〟ありがたいお言葉……？」

　──言い忘れ？　俺攻りやく略だつの書いてある十月を読む前に、六月と十二月の欄らんが目に留まった。

『六月生まれの貴方あなた──捻ひねくれた喋しやべりの隠いん者じやは、騎士ナイトを試す試し練れんにてはじめて姿すがたを現します。試練の結果いかんによって道がひらけることでしょう』

　いまならわかる。これって──真ま辺なべ？　隠かくしの攻こう略りやく、対たい象しようだったのか……！

『十二月生まれの貴方──爽さわやかなる仮か面めんの享きよう楽らくの徒とは、騎士を試す試練の前に、仮面を剝はいでおくことが重要です。あなたが唯ゆい一いつの愛で、光を照らすのです』

　これ、は──俺おれの読みどおり、清し水みず光こう一いち。こっちも隠しの攻略対象……！

　そして、いよいよ十月。

『十月生まれの貴方あなた……凡ぼんなる騎士の心を射い止とめたいのならば、まずは騎士を試す試練が起こるはずです。彼は試練に敗れ、落らく胆たんすることでしょう。そこがチャンスです。そんな時に彼を励はげまし、叱しつ咤たし、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評ひよ価うかした時、愛が……！』

　何だよ前と同じじゃねえか、と読み進めていくと、なんと続きがあった。『愛が……！』の後に、『が、前回でした』と書かれている。いざ、音おん読どく。

「『が、前回でした。もう一つの道は、困こん難なんを極めます。凡なる騎士が見事、試練を突とつ破ぱすることで開かれます。もっとも重要なのは、三つ目の試練です。特とく定ていの試練でなくてはなりません。まず、これを出すこと自体が困難です。運にも左右されます。さらに、これを超えるのです。そして次には──』」




　──あ？　もう一つの道は、困難を極めます。凡なる騎士が見事、試練を突破することで開かれます？




　ページを開いたまま停止している俺の膝ひざに、カーペットに横たわり毛繕けづくろい中だったリンリンさんが乗ってきた。器き用ように香こう箱ばこ座ずわり。気まぐれリンリンさん……！

「おねーさま」

「何よ？」

「これ、ここの十月部ぶ分ぶん、朗ろう読どくしてくらさい」

「嫌いやよ」

　見もしないで答えやがった！

　しかも俺がバイト先の『梅うめ田だ酒さけ店てん』で買ってきた梅ソーダを飲んでいる。

「今こん度ど荷物持もちするし、オムライス作ります」

「……寄よ越こしなさい」

　姉あね貴きの手に渡る、俺の輝かしき未来を保ほ証しようするはずだった『だいよく特別号vol.4.5』。

「『十月生まれの貴方……凡なる騎士の心を射止めたいのならば、まずは騎士を試す試練が起こるはずです。彼は試練に敗れ、落胆することでしょう。そこがチャンスです！　そんな時に彼を励はげまし、叱しつ咤たし、支えるのが一つの道となります。たとえ彼が最後までふがいなくとも、努力を評ひよう価かした時、愛が……！　が、前回でした。もう一つの道は、困こん難なんを極めます。凡ぼんなる騎士ナイトが見事、試し練れんを突とつ破ぱすることで開かれます。もっとも重要なのは、三つ目の試練です。特定の試練でなくてはなりません。まず、これを出すこと自体が困難です。運にも左右されます。さらに、これを超えるのです。そして次には──』」

　即そく座ざに、忌いまわしき『だいよく特別号vol.4.5』が戻ってきた。

　一いち言ごん一いつ句く、俺おれが読んだものと変わらない内容だった。

　なるほどなるほど。俺ルートには二種類分ぶん岐きがあるんだな。

　騎士試験不ふ合ごう格かくルート。

　騎士試験合格ルート。

　文ぶん面めんを見るに、合格ルートのほうが、困難とか書いてあって、ものすごく嫌いやな感じがするのは何なんだ。不合格ルートのほうが易やさしそうなのはなんなんだ。

　どっちも用意されていた俺ルートってのはどうなんだ。それであれだろ？　どっちも俺死しぬんだろ？

　不合格だとポン。合格だとポンポン死ぬ、みたいな感じで。魔ま方ほう陣じん系けいのネタ死は当然あり。




「──ポンのほうが、まだっ！　マシだった……っ！」




　俺の嘆なげきと落らく胆たんは深い。深すぎた。深すぎて底が見えない。さらに、俺には『傍ぼう観かんイベント』という難なん題だいも残ったままだ……。メロンの皮と植うえ木き鉢ばちと枝きりバサミ……！

「ちょっと愚ぐ弟てい、うるさい」

　こんな時は、リンリンさんだけが俺の癒いやし……。

「リンリンさん……！」

「フッシャー！」

　抱きあげようとしたら、途と端たん即そつ効こうで拒きよ否ひられた。

『どうしても嫌きらわれたい本』が必要だ。

　今日きようは、呪じゆ・攻こう略りやく対たい象しように戻った日となった。

　だから、なんでどうしてこうなった……！




「愚弟、さっそくだけどオムライス。それと今週の日曜、買い物に行くから荷物持もちよ」

「へーい……」

「返事はしっかりと！」

「はい」


了　












あとがき




　こんにちは。秋あき目めです。『乙女おとめゲーの攻こう略りやく対たい象しようになりました…。』の二巻です。

　これを書いている時点ではまだ拝はい見けんしていないのですが、一巻のとき同どう様よう、今から二巻の表ひよう紙しイラストが楽しみです。表紙っていいっスよね。

　しかし、あとがきとしては四行目にして書くことがなくなりました。参りました。

　苦し紛まぎれに、今回は、「いかにしてこのタイトルに至ったか」をお送りしたいと思います。

　最さい初しよ期きは、『乙女ゲーの攻略対象になりました。』でした。そして、他のタイトルも考えてみよう、ということで、考えてみた他タイトル群を一部載のせます。以下のような具ぐ合あいです。

・俺おれと乙女ゲー

・乙女ゲーと攻略対象な俺

・乙女ゲーパニック！

・騎士ナイトプ

・攻略対象　ｉｓ　Ｄｅａｄ？

・乙女ゲー的攻略対象ライフ

・攻略対象デスロード

・攻略対象の心こころ得え　乙女ゲー編

・乙女ゲーの主しゆ人じん公こうに嫌きらわれる方法

　などなど。なお、担当さんに送る際、自じ主しゆ的てきにお蔵くら入いりにしたものが一つ、この中に含まれています。が、タイトル候補にはしたわけで、今、このあとがきを書くためにタイトル案のファイルを開いてみて、改めてあの頃の自分は何を考えていたんだろうと不ふ思し議ぎになりました。

　それはさておき、内容を考えると、「乙女ゲー」と「攻略対象」の両方、もしくは片方はタイトルに欲しいところでした。ただ、「乙女ゲー」だけだと、これは少年向むけライトノベルだしなあ……となるわけです。かといって、まったく違う方向からのアプローチとなると、相応ふさわしいタイトルがちっとも思い浮かばない……！　というわけで。

　最終的には、原げん点てん回かい帰きの『乙女ゲーの攻略対象になりました。』に、『…』をつけると、主人公の残ざん念ねん感かんが伝わっていいかもしれない！　な『乙女ゲーの攻略対象になりました…。』で決定しました。しかし長いので、『乙女ゲー～』で省しよう略りやくです。

　以上、タイトルが決まるまで。いかがだったでしょうか。




　それでは、ここまで読んでくださってありがとうございました。





二○一二年三月　秋あき目め　人じん
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秋あき目め 人じん

１９８２年生まれ。福島県出身。東京都在住。

画像は実家のニューフェイスです。初遭遇時、目と目が合った瞬間にさっと身を翻されましたが、写真を撮れる仲に昇格。ただし、次に帰郷する頃には再び『あんた誰？』状態になっていることでしょう。ループ。
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森もり沢さわ晴はる行ゆき

富山県出身。東京都在住のイラストレーター。

花粉のせいでますます引きこもり度が上がってます。
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